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扉・スケッチストラスプールの野菊の君

杉本雄三・画く元・関西電力病院長〉
人口と開発〃目次

巻
頭
言
／
国
際
テ
ロ
と
人
口
Ｏ
Ｄ
Ａ

飢
餓
と
貧
困
の
連
環
／
「
初
出
産
」
機
に
退

職
／
出
産
率
一
・
二
四
に
低
下
／
〃
一
人
つ

□
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
総
会
開
く

□
二
○
○
三
年
度
政
府
予
算
案
決
ま
る

ｌ
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
・
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
へ
の
拠
出
金
は
前
年
度
と
同
額
ｌ

□
第
７
回
厚
生
政
策
セ
ミ
ナ
ー
「
こ
ど
も
・
家
族
・
社
会
ｌ
少
干
社
会
の
政
策
選
択
ｌ
」
開
く

ｏ
波
多
康
治
氏
が
監
事
に
、
田
中
勲
氏
が
評
議
員
に
就
任

＠
本
協
会
「
会
員
・
賛
助
団
体
・
企
業
」
名
簿

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
設
立
加
周
年
を
記
念

ｌ
中
国
・
北
京
で
第
７
回
大
会
開
く
Ｉ

Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
が
「
世
界
人
口
白
書
２
０
０

く
ｉ
ｊ
ｉ
～
…
～
、
～
…
；
，
；
；
；
，
；
，

□
ア
フ
ガ
ン
問
題
を
め
ぐ
る
合
同
部
会
開
く

ｌ
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
ｌ

ロ
ア
フ
ガ
ン
ニ
ス
タ
ン
の
女
性
と
健
康

ｌ
国
連
人
口
基
金
東
京
事
務
所
開
所
記
念
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ー

■
戦
後
日
本
の
経
済
発
展
と
停
滞

■
中
国
一
人
っ
子
政
策
継
続
の
新
局
面

■
昆
虫
の
多
角
的
利
用
で
貧
困
・
食
糧
問
題
の
解
消
を

□
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
実
施
の
た
め
の
二
○
○
二
年
国
際
国
会
議
員

会
議
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
）
カ
ナ
ダ
・
オ
タ
ワ
で
開
く

・
付
・
オ
タ
ワ
・
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
（
公
約
）

…
…
； ！

「
世
界
人
口
白
書
２
０
０
２
」
を
発
表

子
政
策
〃
修
正
至
難
／
結
婚
し
な
い
如
代
お

と
こ
／
人
口
、
長
命
化
リ
ス
ク
高
ま
る

フ
ブ
プ
ブ

ｉ
ｉ
ｉ

Ｉ

降
矢

若
林

吉
田

安
藤
博
文
３

憲
一

敬
子

昭
彦

、
／
、
〆
、
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日本大学国際関係学部教授
前ＵＮＦＰＡ事務Mk長

戦
争
の
世
紀
と
言
わ
れ
る
二
十
世
紀
が

終
り
、
明
る
い
希
望
の
期
待
で
迎
え
た
二

十
一
世
紀
も
九
月
十
一
日
の
同
時
多
発
テ

ロ
に
よ
り
厳
し
い
世
紀
に
な
り
そ
う
で
あ

る
。
そ
の
後
も
う
す
で
に
フ
ラ
ン
ス
の
石

油
タ
ン
カ
ー
に
対
す
る
攻
撃
、
バ
リ
島
で

の
外
国
観
光
客
に
対
す
る
爆
発
事
件
が
起

き
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
テ
ロ
行
為
に
対
し

て
日
本
ば
か
り
で
な
く
国
際
社
会
も
深
刻

に
受
け
止
め
て
全
力
を
あ
げ
て
防
止
、
撲

滅
に
努
力
を
し
て
き
て
い
る
。
勿
論
当
面

の
防
止
策
は
軍
事
力
を
も
動
員
し
て
テ
ロ

活
動
と
組
織
の
撲
滅
に
向
け
ら
れ
て
い
る

の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
テ

ロ
行
為
を
完
全
に
防
止
す
る
た
め
に
は
、

長
期
的
な
展
望
と
テ
ロ
を
起
こ
す
直
接
、

間
接
的
要
因
を
除
去
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

さ
て
テ
ロ
を
起
こ
す
あ
る
い
は
容
認
す

る
要
因
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
い

巻
頭
一
一
一
口

み
じ
く
も
最
近
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ア
ロ
ョ
大

統
領
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ハ
ッ
サ
ン
・
ウ
ィ

ラ
ジ
ュ
ダ
外
務
大
臣
が
指
摘
し
て
い
る
よ

う
に
、
無
知
、
偏
見
と
将
来
に
望
み
を
託

す
こ
と
が
で
き
な
い
事
か
ら
持
つ
絶
望
感
、

ま
た
正
義
の
存
在
し
な
い
社
会
に
対
す
る

反
感
と
妬
み
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
根

底
に
あ
る
の
は
貧
困
で
あ
り
、
貧
困
を
無

く
さ
な
い
限
り
社
会
不
安
、
政
治
不
安
、

ひ
い
て
は
国
際
テ
ロ
を
無
く
す
こ
と
は
で

き
な
い
。

貧
困
、
特
に
後
発
途
上
国
に
お
け
る
貧

困
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
急
激
な
人
口
増

加
が
そ
の
問
題
解
決
の
た
め
に
は
大
き
な

障
害
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
今
ま

で
以
上
に
途
上
国
の
人
口
問
題
解
決
に
向

け
て
途
上
国
自
身
も
先
進
国
を
も
含
め
た

国
際
社
会
も
全
力
を
あ
げ
て
努
力
を
続
け

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
特
に
一
九
九
四

年
の
カ
イ
ロ
で
の
国
際
人
口
・
開
発
会
議

で
採
択
さ
れ
た
「
行
動
計
画
」
に
基
づ
い

て
、
家
族
計
画
を
も
含
め
た
り
プ
ロ
ダ
ク

テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
、
人
口
・
開
発
政
策
対

話
、
人
口
研
究
・
研
修
等
に
対
す
る
支
援

が
強
化
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

途
上
国
の
人
口
活
動
支
援
に
お
い
て
日

本
は
二
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
世
界
で
も

「
二
位
と
い
う
指
導
的
な
役
割
を
果
た

し
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
日
本
は
一
層
日

本
の
経
験
と
智
慧
を
提
供
し
て
い
く
と
同

時
に
、
「
行
動
計
画
」
で
認
わ
れ
て
い
る
資

金
目
標
達
成
の
た
め
に
更
な
る
努
力
を
す

べ
き
で
あ
る
。
「
行
動
計
画
」
を
実
践
す
る

こ
と
に
よ
り
何
億
人
と
い
う
人
々
の
、
特

に
女
性
の
健
康
、
教
育
の
向
上
、
社
会
・

経
済
活
動
へ
の
参
画
が
促
進
さ
れ
、
ひ
い

て
は
貧
困
そ
の
も
の
が
解
消
さ
れ
よ
う
。

平
時
で
も
一
日
平
均
、
全
世
界
で
約
三
十

億
ド
ル
の
軍
事
費
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、

途
上
国
の
人
口
活
動
に
対
す
る
先
進
国
か

ら
の
支
援
は
年
に
約
そ
の
二
日
分
で
賄
う

こ
と
が
出
来
る
。
テ
ロ
活
動
を
根
底
か
ら

除
去
す
る
た
め
の
配
当
の
大
き
い
投
資
と

な
ろ
う
。
二
十
一
世
紀
を
テ
ロ
の
時
代
に

さ
せ
な
い
た
め
引
き
続
き
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
が
人

口
問
題
の
啓
蒙
活
動
を
強
化
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
す
る
。
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貧
困
と
地
球
規
模
の
開
発
目
標
”
進
む
べ
き
道
」

の
八
章
か
ら
な
っ
て
い
る
。
人
□
問
題
を
開

発
の
一
部
と
位
置
づ
け
、
貧
困
の
撲
滅
と
人

□
の
密
接
な
関
係
を
論
じ
た
の
が
特
色
。

東
京
・
曰
比
谷
の
曰
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー

で
の
記
者
発
表
で
は
、
和
気
邦
夫
・
国
連
人

□
基
金
プ
□
グ
ラ
ム
担
当
事
務
次
長
が
「
世

国
連
人
□
基
金
は
十
二
月
一
一
一
曰
「
世
界
人

□
白
書
’
’
○
○
｜
｜
」
を
発
表
し
た
。
今
年
の

人
□
白
雪
の
テ
ー
マ
は
丁
人
々
、
貧
困
、
広

が
る
可
能
性
Ｌ
で
あ
る
。
主
要
な
項
目
と
し

て
は
「
貧
困
の
多
様
な
側
面
し
、
「
マ
ク
ロ
経

済
、
貧
困
。
人
□
及
び
開
発
」
、
「
貧
困
と
ジ
ェ

ン
ダ
ー
Ｌ
、
可
不
健
康
と
貧
困
Ｌ
、
可
Ｈ
Ｉ
Ｖ
エ

イ
ズ
と
貧
困
Ｌ
、
「
貧
困
と
教
育
し
、
「
人
□
、

Ｕ
Ｎ
・
Ｆ
Ｐ
■
Ａ
が
『
世
一
界
、
人
口
白
書
２
Ｃ
Ｏ
２
』
を
発
表

一八￣画欠●…￣いれ■院岸

－
人
□
問
題
へ
の
対
処
は
貧
困
問
題
へ
の
対
処
で
あ
り
、
貧
困
問
題
と
は
所
得
が
低

い
だ
け
で
は
な
く
、
開
発
の
可
能
性
か
ら
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
－

開
発
を
貧
し
い
人
々
の
た
め
に

二
○
○
○
年
に
国
連
本
部
で
開
催
さ
れ
世

界
各
国
の
元
苣
、
首
相
が
集
ま
っ
て
採
択
さ

れ
た
、
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
・
開
発
目
標
（
Ｍ

Ｄ
Ｇ
）
の
な
か
で
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
活
動
を

位
置
づ
け
て
い
く
こ
と
と
、
そ
の
達
成
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
ミ
レ
ニ
ア
ム
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
は
幅
広
い
分
野
に
影
響
を
持
つ

界
人
□
白
書
一
一
○
○
二
」
の
概
要
を
説
明
、

伊
藤
伸
影
・
外
務
省
国
際
機
構
課
長
よ
り
外

務
省
の
コ
メ
ン
ト
、
原
ひ
ろ
子
・
放
送
大
学

匿
悪
の
改
善
ば
、
経
済
社
会
条
件
改
善

￣午由ロハーー＄￣六一氏～

人
□
問
題
の
解
決
に
向
け
た
努
力
が
不
可
欠

で
あ
る
．

Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
は
支
援
し
て
き
た
人
□
に
関

連
す
る
研
究
の
成
果
に
よ
れ
ば
人
□
問
題
の

改
善
が
経
済
条
件
の
改
善
に
つ
な
が
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
る
。
’
九
七
四
年
か
ら
九
四

年
に
か
け
て
家
族
計
画
を
実
施
し
た
実
績
を

教
授
が
丁
ジ
エ
ン
ダ
ー
か
ら
み
る
人
□
・
貧

困
・
開
発
Ｌ
に
つ
い
て
の
講
話
、
黒
田
俊
夫
・

曰
本
大
学
人
□
研
究
所
名
一
一
一
一
一
所
長
（
ジ
ョ
イ

セ
フ
理
事
長
・
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
理
事
）
が
、
総
括
、

監
訳
者
と
し
て
の
所
感
な
ら
び
に
一
一
○
○
二

年
度
版
の
特
色
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
っ
た
。
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ＵＮＦＰＡが「世界人ロ白書2002」を発表

分
析
し
た
と
こ
ろ
、
出
生
抑
制
の
一
／
｜
｜
｜
は

家
族
計
画
の
実
施
の
成
果
で
あ
る
こ
と
が
判

明
し
た
。
こ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
人
□
分
野
に

対
す
る
活
動
が
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
き
た

一
」
と
を
証
明
し
て
い
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
例
を

と
れ
ば
家
族
計
画
の
成
功
は
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の
○
・

七
％
に
相
当
す
る
効
果
を
あ
げ
て
き
た
。

現
在
世
界
は
大
き
く
一
一
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
け
ら
れ
る
。
第
一
の
グ
ル
ー
プ
は
今
な
お

人
□
増
加
が
抑
制
さ
れ
る
メ
ド
の
立
た
な
い

国
、
第
二
の
グ
ル
ー
プ
は
人
□
転
換
の
結
果
、

労
働
力
人
□
が
多
く
年
少
及
び
高
齢
従
属
人

□
が
少
な
い
、
い
わ
ゆ
る
人
□
ボ
ー
ナ
ス
を

享
受
し
て
い
る
国
、
第
一
一
一
の
グ
ル
ー
プ
は
曰

本
や
ヨ
ー
□
ツ
パ
の
主
要
国
の
よ
う
に
少
子

高
齢
化
に
直
面
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。

人
□
ボ
ー
ナ
ス
を
享
受
し
て
い
る
国
々
も
、

そ
の
恵
ま
れ
た
人
□
構
造
を
生
か
す
社
会
的

環
境
が
な
け
れ
ば
、
む
し
ろ
社
会
的
に
不
安

定
さ
を
作
り
出
す
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、

雇
用
創
出
を
行
い
、
経
済
活
動
年
齢
に
達
し

た
若
者
に
職
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
な
け

れ
ば
、
失
業
状
態
の
若
者
が
極
端
に
多
い
状

態
と
な
り
、
社
会
的
不
安
定
さ
の
大
き
な
要

因
と
な
っ
て
し
ま
う
。
人
□
構
造
に
よ
る
高

齢
者
や
年
少
者
の
負
担
も
重
要
な
問
題
だ
が
、

労
働
力
人
□
を
い
か
に
活
用
す
る
か
が
第
二

グ
ル
ー
プ
の
国
に
と
っ
て
は
重
要
な
問
題
に

な
っ
て
い
る
。

ま
た
世
界
的
に
み
て
雪
三
の
格
差
は
拡
大

し
つ
づ
け
て
い
る
。
ま
た
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ

Ｄ
Ｓ
の
蔓
延
も
深
刻
な
問
題
で
、
サ
ハ
ラ
以

南
の
ア
フ
リ
カ
で
は
非
常
に
深
刻
な
状
況
と

な
っ
て
い
る
。
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ
で

は
両
親
が
Ａ
ｌ
Ｄ
Ｓ
で
死
亡
し
、
子
供
が
世

帯
主
と
し
て
幼
い
兄
弟
姉
妹
を
言
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況
も
多
発
し
て
い
る
。
ア
ジ

ア
も
全
般
的
に
み
る
と
そ
れ
ほ
ど
の
罹
患
率

で
は
な
い
が
、
ア
フ
リ
カ
の
事
例
と
比
較
す

る
と
蔓
延
の
前
夜
の
様
相
を
示
し
て
い
る
。

世
界
で
は
人
□
再
生
産
年
齢
（
十
五
歳
～

四
十
九
歳
）
に
入
り
つ
つ
あ
る
か
、
ま
た
は

入
っ
て
い
る
人
□
が
＋
億
人
以
上
お
り
、
そ

Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
に
対
し
て
、
曰
本
は
主
要
な

拠
出
国
で
あ
る
。
’
九
七
一
年
以
来
、
累
計

で
九
億
ド
ル
を
拠
出
し
て
き
た
。
二
○
○
｜

年
度
の
実
績
は
約
四
千
万
ド
ル
で
あ
る
。
曰

の
年
齢
の
人
□
に
対
し
て
適
切
な
対
策
を
と

る
か
ど
う
か
が
今
後
の
人
□
問
題
の
趨
勢
を

決
め
る
。
そ
の
意
味
で
思
舂
期
の
人
□
に
対

す
る
対
策
が
今
ほ
ど
求
め
ら
れ
て
い
る
時
は

な
い
。こ
の
重
要
な
時
期
に
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

は
中
国
に
お
け
る
人
権
侵
害
を
理
由
に
Ｕ
Ｎ

Ｆ
Ｐ
Ａ
お
よ
び
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
に
対
す
る
拠
出
を

停
止
し
た
。
ア
メ
リ
カ
議
会
が
派
遣
し
た
調

奎
団
に
よ
っ
て
も
そ
の
よ
う
な
事
実
は
認
め

ら
れ
な
い
と
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
活
動
に
対
し
肯

定
的
な
報
告
を
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
拠
出
を
停
止
し
た
こ
と

は
大
き
な
影
響
を
言
え
て
い
る
。
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ

Ａ
と
し
て
は
世
銀
の
貧
困
撲
滅
プ
□
ジ
エ
ク

ト
な
ど
と
も
有
機
的
に
連
携
し
て
、
貧
困
撲

滅
と
人
□
問
題
に
対
す
る
対
処
を
進
め
て
い

く
つ
も
り
で
あ
る
。

（
□



ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
い
う
の
は
途
上
国
だ
け
の

問
題
で
は
な
い
。
曰
本
で
も
母
子
家
庭
に
対

す
る
補
助
金
の
削
減
な
ど
の
動
き
を
受
け
て
、

男
女
の
経
済
格
差
は
拡
大
し
て
き
て
い
る
。

神
戸
の
震
災
で
も
多
数
の
レ
イ
プ
被
害
が
報

告
さ
れ
て
い
る
。
ジ
エ
ン
ダ
ー
と
い
う
の
は

女
が
男
に
な
る
こ
と
で
も
、
男
が
女
に
な
る

こ
と
で
も
な
い
。
カ
タ
ツ
ム
リ
の
よ
う
に
雌

雄
同
体
を
目
指
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

女
性
が
女
性
ら
し
く
、
男
性
が
男
性
ら
し
く

本
の
人
□
分
野
に
対
す
る
○
Ｄ
Ａ
は
二
国
間

援
助
（
パ
イ
）
と
国
際
機
関
を
通
じ
て
行
う

多
国
間
援
助
（
マ
ル
チ
）
が
あ
る
。
Ｕ
Ｎ
Ｆ

Ｐ
Ａ
に
対
す
る
拠
出
は
マ
ル
チ
仁
相
当
す
る

も
の
で
、
パ
イ
で
は
な
か
な
か
実
施
し
に
く

い
地
域
や
分
野
に
、
国
際
機
関
と
し
て
の
優

位
性
を
生
か
し
て
活
動
し
て
も
ら
う
目
的
で

拠
出
を
続
け
て
い
る
。
現
在
で
は
マ
ル
チ
・

パ
イ
と
い
う
形
で
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
を
通
じ
た
援

助
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
な
ど
を
通
じ
た
援
助
を
統
合

そ
の
違
い
を
尊
重
し
て
生
き
て
い
け
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
男
女
の
識

監
訳
者
と
し
て
の
視
点
か
ら
い
え
ば
い
く

つ
か
の
優
れ
た
点
が
あ
る
と
思
う
。
人
□
問

題
に
つ
い
て
一
九
七
四
年
の
ブ
カ
レ
ス
ト
会

し
て
行
う
援
助
な
ど
も
増
え
て
き
て
お
り
、

＋
九
カ
国
で
実
績
を
積
ん
で
き
て
い
る
。
ま

た
、
人
□
分
野
だ
け
で
は
な
く
ミ
レ
ニ
ア
ム

開
発
目
標
に
従
っ
て
、
一
成
長
の
た
め
の
基
礎

教
育
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
Ｌ
に
五
年
で
一
一
十
億

ド
ル
の
拠
出
を
行
い
、
九
州
・
沖
縄
サ
ミ
ッ

ト
感
染
症
対
策
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
や
結
核
・

マ
ラ
リ
ア
・
Ｈ
ｌ
Ｖ
／
Ａ
ｌ
Ｄ
Ｓ
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
に
も
積
極
的
に
貢
献
し
て
い
る
。

議
か
ら
協
議
し
て
き
て
、
様
々
な
各
論
を
論

じ
、
’
九
九
四
年
の
「
国
際
人
□
開
発
会
議

行
動
計
画
（
ｌ
ｃ
Ｐ
Ｄ
ｌ
Ｐ
○
Ａ
）
」
で
女
性

字
率
、
就
学
率
、
所
得
に
置
け
る
格
差
を
是

正
す
る
必
要
が
あ
る
。
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ

リ
カ
に
お
け
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
罹
患

率
を
見
て
も
、
女
性
の
罹
患
率
が
上
昇
し
て

お
り
、
感
染
を
拒
否
で
き
な
い
状
況
に
お
か

れ
た
女
性
の
社
会
的
な
立
場
の
弱
さ
を
あ
ら

わ
し
て
い
る
。
南
ア
フ
リ
カ
の
あ
る
地
域
で

は
毎
日
お
葬
式
を
出
し
て
い
て
は
畑
に
出
て

農
作
業
を
行
う
こ
と
ち
で
き
な
い
の
で
、
お

葬
式
の
曰
を
週
に
一
曰
決
め
て
行
う
よ
う
に

な
っ
た
。
人
□
問
題
は
各
国
だ
け
で
対
応
で

き
る
問
題
で
は
な
く
、
国
境
を
越
え
た
問
窪

で
あ
る
。
ま
た
、
貧
困
も
開
発
も
国
境
を
越

え
た
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
軍
事
的
な
協
力

で
は
な
く
、
平
和
的
な
協
力
が
重
要
で
、
国

民
の
理
解
が
重
要
で
あ
る
。

６

Ｉ

人
口
爆
発
の
視
点
が
弱
い
ｌ
の
が
残
念

黒
田

俊
夫
・
日
本
大
学
人
ロ
研
究
所
名
誉
所
長
…
蝋
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こ
れ
ま
で
人
□
転
換
は
経
済
発
展
の
結
果

で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
ブ

ラ
ジ
ル
や
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
等
で
は
そ
う
で
は

な
く
、
経
済
発
展
が
な
く
と
も
人
□
転
換
が

起
こ
っ
て
お
り
、
新
し
い
現
象
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
人
□
転
換
の
結
果
、
人
□
ボ
ー
ナ

ス
と
呼
ぶ
べ
き
現
象
が
起
こ
っ
て
い
る
が
こ

の
人
□
を
以
下
に
活
用
す
る
か
に
よ
っ
て
二

十
一
世
紀
の
方
向
性
が
決
定
さ
れ
る
と
思
う
。

ま
た
宗
教
、
国
家
、
地
域
に
お
け
る
人
□

の
変
動
が
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
こ
と
に
な

る
。
例
え
ば
、
曰
本
が
直
面
し
て
い
る
人
□

高
齢
化
の
問
題
は
社
会
の
シ
ス
テ
ム
を
根
本

的
に
ひ
っ
く
り
返
す
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

し
か
し
、
残
念
な
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
人

□
爆
発
に
対
す
る
視
点
が
弱
ま
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
人
□
転
換
が
か
な
り
多

く
の
国
で
進
み
、
先
進
国
を
中
心
に
人
□
現

象
も
起
こ
っ
て
く
る
と
は
い
っ
て
も
、
二
十

重
視
が
打
ち
出
さ
れ
た
後
に
、
最
後
に
貧
困

の
解
決
の
問
題
に
た
ど
り
善
い
た
こ
と
は
た

い
へ
ん
興
味
深
い
。
こ
れ
は
、
人
□
に
つ
い

て
の
考
え
方
と
し
て
新
し
い
視
点
で
あ
る
。

最
後
に
貧
困

実
際
問
題
と
し
て
国
連
職
員
と
は
い
っ
て

も
最
低
開
発
国
（
Ｌ
Ｌ
Ｄ
Ｃ
）
－
最
貧
国
を

見
て
い
な
い
現
実
が
あ
り
、
世
界
的
な
傾
向

だ
け
を
み
て
記
述
を
行
っ
て
い
る
た
め
に
、

人
□
増
加
の
現
実
か
ら
焦
点
が
ず
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
場
合
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
現
実

に
は
人
□
増
加
に
伴
う
、
人
□
移
動
が
内
戦

を
引
き
起
こ
し
、
ま
た
貧
し
さ
が
ア
ル
カ
イ

黒
田
名
彗
’
’
’
一
所
長
と
和
気
次
長
に
対
し
、
毎

年
七
千
万
人
増
加
し
て
い
る
中
で
人
□
増
加

に
対
す
る
一
一
三
反
が
少
な
い
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う

か
。

○
和
気
次
長
師

｜
世
紀
の
少
な
く
と
も
前
半
は
明
ら
か
に
人

□
爆
発
が
継
続
し
、
人
類
に
と
っ
て
危
機
と

な
る
状
況
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

●
尾
崎
・
人
□
問
題
協
議
会
代
表
幹
事
卵

（
質
疑
応
答

悪
ヤ
心
唄
・
悪
霊
甲
ｕ
諏
肢
‐
‐
午
‐
．
、
の
ｂ
‐
・
・
’

ユ
キ
ら
，
酢
，
キ
ー
負
〉
』
‐
陀
片
ゾ

ダ
な
ど
の
温
床
と
も
な
っ
て
い
る
。
人
□
爆

発
が
起
こ
れ
ば
世
界
の
シ
ス
テ
ム
が
維
持
で

き
ず
深
刻
な
状
況
を
生
み
出
す
。
も
っ
と
最

貧
国
の
現
実
に
焦
点
を
当
て
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
ほ
か
に
も
様
々
な
質
問
が
出
た

が
、
最
後
に
開
発
の
問
題
は
政
治
の
問
題
で

あ
る
。
ま
さ
し
く
良
い
統
治
（
ｏ
ｏ
ｏ
Ｑ

Ｄ
ｏ
く
①
「
．
、
。
○
の
）
が
重
要
で
あ
り
、
政
治
的
な

決
断
が
重
要
に
な
る
。
貧
し
い
人
々
の
中
で

女
性
の
比
率
が
一
局
い
と
い
う
現
実
を
考
え
れ

ば
、
女
性
の
政
治
的
発
一
一
一
一
己
を
増
す
こ
と
が
菫
｜

要
で
あ
る
。
女
性
が
知
識
を
も
ち
、
更
に
農

村
で
あ
れ
ば
土
地
や
資
金
を
利
用
で
き
る
状

況
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
結

ん
だ
。

こ
の
問
題
を
も
っ
と
強
く
打
ち
出
す
べ
き
で

は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

［
』
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第７回大会開く

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
は
設
立
二
十
周
年
を
記
念
し

て
、
第
七
回
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
（
人
□
と
開
発
に

関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
大
会
を

＋
月
十
七
・
十
八
曰
の
両
曰
、
中
国
の
首
都
、

北
京
で
開
催
し
た
。

テ
ー
マ
は
可
一
一
十
一
世
紀
に
お
け
る
ア
ジ

ア
の
人
□
と
開
発
Ｌ
・

日
本
を
は
じ
め
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
ブ
ー
タ

ン
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
中
国
、
フ
ィ
ジ
ー
、
イ

ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
イ
ラ
ン
、
カ
ザ
フ

連帯の強化を誓う

８



AFPPD
中国･北京で

ス
タ
ン
、
キ
リ
バ
ス
、
韓
国
、
キ
リ
ギ
ス
、

ラ
オ
ス
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
モ
ル
ジ
ブ
、
モ
ン

ゴ
ル
、
ネ
パ
ー
ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ソ
ロ
モ

ン
諸
島
、
タ
ジ
ク
ス
タ
ン
、
タ
イ
、
ト
ン
ガ
、

ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ア
ジ
ア

刀
力
国
の
国
会
議
員
と
ア
フ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
な
ど
世
界
各
地
域
議
員
連
盟
の
代
表
者
、

Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
、
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
、
Ｕ

Ｎ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｍ
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
、
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
な
ど
の

国
際
機
関
・
組
織
か
ら
合
計
二
百
名
が
参
加

し
た
。

２アカ国が参加、

９



委
員
会
副
議
長
は
「
中
国
は
未
だ
途
上
国
で

あ
る
。
人
ロ
抑
制
は
持
続
可
能
な
開
発
の
基

礎
だ
。
我
々
は
努
力
を
続
け
人
口
増
加
率
の

十
七
日
午
前
九
時
か
ら
北
京
飯
店
大
会
場

で
開
か
れ
た
開
会
式
で
歓
迎
挨
拶
に
立
っ
た

影
琉
云
（
ペ
ン
・
ペ
イ
ュ
ン
）
全
人
代
常
任

第７回ＡＦＰＰＤ大会会場

抑
制
を
果
た
し
て
き
た
。
そ
の
成
果
は
大
き

い
。
中
国
は
こ
れ
か
ら
も
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
副
議

長
国
と
し
て
、
ま
た
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
を
誕
生
さ

せ
た
発
起
国
の
一
員
と
し
て
今
後
も
ア
ジ
ア

は
じ
め
世
界
の
発
展
、
人
ロ
問
題
解
決
に
協

力
し
て
ま
い
り
た
い
」
と
力
強
く
述
べ
た
。

続
い
て
、
谷
津
義
男
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
が

「
二
十
年
前
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
ラ
フ
ァ
エ
ル
．

Ｍ
・
サ
ラ
ス
事
務
局
長
、
福
田
赴
夫
首
相
、

佐
藤
隆
農
林
水
産
大
臣
及
び
中
国
、
イ
ン
ド

な
ど
の
指
導
者
の
方
々
に
よ
り
設
立
さ
れ
た

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
が
二
十
周
年
を
向
か
え
た
こ
と

を
心
か
ら
喜
ん
で
い
る
。
こ
の
一
一
十
年
間
に

は
数
多
く
の
成
功
が
あ
っ
た
。
日
本
の
国
会

議
員
が
日
本
政
府
に
働
き
か
け
て
設
立
し
た

日
本
信
託
基
金
は
毎
年
百
万
ド
ル
を
人
口
と

開
発
に
関
す
る
国
会
議
員
活
動
に
使
っ
て
い

る
。
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
が
各
国
国
会
議
員
の
協
力

の
も
と
に
今
後
ま
す
ま
す
発
展
し
て
い
く
こ

と
を
確
信
し
て
い
る
」
と
挨
拶
し
た
。

和
気
邦
夫
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
次
長
は
「
Ａ

Ｐ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
人
ロ
・
開
発
協
会
）
が
国

会
議
員
活
動
に
力
を
尽
く
し
て
き
た
こ
と
に

感
謝
し
た
い
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
教
育
が

こ
れ
か
ら
極
め
て
重
要
に
な
る
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
が

二
○
％
削
減
さ
れ
る
と
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
、
Ａ
Ｆ

Ｐ
Ｐ
Ｄ
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
な
ど
の
活
動
が
制
約
さ

れ
、
人
ロ
問
題
の
解
決
が
停
滞
す
る
の
で
憂

慮
し
て
い
る
。
十
一
月
下
旬
、
カ
ナ
ダ
の
オ

タ
ワ
で
国
会
議
員
百
三
十
名
以
上
が
参
加
し

て
カ
イ
ロ
会
議
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
（
会
議
事
項
）

を
実
現
す
る
た
め
の
会
議
を
開
く
」
と
人
ロ

対
策
費
の
拡
充
を
呼
び
か
け
た
。

ナ
フ
シ
ア
・
ビ
ン
テ
ィ
・
オ
マ
ー
ル
Ａ
Ｆ

Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
総
長
代
行
は
「
二
十
年
間
の
夢

と
理
想
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
。
イ
ラ
ン

や
キ
ル
ギ
ス
タ
ン
な
ど
の
ｃ
ｌ
Ｓ
諸
国
や
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
か
ら
も
参
加
。
全
ア
ジ
ア
が
問

題
意
識
を
持
っ
て
集
ま
っ
た
こ
と
は
力
強
い
。

マ
レ
ー
シ
ア
で
は
首
相
の
理
解
で
国
会
内
に

人
ロ
問
題
に
関
す
る
議
員
活
動
の
た
め
に
部

屋
を
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
運
動
の
効
果
の
現

れ
だ
。
十
二
ヶ
国
で
常
設
事
務
局
を
持
つ
こ

と
が
で
き
、
活
動
範
囲
が
広
が
っ
た
。

日
本
政
府
や
、
ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ト
財
団
な
ど

か
ら
の
資
金
援
助
に
感
謝
し
つ
つ
、
こ
れ
か

ら
は
ア
フ
リ
カ
・
ア
ラ
ブ
議
運
、
世
界
銀
行

の
議
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
と
も
連
携
し
て
活

動
の
輪
を
広
げ
よ
う
」
と
訴
え
た
。

１０



ＡＦＰＰＤ設立20周年を記念

露鰯

中
華
人
民
共
和
国
全
人
代
常
任
委
員
会
を

代
表
し
て
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
第
七
回
大
会
を
歓
迎

申
し
上
げ
ま
す
。
中
国
は
ま
だ
途
上
国
。
人

口
抑
制
は
持
続
可
能
な
開
発
の
基
礎
。
中
国

は
過
去
努
力
し
て
人
口
増
加
率
の
抑
制
を
果

た
し
て
き
た
。
貧
困
対
策
、
女
性
の
地
位
の

向
上
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
普

及
。
そ
の
成
果
は
大
き
な
も
の
が
あ
っ
た
。

こ
れ
か
ら
数
十
年
間
人
口
が
増
え
つ
づ
け
る
。

し
た
が
っ
て
、
今
後
も
努
力
が
必
要
。
同
時

に
ま
だ
貧
困
や
失
業
の
問
題
が
あ
る
。
ま
た

高
齢
化
も
進
ん
で
い
く
。
持
続
可
能
な
開
発

の
た
め
の
様
々
な
立
法
を
行
っ
て
き
た
。

過
去
数
年
間
の
間
に
、
全
人
代
の
常
任
委

員
会
は
基
本
的
な
法
律
を
い
く
つ
も
成
立
さ

せ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
人
口
、
社
会
、
経
済
、

資
源
お
よ
び
環
境
の
間
の
調
整
と
持
続
可
能

な
開
発
を
法
的
垈
畏
付
け
る
も
の
で
あ
り
、
「
環

境
保
護
法
」
、
「
土
地
管
理
法
」
、
「
水
に
関
す

る
法
律
」
、
「
森
林
法
」
、
「
鉱
物
資
源
法
」
、
母

子
健
康
保
護
法
」
等
が
含
ま
れ
て
い
る
。
特

に
、
昨
年
十
二
月
二
十
九
日
に
採
択
さ
れ
た

歓
迎
挨
拶
一
一
昔

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
が
二
十
年
前
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ

の
ラ
フ
ァ
エ
ル
．
Ｍ
・
サ
ラ
ス
事
務
局
長
、

福
田
趣
夫
首
相
、
佐
藤
隆
農
林
水
産
大
臣
、

及
び
中
国
の
当
時
の
指
導
者
の
方
々
に
よ
り

「
中
華
人
民
共
和
国
人
口
・
家
族
計
画
法
」

は
中
国
が
過
去
数
十
年
に
わ
た
っ
て
努
力
し

て
き
た
人
口
・
家
族
計
画
政
策
に
法
的
な
裏

づ
け
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
家
族

計
画
実
施
を
保
証
し
、
効
率
的
に
す
る
大
き

な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

「
国
民
の
利
益
を
守
り
、
国
民
の
福
利
安
寧

を
確
保
す
る
」
こ
れ
が
中
国
の
基
本
的
戦
略

で
あ
り
、
男
女
平
等
は
基
本
戦
略
と
な
っ
て

い
る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
も
重
視
し
て
お

り
「
女
性
の
権
利
と
利
益
係
護
法
」
が
審
議

さ
れ
て
い
る
。
男
女
の
調
和
あ
る
関
係
を
構

築
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
中
国
の
女
性
は
、
開
発
の

歓
迎
挨
拶

二
二
Ｆ
ム
エ
ヨ
ヨ
ョ

谷
津
義
男
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
挨
拶

構
想
さ
れ
た
国
へ
戻
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
を
、
心
よ
り
喜
ん
で
い
ま
す
。

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
そ
の
後
に
続
く
国
会
議
員
の

皆
様
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
そ
の
創
生
期
よ
り

中
で
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
文
化
的
な
理
由

で
政
治
へ
の
関
与
が
少
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。
し
か
し
大
い
な
る
前
進
が
行
わ
れ
て
き

て
い
る
。

全
人
代
は
女
性
の
権
利
の
擁
護
を
件
と
し

て
お
り
「
二
○
○
一
年
か
ら
二
○
一
○
年
に

お
け
る
中
国
女
性
の
開
発
大
綱
」
が
制
定
さ

れ
、
布
告
さ
れ
て
い
る
。
女
性
の
自
助
努
力

と
そ
れ
を
活
用
す
る
環
境
の
整
備
が
重
要
で

あ
る
。

中
国
は
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
副
議
長
と
し
て
、
ま

た
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
を
誕
生
さ
せ
た
発
起
国
の
一

つ
と
し
て
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
活
動
の
中
で
役
割

を
果
た
し
て
き
た
。
今
後
も
、
し
か
る
べ
き

役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
。
こ
の
会
議
を

成
功
に
導
き
た
い
と
思
う
。

］
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大
過
な
く
発
展
し
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
発

展
を
担
っ
た
の
は
各
国
の
人
口
・
開
発
に
関

わ
る
国
内
委
員
会
で
あ
り
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の

ナ
フ
ィ
ス
・
サ
デ
ィ
ッ
ク
博
士
、
ジ
ョ
テ
ィ
．

歓迎の挨拶をする谷津義男・ＡＦＰＰＤ議長

シ
ン
さ
ん
、
安
藤
博
文
教
授
、
和
気
邦
夫
さ

ん
、
ス
タ
１
リ
ン
グ
・
ス
ク
ル
ッ
グ
ス
さ
ん
、

中
山
太
郎
先
生
、
桜
井
新
先
生
を
初
め
と
す

る
数
多
く
の
日
本
の
国
会
議
員
の
先
生
方
、

ま
た
イ
ン
ド
の
故
サ
ッ
ト
・
ポ
ー
ル
・
ミ
ツ

タ
ー
ル
先
生
、
タ
イ
の
プ
ラ
ソ
ッ
プ
・
ラ
タ

ナ
コ
ー
ン
先
生
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
コ
リ

ン
・
ホ
リ
ス
先
生
、
そ
の
ほ
か
多
く
の
運
営

委
員
会
の
委
員
の
皆
様
で
す
。

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
が
今
日
の
姿
に
な
る
た
め
に

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
事
務
局
も
重
要
な
役
割
を
果

た
し
ま
し
た
。
現
在
二
十
ヶ
国
以
上
の
正
規

会
員
国
と
常
設
事
務
局
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、

私
た
ち
の
活
動
は
Ｃ
Ｉ
Ｓ
諸
国
に
ま
で
拡
大

し
て
い
ま
す
。
今
後
さ
ら
に
ア
ジ
ア
地
域
の

隅
々
に
ま
で
拡
大
し
て
い
き
た
い
と
念
じ
て

い
ま
す
。

ま
た
数
多
く
の
友
好
団
体
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら

数
多
く
の
国
会
議
員
に
ご
参
加
い
た
だ
い
て

い
ま
す
し
、
人
口
と
開
発
問
題
に
取
り
組
む

上
で
国
会
議
員
を
動
員
す
る
際
に
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ

Ｄ
が
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
の
認
識
が
醸
成

さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

近
年
、
人
口
・
開
発
活
動
は
厳
し
い
環
境

に
晒
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
る
人
た
ち
は
人
口

問
題
の
解
決
な
く
世
界
の
開
発
を
成
し
遂
げ

ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
根
拠

の
な
い
神
話
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な

非
現
実
的
な
考
え
を
啓
発
す
る
事
も
私
達
の

仕
事
で
す
。
ア
ジ
ア
人
口
の
増
加
率
は
低
下

し
て
き
て
い
ま
す
が
、
そ
の
増
加
数
は
非
常

に
大
き
な
も
の
で
す
。
農
業
の
生
産
性
は
こ

れ
ま
で
の
よ
う
な
上
昇
を
期
待
で
き
ま
せ
ん

し
、
多
く
の
国
に
と
っ
て
食
料
安
全
保
障
は

夢
物
語
で
す
。
巨
大
な
人
口
が
天
然
資
源
を

過
剰
消
費
す
る
こ
と
で
気
候
変
動
が
起
こ
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
そ
れ
ま
で
洪
水
や

旱
魅
が
起
こ
ら
な
か
っ
た
地
域
で
、
深
刻
な

洪
水
や
旱
魅
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
地
球
が
そ
の
限
界
を
も
っ
て
お
り
、

現
在
の
人
口
や
そ
の
増
加
率
を
持
続
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
水
を
例

に
取
れ
ば
、
水
を
め
ぐ
る
紛
争
は
既
に
発
生

し
て
お
り
、
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
は

容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
が
懸
命
に
働
く
理
由
も
人
口

が
様
々
な
分
野
》
食
料
安
全
保
障
、
水
、
環

境
な
ど
の
分
野
と
関
連
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

近
年
「
持
続
可
能
な
開
発
世
界
サ
ミ
ッ
ト
（
Ｗ

Ｓ
Ｓ
Ｄ
）
で
人
口
問
題
を
議
論
の
中
心
に
置
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く
べ
き
だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。
も
し
本
当
に

私
た
ち
の
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
思
う
な
ら

ば
人
口
問
題
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
二
十
年
間
に
は
数
多
く
の

成
功
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
の
国
会
議
員
が

日
本
政
府
に
働
き
か
け
て
設
立
し
た
日
本
信

託
基
金
は
毎
年
百
万
ド
ル
の
拠
出
を
人
口
と

開
発
に
関
す
る
国
会
議
員
活
動
に
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
日
本
信
託
基
金
は
世
界
の
国
会

議
員
活
動
を
大
き
く
推
進
す
る
原
動
力
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ト
財
団
も
Ａ
Ｆ
Ｐ

Ｐ
Ｄ
の
特
別
事
業
に
拠
出
を
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
ま
す
し
、
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
も
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ

Ｄ
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
支

援
機
関
と
な
っ
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
は

日
本
信
託
基
金
の
支
援
を
得
て
、
ア
フ
リ
カ
ー

ア
ジ
ア
の
協
力
関
係
を
は
じ
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
私
達
と
致
し
ま
し
て
は
、
こ
の

活
動
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

今
日
こ
の
席
に
Ａ
Ｆ
Ｆ
Ｐ
Ｄ
が
今
日
の
姿

に
な
る
た
め
に
、
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、

数
多
く
の
支
援
者
の
皆
様
、
他
の
地
域
議
連

の
代
表
者
の
皆
様
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
代
表
者
の
皆
様

の
ご
参
列
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
た
い
へ
ん

喜
ん
で
い
ま
す
。

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
活
動
は
、
各
国
の
国
会
議
員

委
員
会
に
よ
る
法
律
の
見
直
し
と
言
う
面
で

も
多
大
の
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
イ
ン
ド

で
は
新
し
い
人
口
政
策
の
構
築
に
寄
与
し
ま

し
た
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
新
法
が
成
立
し
ま
し
た
。

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
活
動
の
結
果
、
女
性
に
対
す
る

暴
力
に
関
連
す
る
法
律
的
な
見
直
し
が
各
国

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
来
年
の
終
わ
り

か
つ
て
国
連
の
若
い
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
イ

ン
ド
で
の
会
議
に
参
加
し
た
。
そ
の
会
議
に

は
、
岸
信
介
先
生
、
佐
藤
隆
先
生
他
が
参
加

さ
れ
、
人
口
問
題
を
議
論
し
た
。
こ
れ
は
Ａ

Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
創
生
以
前
の
で
き
ご
と
で
あ
る
が
、

私
と
人
口
問
題
に
関
す
る
国
会
議
員
活
動
と

の
か
か
わ
り
の
第
一
歩
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
と
し
て
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ

Ｄ
の
活
動
を
支
援
し
て
き
た
。
ア
ジ
ア
人
口

は
世
界
人
口
の
六
○
％
、
ア
ジ
ア
の
多
く
の

歓
迎
挨
拶

和
気
邦
夫
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
次
長
挨
拶

国
で
は
大
き
な
努
力
を
行
い
、
出
生
率
の
安

定
化
に
そ
の
成
果
を
上
げ
て
き
た
。
ま
た
教

育
の
普
及
が
目
党
し
く
、
同
時
に
経
済
的
に

奇
跡
と
も
言
え
る
成
功
が
得
ら
れ
て
き
た
。

こ
の
分
野
で
、
国
会
議
員
が
多
く
の
貢
献

を
な
し
て
き
た
。
な
す
べ
き
こ
と
は
ま
だ
ま

だ
あ
る
が
、
ま
ず
二
十
周
年
を
記
念
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
成
功
を
喜
び
た
い
。
こ
の
成
功

に
は
、
日
本
の
国
際
人
ロ
問
題
議
員
懇
談
会

（
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
）
、
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
の
協
力
が
大
き
な

ま
で
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
全
て
の
国
会
議

員
と
の
個
人
的
な
対
話
を
終
え
る
予
定
で
す
。

こ
の
機
会
に
影
珊
云
（
ペ
ン
・
ペ
イ
ュ
ン
）

全
人
代
副
議
長
、
李
鵬
閣
下
が
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ

大
会
を
ホ
ス
ト
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
、
な

ら
び
に
今
日
の
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
を
支
え
て
く
だ

さ
る
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
今
後
の
発
展
と
、
ア
ジ
ア

太
平
洋
・
Ｃ
Ｉ
Ｓ
地
域
の
議
会
に
影
響
を
与

え
て
い
く
こ
と
を
確
信
い
た
し
て
い
ま
す
。
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蕊鰯
貢
献
を
果
た
し
て
き
た
。

し
か
し
現
在
、
私
達
の
前
に
は
大
き
な
問

題
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ

Ｓ
は
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
。
私
達
の
活
動

に
よ
っ
て
、
今
の
子
供
達
そ
し
て
、
そ
の
子

供
の
子
供
達
が
幸
せ
を
享
受
で
き
る
未
来
を

作
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
発
展
を
考
え
る
と
き
に
安

藤
博
文
『
ジ
ョ
テ
ィ
・
シ
ン
の
お
二
人
の
Ｕ

Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
前
事
務
局
長
と
、
松
村
昭
雄
Ａ
Ｆ

Ｐ
Ｐ
Ｄ
初
代
事
務
局
長
が
大
き
く
貢
献
さ
れ

た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

未
来
を
担
う
子
供
達
の
権
利
を
奪
わ
な
い

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
現
在
、
四
○
％
も
の

産
婦
が
十
分
な
医
療
的
環
境
が
得
ら
れ
な
い

中
で
出
産
し
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
対
応
す

る
た
め
に
は
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
の
よ
う
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ

活
動
も
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

現
在
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
か
ら
の
資
金
拠

出
が
停
止
さ
れ
た
中
で
、
＋
｜
月
に
は
Ａ
Ｆ

Ｐ
Ｐ
Ｄ
を
始
め
、
Ｆ
Ａ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
、
Ｉ
Ｅ
Ｐ

Ｆ
Ｐ
Ｄ
、
Ｆ
Ａ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
地
域
国
会
議
員

グ
ル
ー
プ
の
代
表
が
オ
タ
ワ
に
集
ま
っ
て
、

協
議
を
行
な
う
。
こ
の
会
議
に
は
、
世
界
各

地
か
ら
百
三
十
名
以
上
の
国
会
議
員
が
集
ま

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
設
立
か
ら
二
十
年
と
い
う
記

念
す
べ
き
大
会
で
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
総
長
代

行
と
し
て
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
活
動
報
告
を
行
う

こ
と
は
た
い
へ
ん
幸
福
で
あ
る
。
今
回
の
大

会
に
は
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
創
設
に
直
接
関
わ
っ
た

創
始
者
の
方
々
が
多
数
参
加
し
て
い
る
。

こ
の
二
十
年
間
の
活
動
の
中
で
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ

Ｄ
設
立
時
に
理
想
と
し
て
掲
げ
て
い
た
も
の

が
現
実
と
な
っ
て
き
て
お
り
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ

は
ア
ジ
ア
の
国
会
議
員
活
動
の
母
体
と
し
て

最
も
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
き
た
。

現
在
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
に
は
モ
ン
ゴ
ル
か
ら

イ
ラ
ン
ま
で
参
加
し
て
い
る
。
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ

の
二
十
年
間
に
わ
た
る
働
き
か
け
に
よ
っ
て
、

各
国
が
問
題
意
識
を
も
っ
て
活
動
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

る
の
で
、
大
幅
な
活
動
資
金
の
不
足
を
き
た

し
て
い
る
環
境
を
変
え
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。

こ
の
会
議
で
は
カ
イ
ロ
行
動
計
画
の
実
施

に
ど
の
よ
う
な
進
展
が
な
さ
れ
た
の
か
に
つ

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
滅
罰
騨
堅
［

】
（

迂
○
Ｌ
Ｉ
ｌ
Ｒ

マ
レ
ー
シ
ア
も
か
つ
て
は
人
口
問
題
に
対

す
る
問
題
意
識
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
現
在

で
は
国
会
内
に
常
設
の
事
務
局
を
持
っ
て
活

動
し
て
い
る
。

こ
の
発
展
に
は
、
谷
津
議
長
の
努
力
、
運

営
委
員
会
の
努
力
、
十
二
国
内
委
員
会
、
専

任
ス
タ
ッ
フ
、
そ
し
て
特
に
シ
フ
・
カ
レ
ー

事
務
局
長
を
初
め
と
す
る
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務

局
の
努
力
が
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。
現
在
、

す
べ
て
の
正
規
加
盟
国
に
は
常
任
委
員
会
が

あ
り
、
そ
の
活
動
範
囲
も
拡
大
し
て
き
て
い

る
。水
問
題
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
対
策
、
ヒ
ュ
ー

レ
ッ
ト
財
団
事
業
、
パ
ー
ソ
ン
・
ト
ゥ
・
パ
ー

ソ
ン
対
話
事
業
（
こ
れ
は
、
国
会
議
員
が
一

対
一
で
人
口
と
開
発
に
関
わ
る
問
題
を
討
議

い
て
も
協
議
を
お
こ
な
う
。
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
活

動
は
過
去
二
十
年
間
に
わ
た
っ
て
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ

Ａ
に
刺
激
を
与
え
て
き
た
。
今
後
も
手
を
携

え
つ
つ
努
力
し
て
い
き
た
い
。

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
。
車
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ＡＦＰＰＤ設立20周年を記念

現
在
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
は
非
常
に
財
政
的
に
厳

し
い
時
期
を
迎
え
、
財
政
的
な
困
難
に
見
舞

わ
れ
て
い
る
。
一
九
九
五
年
一
億
ド
ル
あ
っ

た
予
算
が
、
二
○
○
三
年
四
千
一
一
一
百
万
ド
ル

へ
と
減
少
し
た
。

現
在
、
人
口
問
題
や
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ

ヘ
ル
ス
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
を
満
た
し
、
将
来

の
禍
根
を
な
く
す
た
め
に
は
避
妊
具
、
性
行

為
感
染
症
、
中
絶
に
対
す
る
対
応
が
早
急
に

必
要
で
あ
る
。
ド
ナ
ー
国
は
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
な

ど
に
も
拠
出
し
て
い
る
が
、
国
会
議
員
と
し

て
人
口
・
開
発
分
野
の
財
政
的
状
況
を
理
解

し
て
、
資
金
提
供
等
の
対
策
を
と
っ
て
ほ
し

し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
）
な
ど
多
彩
な
活

動
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
Ａ
Ｆ
Ｐ

Ｐ
Ｄ
の
活
動
事
業
規
模
も
十
二
万
ド
ル
か
ら

百
万
ド
ル
ま
で
拡
大
し
て
き
た
。
こ
れ
は
日

本
が
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
を
支
え
て
く
れ
た
お
か
げ

で
あ
る
。
現
在
、
Ｆ
Ａ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｑ
Ｇ
Ｃ
Ｐ

Ｐ
Ｄ
、
Ｐ
Ｇ
Ａ
、
世
銀
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど

他
の
地
域
議
連
や
他
分
野
の
国
会
議
員
活
動

祝
辞

ザ
オ
・
バ
イ
ゲ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｆ
地
域
財
務
担
当

い
。
資
金
的
な
一
裏
づ
け
が
で
き
る
こ
と
で
、

性
行
為
感
染
症
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
蔓
延
、
安
全
で

な
い
中
絶
（
昌
忠
諄
号
Ｃ
昌
目
）
の
状
況
を

改
善
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
と
し

て
も
ヨ
ス
ト
対
効
果
」
を
高
め
る
努
力
を

行
な
い
、
ま
た
無
償
で
協
力
し
て
く
れ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活
用
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｅ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
Ｄ
を
代
表
し
て
二
十
周
年
を

お
祝
い
す
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
人
口
と
開
発

と
も
親
し
い
付
き
合
い
を
し
て
い
る
。
今
回

の
会
議
に
こ
れ
ら
の
組
織
の
代
表
が
参
加
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
を
代
表
し
て

歓
迎
し
た
い
。
ま
た
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
本
部
お

よ
び
各
国
で
活
動
さ
れ
て
い
る
職
員
に
も
こ

の
機
会
を
利
用
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と

思
う
。

ロ
ム
」
牢
莞
窒
処
に
罪

に
関
わ
る
議
員
活
動
と
し
て
は
最
も
新
し
い

地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
あ
る
。
現
在
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ

現
在
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
は
資
源
（
金
）
の
制
約
に

伴
い
、
活
動
の
優
先
順
位
の
見
直
し
を
行
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
資
源
の
最
適
化
を

図
り
、
さ
ら
に
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
が
も
つ
長
所
を
十

分
に
生
か
し
て
、
も
っ
と
目
に
付
く
形
で
活

動
し
て
い
き
た
い
。

先
ご
ろ
東
ア
ジ
ア
で
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・

ヘ
ル
ス
の
会
議
を
開
催
し
そ
の
席
で
、
妊
産

婦
死
亡
な
ど
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

ま
た
こ
の
席
を
お
借
り
し
て
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ

に
対
し
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
信
託
基
金
拠
出

を
行
っ
て
く
だ
さ
っ
た
日
本
国
政
府
に
お
礼

を
申
し
上
げ
た
い
。
今
後
も
こ
の
重
要
な
活

動
資
金
を
継
続
し
て
下
さ
る
よ
う
要
請
し
た

い
。
ま
た
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
活
動
を
支
援
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発

協
会
（
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
）
と
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
局

の
活
動
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
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｛欝鰯
行
動
計
画
の
実
施
を
目
指
し
活
動
し
て
い
る
。

人
口
問
題
が
な
い
か
と
思
わ
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
も
人
口
に
関
連
す
る
問
題
の
な
か
に
は

未
だ
に
深
刻
な
問
題
が
あ
る
。
例
え
ば
、
ベ

ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ロ
シ
ア
、
東
欧
等
で

は
十
代
の
中
絶
が
急
増
し
て
い
る
。
ま
た
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
感
染
率
も
東
欧
で
高

い
上
昇
率
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
Ｉ
Ｅ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
Ｄ
は
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ

と
協
力
し
て
活
動
し
て
き
た
。
特
に
、
東
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
地
域
で
は
谷
津
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
が

東
欧
で
開
か
れ
た
い
く
つ
か
の
会
議
で
基
調

講
演
や
挨
拶
を
行
っ
た
こ
と
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
支
援
を
受
け
拡
大
し

て
き
た
。
今
後
も
、
Ｉ
Ｅ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
Ｄ
活
動
の

拡
大
を
通
し
て
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
と
連
携
し
て
い

き
た
い
。

Ｉ
Ｅ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
Ｄ
の
成
果
と
し
て
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
の
拠
出
が
増
え
た
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。
今
後
、
人
口
問
題
で
指
導
的
な
役

割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
。

持
続
可
能
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

多
く
の
ス
テ
ッ
プ
を
経
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
政
策
を
構
築
、
均
衡
の
あ
る
社
会

を
実
現
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
い
か

な
る
暴
力
、
テ
ロ
、
武
力
攻
撃
に
対
し
て
も

反
対
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
今
後
も
平
和

Ｆ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
は
一
九
九
七
年
ケ
ー
プ
タ
ウ

ン
で
設
立
さ
れ
た
、
ア
フ
リ
カ
・
中
東
地
域

の
人
口
と
開
発
に
関
す
る
地
域
議
員
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
あ
る
。
設
立
以
来
か
な
り
が
ん
ば
っ

て
成
果
を
あ
げ
て
き
た
。

人
口
問
題
へ
の
対
策
、
家
族
計
画
は
植
民

地
時
代
に
宗
主
国
に
よ
る
人
口
抑
制
の
手
段

と
見
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
独
立
後
も

人
口
問
題
へ
の
取
り
組
み
は
容
易
に
進
ま
な

か
っ
た
。
開
発
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
き

た
。
開
発
も
ア
フ
リ
カ
の
人
々
が
生
活
改
善

を
果
た
す
た
め
の
も
の
で
は
な
く
統
治
す
る

側
が
利
益
を
う
る
た
め
に
行
う
も
の
と
考
え

ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
近
年
人
口
と
開
発
問
題
の
重
要

性
に
つ
い
て
の
理
解
が
進
ん
で
き
た
。
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
に
対
す
る
対
策
や

人
口
問
題
に
対
す
る
対
策
は
持
続
可
能
な
将

来
を
作
る
た
め
に
重
要
で
あ
る
こ
と
が
理
解

挨
拶

人
ロ
と
開
発
に
関
す
る
ア
フ
リ
カ
・
ア
ラ
ブ
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
Ｆ
Ａ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
代
表

イ
ブ
一
フ
ヒ
ム
・
サ
ロ
ジ
ェ
議
員
（
南
ア
フ
リ
カ
）

な
未
来
を
構
築
す
る
と
い
う
目
標
の
達
成
に
６
１

向
け
て
の
努
力
を
続
け
て
い
き
た
い
。

押
さ
れ
た
。
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
関

連
法
を
ギ
ニ
ア
が
最
初
に
成
立
さ
せ
、
チ
ャ

ド
が
続
き
、
現
在
ベ
ニ
ン
な
ど
が
準
備
し
て

い
る
。

ア
フ
リ
カ
の
人
口
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ

ヘ
ル
ス
関
連
の
重
要
な
問
題
と
し
て
は
、
エ

イ
ズ
の
問
題
が
あ
る
。
世
界
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ

Ｉ
Ｄ
Ｓ
感
染
者
の
二
／
三
が
サ
ハ
ラ
以
南
の

ア
フ
リ
カ
に
い
る
。

現
在
各
国
で
国
会
議
員
、
厚
生
省
、
が
Ｈ

Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
と
戦
っ
て
い
る
。
ウ
ガ
ン

ダ
で
も
努
力
を
続
け
て
お
り
、
感
染
者
、
そ

の
家
族
を
支
援
す
る
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
さ
れ
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

九
月
に
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ

ル
グ
で
開
催
さ
れ
た
持
続
可
能
な
開
発
の
た

め
の
世
界
サ
ミ
ッ
ト
（
Ｗ
Ｓ
Ｓ
Ｄ
）
で
は
開

発
と
環
境
に
つ
い
て
様
々
な
議
論
が
な
さ
れ

た
。



ＡＦＰＰＤ設立20周年を記念

Ｆ
Ａ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
Ｆ
Ａ

Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
加
盟
国
の
議
員
や
政
府
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
た
め
に
努
力

し
て
き
た
。
し
か
し
、
も
っ
と
努
力
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ア
フ
リ
カ
地
域
で
は
Ｈ
Ｉ

Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
蔓
延
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ

て
お
り
、
同
時
に
各
地
で
発
生
し
た
紛
争
の

結
果
と
し
て
難
民
問
題
が
深
刻
に
な
っ
て
い

る
。
経
済
・
社
会
開
発
の
根
底
は
貧
困
撲
滅

に
あ
る
と
思
う
。

Ｆ
Ａ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
第
二
回
総
会
は
ヨ
ル
ダ

ン
で
開
催
さ
れ
た
が
、
そ
の
席
で
Ｆ
Ａ
Ａ
Ｐ

Ｐ
Ｄ
の
活
動
の
基
礎
と
し
て
貧
困
撲
滅
が
裾

世
界
の
人
口
の
半
分
以
上
を
含
む
ア
ジ
ア

の
会
議
に
参
加
で
き
て
光
栄
で
あ
る
。
人
間

開
発
と
世
界
銀
行
の
か
か
わ
り
は
大
き
な
も

の
が
あ
る
。
九
○
年
に
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
た

め
の
貸
し
出
し
が
二
一
％
を
占
め
て
い
た
が
、

現
在
で
は
五
％
に
減
っ
て
い
る
一
方
、
社
会

分
野
へ
の
融
資
が
九
○
年
の
五
％
か
ら
現
在

で
は
二
五
％
へ
と
拡
大
し
、
世
界
銀
行
の
融

資
も
明
ら
か
に
人
間
資
源
開
発
を
重
視
す
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

途
上
国
に
お
い
て
、
外
部
か
ら
の
資
金
は

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
対
策
に
貢
献
し
、
開
発

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
こ
れ
ま
で
十
七

億
ド
ル
の
資
金
を
こ
の
分
野
に
提
供
し
て
き

た
。
そ
の
意
味
で
、
世
界
銀
行
は
、
保
健
プ

ロ
グ
ラ
ム
へ
の
最
大
の
資
金
源
と
な
っ
て
い

え
ら
た
。
ま
た
Ｗ
Ｓ
Ｓ
Ｄ
で
も
討
議
さ
れ
た

よ
う
に
、
ア
フ
リ
カ
地
域
で
は
環
境
劣
化
が

脅
威
と
な
っ
て
お
り
、
サ
ハ
ラ
以
南
で
は
そ

の
影
響
が
目
に
見
え
る
ほ
ど
に
ま
で
な
っ
て

き
た
。

Ｆ
Ａ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
は
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
に
た
い
し

そ
の
物
心
両
面
で
の
支
援
に
感
謝
し
て
い
る
。

昨
年
十
一
月
に
ア
フ
リ
カ
ー
ア
ジ
ア
議
員
会

議
を
共
同
開
催
し
た
よ
う
に
、
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
は
拡
大
し
て
お
り
、
今
後
と
も
密
接

な
関
係
を
保
っ
て
い
き
た
い
と
念
願
し
て
い

る
。

ロ
に
一
山
一
一
回
■
７
戸

る
。
ま
た
十
三
億
ド
ル
を
人
口
や
保
健
分
野

に
融
資
し
、
各
国
政
府
や
Ｕ
Ｎ
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
推
進
の
原
動
力
と
な
っ
て
き
た
。

二
○
○
五
年
ま
で
に
初
等
教
育
に
お
け
る

男
女
差
を
な
く
す
た
め
に
十
三
億
ド
ル
を
支

出
す
る
予
定
で
、
女
性
の
識
字
率
の
改
善
を

中
心
と
し
た
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
促
進
し

て
い
く
。

国
会
議
員
は
国
民
の
代
表
で
あ
り
、
こ
れ

ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
達
成
に
お
い
て
カ
ギ
と

な
る
存
在
で
あ
る
。
世
界
銀
行
は
そ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
際
に
、
市
民
社
会
と
の

対
話
を
重
視
し
て
き
た
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
参
加
も

七
○
％
増
え
て
い
る
。
こ
れ
は
人
口
、
保
健
、

持
続
可
能
開
発
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
な
ど

の
分
野
に
お
け
る
情
報
が
一
般
の
人
々
に
普

及
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

今
後
も
グ
ッ
ド
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
た
め
に
皆

様
の
協
力
を
求
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
国
会

議
員
の
間
に
世
界
規
模
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

作
り
、
世
界
銀
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
を
取
っ
て
い
き
た
い
。

こ
の
世
界
銀
行
国
会
議
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
会
議
は
イ
ン
ド
の
デ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
、

途
上
国
の
議
員
を
中
心
に
五
十
名
の
国
会
議
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露鰯
員
が
参
加
す
る
。
今
回
は
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
第
七

回
大
会
に
招
待
い
た
だ
き
感
謝
。
二
○
○
三

年
の
三
月
に
国
会
議
員
会
議
の
招
待
状
を
総

裁
か
ら
ご
送
付
申
し
上
げ
た
い
と
思
う
。

’
九
八
二
年
に
ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
オ
デ
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
で
開
催
さ
れ
た
地
球
サ
ミ
ッ
ト
（
Ｕ

Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｄ
）
で
は
私
達
共
通
の
未
来
ヨ
モ

ン
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
）
が
議
論
さ
れ
た
。
こ
の

リ
オ
会
議
は
地
球
全
体
の
持
続
可
能
な
開
発

を
考
え
る
上
で
大
き
な
ス
テ
ッ
プ
で
あ
り
、

そ
こ
で
採
択
さ
れ
た
「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
、
」
は
、

持
続
可
能
開
発
と
人
口

炉一

桝・・・・・｜・

稲‐．．，．‐

》》・■・少Ⅱ
玉
・
話
‐
：
．
，

一缶一へ》、》｜》

蒄一，．，』．
．〈ｒ』‐・‐
（
０‐｛か１
、
巨
工
。
。
㈹
㈹
Ｅ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｐ
Ｈ
メ
ン
バ
ー

セッション

Ｉ ｊ
蝿
輿
蕊
翼
蕊
慰
趨
栽
灘
蝋
蝋
醐
麹
掴
鰯
翻
翻
鞠
輔
鋳
劉
灘
蕊
鰯
蝋
纈
蕊
蝋
蕊
鐵
慰
謝
報
剰
嶽
，

一I

,h;章
一

~…込鉈:皇』:塗卑謹､

人
口
の
視
点
な
く

持
続
可
能
な
開
発
は
可
能
か

：
．
．
。
．
‐
．
‐
．
．
』
・
‐
：
‐
】
－
．
．
年
．
。
□
：
‐
．
．
．
‐
・
・
．
．
‐
‐
Ｉ
ｑ
．
‐
：
．
：
．
．
‐
‐
．
ゾ
ー
，
‐
ｉ

野
ｆ
雌
服
計
議
扇
一
二
醗
停
酔
・
一
』
一
邸
酢
駐
叶
い
ｒ
鯲
賑
』
砿
匹
服
鵬
‐
脱
》
碓
阯
鱗
〉
ｆ
四
購
罷
１
企
諮
…
瞬
艀
，
ト
ド
鵬
脈
騨
鮫
騏
ｒ
勺
貯
…

そ
の
後
、
影
鼠
云
（
ペ
ン
・
ペ
イ
ュ
ン
）
全

人
代
常
任
委
員
会
副
議
長
に
よ
り
、
公
式
に
開

会
宣
言
が
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
開
会
さ
れ
た
。

持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
行
動
の
手
順
を

定
め
た
も
の
で
あ
る
。

人
口
は
、
持
続
可
能
な
開
発
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
。
ま
た
資
源
の
問
題
も
持
続
可

能
な
開
発
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
現
在
の

世
界
は
、
人
口
増
加
、
栄
養
不
良
、
Ａ
Ｉ
Ｄ

Ｓ
、
教
育
の
普
及
の
発
展
阻
害
、
貧
困
と
豊

か
さ
の
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
こ
れ
ら
全
て

が
環
境
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。

●
ア
コ
ス
タ
議
長
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〔写真・右頁〕会議場の日本

議員団。左から谷津、桜井、

松岡の各衆院議員

今
後
も
こ
の
都
市
化
の
傾
向
は
拡
大
す
る
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
世
界
の
巨
大
都
市

の
中
で
も
、
千
万
人
以
上
の
人
口
を
持
つ
都

市
が
ア
ジ
ア
に
二
つ
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
増

大
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

現
在
、
＋
’
億
五
千
万
人
の
人
口
が
一
日

一
ド
ル
以
下
の
所
得
で
生
活
し
て
い
る
。
ま

た
、
途
上
国
で
人
口
が
増
加
し
た
結
果
、
生

態
系
が
脆
弱
な
も
の
と
な
り
さ
ら
に
貧
困
を

加
速
す
る
こ
と
に
な
る
。

ア
ジ
ア
の
人
口
は
、
世
界
の
六
○
％
を
占

め
、
人
口
密
度
が
高
く
、
｜
人
あ
た
り
耕
地

面
積
や
淡
水
資
源
は
世
界
平
均
と
比
べ
て
低

い
。
一
人
あ
た
り
の
耕
作
可
能
な
土
地
は
わ

ず
か
○
・
’
六
ｍ
で
あ
り
、
人
口
が
今
後
四

八
％
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、

各
国
と
も
そ
の
レ
ベ
ル
が
違
う
だ
け
で
、

様
々
な
問
題
を
共
有
し
て
い
る
。
人
口
と
貧

困
、
人
口
増
加
と
都
市
化
も
大
き
な
影
響
を

与
え
、
世
界
人
口
の
大
き
な
変
化
と
し
て
人

口
増
加
に
悩
む
国
も
あ
れ
ば
、
高
出
生
・
高

死
亡
か
ら
低
出
生
・
低
死
亡
へ
の
人
口
転
換

の
結
果
少
子
高
齢
化
に
悩
む
国
も
あ
る
。

都
市
人
口
は
増
大
を
続
け
、
六
十
二
億
の

世
界
人
口
の
う
ち
都
市
人
口
三
七
％
に
達
し
、

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
二
十
周
年
記
念
の
大
会
に
参

加
で
き
喜
ん
で
い
る
。
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
と
Ａ
Ｆ

Ｐ
Ｐ
Ｄ
は
共
通
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
抱
え
活
動
し

て
き
た
。
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
が
ア
ジ
ア
の
人
口
・

開
発
の
分
野
で
果
た
し
て
き
た
功
績
に
は
大

き
な
も
の
が
あ
る
。

今
回
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
人

口
の
視
点
な
く
持
続
可
能
な
開
発
は
可
能
か
」

と
の
問
い
か
け
に
関
し
て
は
〃
ノ
ー
”
と
い

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
す
べ
て
の
問
題
が
人
口

を
基
礎
と
し
て
い
る
。
毎
年
七
千
七
百
万
人

が
生
ま
れ
て
い
る
。
ア
ジ
ア
人
口
は
現
在
三

十
七
億
人
で
、
世
界
で
最
大
の
人
口
を
擁
し

て
い
る
。
二
○
’
五
ま
で
に
十
億
人
が
増
え
、

耕
作
地
の
増
加
は
二
一
％
に
と
ど
ま
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
中
国
の
一
人
あ
た
り
の
淡

水
資
源
は
は
世
界
平
均
の
四
分
の
一
し
か
な

く
、
そ
の
資
源
の
多
く
を
揚
子
江
（
長
江
）

に
依
存
し
て
い
る
。
現
在
中
国
政
府
は
、
水

資
源
保
全
に
た
い
す
る
森
林
の
重
要
性
に
気

付
き
植
林
を
続
け
て
い
る
。

こ
こ
で
議
論
し
て
い
る
人
口
・
持
続
可
能

こ
れ
に
対
す
る
水
や
住
居
が
不
足
す
る
。
こ

の
人
口
増
加
の
ほ
と
ん
ど
は
Ｌ
Ｌ
Ｄ
Ｃ
（
最

低
開
発
国
）
で
起
こ
る
。
ア
ジ
ア
の
主
要
な

穀
倉
地
帯
で
地
下
水
位
が
毎
年
一
価
低
下
し
、

二
○
五
○
年
ま
で
に
は
二
十
億
人
が
必
要
最

小
限
の
水
も
得
ら
れ
な
く
な
る
。

貧
富
の
格
差
が
拡
大
し
、
豊
か
な
ほ
う
か

ら
数
え
て
二
○
％
の
人
口
が
世
界
の
物
資
の

八
○
％
を
消
費
し
、
貧
し
い
ほ
う
か
ら
数
え

た
二
○
％
の
人
口
は
、
一
・
五
％
し
か
消
費

し
て
い
な
い
。
有
り
余
る
豊
さ
も
、
そ
し
て

極
度
の
貧
困
も
環
境
問
題
を
悪
化
さ
せ
る
。

米
国
は
世
界
人
口
の
四
・
六
六
％
し
か
占

め
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
温
暖
化
ガ
ス

な
開
発
の
問
題
は
、
総
合
的
に
捕
ら
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し

て
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
卜
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
防

止
な
ど
に
対
し
て
も
重
要
で
あ
る
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
問
題
は
国
境
を
越
え

る
問
題
で
あ
り
、
相
互
協
力
を
深
め
る
こ
と

が
最
も
重
要
で
あ
る
。
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の
二
五
％
を
排
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
工
業

用
水
の
七
○
％
が
未
処
理
で
排
水
さ
れ
、
大

気
汚
染
も
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

過
剰
な
経
済
活
動
の
結
果
と
し
て
排
出
さ

れ
る
汚
水
や
排
気
ガ
ス
を
処
理
す
る
に
は
ま

た
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
か
か
る
。
現
在
、

毎
年
ネ
パ
ー
ル
の
国
土
面
積
に
等
し
い
四
千

六
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
森
林
が
破
壊
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
世
界
の
森
林
は
五
十

年
以
内
に
す
べ
て
破
壊
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

耕
地
は
表
土
流
出
や
土
壌
劣
化
に
よ
り
、
二

十
億
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
失
わ
れ
て
い
る
。

農
業
生
産
に
お
い
て
も
、
こ
れ
か
ら
は
生

産
性
の
効
率
を
向
上
さ
せ
な
け
れ
ば
、
今
後

の
人
口
増
加
、
淡
水
の
不
足
に
対
応
で
き
な

い
。
環
境
へ
の
負
荷
が
余
り
に
も
大
き
く
か

か
り
す
ぎ
る
と
そ
の
再
生
は
不
可
能
と
な
る
。

こ
の
環
境
破
壊
が
持
つ
不
可
逆
性
を
認
識
す

る
必
要
性
が
あ
る
。

世
界
人
口
の
、
二
五
％
が
絶
対
貧
困
で
生

活
し
、
増
加
し
て
い
る
人
口
の
九
○
％
が
そ

う
で
あ
る
。
そ
の
二
／
三
が
ア
ジ
ア
で
暮
ら

し
て
い
る
。
農
村
で
の
貧
困
の
結
果
、
人
口

の
都
市
へ
の
流
出
や
国
際
移
動
が
生
じ
て
い

る
。

「
人
口
の
視
点
な
く
持
続
可
能
な
開
発
は
可

能
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
持
続
可

能
な
開
発
に
人
口
の
視
点
を
取
り
込
む
上
で
、

こ
れ
ま
で
国
連
が
何
を
す
る
こ
と
が
で
き
た

か
、
に
つ
い
て
述
べ
る
。
一
九
八
二
年
に
ブ

ラ
ジ
ル
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
開
催
さ
れ

た
国
連
環
境
開
発
会
議
（
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｄ
）
地

ボ
ン
ベ
イ
、
ダ
ッ
カ
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
、
上

海
等
の
大
都
市
で
は
、
農
村
か
ら
流
入
す
る

人
口
増
の
圧
力
を
大
き
く
受
け
、
環
境
劣
化

を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

ま
た
、
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
卜
に
高

い
優
先
順
位
を
与
え
る
こ
と
で
、
人
口
増
加

を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

健
康
を
改
善
と
環
境
保
護
を
行
な
う
た
め
に

も
女
性
の
参
加
が
重
要
で
あ
る
。

責
任
あ
る
性
行
動
に
よ
っ
て
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
蔓

延
を
阻
止
で
き
る
。
人
口
比
率
で
は
そ
れ
ほ

ど
で
も
な
い
が
、
感
染
者
数
で
考
え
る
と
イ

ン
ド
中
国
が
最
も
多
い
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ネ

パ
ー
ル
に
お
け
る
蔓
延
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
。

球
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
人
口
問
題
を
取
り
上
げ

る
こ
と
に
祷
曙
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
人
口

は
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
問
題
で
あ
り
、
意
見
が

わ
か
れ
る
問
題
と
考
え
ら
、
抵
抗
が
予
測
さ

れ
る
た
め
に
、
地
球
サ
ミ
ッ
ト
で
は
扱
わ
ず
、

カ
イ
ロ
に
任
せ
た
ら
よ
い
で
は
な
い
か
と
の

協
議
が
行
わ
れ
、
事
実
そ
の
通
り
に
な
っ
た
。

Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
は
今
後
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
よ
り

一
層
焦
点
を
当
て
る
。
国
レ
ベ
ル
で
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
協
力
が
必
要
で
あ
り
、
二

○
○
○
年
の
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た
ミ
レ

ニ
ア
ム
開
発
目
標
な
か
で
も
、
妊
産
婦
死
亡
、

乳
児
死
亡
の
削
減
、
を
達
成
す
る
よ
う
努
力

し
て
い
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
や
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発

目
標
は
貧
困
撲
滅
の
基
礎
で
あ
る
。
東
南
ア

ジ
ア
諸
国
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
削
減
や
対
外
債
務
の
増

大
に
苦
し
ん
で
お
り
、
ま
た
資
金
不
足
に
よ

る
制
約
が
生
じ
て
き
て
い
る
。
最
も
被
害
を

受
け
て
い
る
の
は
女
性
や
子
供
で
あ
る
。
最

貧
国
の
貧
困
問
題
を
解
決
す
れ
ば
持
続
可
能

な
開
発
は
お
の
ず
か
ら
つ
い
て
く
る
と
思
う
。
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リ
オ
の
採
択
文
書
で
あ
る
ア
ジ
ェ
ン
ダ
ｍ

は
人
口
と
環
境
が
相
乗
的
な
影
響
を
与
え
る

と
警
告
も
発
し
て
い
る
。
し
か
し
先
進
国
に

し
か
目
を
向
け
て
い
な
い
。
ア
ジ
ェ
ン
ダ
皿

の
形
成
に
際
し
、
人
口
関
連
の
Ｋ
Ｇ
Ｏ
に
そ

の
内
容
に
つ
い
て
の
諮
問
は
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。

カ
イ
ロ
で
は
人
口
と
持
続
可
能
な
開
発
に

つ
い
て
、
そ
の
実
質
的
な
連
関
に
対
す
る
協

議
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
席
で
、
途
上
国
を
お

も
な
構
成
メ
ン
バ
ー
と
す
る
〃
グ
ル
ー
プ
汀
〃

か
ら
人
口
と
持
続
可
能
な
経
済
成
長
と
開
発

は
リ
ン
ク
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
生
産
・

消
費
が
持
続
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
途
上
国
を
支
援
し
な
け
れ
ば
貧
困
解
消
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
の
主
張
が
行
わ
れ
た
。

’
九
九
九
年
に
開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
か

ら
五
年
の
評
価
会
議
と
そ
の
後
に
開
催
さ
れ

た
国
連
総
会
で
は
、
持
続
可
能
な
開
発
と
安

定
的
な
経
済
成
長
と
人
口
が
重
要
な
関
係
に

あ
る
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
た
。

様
々
な
対
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
貧
困

層
が
減
ら
な
い
。
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
＋
５
に
お
け
る

見
直
し
で
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
等
の
新
し

い
要
素
を
含
め
た
行
動
計
画
の
改
定
が
行
わ

れ
た
・
人
口
と
持
続
可
能
な
開
発
は
双
方
が

結
び
つ
い
た
問
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
世

界
中
が
認
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

今
年
の
「
持
続
可
能
な
開
発
世
界
サ
ミ
ッ

ト
（
Ｗ
Ｓ
Ｓ
Ｄ
）
」
で
は
リ
オ
の
再
討
議
は
行

わ
な
い
こ
と
が
原
則
と
な
っ
た
。
今
回
の
Ｗ

Ｓ
Ｓ
Ｄ
で
も
人
口
関
係
者
の
参
加
・
討
議
が

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。

同
時
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
参
加
が
準
備
過
程
で
も
本

会
議
で
も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

関
係
者
の
認
識
の
不
足
の
た
め
、
人
口
問

題
を
訴
え
か
け
る
こ
と
が
十
分
で
き
な
か
っ

た
。
議
員
会
議
す
べ
て
に
谷
津
議
長
が
参
加

さ
れ
た
。
し
か
し
余
り
討
議
さ
れ
な
か
っ
た
。

Ｗ
ｓ
Ｓ
Ｄ
会
議
が
終
わ
り
に
近
づ
い
た
と

き
、
健
康
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
が
討
議
さ
れ
、

文
書
に
反
映
さ
れ
た
が
、
あ
く
ま
で
国
内
法

の
範
囲
で
実
施
す
る
こ
と
と
記
さ
れ
て
お
り
、

人
権
な
ど
の
問
題
と
の
関
係
が
触
れ
ら
れ
て

い
な
い
。

こ
れ
に
対
し
、
カ
ナ
ダ
な
ど
が
修
正
を
申

し
入
れ
た
。
こ
れ
ら
の
文
言
を
も
っ
て
、
Ｎ

Ｙ
タ
イ
ム
ス
は
カ
イ
ロ
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を

投
影
す
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
た
が
、
Ｗ
Ｓ

Ｓ
Ｄ
の
文
書
の
中
に
明
示
的
に
書
か
か
れ
て

●
コ
ー
ス
・
デ
イ（
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
会
議
員
）

カ
ン
ボ
ジ
ア
は
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
設
立
以
降
様
々

な
政
策
を
提
言
し
、
対
策
を
と
っ
て
き
て
い

る
。
人
口
だ
け
で
は
な
く
食
料
安
全
保
障
な

ど
に
つ
い
て
も
全
体
的
な
対
策
が
必
要
。
貧

困
の
拡
大
に
対
す
る
対
策
や
女
性
が
対
等
の

権
利
を
持
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
理
解
を
す
す

め
る
政
策
を
国
際
協
力
を
頂
き
な
が
ら
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
人
権
と
基
本
的
な
自

由
と
い
う
文
言
で
、
暗
示
し
て
お
り
、
推
測

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

持
続
可
能
な
開
発
、
環
境
問
題
と
人
口
は
深

く
関
わ
っ
て
お
り
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
問
題

に
つ
い
て
人
口
の
視
点
を
取
り
込
む
こ
と
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
よ
う
。
こ
の
相
関

関
係
を
メ
デ
ィ
ア
に
も
と
り
あ
げ
て
も
ら
う

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

●
中
国
議
員

中
国
の
家
族
計
画
は
五
十
年
の
歴
史
を
持
つ

討
議
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●
ジ
ャ
キ
ー
，
ク
ロ
イ
上
院
議
員（
フ
ィ
ジ
ー
）

人
口
増
加
と
生
活
の
質
を
考
え
る
こ
と
が

重
要
。
教
育
と
安
全
な
水
や
食
の
問
題
を
考

え
る
と
き
に
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
の
も
つ
独
自

性
を
考
慮
に
入
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
に
お

け
る
生
活
の
質
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
。
た

だ
こ
の
戦
略
も
人
口
が
増
加
す
る
と
対
策
が

困
難
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
、
人
口
を
無
視

し
て
対
策
を
立
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し

か
し
、
こ
の
問
題
は
支
援
を
得
る
こ
と
が
必

要
で
は
あ
っ
て
も
他
国
か
ら
強
制
さ
れ
る
問

題
で
は
な
い
。
人
口
問
題
は
国
の
意
思
決
定

の
問
題
で
あ
り
、
そ
の
意
志
に
基
づ
い
て
自

ら
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。

て
い
る
。
一
九
五
○
年
か
ら
家
族
計
画
が
実

施
さ
れ
－
九
六
○
年
、
一
九
七
○
年
代
、
’

九
八
○
年
代
に
は
基
本
的
な
国
家
政
策
と
な
っ

た
。
’
九
九
○
年
に
は
具
体
的
な
国
家
政
策

と
し
て
実
施
さ
れ
、
二
○
○
○
年
代
に
は
法

律
を
整
備
し
て
法
的
な
担
保
が
取
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
中
国
が
家
族
計
画
政
策
を
取
ら

な
け
れ
ば
増
え
る
は
ず
で
あ
っ
た
三
億
八
千

万
の
人
口
が
増
え
な
か
っ
た
。

●
ネ
パ
ー
ル
ェ

こ
れ
ま
で
の
発
言
に
付
け
加
え
た
い
こ
と

が
あ
る
。
ネ
パ
ー
ル
・
ボ
ナ
ー
パ
ー
テ
ィ
に

は
「
よ
き
母
を
得
た
な
ら
ば
よ
き
国
家
が
で

き
る
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
何
か
欲
し
い

も
の
が
あ
れ
ば
そ
れ
は
「
男
性
に
た
の
め
」

し
か
し
、
何
か
を
実
施
し
た
け
れ
ば
「
女
性

に
頼
め
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
女
性
が
実

質
的
に
果
た
し
て
い
る
役
割
は
非
常
に
大
き

い
、
男
性
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
を
か
え
て
、

女
性
に
地
位
を
与
え
な
け
れ
ば
現
実
は
変
わ

ら
な
い
。

●
イ
ン
ド
》

子
供
や
孫
の
世
代
は
私
達
の
努
力
を
な
ん

と
言
う
だ
ろ
う
。
す
べ
て
の
国
が
、
中
国
が

取
り
組
ん
で
い
る
よ
う
な
こ
と
を
取
り
組
め

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
国
に
よ
っ
て
は
必

要
性
を
考
え
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
た

だ
中
国
は
非
常
に
大
き
な
実
績
を
示
し
た
。

具
体
的
な
例
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
イ
ン
ド
で
は
多
く
の
人
が
強
制
さ

れ
る
こ
と
は
良
く
な
い
と
考
え
、
中
国
ほ
ど

の
進
展
は
見
せ
て
い
な
い
。

●
リ
ア
ー
ゾ
上
院
議
員
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）

生
活
の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
の
改
善
が
重
要
で

あ
る
。
女
性
と
子
供
の
売
買
春
の
中
止
等
の

緊
急
課
題
に
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
。

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
が
各
国
に
お
け
る
政
策
立
案
に

関
し
て
、
指
導
し
て
欲
し
い
。

●
マ
レ
ー
シ
ア
》

マ
レ
ー
シ
ア
は
国
土
の
割
に
は
人
口
が
少

な
く
今
後
の
開
発
可
能
性
は
大
き
い
。
マ
レ
ー

シ
ア
と
し
て
も
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
二
十
年
の
実

績
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
人
口
と
開
発
は

深
く
関
係
し
て
い
る
。
開
発
に
人
口
の
視
点

を
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
政
策
の
中
に
人
口

の
視
点
を
十
分
入
れ
て
い
な
い
諸
国
も
多
く
、

そ
う
い
う
諸
国
に
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
活
動
を
通
し

て
影
響
を
与
え
、
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
。
活
発
で
な
い
国
で
活
性
化
す
る
必
要
が

あ
る
。
国
会
議
員
の
役
割
は
途
上
国
や
各
地

域
が
更
に
遅
れ
を
と
ら
な
い
よ
う
に
支
援
し

て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
参
加
者
が
各
国
に
戻

り
議
会
に
働
き
か
け
る
こ
と
で
人
口
と
開
発

の
問
題
を
最
優
先
課
題
と
し
て
欲
し
い
。
Ａ

Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
が
私
た
ち
の
地
域
の
将
来
を
変
え

る
組
織
と
な
る
べ
き
で
あ
る
。
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●
イ
ラ
ン
北

人
口
と
開
発
は
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
環

境
を
守
り
生
き
物
を
守
る
こ
と
は
、
生
命
と

し
て
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
で
あ
る
。
人
類
は

こ
の
太
陽
系
の
生
物
の
中
で
最
も
利
益
を
受

け
て
き
た
。
こ
の
惑
星
に
生
き
る
人
間
と
し

て
人
口
を
減
ら
す
必
要
す
ら
あ
る
。
こ
の
会

議
の
た
め
に
数
学
モ
デ
ル
を
作
成
し
た
。

ま
た
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
全
面
的
な
実
施
の
影
響

が
深
刻
な
影
響
を
途
上
国
に
与
え
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
、
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
途
上

国
の
側
か
ら
も
提
案
を
出
す
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
見
直
し
期
限
が
迫
っ
て
い
る
Ｇ
Ａ
Ｔ

Ｔ
／
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
合
意
形
成
に
国
会
議
員
の
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま

で
は
途
上
国
へ
不
利
に
な
っ
て
し
ま
う
。
先

進
国
か
ら
輸
出
国
へ
の
課
税
が
一
方
的
に
決

め
ら
れ
た
の
は
、
途
上
国
に
と
っ
て
不
利
と

な
っ
て
い
る
。
マ
ク
ロ
的
に
Ｗ
Ｔ
Ｏ
を
考
え

て
行
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

●
中
国
蛆

持
続
可
能
な
開
発
に
対
す
る
私
見
を
の
べ

る
。
持
続
可
能
な
開
発
を
実
現
す
る
た
め
に

●
マ
レ
ー
シ
ア
叩

シ
ュ
さ
ん
の
発
表
で
開
発
に
お
け
る
女
性

の
重
要
性
に
注
目
し
た
こ
と
は
大
変
意
味
が

あ
る
。
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
世
界
サ

ミ
ッ
ト
（
Ｗ
Ｓ
Ｓ
Ｄ
）
が
開
か
れ
た
が
、
そ

の
一
方
で
人
種
差
別
、
皮
膚
の
色
で
紛
争
が

起
こ
っ
て
い
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
は
民
主
化
の

た
め
に
戦
っ
て
い
る
。
ま
た
テ
ロ
を
容
認
す

る
国
も
あ
る
が
マ
レ
ー
シ
ア
は
断
固
と
し
て

反
対
し
て
い
る
。
世
界
の
情
勢
が
不
安
定
な

中
で
、
テ
ロ
が
や
ま
な
い
中
で
、
私
達
の
努

力
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
べ
き
な
の
か
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

は
、
人
口
圧
力
を
減
ら
す
こ
と
が
重
要
。
モ

ン
ゴ
ル
自
治
区
の
出
身
で
あ
る
が
環
境
保
護

が
人
々
の
生
活
を
ま
も
る
た
め
に
も
必
要
に

な
っ
て
き
た
。
砂
嵐
の
予
防
に
も
国
民
の
啓

発
が
必
要
、
事
の
是
非
を
見
分
け
る
こ
と
が

必
要
。
環
境
に
対
す
る
倫
理
を
養
う
た
め
に

道
徳
教
育
を
子
供
達
に
実
施
す
る
こ
と
が
重

要
。
持
続
可
能
な
開
発
が
中
国
で
推
進
さ
れ

る
よ
う
努
力
す
る
。

●
リ
・
ホ
ン
ギ
（
中
国
）

男
女
平
等
は
世
界
中
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
だ

と
思
う
。
し
か
し
、
〃
い
か
に
〃
と
い
う
点
が

問
題
で
あ
る
。
人
口
・
開
発
は
合
い
矛
盾
し

な
い
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
協
調
し
て
両
方

を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

●
イ
ン
ド
郡

人
口
抑
制
は
、
経
済
の
安
定
的
な
開
発
に

か
か
っ
て
い
る
。
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン

卜
が
あ
れ
ば
人
口
は
抑
制
さ
れ
る
。
持
続
可

能
な
開
発
の
概
念
を
い
か
に
実
施
し
て
い
く

か
が
重
要
で
あ
る
。

●
シ
ン
亜

Ｗ
Ｓ
Ｓ
Ｄ
の
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
に
お
け
る

宣
言
の
な
か
に
男
女
平
等
は
明
確
に
記
載
さ

れ
て
い
る
。
い
か
な
る
国
際
国
連
会
議
で
も

男
女
平
等
は
疑
い
な
く
主
張
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
各
会
議
毎
に
い
か
に
具
体
化
す
る

か
に
つ
い
て
議
論
が
分
か
れ
て
い
る
。
現
実

的
に
は
実
現
の
手
段
は
各
国
の
裁
量
に
任
さ

れ
て
い
る
。
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Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
は
国
連
安
全
保
障
理

事
会
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
初
め
て
の
疾
病
で

あ
る
。
ま
た
、
一
つ
の
疾
病
を
め
ぐ
っ
て
国

連
と
し
て
は
じ
め
て
共
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行

な
わ
れ
て
い
る
。
同
じ
時
期
に
エ
イ
ズ
の
発

症
を
確
認
し
た
国
々
の
中
で
エ
イ
ズ
に
対
す

る
対
応
が
と
ら
れ
な
か
っ
た
国
は
三
五
％
の

感
染
率
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
。
対
策
が

取
ら
れ
て
き
た
国
で
は
三
％
程
度
に
と
ど
め

る
こ
と
が
で
き
た
。

エ
イ
ズ
を
予
防
し
そ
の
被
害
を
食
い
止
め

る
た
め
に
は
適
切
な
対
策
が
で
き
る
だ
け
早

←.許…＝'だ涼F蜂一旨濟兵.

●
シ
ュ

コ
ク
で
開
催
さ
れ
る
。

１
、
シ
リ
・
テ
イ
ラ
ー
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
中
国
駐
在
代
表

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
会
議
が
本
年
十
二
月
に
バ
ン

』Ｌ■『■■■の■鰄峨搬伽枅蝋懸口鈩訂
ト■

JJli1i

こ
れ
は
バ
リ
人
口
会

く
と
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
。
目
に
見
え
る
指

導
者
の
コ
ミ
ッ
ト
が
必
要
不
可
欠
。
行
政
の

関
与
、
厚
生
省
だ
け
で
は
な
く
セ
ク
タ
ー
横

断
的
な
対
応
、
総
合
的
な
動
員
が
必
要
で
あ

る
。国
会
議
員
役
割
は
明
砿
。
い
ち
早
く
、
は
っ

き
り
と
し
た
意
思
表
示
を
行
な
う
こ
と
が
で

き
る
。
医
療
関
係
者
だ
け
に
任
せ
て
は
い
け

な
い
。
農
水
省
、
家
族
計
画
省
な
ど
省
庁
横

断
的
で
総
合
的
な
対
策
が
必
要
。

Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
貢
献
は
大
き
な
も
の
が
あ

る
。
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
は
こ
れ
ま
で
継
続
的
に
セ

議
か
ら
十
周
年
を
記
念
し
た
重
要
な
会
議
で

あ
り
、
こ
の
会
議
開
催
に
対
す
る
ア
ナ
ウ
ン

ス
を
各
国
で
お
願
い
し
た
い
。
人
口
問
題
の

｜
茜
．
甲
：
‐

．
Ⅱ
．
』
・
‐
．
。
．
・
・
・
‐
；
：
‐
・
田
．
．
『
ロ
．
．
．
』
『
『
虹
‐
Ｏ

ｈ
ｆ
，
け
い
□
Ｉ
‘
８
８
駅
ト
酢
：
昭
ｌ
ｒ
０
ｊ
ｉ
礁
品
！
←
１
１
’
一
一

ン
シ
テ
ィ
ブ
な
テ
ー
マ
を
扱
っ
て
き
た
。
人

口
も
か
つ
て
は
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
問
題
と
受

け
止
め
ら
れ
て
い
た
。
い
ま
で
は
様
々
な
努

力
に
よ
り
か
な
り
オ
ー
プ
ン
に
議
論
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
感
染
者
の
半
分
は
若

者
で
あ
り
、
具
体
的
な
蔓
延
予
防
策
と
し
て

は
、
コ
ン
ド
ー
ム
の
供
給
が
重
要
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
問
題
は
内
容
的
に
も
セ
ン
シ
テ
ィ

ブ
で
あ
る
が
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
は
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ

な
問
題
を
扱
い
そ
れ
に
対
処
し
て
き
た
経
験

が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ

予
防
に
関
し
て
も
有
効
な
役
割
を
果
た
し
得

る
。
来
週
に
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、

緊
急
時
に
お
い
て
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル

ス
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
資
材
の
確
保
を
テ
ー

マ
に
し
た
討
議
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

重
要
性
を
機
会
を
見
つ
け
て
繰
り
返
す
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
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ア
ジ
ア
の
エ
イ
ズ
は
ま
だ
早
期
の
段
階
で

あ
り
、
ま
だ
沈
黙
の
時
期
と
い
え
る
。
ア
フ

リ
カ
南
部
ほ
ど
の
状
況
で
は
な
い
。
そ
の
結

果
、
政
策
と
し
て
積
極
的
に
議
論
さ
れ
て
い

な
い
。
し
か
し
エ
イ
ズ
の
問
題
で
自
国
は
別

だ
と
い
え
る
国
は
な
い
。
ア
ジ
ア
で
も
局
地

的
に
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
エ
イ
ズ

の
罹
患
率
は
麻
薬
常
習
者
や
性
労
働
者
、
軍

隊
で
高
い
。
今
は
そ
れ
ほ
ど
で
な
い
と
し
て

も
、
い
ず
れ
流
行
す
る
。
沈
黙
の
時
期
で
あ

る
、
い
ま
努
力
す
る
こ
と
で
大
き
な
成
果
を

上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ

Ｓ
は
医
療
の
問
題
だ
け
で
は
な
い
。

ア
ジ
ア
で
も
タ
イ
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
成
功

事
例
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
現
在

タ
イ
で
は
そ
の
成
功
に
よ
っ
て
自
己
満
足
が

生
じ
、
安
心
感
が
広
が
っ
て
い
る
が
、
そ
の

手
綱
を
緩
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

エ
イ
ズ
が
発
見
さ
れ
て
か
ら
、
こ
れ
ま
で

六
千
二
百
万
人
が
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
感
染
し
、
現

在
四
千
万
人
が
生
存
し
て
い
る
。
二
○
○
一

２
、
ト
ニ
ー
・
ベ
イ
ッ
Ｕ
Ｎ
Ａ
－
Ｄ
ｓ
バ
ン
コ
ク

ア
ジ
ア
の
エ
イ
ズ
は
〃
沈
黙
の
時
期
〃

年
に
は
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
で
六
百
六
十

万
人
感
染
者
が
お
り
、
昨
年
あ
ら
た
に
百
万

人
が
感
染
し
た
。
新
規
感
染
者
は
二
十
五
歳

未
満
に
多
く
、
今
後
深
刻
な
影
響
を
与
え
る

こ
と
に
な
る
。
世
界
中
で
エ
イ
ズ
感
染
が
加

速
し
て
き
て
い
る
。
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ

カ
を
例
外
と
し
て
世
界
の
各
地
域
の
中
で
ア

ジ
ア
の
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
感
染
者
数
は
多
い
。

ア
ジ
ア
の
エ
イ
ズ
感
染
者
数
は
近
い
将
来

サ
ハ
ラ
以
南
を
越
え
る
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性
の
九

五
％
は
自
覚
し
て
い
な
い
。
こ
れ
が
エ
イ
ズ

予
防
の
難
し
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
エ
イ

ズ
治
療
に
は
抗
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
剤
に
よ
る

治
療
が
重
要
で
あ
る
が
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域
で
こ
の
治
療
を
受
け
て
い
る
の
は
わ
ず
か

三
万
人
以
下
で
し
か
な
い
。

私
達
が
エ
イ
ズ
予
防
に
対
す
る
行
動
を
と

ら
な
か
っ
た
無
作
為
の
場
合
、
ど
の
よ
う
な

結
果
が
生
ま
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
①

社
会
の
不
安
定
化
、
生
産
性
の
減
少
、
②
地

域
の
不
安
定
化
ｌ
軍
人
罹
患
率
は
そ
の
他
の

グ
ル
ー
プ
よ
り
高
い
、
③
開
発
成
果
を
相
殺

し
て
し
ま
う
ｌ
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
④
経
済
的
な
コ

ス
ト
が
対
策
を
講
じ
た
場
合
に
比
べ
は
る

か
に
増
大
す
る
。

エ
イ
ズ
は
予
防
し
得
る
病
気
で
あ
り
、
対

策
が
必
要
と
さ
れ
る
集
中
し
た
グ
ル
ー
プ
に

何
も
し
な
か
っ
た
ら
、
対
策
を
十
分
講
じ
た

場
合
の
三
倍
以
上
の
費
用
が
か
か
る
こ
と
に

な
る
。エ
イ
ズ
対
策
は
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に

十
分
行
え
ば
行
う
ほ
ど
、
コ
ス
ト
を
抑
え
る

こ
と
が
で
き
大
き
な
意
味
を
持
つ
。

タ
イ
の
状
況
を
事
例
と
し
て
考
え
て
み
る
。

タ
イ
で
は
八
○
年
代
に
患
者
が
は
じ
め
て
発

見
さ
れ
、
九
○
年
代
に
積
極
的
な
対
策
を
講

じ
た
。
も
し
、
九
○
年
代
の
時
点
で
、
何
も

し
な
け
れ
ば
数
約
百
万
、
場
合
に
よ
っ
て
は

千
万
人
が
影
響
を
受
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。新
し
い
推
計
値
で
は
二
○
’
○
年
に
は
五

千
万
か
ら
七
千
五
百
万
人
が
感
染
者
と
な
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
中
国
、
イ
ン
ド
、
ナ

イ
ジ
ェ
リ
ア
な
ど
で
は
感
染
者
が
三
倍
に
増

え
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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現
在
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
対
す
る
取

り
組
み
と
し
て
は
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ｆ
（
ア
ジ
ア
太
平

洋
指
導
者
研
修
）
が
あ
る
。
こ
の
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ｆ

は
政
府
高
官
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
研
修
の

場
を
与
え
て
お
り
、
財
務
省
、
文
部
科
学
省
、

法
務
省
の
局
長
な
ど
、
直
接
的
か
か
わ
り
を

持
た
な
い
省
庁
の
高
級
官
僚
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ

Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
意
味
や
そ
の
社
会
・
経
済
に
与
え

る
影
響
を
啓
発
す
る
こ
と
で
、
省
庁
横
断
的

な
総
合
対
策
を
取
れ
る
環
境
を
作
ろ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ｆ
を
二
○
○

三
年
ま
で
に
国
家
戦
略
の
中
に
明
確
に
組
み

込
む
事
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ

Ｉ
Ｄ
Ｓ
蔓
延
を
防
止
す
る
上
に
お
い
て
市
民

社
会
と
の
連
携
が
き
わ
め
て
重
要
で
あ
り
、

さ
ら
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
感
染
者
と
の

つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
も
重
要
と
な
る
。

具
体
的
な
対
策
と
し
て
は
次
の
７
つ
が
挙
げ

ら
れ
る
。

１
，
積
極
的
な
政
策
、
法
制
化
、

２
、
開
発
政
策
へ
組
み
込
む
、
正
式
に
お
り

こ
む
。

３
、
資
金
配
分
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。

４
、
セ
ク
タ
ー
横
断
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
必

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
経
験
を
話
す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
が
流
行
し
始
め
た
と
き
、
非
常
に

限
ら
れ
た
情
報
し
か
な
か
っ
た
。
か
つ
て
は
、

ア
フ
リ
カ
の
風
土
病
で
あ
る
、
ま
た
同
性
愛

者
だ
け
に
感
染
す
る
病
気
で
あ
る
、
不
治
の

病
で
あ
る
等
の
情
報
が
流
れ
た
。
こ
れ
ら
無

知
に
基
づ
く
情
報
の
不
足
が
状
況
を
悪
化
さ

せ
た
。エ
イ
ズ
流
行
当
初
は
こ
の
病
気
に
対
す
る

情
報
が
非
常
に
限
ら
れ
、
感
染
経
路
も
不
明

で
あ
り
、
対
策
を
と
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。対
策
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
い
っ

て
も
、
政
府
関
係
者
の
中
に
は
エ
イ
ズ
と
い

う
病
気
そ
の
も
の
が
不
明
な
点
が
多
く
、
具

体
的
な
影
響
も
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な

中
で
政
府
と
し
て
具
体
的
な
対
策
を
と
る
こ

要
。

５
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
担
保
す
る
必
要

が
あ
る
。

６
、
こ
の
問
題
を
自
分
の
問
題
と
し
て
取
り

組
む
。

３
、
ホ
ア
ン
・
フ
ラ
ピ
エ
上
院
議
員
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）

と
は
で
き
な
い
と
い
う
反
論
が
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
余
り
に
も
多
く
の
こ
と
が
わ

か
ら
な
い
中
で
、
エ
イ
ズ
感
染
者
を
隔
離
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
政
府
内
部
で
も
多

く
の
問
題
点
が
あ
っ
た
。

ま
ず
、
エ
イ
ズ
の
感
染
を
確
定
す
る
た
め

に
は
検
査
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

政
府
に
と
っ
て
も
そ
の
エ
イ
ズ
の
脅
威
を
ど

の
よ
う
に
受
け
取
る
べ
き
か
の
判
定
が
不
明

で
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
自
分
が
保
健
長
官
（
大

臣
）
に
就
任
し
た
時
点
で
は
専
門
家
と
一
般

の
ギ
ャ
ッ
プ
が
非
常
に
大
き
か
っ
た
。
こ
の

当
時
、
｜
股
国
民
は
エ
イ
ズ
と
い
う
病
気
に

つ
い
て
国
民
の
一
○
％
し
か
知
ら
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

エ
イ
ズ
予
防
と
し
て
、
国
民
に
コ
ン
ド
ー

ム
の
使
用
を
薦
め
た
。
こ
の
普
及
に
際
し
、

連
帯
を
示
す
た
め
、
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の

証
と
し
て
赤
い
リ
ボ
ン
を
つ
け
て
ほ
し
い
。

７
、
待
つ
時
間
は
な
い
、
今
こ
そ
行
動
を
と

る
べ
き
で
あ
る
。
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エ
イ
ズ
感
染
者
が
勇
気
を
出
し
、
自
分
が
感

染
者
で
あ
る
こ
と
を
公
表
し
、
政
府
に
対
し

て
も
協
力
し
て
く
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
国
民

に
対
し
エ
イ
ズ
が
ど
の
よ
う
な
病
気
で
あ
る

の
か
に
つ
い
て
具
体
的
に
理
解
し
て
も
ら
う

上
で
大
き
な
影
響
が
あ
っ
た
。
エ
イ
ズ
感
染

者
は
感
染
経
路
に
つ
い
て
も
語
っ
て
く
れ
た
。

悲
し
い
話
で
あ
っ
た
。
当
時
は
エ
イ
ズ
そ
の

も
の
が
科
学
的
に
理
解
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

具
体
的
な
エ
イ
ズ
の
対
策
と
し
て
は
、

ａ
、
Ｓ
Ｅ
Ｘ
を
つ
つ
し
む
。

ｂ
、
セ
ッ
ク
ス
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
特
定
の
人

に
限
定
す
る
。
不
特
定
多
数
を
相
手
と
す

る
こ
と
は
リ
ス
ク
を
極
端
に
大
き
く
す
る
。

ｃ
、
コ
ン
ド
ー
ム
の
使
用
を
薦
め
る
。
注
意

す
る
。

ｄ
、
感
染
血
液
。
輸
入
し
な
い
。

等
の
方
策
が
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
コ
ン
ド
ー
ム
の
使
用
に
対
し
て
、

キ
リ
ス
ト
教
会
か
ら
反
発
が
あ
っ
た
。
キ
リ

ス
ト
教
会
は
エ
イ
ズ
を
利
用
し
て
家
族
計
画

を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

警
戒
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
民
衆
の
間
に
エ
イ
ズ
に
対
す
る

理
解
が
深
ま
っ
て
い
き
、
エ
イ
ズ
対
策
の
成

采
に
対
し
て
無
知
に
対
す
る
光
を
与
え
た
と

し
て
コ
ン
ド
ー
ム
で
作
っ
た
花
束
を
受
け
取
っ

た
。問
題
解
決
へ
の
き
っ
か
け
が
つ
か
め
た
の

で
あ
る
。
エ
イ
ズ
対
策
を
行
う
際
に
は
人
々

の
関
心
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

い
ま
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
エ
イ
ズ
に
国
を
挙
げ

て
取
り
組
ん
で
い
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
家
エ

イ
ズ
協
議
会
を
設
立
し
、
一
九
九
八
年
二
月

に
は
共
和
国
法
八
五
○
五
で
国
民
に
対
す
る

エ
イ
ズ
検
査
を
義
務
化
し
た
。
こ
れ
は
現
在

エ
イ
ズ
対
策
法
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

自
身
が
上
院
に
参
加
し
た
理
由
は
保
健
長

官
を
止
め
て
も
、
政
府
の
政
策
が
継
続
し
て

実
施
さ
れ
る
環
境
を
作
り
た
か
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
教
会
が
反
対
し
た
た
め
に
残
念
な
が

ら
ト
ッ
プ
当
選
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

し
か
し
全
国
で
五
位
当
選
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

エ
イ
ズ
対
策
法
が
成
立
し
た
こ
と
で
、
「
全

国
的
な
教
育
に
よ
る
知
識
の
普
及
」
、
「
感
染

者
の
人
権
保
護
」
、
「
最
大
の
安
全
対
策
と
し

て
警
告
を
発
す
る
」
な
ど
の
対
策
を
実
施
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
エ
イ
ズ
を
撲
滅

す
る
上
で
は
、
「
貧
困
」
、
「
麻
薬
」
、
「
無
知
」

の
撲
滅
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
一
般
的
な
市
民
に
対
し
、
啓
発
を

行
う
上
で
感
染
者
の
役
割
に
も
非
常
に
重
要

な
も
の
が
あ
っ
た
。
現
在
、
エ
イ
ズ
予
防
法

の
中
で
、
安
全
な
処
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
る
。
治
療
や
輸
血
、
移
植
の
際
に
エ
イ
ズ

検
査
が
義
務
化
さ
れ
た
。
そ
の
規
定
を
無
視

し
て
感
染
を
招
い
た
場
合
に
は
懲
罰
を
既
定

し
、
六
年
か
ら
十
二
年
の
懲
役
が
課
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
罰
金
や
医

療
資
格
停
止
等
の
措
置
が
と
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

同
時
に
、
エ
イ
ズ
法
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
が
労

働
条
件
に
影
響
を
あ
た
え
て
は
い
け
な
い
と

な
っ
て
い
る
。
検
査
を
し
て
も
そ
の
結
果
は

本
人
に
だ
け
告
知
さ
れ
、
感
染
し
た
患
者
の

匿
名
を
許
す
こ
と
に
し
た
。
こ
の
こ
と
は
検

査
の
前
に
説
明
さ
れ
、
検
査
の
後
の
治
療
も

保
健
省
が
公
費
で
責
任
を
持
つ
事
を
明
確
に

し
た
。
保
険
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
患
者
に
も
提
供
さ
れ
、

性
行
為
に
よ
る
感
染
者
に
関
し
て
も
人
権
保

護
が
は
っ
き
り
と
唄
わ
れ
た
。

学
校
や
病
院
に
も
こ
の
考
え
方
が
適
用
さ

れ
る
。
エ
イ
ズ
患
者
が
差
別
さ
れ
る
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
差
別
し
た
場
合
、
懲
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四
年
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
罰
則
を
設
け
た
。

重
要
な
こ
と
は
、
基
本
的
に
安
全
な
環
境
を

作
る
事
が
重
要
で
あ
り
、
さ
ら
に
検
査
を
受

け
る
こ
と
を
忌
避
さ
れ
な
い
環
境
を
作
る
こ

と
に
焦
点
を
置
い
て
実
施
し
た
。

国
連
人
口
基
金
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の

拠
出
が
停
止
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
最
悪
の

ニ
ュ
ー
ス
で
あ
る
。
い
ま
手
綱
を
緩
め
る

こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
世
界
一
の

大
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
拠
出
が
ス
ト
ッ

プ
し
た
。
世
界
一
の
人
口
大
国
で
あ
る
中

国
の
江
沢
民
主
席
が
こ
れ
は
悪
い
ニ
ュ
ー

ス
で
あ
る
、
こ
の
世
に
は
神
は
い
な
い
と

嘆
い
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
神
様
は
が
っ
か
り
し
、

も
う
こ
の
世
の
中
は
終
わ
ら
せ
よ
う
、
｜

週
間
あ
れ
ば
こ
の
世
の
中
を
終
わ
ら
せ
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
っ
た
。
そ
れ
を
聞
い

た
第
三
世
界
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
大
統
領
は
、

こ
れ
は

Ｉ

グ
ロ
ー
バ
ル
な
グ
ッ
ド
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
が
ア
メ
リ
カ
、
中
国
と
肩
を

並
べ
て
世
界
的
な
影
響
力
を
も
っ
た
と
喜

ん
だ
の
で
す
。
そ
の
後
、
一
週
間
で
地
球

人
類
が
死
に
絶
え
、
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
が
消
え
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。

二
○
○
四
年
に
エ
イ
ズ
の
会
議
が
あ
り

ま
す
。
地
球
が
滅
び
る
前
に
三
日
で
エ
イ

ズ
が
消
え
ま
す
よ
う
に
。

ど
の
よ
う
な
問
題
も
協
力
し
あ
う
こ
と
で
解

決
に
向
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
の
課
題

は
、
地
方
政
府
レ
ベ
ル
で
い
か
に
実
施
す
る

か
、
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
い
か
に
機
能
さ
せ

る
か
が
重
要
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

で
す

●
フ
ラ
ビ
エ
上
院
議
員
》

検
査
を
行
う
と
き
に
重
要
な
こ
と
は
、
デ
ー

タ
の
秘
密
性
を
守
る
こ
と
で
す
。
政
治
家
や

検
疫
を
担
当
す
る
役
人
ま
で
も
検
査
し
た
。

健
康
教
育
や
宣
伝
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
た
。

こ
の
活
動
に
対
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
エ

イ
ズ
は
で
っ
ち
上
げ
で
あ
り
、
家
族
計
画
を

進
め
る
手
段
と
す
る
つ
も
り
だ
と
批
判
し
た
。

し
か
し
若
い
女
性
の
患
者
が
声
を
上
げ
、
で
っ

ち
上
げ
で
あ
る
と
い
う
批
判
の
声
は
消
え
た
。

患
者
が
直
接
、
実
際
の
声
を
伝
え
た
。
こ
の

女
性
を
厚
生
省
で
一
雇
用
し
、
そ
の
実
態
を
語
っ

て
も
ら
っ
た
。
彼
女
自
身
が
エ
イ
ズ
患
者
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

水
商
売
や
軍
隊
で
検
査
を
行
っ
た
が
、
検
査

の
守
秘
義
務
を
守
る
こ
と
で
名
乗
り
あ
げ
て

く
れ
る
と
思
う
。

●
マ
レ
ー
シ
ア

検
査
の
義
務
化
が
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
国
民
の
多
く
は
検
査
に
賛
成
で
す

か
、
反
対
で
す
か
。

討
議
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●
中
国
議
員

中
国
政
府
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
を
重
視

し
て
お
り
、
短
期
・
中
期
計
画
を
実
施
に
移

し
て
い
る
。
輸
血
に
よ
る
エ
イ
ズ
の
拡
大
を

防
ぐ
た
め
に
輸
血
設
備
の
更
新
の
た
め
に
二

十
二
億
元
を
支
出
し
た
。
エ
イ
ズ
に
感
染
し

た
家
族
を
訪
問
し
た
こ
と
が
あ
る
。
エ
イ
ズ

患
者
が
出
た
家
族
は
そ
の
農
村
か
ら
追
い
出

さ
れ
た
。
ま
た
自
身
が
エ
イ
ズ
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
運
転
手
は
家
族
が
逃
げ
出
し
て

し
ま
っ
た
。
そ
こ
に
は
二
つ
誤
解
が
あ
る
。

患
者
そ
の
も
の
に
対
す
る
差
別
と
同
時
に
患

者
自
身
が
自
己
批
判
的
な
見
方
を
し
て
い
る
。

政
府
も
こ
の
問
題
に
対
し
投
資
を
行
い
、
啓

発
の
た
め
の
会
議
開
催
し
社
会
全
体
を
動
員

し
て
い
る
。
情
報
を
共
有
化
す
る
と
同
時
に

予
防
策
を
実
施
し
て
い
る
。
国
会
議
員
と
し

て
の
責
任
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
と
は
な
に

か
、
と
い
う
こ
と
を

社
会
に
知
ら
せ
る
こ

と
で
あ
る
と
思
う
。

●
カ
ン
ボ
ジ
ア
議
員
恥

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
経

験
は
た
い
へ
ん
参
考

に
な
っ
た
。
カ
ン
ボ

ジ
ア
で
も
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
関
連
法
を

制
定
し
た
。
し
か
し

そ
こ
で
問
題
に
な
る

の
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
保
護
を
い
か
に
実

現
す
る
か
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
夫
婦
の

●
フ
ラ
ビ
エ
上
院
議
員
》

夫
婦
の
間
の
問
題
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
女

性
を
襲
っ
た
ら
誠
実
に
答
え
ま
す
。
フ
ィ
リ

ピ
ン
で
は
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、

啓
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
村
で
実
施
す
る
場
合
、

夫
婦
で
来
て
も
ら
う
こ
と
を
前
提
と
し
た
。

こ
れ
は
、
一
緒
に
参
加
す
る
こ
と
で
話
を
共

有
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
目
的

で
あ
る
。
話
を
聞
い
て
家
に
帰
る
と
エ
イ
ズ

に
つ
い
て
心
配
す
る
こ
と
に
な
る
。
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化

の
中
で
答
を
見
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
が
争
い
を
回
避
す
る
演
者
の
答
で
あ
る
。

具
体
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い

て
は
事
務
局
に
連
絡
を
下
さ
れ
ば
支
援
を
し

て
い
き
た
い
と
お
も
う
。

場
合
お
互
い
に
心
配
す
る
こ
と
が
あ
る
。
ア

ジ
ア
の
文
化
で
は
、
妻
は
夫
に
対
し
て
コ
ン

ド
ー
ム
を
使
っ
て
と
い
い
に
く
い
。
法
の
下

で
夫
婦
の
問
題
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
の
か
。

鰐
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第
四
回
世
界
女
性
会
議
（
Ｆ
Ｗ
Ｃ
Ｗ
）
行

動
綱
領
の
中
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
考
え
方
が
明

確
に
取
り
込
ま
れ
た
。
そ
の
後
、
実
際
的
な

行
動
を
と
っ
て
き
た
。
ア
ジ
ア
代
表
者
が
集

ま
っ
た
会
議
で
戦
略
的
な
方
針
が
採
択
さ
れ

た
。
男
女
平
等
が
担
保
さ
れ
た
。
持
続
可
能

な
開
発
に
お
い
て
女
性
は
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。
中
国
は
大
き
な
人
口
を
擁
し

て
い
る
。
父
系
社
会
の
伝
統
が
あ
り
、
こ
の

労
働
党
の
四
○
％
は
女
性
議
員
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
労
働
党
で
は
女
性
の
社
会
進
出

は
十
分
で
あ
る
と
思
う
。
現
在
政
権
を
と
つ

譲零露寧;淨蕊;鯵ﾔ
ﾜｰ｣w~｡｡｡｡--･･

２
、
国
会
議
員
活
動
に
よ
る
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ジ
エ
ン
ダ
ー
問
題
の
解
決

ケ
リ
ー
・
ホ
ア
議
員
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）

１
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

リ
ュ
ウ
・
ボ
ー
ホ
ン
全
中
国
女
性
連
盟
女
性
研
究
所
長

セッション

Ⅲ １
Ｊ
葡
歎
剥
刺
籔
翻
漸
潮
鯏
翻
細
慰
『
翻
轤
縄
灘
溺
墹
冠
篭
摺
範
》
一
．
篭
矧
蒻
刊
言
一
一
打
一
一
詞
茎
囑
へ
三
｛
『
’
７

～過Aと鑿当壁さ…

ア
ジ
ア
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー

伝
統
を
払
拭
す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
。

女
性
の
地
位
の
問
題
と
健
康
の
問
題
を
同
時

に
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
エ
イ
ズ
予

防
の
面
も
含
め
、
男
性
が
一
○
○
％
コ
ン
ド
ー

ム
を
使
う
こ
と
を
法
制
化
し
た
い
。
中
国
で

は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
面
で
大
き
な
進
展
が
な
さ

れ
た
。
女
性
の
非
識
字
率
も
四
四
％
か
ら
二

二
％
へ
と
低
減
し
た
の
で
あ
る
。

て
い
る
民
主
党
は
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
ア
ク

シ
ョ
ン
を
う
た
っ
て
い
な
い
。
大
臣
職
に
関

し
て
は
女
性
比
率
は
低
い
が
、
政
務
次
官
レ

碓
睡
輝
騨
貯
瞬
》
川
跨
斫
肚
洗
院
群
課
叶
鰹
ぽ
い
腓
瀞
騨
叫
酎
曄
鐸
瀞
圷
ｐ
恐
除
ば
ぃ
蕊

‐
『
‐
‐
仏
造

⑬．Ｎ」Ｗ小も．

●
イ
ン
ド
》

イ
ン
ド
で
は
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

に
つ
い
て
調
査
を
行
な
っ
た
。
ア
ジ
ア
の
特

定
地
域
で
調
査
を
し
て
い
る
か
。

●
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
》

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
文
化
的
な
伝
統
で
考

え
る
と
、
男
性
と
同
じ
数
の
議
席
を
女
性
議

員
が
要
求
し
て
い
る
こ
と
は
矛
盾
が
あ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
国
会
議
員
は
選
挙
で

選
ば
れ
て
い
る
。
女
性
も
有
権
者
で
あ
り
、

そ
の
女
性
が
女
性
に
投
票
し
て
い
な
い
の
に
、

ど
う
し
て
単
純
に
女
性
議
員
の
比
率
を
男
性

と
同
じ
に
す
る
と
数
量
的
に
決
め
る
こ
と
が

で
き
）
る
の
か
。

●
ボ
ー
ホ
ン
所
長
血

調
査
は
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
女
性
が

ど
こ
に
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
調
査

で
し
た
。

ベ
ル
十
二
人
中
六
名
が
女
性
で
あ
る
。

討
議

し
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ＡＦＰＰＤ設立20周年を記念

李鵬全人代議長がﾚｾﾌﾟｼｮﾝ
人民大会堂に全参加者を招いて－

李
鵬
全
人
代
議
長
は
、
大
会
初
日
の
同
夜
、
六
時
か
ら
人
民
大

会
堂
に
参
加
者
全
員
を
招
き
、
ロ
ビ
ー
で
李
鵬
夫
妻
・
谷
津
義
男

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
を
中
心
に
全
参
加
者
と
記
念
撮
影
を
し
た
。
こ

！！
Ｉ「

鰯研、露

ｄＬ凸可西

李鵬全人代議長から感謝の盾を贈られ､祝福をうける谷津ＡＦＰＰＤ議長（左から３人

目）と桜井・前ＡＦＰＰＤ議長（その右隣）

●
中
国

中
国
の
女
性
労
働
者
は
三
億
三
千
万
人
い

る
。
し
か
し
古
い
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
が
残
っ

て
い
る
。
具
体
的
な
対
策
と
し
て
は
識
字
率

を
向
上
さ
せ
、
家
庭
内
暴
力
に
立
ち
向
か
う

法
律
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

●
ミ
ラ
ン
ダ
Ｕ
Ｎ
ｌ
Ｆ
Ｅ
Ｍ
地
域

プ
ロ
グ
ラ
ム
局
長
ｗ

い
ろ
い
ろ
な
対
話
が
必
要
だ
ろ
う
と
思
う
。

し
か
し
、
言
え
る
こ
と
は
余
り
に
も
長
い
時

間
、
女
性
は
政
治
に
参
加
し
な
か
っ
た
。
家

族
に
関
す
る
協
議
に
参
加
し
よ
う
。
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
よ
う
な
先
進
的
な
国
で
す
ら
反
レ
イ

プ
法
が
法
律
に
な
る
ま
で
は
十
年
も
か
か
っ

た
。
多
く
の
国
会
議
員
は
結
婚
し
て
い
る
夫

婦
の
仲
で
レ
イ
プ
は
「
存
在
し
え
な
い
」
と

主
張
し
て
い
た
。
し
か
し
、
反
レ
イ
プ
法
が

制
定
さ
れ
、
今
で
は
裁
判
所
に
訴
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
親
告
罪
で
あ

り
取
り
下
げ
る
と
裁
判
に
な
ら
な
い
。
こ
の

よ
う
な
法
律
の
仕
組
み
の
中
で
は
夫
が
取
り

下
げ
さ
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
意
味
で

女
性
の
権
利
が
十
分
守
ら
れ
て
い
る
と
は
い

え
な
い
。
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谷津義男

ランジット・アタパト

王偉

何理良

ジョティ・シン

中山太郎

桜井新

安藤博文

和気邦夫

プラソップ・ラタナコーン

コリン・ホリス

松村昭雄

広瀬次雄

グエン・ティ・タン

れ
に
先
立
ち
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
役
員
と
Ａ
Ｐ
Ｄ

Ａ
代
表
が
別
室
で
表
敬
・
挨
拶
を
行
っ
た
。

広
瀬
次
雄
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
常
務
理
事
と
は
、
慣
れ

た
日
本
語
で
「
ど
う
も
、
ど
う
も
」
と
笑
顔

で
握
手
を
交
わ
し
た
。

同
夜
人
民
大
会
堂
宴
会
場
で
行
わ
れ
た
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
は
行
き
届
い
た
豪
華
な
も
て
な

し
だ
っ
た
。
人
民
解
放
軍
の
軍
楽
隊
が
会
場

で
晩
餐
の
合
間
に
歓
迎
の
曲
目
を
奏
で
、
中

国
で
活
躍
中
の
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
王
莉
雅
さ

ん
、
テ
ノ
１
ル
歌
手
の
苅
阻
さ
ん
が
そ
れ
ぞ

れ
独
唱
。
刈
阻
さ
ん
は
二
曲
目
に
「
北
国
の

春
」
を
見
事
な
テ
ノ
ー
ル
で
歌
い
上
げ
、
大

き
な
会
場
に
拍
手
が
鳴
り
止
ま
な
か
っ
た
。

会
場
で
は
谷
津
義
男
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
か

iiiiilllD11iiilliillll

ら
漆
塗
り
の
屏
風
、
中
山
太
郎
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
理

事
長
か
ら
漆
器
の
文
箱
が
李
鵬
全
人
代
議
長

に
贈
ら
れ
、
李
鵬
議
長
は
「
こ
れ
は
素
晴
ら

し
い
。
謝
謝
」
と
真
心
に
感
謝
し
て
い
た
。

二
十
周
年
を
祝
う
と
い
う
の
で
、
Ａ
Ｆ
Ｐ

Ｐ
Ｄ
設
立
時
に
功
労
の
あ
っ
た
当
時
の
黄
華

外
相
夫
人
の
何
理
良
女
史
や
、
元
国
会
計
画

生
育
委
員
会
主
任
（
大
臣
）
の
王
偉
氏
な
ど
、

高
齢
に
な
っ
た
元
高
官
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
元
次

長
の
ジ
ョ
テ
ィ
・
シ
ン
氏
ら
も
招
か
れ
、
Ａ

Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
発
展
と
、
昔
話
に
花
を

咲
か
せ
、
お
互
い
の
再
会
を
喜
ん
だ
。

こ
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
、
Ａ
Ｆ
Ｐ

Ｐ
Ｄ
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
上
の
各

氏
に
李
鵬
全
人
代
議
長
か
ら
表
彰
者

の
顔
写
真
を
入
れ
た
楯
が
手
渡
さ
れ

た
。

人民大会堂別室で日本語で「やあ、

どうもどうも」と広瀬ＡＰＤＡ常務

理事と握手をする李鵬・全人代委員

長
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ＡＦＰＰＤ設立20周年を記念

人民大会堂での

歓迎レセプショ

ンでホスト役の

李鵬・全人代委

員長と握手をす

る国井正幸・参

院議員㈲と若林

正俊・参院議員

㈲

中
山
ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
会
長
か
ら
の
贈
り
も
の
に

相
好
を
崩
す
李
鵬
・
全
人
代
委
員
長

珂國Ｉ鰹､圃圀団針圃四困囲ｆ:１困圏.回国

再会を喜び、創設時からの想い出や苦労話に花を

咲かせたヒトコマー人民大会堂レセプションで。

左からマンモハン・シャルマ・インド議連事務局

長、黄華元外相夫人・何理良女史、広瀬次雄ＡＰ

ＤＡ常務理事

｢やあ、元気そうで何より…」王偉・元

大臣（国家計画生育委員会主任）と感

激の対面をする広瀬ＡＰＤＡ常務理事

3３



10月18同鐵J１

人
口
問
題
を
解
決
に
向
け
る
た
め
に
は
、

宗
教
的
・
文
化
的
役
割
を
取
り
込
ん
で
い
く

必
要
が
あ
る
。
妊
娠
中
絶
は
避
妊
で
は
な
い

と
い
う
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
で
き
て
い
る
が
、

妊
娠
中
絶
の
定
義
が
宗
教
や
文
化
に
よ
っ
て

大
き
く
異
な
り
家
族
計
画
の
普
及
を
果
た
す

際
の
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
強
い
国
で

あ
る
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
抵
抗
に
あ
い
な
が

ら
も
、
家
族
計
画
や
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ

ル
ス
を
推
進
す
る
た
め
の
法
律
を
制
定
し
て

き
た
。
Ｐ
Ｌ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
が
で
き
て
か
ら
二
十
一

本
の
様
々
な
法
律
が
成
立
し
た
。
女
性
の
人

身
売
買
の
禁
止
や
、
家
庭
内
暴
力
の
防
止
法

な
ど
が
成
立
し
て
き
た
。
現
在
の
活
動
目
標

は
地
方
の
議
員
に
も
人
口
・
啓
発
活
動
を
広

…=ずﾏ乎予字?守壺字､～

セッション

LJMlmlli:I1IlMim:rml蝿
…
…

力

グ
ッ
ド
ガ
バ
ナ
ン
ス

スイ評
丁

会
議
三
貝
の
．
，
Ｆ
制

げ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

現
在
、
ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ト
財
団
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ

Ｄ
の
援
助
を
得
て
啓
発
活
動
を
行
な
っ
て
い

る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
人
口
問
題
に
携
わ
ろ
う
と

す
る
と
、
コ
ン
ド
ー
ム
の
使
用
に
反
対
し
て

い
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
か
ら
の
制
裁
を
覚
悟

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
が
認
め
て
い
る
の
は
自
然
な
家
族
計
画

（
リ
ズ
ム
法
）
だ
け
で
あ
り
効
果
的
で
は
な
い
。

こ
れ
ま
で
家
族
計
画
の
資
材
を
国
民
に
供

与
す
る
際
、
余
り
に
も
海
外
の
援
助
に
依
存

し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
五
百
万
ド
ル
が
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
か
ら
コ
ン
ド
ー
ム
の
資
金
と
し

て
提
供
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ

政
府
の
方
針
が
資
材
の
供
与
か
ら
家
族
計
画

そ
の
も
の
を
重
視
す
る
方
向
へ
と
移
行
し
て

お
り
、
現
在
コ
ン
ド
ー
ム
提
供
用
の
資
金
が

三
百
万
ド
ル
に
減
額
さ
れ
、
さ
ら
に
二
○
○

役
割
Ⅲ

Ｌ
・
鰺
・
》
・
‐
。
：
，
。
‐
・
；
・
‐
・
・
・
・
孝
，
；
し

鰹
耐
貯
ｉ
鞭
１
Ｆ
鵬
Ｉ
除
ト
ｌ
Ｌ
「
「

四
年
か
ら
は
な
く
な
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
は
自
国
の
資
金
で
、
必
要

な
資
材
の
提
供
を
図
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
同
時
に
、
支
援
し
て
い
た
だ
け

る
家
族
計
画
を
実
施
で
き
る
法
律
環
境
の
整

備
が
必
要
に
な
る
。

人
口
と
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
政

策
の
進
展
が
必
要
。
先
頭
に
な
っ
て
活
躍
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
国
会

議
員
で
人
口
問
題
解
決
の
た
め
に
熱
心
に
働

い
て
い
る
議
員
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
制
裁
の
も

と
で
反
対
票
を
投
じ
ら
れ
る
可
能
性
の
中
で

が
ん
ば
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

西
欧
と
東
洋
と
で
は
宗
教
の
面
で
も
、
社

会
的
・
文
化
的
な
側
面
で
も
異
な
っ
て
い
る
。

ま
た
ひ
と
つ
の
国
の
な
か
で
も
さ
ざ
ま
で
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
理
解
し
、
受
け
入

れ
ら
れ
る
家
族
計
画
を
普
及
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
Ｉ
Ｅ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
Ｄ
の
代
表

と
し
て
こ
の
会
議
に
参
加
さ
れ
た
ポ
ル
ト
ガ

ル
の
ソ
ニ
ア
議
員
が
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
受

け
入
れ
ら
れ
る
避
妊
具
に
は
西
洋
と
東
洋
で

大
き
な
違
い
が
あ
る
。
し
か
し
、
最
も
重
要

な
こ
と
は
避
妊
其
の
使
用
と
妊
娠
中
絶
は
ト

レ
ー
ド
オ
フ
の
関
係
に
あ
り
、
悲
惨
な
妊
娠
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ＡＦＰＰＤ設立20周年を記念

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
日
本
の
参

議
院
議
員
の
若
林
正
俊
で
す
。
昨
日
第
一
日

目
の
議
事
が
、
議
長
、
運
営
委
員
会
の
役
員
、

参
加
者
の
努
力
と
協
力
に
よ
り
、
円
滑
に
効

果
的
に
進
め
ら
れ
た
こ
と
を
高
く
評
価
し
、

関
係
者
の
皆
様
に
感
謝
い
た
し
て
い
ま
す
。

二
日
目
の
今
朝
、
私
は
議
長
の
お
許
し
を

頂
き
、
人
口
開
発
問
題
に
つ
い
て
の
グ
ッ
ド
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
私
の
考
え
を
申
し
上

げ
ま
す
。

ま
ず
、
昨
日
の
討
論
に
お
い
て
、
「
人
口
と

中
絶
を
避
け
る
た
め
に
も
避
妊
具
の
使
用
の
普
及
を
図
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

２
曰
本
汕
若
林
正
俊

（
参
議
院
議
員
）

開
発
の
問
題
は
人
類
が
こ
の
地
球
で
生
き
て

い
く
上
で
最
も
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
認
識

し
た
こ
と
」
を
確
認
し
て
お
き
た
い
と
思
い

ま
す
。人
類
が
農
業
を
は
じ
め
た
Ｂ
Ｃ
六
○
○
○

年
前
ま
で
の
世
界
人
口
は
お
そ
ら
く
数
百
万

人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
六
○
○

○
年
を
経
た
西
暦
元
（
○
）
年
ご
ろ
の
人
口

は
二
億
人
程
度
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
二
億
人
の
人
口
が
十
億
人
に
な
っ
た
の
は

十
九
世
紀
の
は
じ
め
頃
で
一
八
○
○
年
も
か

か
っ
て
い
ま
す
。
マ
ル
サ
ス
が
そ
の
人
口
論

を
発
表
し
、
人
口
と
食
料
の
関
係
に
つ
い
て

警
告
を
し
た
の
は
一
七
九
八
年
。
世
界
の
人

国会議員のグッド・ガバナンス

について講演する若林正俊・参

院議員

口
は
十
億
人
に
満
た
な
い
こ
ろ
で
し
た
。
そ

の
十
億
人
が
二
十
億
人
に
な
る
の
に
百
三
十

年
か
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
十
億
人
ず
つ

増
え
る
の
に
要
し
た
期
間
は
三
十
年
（
’
九

六
○
）
、
十
五
年
（
一
九
七
五
）
、
十
二
年
（
一

九
八
七
）
、
＋
｜
年
二
九
九
八
）
と
そ
の
年

数
は
短
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
い
ま
や
地
球
上
の
人
口
は
六
十
億

人
を
超
え
ま
し
た
。
こ
の
人
口
の
爆
発
的
増

加
に
よ
り
、
地
球
上
に
飢
餓
・
栄
養
不
良
の

人
達
が
増
え
て
き
ま
し
た
が
、
マ
ル
サ
ス
が

予
言
す
る
よ
う
な
「
危
機
」
は
生
じ
ま
せ
ん

で
し
た
。

そ
れ
は
科
学
技
術
の
進
歩
、
産
業
の
発
達
に

よ
り
、
化
学
肥
料
や
農
薬
の
開
発
、
農
産
物

の
品
種
改
良
、
灌
概
や
農
地
開
発
が
可
能
で

あ
っ
た
か
ら
で
す
。
い
わ
ゆ
る
「
緑
の
革
命
」

の
効
果
で
す
。

し
か
し
こ
れ
か
ら
は
食
糧
の
増
産
が
地
球

の
環
境
を
破
壊
し
、
地
球
の
許
容
量
（
限
界
）

を
超
え
る
た
め
に
、
第
二
の
緑
の
革
命
に
つ

い
て
は
悲
観
的
な
見
解
が
一
般
的
で
す
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
連
な
ど
の
推
計
に

よ
れ
ば
二
○
五
○
年
ご
ろ
に
は
世
界
人
口
は

九
十
五
億
人
程
度
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
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日
本
の
人
ロ
問
題
と

グ
ッ
ド
ガ
バ
ナ
ン
ス

第
二
に
日
本
の
人
口
問
題
と
グ
ッ
ド
ガ
バ

ナ
ン
ス
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。
グ
ッ
ド

ガ
バ
ナ
ン
ス
と
は
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
の
「
人
間
開
発

報
告
」
に
定
義
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
社
会

か
ら
腐
敗
を
一
掃
す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、

す
。
人
口
増
加
に
よ
り
、
地
球
の
環
境
が
破

壊
さ
れ
、
食
料
や
水
が
不
足
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
失
業
や
貧
困
が
拡
大
し
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
等
の
感
染
症
の
広
が
り
が
生
じ
て

お
り
、
人
口
と
開
発
の
問
題
は
も
は
や
一
つ

の
国
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
状
態
に
な
っ

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
が
主
張
す
る
よ
う
に
、

貿
易
の
拡
大
に
よ
っ
て
食
料
を
安
定
的
に
確

保
で
き
る
と
い
う
わ
け
に
は
行
か
な
く
な
り

ま
し
た
。
大
規
模
な
機
械
化
農
業
は
地
球
環

境
を
破
壊
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

農
業
・
食
料
生
産
は
地
球
環
境
に
や
さ
し
く
、

地
球
環
境
を
守
り
、
地
球
環
境
と
調
和
し
、

共
生
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

人
々
に
権
利
や
手
段
を
与
え
、
ま
た
自
ら
の

生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す
決
定
に
参
加
し
、
政

府
に
対
し
、
そ
の
施
策
の
責
任
を
追
及
す
る

能
力
を
人
々
に
与
え
、
公
平
か
つ
公
正
で
、

民
主
的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
を
意
味
す
る
も
の

と
理
解
し
て
い
ま
す
。

第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
日
本
に
は
「
産
め

よ
増
や
せ
よ
」
の
軍
国
主
義
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
と
も
に
、
「
貧
乏
人
の
子
沢
山
」
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
農
村
地
帯
で
は
法

律
上
、
社
会
慣
習
上
「
家
」
の
制
度
の
下
で
、

女
性
の
地
位
が
低
く
、
さ
ら
に
労
働
力
の
面

か
ら
も
、
子
供
が
多
い
ほ
ど
福
が
多
い
と
い

う
「
多
子
多
福
」
の
考
え
方
が
支
配
的
で
あ

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
農
村
で
食
べ
て
い
け
な

い
子
供
達
は
、
工
業
化
に
よ
り
急
速
に
拡
大

す
る
都
市
の
工
業
や
商
業
に
働
き
に
出
て
、

独
立
し
、
成
功
を
求
め
る
道
を
選
び
ま
し
た
。

一
九
四
五
年
、
日
本
は
第
二
次
世
界
大
戦

に
敗
戦
し
、
民
主
主
義
国
家
と
し
て
再
出
発

し
ま
し
た
。
今
ま
で
の
「
家
」
の
制
度
が
否

定
さ
れ
、
女
性
は
男
性
同
僚
、
選
挙
権
を
得

て
、
社
会
目
覚
め
、
人
間
と
し
て
の
権
利
も

主
張
で
き
る
よ
う
に
こ
の
地
位
を
高
め
、
経

済
力
も
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
政
府

も
、
家
族
計
画
や
新
生
活
運
動
を
展
開
し
、

社
会
改
革
が
急
速
に
進
み
ま
し
た
。

国
家
と
し
て
人
口
抑
制
の
政
策
を
と
っ
た

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
生
活
の
向
上
を
目

的
と
し
た
活
動
が
結
果
と
し
て
、
女
性
の
地

位
や
発
言
権
、
経
済
力
、
社
会
的
進
出
を
も

た
ら
し
、
公
衆
衛
生
・
医
療
の
充
実
と
あ
い

ま
っ
て
、
家
族
計
画
ｌ
「
少
な
く
産
ん
で
、

良
い
教
育
を
し
、
立
派
な
子
供
を
育
て
る
」

を
普
及
し
、
さ
ら
に
、
女
性
の
高
学
歴
化
、

社
会
参
加
、
社
会
進
出
が
拡
大
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

し
か
し
現
在
、
日
本
は
子
供
が
少
な
く
な

り
す
ぎ
て
深
刻
な
少
子
高
齢
化
の
問
題
に
直

面
し
て
い
ま
す
。
合
計
特
殊
出
生
率
は
一
・

三
六
で
ド
イ
ツ
な
ど
と
な
ら
ん
で
世
界
で
最

も
低
い
国
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

結
果
、
平
均
余
命
の
伸
び
と
あ
い
ま
っ
て
高

齢
化
比
率
が
急
速
に
拡
大
し
、
医
療
保
険
、

年
金
、
老
人
介
護
な
ど
社
会
保
障
の
面
や
社

会
の
活
力
な
ど
で
、
現
役
（
働
く
）
世
代
の

負
担
が
重
く
、
深
刻
な
社
会
・
経
済
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
少
子
の
問
題
は
、
基
本
的
に
は
女

性
が
選
択
す
る
問
題
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
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最
後
に
国
際
協
力
と
グ
ッ
ド
ガ
バ
ナ
ン
ス

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。
日
本
は
Ｏ
Ｄ
Ａ

を
通
じ
て
、
世
界
の
人
口
・
開
発
分
野
に
大

き
く
貢
献
し
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
岸
信
介
、

福
田
赴
夫
両
首
相
が
世
界
の
人
口
問
題
の
重

要
性
を
認
識
し
、
一
九
七
四
年
に
世
界
で
は

じ
め
て
「
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
」
を

創
設
し
ま
し
た
。
そ
の
理
念
を
継
承
し
、
佐

藤
隆
元
農
水
大
臣
が
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
‐
Ａ
Ｐ
Ｄ

Ａ
の
設
立
に
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の

は
皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
で
す
。

私
達
は
こ
れ
ら
先
輩
議
員
に
深
く
敬
意
を

表
し
、
そ
の
心
を
引
き
継
い
で
世
界
の
と
り

そ
の
対
策
と
し
て
は
「
子
供
の
欲
し
い
人
が
、

子
供
を
産
み
育
て
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
を

い
か
に
作
る
か
」
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

子
供
の
養
育
手
当
て
、
産
前
産
後
の
女
性

の
休
暇
の
み
な
ら
ず
、
男
性
の
育
児
休
暇
、

保
育
所
の
整
備
な
ど
、
女
性
の
意
見
を
反
映

で
き
る
よ
う
に
す
る
グ
ッ
ド
ガ
バ
ナ
ン
ス
が

必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
際
協
力
と

グ
ッ
ド
ガ
バ
ナ
ン
ス

わ
け
六
○
％
の
人
口
を
占
め
る
ア
ジ
ア
地
域

の
人
口
と
開
発
の
問
題
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

昨
年
、
日
本
は
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
に
対
す
る
拠

出
額
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
に
次
二
位
に
な
り
ま

し
た
が
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
一
位
を
維
持

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
、
現
在
で

も
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
に
対
す
る
拠
出
を
合
算
し
た
額

で
は
１
位
を
維
持
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
人
口
関
連
の
重
要
な
問
題
と
し
て
は
、

現
在
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
対
す
る
対
応
が

緊
急
に
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

Ｇ
Ｉ
Ｉ
を
通
じ
て
三
十
億
ド
ル
の
拠
出
を
行

な
い
、
現
在
で
も
九
州
・
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
で

公
約
し
た
「
世
界
エ
イ
ズ
・
結
核
・
マ
ラ
リ

ヤ
対
策
基
金
」
二
億
ド
ル
を
三
年
間
で
拠
出

し
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
人
口
増
加
と
い
う
意
味
で
の
人

口
問
題
が
な
く
な
り
、
日
本
国
民
の
人
口
増

加
問
題
に
対
す
る
関
心
は
必
ず
し
も
高
く
あ

り
ま
せ
ん
。
な
お
か
つ
、
日
本
は
長
期
的
な

経
済
不
況
に
あ
え
い
で
お
り
、
国
家
財
政
は

極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
厳
し
い
状
況
の
中
で
、
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
メ

ン
バ
ー
が
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
の
支
援
を
受
け
つ
つ
政

府
に
働
き
か
け
る
こ
と
で
こ
の
重
要
な
支
出

を
継
続
・
維
持
し
て
い
ま
す
。

た
だ
現
状
で
は
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
増
加
は
望
め

ず
、
選
挙
民
に
対
し
て
国
会
議
員
が
説
明
す

る
た
め
に
も
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
配
分
の
再
考
、
効
果

の
測
定
、
よ
り
一
層
の
効
率
化
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

そ
の
意
味
で
事
業
の
効
果
測
定
を
含
め
、

よ
り
一
層
の
グ
ッ
ド
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
対
す
る
グ
ッ
ド
ガ
バ
ナ
ン

ス
を
実
現
す
る
た
め
に
は
日
本
政
府
や
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
な
ど
の
努
力
だ
け
で
は
な
く
、
Ｏ
Ｄ
Ａ

を
受
け
取
る
各
国
政
府
、
地
方
政
府
、
草
の

根
の
現
地
住
民
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

こ
の
私
た
ち
の
国
会
議
員
活
動
が
、
そ
の
橋

渡
し
を
し
、
こ
れ
か
ら
よ
り
一
層
の
効
率
化

と
同
時
に
友
好
関
係
を
構
築
し
て
い
く
場
と

な
る
こ
と
を
念
願
い
た
し
て
い
ま
す
。
私
達

国
会
議
員
が
、
各
国
政
府
、
選
挙
民
の
橋
渡

し
と
な
る
こ
と
で
人
口
・
開
発
問
題
を
解
決

し
、
ア
ジ
ア
地
域
の
み
な
ら
ず
世
界
の
平
和

と
安
定
の
基
盤
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

終
わ
り
に
あ
た
り
、
佐
藤
隆
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ

初
代
議
長
が
「
人
口
問
題
を
論
じ
る
と
き
、
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現
在
一
日
一
ド
ル
以
下
で
生
活
し
て
い
る

人
が
地
球
人
口
の
一
／
五
で
あ
る
＋
二
億
人

お
り
、
二
ド
ル
以
下
生
活
し
て
い
る
人
々
に

至
っ
て
は
三
十
億
人
い
る
。

韓
国
は
各
国
の
支
援
を
受
け
て
経
済
成
長

を
続
け
、
現
在
世
界
で
十
三
位
に
な
っ
た
。

国
会
議
員
が
発
展
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
貢

献
を
な
し
得
る
か
。
人
口
増
加
の
伸
び
を
抑

え
る
こ
と
が
、
持
続
可
能
開
発
の
条
件
。
環

境
が
大
き
く
影
響
さ
れ
て
し
ま
う
。
生
活
の

そ
の
原
点
に
は
、
必
ず
生
命
へ
の
慈
し
み
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
、
「
人
間
は
、
｜
人
一

人
が
愛
と
希
望
の
大
切
な
対
象
な
の
で
あ
る
」

と
語
っ
て
い
た
の
を
思
い
起
こ
し
ま
す
。
そ

し
て
、
「
強
い
者
だ
け
が
勝
ち
残
る
よ
う
な
選

択
を
し
た
場
合
、
そ
の
勝
ち
残
っ
た
国
も
い

ず
れ
滅
び
て
い
く
こ
と
に
な
る
」
の
で
、
「
地

球
と
人
類
が
共
生
で
き
る
よ
う
に
す
る
」
と

い
う
目
標
に
向
か
っ
て
、
私
達
は
最
大
限
の

努
力
を
す
る
こ
と
を
誓
い
合
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
と
さ

れ
て
く
る
。
立
法
府
か
ら
の
支
援
が
必
要
で

あ
り
、
女
性
に
対
す
る
差
別
を
撤
廃
す
る
必

要
が
あ
る
。
国
会
議
員
の
努
力
に
よ
っ
て
Ｃ

Ｅ
Ｆ
Ｄ
Ｗ
を
満
た
す
よ
う
な
国
内
法
の
整
備

が
必
要
で
あ
る
。
韓
国
の
国
内
議
連
で
あ
る

韓
国
児
童
・
人
口
・
環
境
議
員
連
膿
（
Ｃ
Ｐ

Ｅ
）
で
は
様
々
な
目
標
を
設
定
し
て
い
る
。

そ
の
中
に
は
乳
児
死
亡
率
（
Ｉ
Ｍ
Ｒ
）
、
や
妊

産
婦
死
亡
率
（
Ｍ
Ｍ
Ｒ
）
を
減
ら
す
こ
と
が

含
ま
れ
て
い
る
。
地
球
規
模
で
の
協
カ
バ
１

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要
。

Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
で
Ｇ
Ｎ
Ｐ
○
・
七
％

を
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
向
け
、
そ
の
四
％
を
人
口
分
野

に
向
け
る
と
い
う
合
意
が
な
さ
れ
た
。
韓
国

政
府
は
外
国
か
ら
の
援
助
に
対
し
深
い
感
謝

の
気
持
ち
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
形
に
す
る
た
め
に
、
途
上
国
に
対
し

て
援
助
を
供
与
し
、
経
済
発
展
の
経
験
を
共

有
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

韓
国
の
経
済
的
成
功
経
験
の
移
転
ば
か
り

で
な
く
、
家
族
計
画
も
含
む
人
口
問
題
に
対

す
る
経
験
も
移
転
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

韓
国
の
Ｔ
Ｆ
Ｒ
は
一
・
三
七
に
ま
で
下
が
り
、

深
刻
な
現
状
に
あ
る
。

現
在
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
六
三
％
は
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
地
域
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ

は
Ｇ
Ｎ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）
の
わ
ず
か
○
・

○
六
八
％
で
し
か
な
い
。
’
九
九
六
年
に
比

べ
る
と
三
倍
の
増
加
で
あ
る
が
、
先
進
援
助

国
（
Ｄ
Ａ
Ｃ
）
に
比
べ
る
と
大
き
く
遅
れ
て

い
る
。
Ｇ
Ｎ
Ｐ
対
し
て
○
・
｜
％
（
千
五
百

億
ド
ル
）
を
早
く
実
現
し
た
い
。

政
策
の
面
で
国
会
議
員
の
役
割
は
大
き
い
。

途
上
国
の
発
展
に
は
輸
出
の
増
加
が
唯
一
の

道
で
あ
る
。
ド
ー
ハ
の
会
議
が
合
意
さ
れ
れ

ば
、
千
五
百
億
ド
ル
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
三
倍
が
途

上
国
に
も
た
ら
さ
れ
る
。
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
・
ス
キ
ー
ム
の
な
か
で
貿
易
で
き
る
能
力

を
向
上
し
て
い
く
。
最
低
開
発
国
（
Ｌ
Ｌ
Ｄ

Ｃ
）
に
対
し
て
関
税
障
壁
を
無
く
し
て
い
く
。

途
上
国
と
の
パ
ー
ト
ナ
１
シ
ッ
プ
を
高
め
る

こ
と
で
途
上
国
の
努
力
も
促
す
こ
と
が
で
き

る
。ま
だ
、
韓
国
で
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
法
が
成
立
し
て

い
な
い
。
成
立
さ
せ
る
こ
と
で
整
合
性
を
持

た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

国
民
の
理
解
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
支
援
が

な
け
れ
ば
実
現
で
き
な
い
。

従
っ
て
、
国
会
議
員
役
割
が
重
要
で
あ
る
。
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フ
ィ
ジ
ー
は
、
イ
ン
ド
系
と
フ
ィ
ジ
ー
の

原
住
民
か
ら
な
り
、
人
種
問
題
と
人
口
問
題

は
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
人
口
問
題
に
つ
い
て
フ
ィ
ジ
ー
の
中
で

こ
れ
ま
で
十
分
な
討
議
が
な
さ
れ
て
き
た
わ

け
で
は
な
い
。
フ
ィ
ジ
ー
政
府
は
二
○
○
一

年
十
一
月
か
ら
計
画
を
進
め
、
委
員
会
を
設

立
し
た
。
し
か
し
こ
の
員
会
は
常
設
の
委
員

会
で
は
な
く
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
サ
ミ
ッ

ト
な
ど
主
要
な
イ
ベ
ン
ト
に
あ
わ
せ
て
不
定

期
に
政
府
が
準
備
す
る
と
い
う
形
で
人
口
間

一
九
八
九
年
十
一
月
に
Ｃ
Ｐ
Ｅ
が
設
立
。
議

員
レ
ベ
ル
で
世
界
中
の
議
員
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
図
っ
て
い
る
。
更
に
、
社
会
・
開

発
問
題
に
た
い
す
る
法
制
定
の
た
め
毎
年
セ

ミ
ナ
ー
を
開
き
、
国
会
議
員
へ
の
啓
発
活
動

や
一
般
国
民
も
巻
き
込
み
草
の
根
運
動
を
行

う
こ
と
で
意
識
高
揚
を
は
か
っ
て
き
た
。
こ

の
セ
ミ
ナ
ー
は
立
法
者
、
政
府
高
官
の
み
な

ら
ず
一
般
へ
も
開
放
さ
れ
開
催
さ
れ
た
。
こ

の
セ
ミ
ナ
ー
で
様
々
な
問
題
を
取
り
上
げ
て

；

；
…
…
…
…

題
に
対
す
る
協
議
を
行
っ
て
き
た
。
し
た
が
っ

て
、
定
期
的
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
は
行
な
わ

れ
て
こ
な
か
っ
た
。
人
口
問
題
を
考
え
る
場

合
、
労
働
市
場
も
大
き
な
問
題
と
な
る
が
そ

こ
で
は
労
働
力
の
需
要
と
供
給
を
計
算
に
入

れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
政
府
の
開
発
政
策
の
中
に
人
口
が

取
り
込
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
単
に
人

口
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
だ
け
で
は
な
く
、
開
発

に
左
右
さ
れ
る
人
間
を
考
え
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
言
葉
を
尽
く
し
て
説

得
す
る
こ
と
が
重
要
。
人
口
を
語
る
場
合
、

そ
の
多
く
で
人
間
は
数
字
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
、
人
間
が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
し

き
た
。ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
韓
国
は
ア
ジ
ア
で
初

め
て
準
決
勝
に
進
出
し
世
界
に
大
き
な
印
象

を
与
え
た
。
し
か
し
世
界
に
最
も
大
き
な
印

象
を
与
え
た
も
の
は
、
経
済
成
長
で
あ
る
と

思
う
。
各
国
か
ら
の
期
待
に
こ
た
え
る
た
め

に
も
国
際
援
助
の
韓
国
式
モ
デ
ル
を
構
築
し
、

Ｏ
Ｄ
Ａ
に
お
い
て
人
口
・
開
発
分
野
に
さ
ら

に
力
を
注
い
で
い
き
た
い
。

か
し
、
人
間
が
中
心
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。

現
状
で
は
人
口
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
計
画
立
案

さ
れ
る
が
十
分
に
人
口
問
題
の
持
つ
意
味
が

考
慮
さ
れ
て
い
な
い
し
、
ま
た
他
部
門
が
尊

重
す
る
わ
け
で
も
な
い
。
そ
れ
は
人
口
問
題

が
高
い
優
先
順
位
を
持
っ
て
な
い
か
ら
で
あ

る
。
国
会
議
員
は
人
口
の
意
味
を
伝
え
る
こ

と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
知
っ

て
、
十
分
に
理
解
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
必

要
。
そ
の
理
解
に
も
と
づ
い
て
各
国
へ
働
き

か
け
を
行
な
う
こ
と
が
必
要
。
家
族
計
画
は

決
し
て
人
口
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で

は
な
い
。
使
い
得
る
資
源
と
の
バ
ラ
ン
ス
を

と
っ
た
人
口
が
必
要
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
妊
娠
間
隔
を
あ
け
る
、
ま
た

妊
婦
の
健
康
保
持
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
ら

を
国
の
政
策
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
残
念
な
が
ら
フ
ィ
ジ
ー
で
は
政
治
的

危
機
が
人
口
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
の
阻
害
要
因

と
な
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
人
口
問
題
の
意
味

を
伝
え
、
人
口
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
普
及
を
図
っ

て
い
き
た
い
。
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こ
の
総
会
は
、
過
去
三
年
間
に
わ
た
る
Ａ

Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
活
動
実
績
、
そ
の
中
で
何
が
有
益

で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
そ
の
影
響
な
ど
を
率

直
に
話
し
合
う
機
会
で
あ
る
。
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ

が
発
起
さ
れ
て
か
ら
二
十
年
経
ち
、
そ
の
活

動
は
非
常
に
広
範
囲
に
拡
大
し
た
。
そ
の
中

で
、
改
め
て
二
十
年
を
期
に
本
来
の
精
神
に

戻
る
べ
き
で
あ
る
。

人
口
と
開
発
に
関
す
る
国
会
議
員
活
動
は

ド
レ
ー
パ
ー
将
軍
と
岸
信
介
元
首
相
が
は
じ

め
ら
れ
た
。
そ
の
原
点
は
増
え
つ
づ
け
る
人

こ
れ
か
ら
生
き
て
い
く
上
で
、
食
料
問
題

が
最
も
重
要
で
、
自
国
の
み
の
利
益
追
及
や

谷
津
議
長
挨
拶
（
要
旨
）

総
会
で
は
過
去
一
一
一
年
間
の
活
動
報
告
、
収
支
報
告
が
行
わ
れ
、
更
に
後
三
年
間
の
活
動

計
画
・
予
算
が
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
運
営
に
責
任
を
持
つ
役
員
の
選
出

が
行
わ
れ
、
谷
津
義
男
議
長
ほ
か
新
役
員
が
満
場
一
致
で
選
出
さ
れ
た
。

口
に
〃
食
べ
物
を
い
か
に
確
保
す
る
か
〃
で

あ
っ
た
。
二
十
一
世
紀
に
な
り
、
資
源
の
限

界
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
今
、
原
点
に
返
っ
た
議
論
が
重
要
で
あ
り
、

原
点
を
し
っ
か
り
と
い
れ
て
活
動
す
る
必
要

が
あ
る
。

こ
の
総
会
で
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
今
後
三
年

間
の
方
向
性
を
決
め
る
。
私
た
ち
は
、
人
口

と
開
発
の
相
関
関
係
に
焦
点
を
当
て
る
べ
き

だ
と
思
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
同
僚
の
国
会

政
治
的
に
Ｗ
Ｔ
Ｏ
が
利
用
さ
れ
て
は
な
ら
な

い
。
二
十
世
紀
は
食
料
問
題
と
環
境
問
題
が

極
め
て
大
切
な
時
期
を
迎
え
て
い
る
。
Ａ
Ｆ

Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
中
に
「
食
料
安
全
保
障
委
員
会
」

を
設
立
し
て
ほ
し
い
。

議
員
を
説
得
し
、
人
口
政
策
と
そ
の
実
施
に

焦
点
を
あ
て
る
べ
く
各
国
政
府
を
説
得
す
る

新
し
い
戦
略
を
見
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

水
は
、
希
少
な
資
源
と
な
り
つ
つ
あ
り
、

地
域
や
国
際
的
な
紛
争
の
要
因
と
な
り
つ
つ

あ
る
。
食
料
安
全
保
障
や
持
続
可
能
な
開
発

に
関
し
て
も
国
に
よ
っ
て
は
、
人
口
増
加
の

問
題
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
な
く
開
発
に
関

す
る
議
論
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
傾

向
に
歯
止
め
を
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

開
発
に
人
口
問
題
を
取
り
込
ま
な
い
議
論
は

短
期
的
な
議
論
で
あ
り
、
そ
れ
に
代
わ
る
考

え
方
を
提
示
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

《
満
場
一
致
、
拍
手
で
了
承
》

4０
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ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
二
十
年
に
わ
た
っ
て

国
際
社
会
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
外
か
ら
与
え
ら
れ
た
戦
争
で
災
厄
を
受

け
つ
づ
け
て
き
た
。
人
口
統
計
は
一
九
七
五

年
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
技
術
・
資
金
協
力
で
お
こ

な
わ
れ
た
セ
ン
サ
ス
に
基
づ
け
ば
千
三
百
五

十
万
人
で
あ
っ
た
。
内
乱
が
続
き
ま
た
最
近

で
は
外
か
ら
の
テ
ロ
な
ど
国
内
が
紛
争
に
明

け
暮
れ
た
た
め
に
、
現
在
人
口
に
つ
い
て
の

セ
ン
サ
ス
は
な
い
。

い
ま
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
国
会
（
ロ
ヤ
ジ

ル
ガ
）
は
国
の
復
興
や
人
権
の
確
保
、
知
識

の
普
及
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
帰
還
民
も
ふ

え
、
そ
の
対
策
も
急
務
に
な
っ
て
い
る
。
現

在
、
法
律
を
作
成
し
、
ケ
シ
栽
培
の
禁
止
を

J孚引-?-巴一解、.５－２７すこ～･句一十--戸-.J_､.･ﾆｰｰ､1-秀-F

セッション

トＸ､．

ｌ
〃
詞
Ⅲ
刑
１
１
１
迪
刈
１
円
、
弓
ｆ
Ｐ
１
１
０
将
Ｉ
ｉ
‐
必
■
ず
。
・
目
日
瑁
５
日
目
．
．

各
国
の
過
去
三
年
間
の
■

活
動
報
告

■
■
。
Ⅱ
。
そ
の
・
｜
部
を
抄
》
緑
川

,咄

二
○
○
二
年
三
月
超
党
派
人
口
・
開
発
議

連
総
会
で
、
ネ
ル
ソ
ン
氏
が
議
長
と
し
て
選

出
さ
れ
、
ホ
ア
議
員
が
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
へ
の
代

表
と
し
て
選
出
さ
れ
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

決
め
た
。
ま
た
、
健
康
セ
ン
タ
ー
も
再
建
さ

れ
て
き
て
い
る
。
さ
ら
に
、
男
女
を
問
わ
ず

大
学
に
戻
っ
て
き
て
い
る
。
カ
ブ
ー
ル
の
人

口
は
二
百
六
十
万
人
で
あ
り
、
六
○
％
の
都

市
人
口
が
カ
ブ
ー
ル
に
集
中
し
て
い
る
。

ボ
ン
合
意
の
後
、
ロ
ヤ
ジ
ル
ガ
が
開
催
さ

れ
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た
ア
フ
ガ
ン
復
興
会

議
の
精
神
に
の
っ
と
っ
て
、
人
口
セ
ン
サ
ス

を
行
い
、
そ
の
正
確
な
人
口
数
値
に
基
づ
き

選
挙
を
行
い
民
主
的
に
再
建
を
す
す
め
て
い

く
。

Ｉ瑚湘唖司慰ｌ盤Ｐボイ＄州佃●咽１冊咄釧Ｉ咽③刊邨Ｉ羽．甸聰泄冊１列狐Ⅵ渦Ｉ佃弧遜附，刈灯？７Ｊｆ
‐
雫
」
．
・
・
ぜ
．
．
．
孔
：
斜
．
．
．
．
．
・
・
・
・
ｑ
イ

’
Ⅱ
部
を
抄
聿
録
刈

障
膨
蔭
陰
膳
腫
艀
雨
口

．
Ⅱ
一
・
、
．
・
・
ｔ
”
』
．
。
‐
一
・
・
・
・
．
ｑ
・
ｊ
ｑ
ｉ
渠
ｊ
‐
舎
］
ｒ
．
－

全
人
代
で
は
一
九
九
八
年
以
降
に
大
い
な

る
前
進
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
過
去
数
年
間
で

砂
漠
化
防
止
法
、
大
気
汚
染
防
止
法
、
海
洋

汚
染
防
止
法
な
ど
持
続
可
能
な
開
発
の
達
成

の
た
め
の
数
々
の
立
法
が
な
さ
れ
、
改
正
が

行
な
わ
れ
た
。
二
○
○
一
年
に
は
人
口
・
家

族
計
画
法
の
採
択
さ
れ
た
。
こ
れ
は
過
去
五

十
年
間
の
実
務
経
験
に
則
っ
た
も
の
で
あ
り
、

の
議
連
は
国
内
外
で
も
知
名
度
が
上
が
っ
て

き
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
議
連
と
し
て
、

Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
へ
の
拠
出
停
止
を
撤
回
す
る
よ

う
に
米
国
の
大
統
領
へ
の
働
き
か
け
を
行
な
っ

た
。
ま
た
一
三
１
．
サ
ウ
ス
・
ウ
エ
ー
ル
ズ

州
で
人
口
白
書
の
報
告
会
を
開
催
し
コ
リ
ン
・

ホ
リ
ス
前
議
員
が
講
演
を
行
な
っ
た
。
多
く

の
関
心
あ
る
一
般
大
衆
が
集
ま
り
、
関
心
の

深
さ
を
う
か
が
わ
せ
た
。
ケ
リ
ー
・
ホ
ア
議

員
自
身
が
三
月
に
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
会
議
で
発
表
し
、

意
識
の
高
揚
を
働
き
か
け
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
議
連
は
Ｈ
Ｐ
財
団
他
の
支
援
で
活
動
し

て
い
る
。

４



中
国
に
と
っ
て
は
必
要
な
も
の
で
あ
る
。
中

国
の
国
情
と
し
て
耕
地
面
積
が
限
ら
れ
て
い

る
な
か
で
人
口
を
扶
養
し
て
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
中
国
に
と
っ
て
、
持
続
可
能
な
開

発
が
急
務
で
あ
る
。
家
族
計
画
だ
け
で
な
く
、

社
会
・
経
済
発
展
を
図
る
こ
と
が
必
要
。
こ

の
持
続
可
能
な
開
発
を
達
成
す
る
た
め
に
人

口
の
過
度
の
増
加
の
抑
制
が
必
要
で
、
そ
の

た
め
に
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
利
用

を
勧
め
、
情
報
に
基
づ
い
た
選
択
を
果
た
せ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
全
人
代
・

常
任
委
員
会
で
は
法
の
履
行
状
況
に
対
す
る

調
査
を
二
○
○
○
年
十
一
月
に
行
っ
た
。
ま

た
西
部
開
発
を
テ
ー
マ
に
し
た
全
人
代
主
催

の
持
続
可
能
な
開
発
と
人
口
に
か
ん
す
る
会

議
に
は
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
も
参
加
し
、
多
大

な
る
助
言
を
も
ら
っ
た
。
経
済
的
発
展
を
は

か
る
な
か
で
、
西
部
地
域
の
環
境
条
件
は
厳

し
い
状
況
に
あ
り
人
口
こ
そ
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
に
環
境
シ
ス
テ
ム
の
保

全
、
生
態
系
の
保
護
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施

し
て
い
る
。
中
国
は
途
上
国
で
あ
り
、
巨
大

人
口
を
抱
え
て
い
る
。
今
後
の
道
の
り
は
長

い
。
貧
困
撲
滅
な
ど
に
、
ま
だ
ま
だ
努
力
が

必
要
。

イ
ン
ド
は
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
創
設
国
の
一
つ
で

あ
り
、
副
議
長
と
し
て
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
活
動
に

貢
献
し
て
き
た
。
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
副
議
長
も
参

加
。
五
百
人
以
上
の
議
員
、
各
州
で
熱
心
な

日
本
国
政
府
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
に
感
謝
。
人

口
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
努
力
は
地
球
を
守
る
こ

と
で
あ
る
。
人
間
は
増
え
て
き
た
が
他
の
生

物
は
減
っ
て
き
た
。
再
生
可
能
で
は
な
い
資

源
が
使
わ
れ
て
し
ま
う
と
元
に
戻
す
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
。
不
可
逆
的
に
な
っ
て
い
る
。

今
の
ま
ま
で
は
、
文
明
も
崩
壊
し
て
し
ま

う
。
二
十
世
紀
初
頭
に
二
十
五
億
人
で
あ
っ

た
も
の
が
二
世
紀
で
四
倍
に
増
え
て
し
ま
っ

た
。
昨
年
の
人
口
増
加
率
は
一
％
で
あ
る
。

人
口
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
へ
の
予
算
を
一
○
○
％

増
加
さ
せ
た
。
人
口
問
題
を
国
民
に
説
得
し
、

論
理
的
に
も
受
け
入
れ
可
能
な
状
態
に
ま
で

持
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ご
参
集
の
皆
様
、
私
は
日
本
国
の
参
議
院

議
員
で
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
の
国
井

正
幸
で
す
。
本
日
は
ス
ピ
ー
カ
ー
の
中
山
太

郎
会
長
に
代
わ
り
、
日
本
国
国
会
議
員
の
人

口
と
開
発
に
関
す
る
国
会
議
員
活
動
に
つ
い

て
ご
報
告
致
し
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
国
内
国
会
議
員
員
会
で

あ
る
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
口
・
開
発
議
員
フ
ォ
ー

ラ
ム
（
Ｉ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
が
二
○
○
｜
年
十
月

に
成
立
し
た
。
Ｉ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
成
立
に
さ
い
し

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
積
極
的
な
支
援
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
人
々
の
た
め

に
生
活
の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
を
上
げ
る
こ
と
中

心
に
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
組
ん
で
活
動

し
て
い
き
た
い
。

活
動
を
続
け
た
。
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私
ど
も
の
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
は
、

’
九
七
四
年
に
岸
信
介
・
元
総
理
に
よ
り
世

界
で
最
初
に
設
立
さ
れ
た
人
口
と
開
発
に
関

す
る
超
党
派
の
国
会
議
員
組
織
で
あ
り
ま
す
。

現
在
皆
様
方
が
ご
参
集
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｆ

Ｐ
Ｐ
Ｄ
も
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
の
代
表
幹
事
だ
っ
た
佐

藤
隆
・
元
農
林
水
産
大
臣
が
中
心
と
な
っ
て
、

中
国
、
イ
ン
ド
を
初
め
と
す
る
ア
ジ
ア
諸
国

に
呼
び
か
け
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま

繕
日本国議員の活動報告をする

国井正幸参院議員

す
。
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
発
展
は
私
ど
も
に
と
っ

て
も
大
き
な
誇
り
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
日
本
の
人
口
問
題
に
対
す
る
活
動

は
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
分
野
に
区
分
し
て

考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
｜
つ
は
少
子
高

齢
化
に
対
す
る
対
策
、
も
う
一
つ
は
Ｏ
Ｄ
Ａ

を
通
じ
た
途
上
国
の
人
口
問
題
に
寄
与
す
る

た
め
の
国
際
協
力
の
分
野
で
あ
り
ま
す
。
Ｏ

Ｄ
Ａ
の
分
野
で
は
、
我
が
国
の
か
つ
て
な
い

厳
し
い
財
政
状
況
下
に
あ
っ
て
、
聖
域
な
き

財
政
改
革
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
歳
出
の
大
幅
カ
ッ

ト
が
行
わ
れ
て
お
り
、
残
念
な
が
ら
、
人
口

分
野
に
対
す
る
拠
出
も
そ
の
あ
お
り
を
受
け

て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
私
達
は
人
口
問
題
は
人
間

の
尊
厳
を
守
る
平
和
・
福
祉
活
動
で
あ
る
こ

と
を
十
分
理
解
し
て
お
り
、
地
球
と
人
類
の

共
存
を
果
た
す
た
め
に
最
も
基
本
的
な
条
件

で
あ
る
と
深
く
認
識
い
た
し
て
い
ま
す
。

厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
目

下
、
政
府
と
の
交
渉
に
最
大
限
の
努
力
を
い

た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

日
本
は
西
欧
以
外
で
は
じ
め
て
人
口
転
換

を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
そ
の
経
験
が
ア
ジ
ア

に
波
及
し
、
現
在
で
は
数
多
く
の
国
で
人
口

転
換
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
日
本
は
西
欧
と

異
な
り
、
非
常
に
短
期
間
で
人
口
転
換
を
成

し
遂
げ
た
結
果
、
高
度
成
長
期
に
は
人
口
学

的
ボ
ー
ナ
ス
を
享
受
し
、
先
進
国
の
仲
間
入

り
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
人

口
転
換
の
結
果
、
日
本
は
い
ま
世
界
で
も
例

を
見
な
い
速
度
で
高
齢
化
が
進
み
、
そ
の
結

果
、
年
金
や
医
療
、
保
健
な
ど
社
会
保
障
の

而
、
人
口
構
造
の
変
化
な
ど
喫
緊
に
対
応
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
山
積
い
た
し
て

い
ま
す
。

日
本
で
最
大
の
懸
案
と
な
っ
て
い
ま
す
少

子
化
の
問
題
で
す
が
、
本
年
の
日
本
の
合
計

特
殊
出
生
率
（
Ｔ
Ｆ
Ｒ
）
は
一
・
三
三
に
落

ち
込
み
ま
し
た
。
こ
れ
は
非
婚
率
の
上
昇
と

と
も
に
、
結
婚
し
た
若
い
カ
ッ
プ
ル
が
子
供

を
持
ち
た
く
と
も
持
て
な
い
状
況
が
影
響
し

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
も
な
く
二
○
○
六
’
二
○
○
七
年
ご
ろ

か
ら
、
日
本
の
人
口
は
減
少
に
転
じ
る
と
予

測
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
口
の
減
少
は
急
激
で
、

高
齢
化
と
人
口
減
少
が
同
時
に
進
む
と
い
う

深
刻
な
事
態
に
立
ち
至
り
ま
す
。

人
口
増
加
が
地
球
に
大
き
な
負
担
を
か
け

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
国
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を
担
う
政
治
家
と
し
て
、
国
の
将
来
を
考
え

た
と
き
、
極
端
な
少
子
化
と
高
齢
化
は
大
き

な
問
題
で
あ
り
、
そ
の
対
策
が
急
務
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
日
本
の
現
状
の
中
で
私
達
は
、

過
去
三
年
間
に
、
子
育
て
支
援
対
策
の
面
で

は
、
「
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
ま
た
は

家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る

法
律
の
一
部
改
正
」
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
面
で
は
、

「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」
、
女
性
に
対

す
る
暴
力
の
廃
絶
に
関
し
て
は
「
配
偶
者
か

ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関

す
る
法
律
」
、
循
環
型
社
会
の
形
成
に
関
し
て

は
「
循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
法
」
等
々
、

各
分
野
で
基
本
と
な
る
法
律
を
お
よ
そ
二
十

本
成
立
さ
せ
ま
し
た
。

ま
た
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
は
二
○
○
｜
年
十
一
月
に

ア
フ
リ
カ
と
ア
ジ
ア
の
国
会
議
員
会
議
と
し

て
は
初
め
て
の
「
人
口
と
開
発
協
力
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
ア
フ
リ
カ
ー
ア
ジ
ア

国
会
議
員
会
議
」
を
ホ
ス
ト
致
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
と
の
協
力
の
も
と
『
人

口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表

者
会
議
（
通
称
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
会
議
）
」
を
毎
年
開

催
し
て
い
ま
す
。

第
十
六
回
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
会
議
は
、
タ
イ
の
バ

ン
コ
ク
で
、
第
十
七
回
会
議
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
国
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
で
、
第
十
八
回
会

議
は
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
設
立
二
十
周
年
と
併
せ
東
京

で
開
催
し
ま
し
た
。

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
会
議
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
、
食
料
安
全
保
障
、
水
資
源
と
公
衆

衛
生
・
農
業
開
発
、
太
平
洋
島
喚
国
に
お
け

る
人
口
問
題
な
ど
幅
広
い
領
域
に
関
し
て
協

議
致
し
ま
し
た
。
と
り
わ
け
水
を
め
ぐ
る
人

口
問
題
で
は
先
駆
的
な
討
議
を
行
い
、
世
界

的
に
枯
渇
す
る
水
問
題
を
中
心
と
し
た
視
点

か
ら
食
料
安
全
保
障
、
保
健
衛
生
な
ど
の
対

策
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
の
二
十
周
年
記
念
式
典
に
は
、

福
田
康
夫
・
内
閣
官
房
長
官
、
坂
口
力
・
厚

生
労
働
大
臣
、
武
部
勤
・
農
林
水
産
大
臣
、

川
口
順
子
・
外
務
大
臣
を
は
じ
め
内
外
か
ら

多
数
の
賓
客
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
人
口
・

開
発
問
題
の
重
要
性
を
ア
ピ
ー
ル
い
た
し
ま

し
た
。
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
の
総
会
、
部
会
、
合
同
部

会
は
三
年
間
で
二
十
回
開
催
し
、
ワ
ー
ル
ド

ウ
オ
ッ
チ
研
究
所
の
レ
ス
タ
ー
ブ
ラ
ウ
ン
博

士
を
は
じ
め
内
外
の
著
名
な
講
師
を
お
招
き

し
て
国
会
議
員
の
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
モ
ン
ゴ
ル
議
員
団
、
韓
国
議
員
団
、

ラ
オ
ス
議
員
団
の
受
け
入
れ
を
行
い
、
日
本

の
経
験
を
視
察
し
て
頂
き
、
同
時
に
派
遣
事

業
と
し
て
日
本
国
の
国
会
議
員
を
ラ
オ
ス
国

に
派
遣
し
途
上
国
の
深
刻
な
事
情
を
視
察
い

た
し
ま
し
た
。

ご
承
知
の
よ
う
に
、
谷
津
義
男
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ

幹
事
長
に
は
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
を
お
務
め
頂

き
、
ア
ジ
ア
地
域
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
地
域
議
連
な
ど
世
界
各
地
域
の
議
連
と
の

連
携
を
強
化
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。
今
年
の

十
一
月
に
は
カ
ナ
ダ
の
オ
タ
ワ
で
開
催
さ
れ

る
国
際
議
員
会
議
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
）
な
ど
積
極
的

な
活
動
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
筆
す
べ
き
事
業
と
致
し
ま
し
て
は
、
日

本
国
国
会
議
員
団
に
よ
る
東
ア
フ
リ
カ
派
遣

が
あ
り
ま
す
。
本
年
初
頭
に
は
桜
井
新
Ａ
Ｆ

Ｐ
Ｐ
Ｄ
前
議
長
を
団
長
に
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
、

ウ
ガ
ン
ダ
、
ケ
ニ
ヤ
を
訪
問
し
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ

Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
現
状
を
視
察
い
た
し
ま
し
た
。
Ｈ

Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
問
題
は
ア
ジ
ア
で
も
深

刻
な
問
題
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
ア
フ

リ
カ
の
経
験
に
学
び
、
ア
ジ
ア
で
の
蔓
延
を

抑
制
す
る
た
め
に
も
非
常
に
有
益
な
事
業
で

あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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今
、
日
本
が
直
面
し
て
い
る
急
速
な
少
子

高
齢
化
問
題
は
未
だ
か
つ
て
誰
も
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
、
厳
し
い
も
の
で
す
が
、
必
ず

や
ア
ジ
ア
諸
国
に
も
早
晩
襲
っ
て
く
る
問
題

で
あ
り
ま
す
。
人
口
問
題
は
一
つ
の
大
き
な

山
を
越
え
る
と
、
ま
た
次
に
大
き
な
山
が
現

わ
れ
る
と
い
う
難
し
い
問
題
を
内
包
し
て
い

ま
す
。
ま
た
食
料
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
環
境
問

題
も
人
口
問
題
と
一
体
不
可
分
の
関
係
に
あ

り
、
私
達
が
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
最

重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
。

ア
ジ
ア
に
は
、
ア
ジ
ア
・
モ
ン
ス
ー
ン
と

い
う
、
地
理
的
・
気
候
的
条
件
の
も
と
で
、

共
存
、
共
生
と
い
う
よ
き
伝
統
と
文
化
が
あ

り
ま
す
。
過
度
な
競
争
に
陥
る
こ
と
な
く
、

助
け
合
い
の
精
神
を
持
っ
て
、
共
に
生
き
る

知
恵
を
結
集
す
れ
ば
、
必
ず
や
新
た
な
打
開

の
道
を
見
出
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
再
び
創
造

的
な
社
会
を
切
り
開
き
得
る
も
の
で
あ
る
と

確
信
い
た
し
て
い
ま
す
。

私
ど
も
の
生
涯
は
宇
宙
か
ら
見
た
ら
瞬
（
ま

た
た
き
）
に
も
似
た
、
短
い
も
の
で
あ
り
ま

し
ょ
う
。
し
か
し
『
未
来
に
生
き
る
人
類
と

地
球
の
た
め
に
、
同
じ
時
代
に
生
き
る
政
治

家
と
し
て
同
志
的
連
携
を
深
め
つ
つ
前
進
し

独
立
か
ら
四
十
五
周
年
。
経
済
、
資
源
輸

出
に
頼
っ
て
い
た
。
製
造
業
中
心
に
経
済
成

長
を
図
り
、
工
業
製
品
の
輸
出
に
力
を
注
い

で
生
き
た
。
人
口
規
模
は
二
三
○
○
万
人
で

あ
り
、
英
国
と
同
じ
国
土
面
積
の
中
に
比
較

的
少
な
い
人
口
が
居
住
し
て
い
る
。
二
○
二

○
ま
で
に
先
進
国
の
仲
間
入
り
を
目
標
に
頑

張
っ
て
い
る
。
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
マ
レ
ー
シ
ア
に

つ
い
て
の
く
る
と
、
首
相
夫
妻
は
医
師
で
あ

り
、
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
重
要
性
を
理
解
し
て
い
る
。

二
○
○
三
年
に
首
相
に
な
る
可
能
性
が
大
き

い
バ
ダ
ウ
ィ
副
首
相
は
創
設
以
来
の
メ
ン
バ
ー

で
あ
る
。
ま
た
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
マ
レ
ー
シ
ア
が

中
心
と
な
っ
て
薬
物
乱
用
防
止
、
不
法
移
民
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
対
策
を
進
め
て
き
た
。

現
在
事
務
局
長
を
務
め
て
い
る
ラ
ー
マ
・
オ

ス
マ
ン
さ
ん
が
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
創
設
か
ら
関
わ
っ

て
き
た
。
現
在
、
人
口
関
係
で
二
十
三
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

て
ま
い
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

出
生
率
が
一
四
％
か
ら
一
三
％
ま
で
下
が
っ

て
い
る
。
男
女
と
も
り
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・

ヘ
ル
ス
を
取
り
巻
く
環
境
が
悪
化
し
て
き
て

い
る
。
’
’
○
三
○
ま
で
に
開
発
計
画
基
本
構

想
が
形
成
さ
れ
、
実
行
に
移
さ
れ
て
き
て
い

る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
連
し
て
六
本
の
国
際

条
約
を
調
印
し
、
「
女
性
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る

形
態
の
差
別
に
関
す
る
撤
廃
条
約
」
に
も
批

准
し
た
。
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
は
独
自
の
制
度

が
あ
る
。
二
○
○
五
年
ま
で
に
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
す
る
。
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
利
点
は
教

育
に
熱
心
な
こ
と
で
あ
り
、
女
性
の
社
会
進

出
も
十
分
に
行
わ
れ
て
い
る
。
女
性
は
男
性

に
従
う
べ
き
で
あ
る
と
建
前
と
、
実
際
に
は

女
性
が
男
性
を
導
い
て
い
た
と
い
う
伝
統
が

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
は
あ
る
が
、
こ
れ
は
ア
ジ

ア
全
体
の
伝
統
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

国
内
議
連
が
一
九
九
八
年
に
成
立
し
た
。
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一
九
九
四
年
の
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
で
、
人
口
・
開

発
・
環
境
、
社
会
経
済
が
総
合
的
に
取
り
扱

わ
れ
た
。
開
発
を
行
う
場
合
に
人
口
が
重
要

女
性
の
社
会
参
加
に
関
し
て
は
誇
れ
る
状
態

に
あ
る
と
思
う
。
所
属
す
る
政
党
の
国
会
議

員
の
四
四
％
が
女
性
で
あ
り
、
国
全
体
で
み

て
も
三
一
一
％
の
国
会
議
員
が
女
性
で
あ
る
。

昨
年
ま
で
は
そ
の
比
率
は
更
に
高
く
三
五
％

で
あ
っ
た
。
首
相
も
女
性
な
ら
総
督
も
女
性

さ
ら
に
検
事
総
長
、
最
高
裁
長
官
も
女
性
で

あ
る
。
加
え
て
昨
年
ま
で
は
野
党
の
党
首
ま

で
女
性
で
あ
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
も
人
口
問
題
は
存

在
し
て
い
る
。
自
分
は
原
住
民
で
あ
る
マ
オ

リ
族
で
あ
る
が
、
マ
オ
リ
族
の
現
状
は
そ
の

他
の
民
族
と
大
き
な
較
差
が
あ
る
。
マ
オ
リ

族
の
十
代
の
妊
娠
率
は
世
界
で
も
最
高
に
な
っ

て
お
り
、
そ
の
対
策
が
急
務
に
な
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
見
直
し
の
な
か
で
人

口
分
野
に
対
す
る
増
額
努
力
を
続
け
て
い
き

た
い
。

な
役
割
を
持
つ
。
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ヘ
ル
ス
ケ

ア
に
家
族
計
画
を
含
め
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
し
た
。
国
づ
く
り
の
重
要
な
要
素
と
し
て

の
女
性
を
理
解
し
て
い
る
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ

Ｄ
Ｓ
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
が
若
者
の
性
行

為
感
染
症
（
Ｓ
Ｔ
Ｄ
）
は
増
加
し
て
い
る
。

～
ソ
■
Ｌ
ゴ
ミ
ロ

シ
Ⅵ

一口一了上佗聯降冊う■一
一口■口調搬舳・■一

口■一口》岬》》一
説
挙
れ
を
ニ
ト
ニ

ョ役が職定十三・・
蕊
馴
瀧
溺

Ｉ

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
必
要
性
を

指
導
者
が
ま
ず
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
で
、

そ
の
後
、
国
民
が
理
解
す
る
と
思
う
。
人
口
・

開
発
の
問
題
に
国
内
的
に
あ
ま
り
取
り
組
ん

で
こ
な
か
っ
た
が
こ
れ
か
ら
は
真
剣
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

ＡＦＰＰＤの活動方針と役員改選を協議する運営委員会
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ＡＦＰＰＤ設立20周年を記念

秀》一』一一・一
》》霊・・．‐肝‐‐『‐
鐸歸鏥『）再
び
議
長
の
指
名
を
受
け
責
任
を
感
じ
て

い
る
。
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
活
動
に
全
力
を
あ
げ
て

努
力
し
て
い
く
。
皆
様
の
一
層
の
ご
協
力
を

賜
り
た
い
。
先
日
テ
ロ
事
件
が
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
バ
リ
島
で
発
生
し
た
。
こ
れ
は
悲
し
む

べ
き
こ
と
で
あ
り
、
憤
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
テ
ロ
の
犠
牲
者
に
心
か
ら
の
お
悔
や
み

を
述
べ
る
と
同
時
に
、
テ
ロ
な
ど
の
暴
力
に

対
し
て
、
手
を
携
え
て
徹
底
的
に
戦
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
皆
様
方
に
は
ご
協

力
を
お
願
い
す
る
。

ＨｆP谷
津
義
男
議
長 会式

P~･･弓,1-,;,k一旦:凡.:当~L1-ｴｰ,･･早「'

漣欝::鍵ii鑿■鍔

北
京
宣
言
が
採
択
さ
れ
、
大
会
は
大
成
功

で
あ
っ
た
と
思
う
。
中
国
を
代
表
し
て
祝
意

を
述
べ
た
い
。
人
口
・
開
発
問
題
が
解
決
し
、

繁
栄
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
を
確
信
し
て
い

新役員

役職名 国名及び役員名

日本：谷津義男議員（衆・自）

…'１言二三簔i三雲二二
中国：張懐西全人代常任委員

インド：ラクシュマン・シン議員

ベトナム：グエンティ･ホアイ・トウ議員

フィジー：国会議長る
。
こ
れ
か
ら
も
、
貧
困
撲
滅
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
蔓
延
の
防
止
な
ど
重
要
な
課
題

が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
持
続
可
能
な
開
発
を

達
成
す
る
た
め
に
人
口
・
開
発
政
策
を
立
案

す
る
の
が
、
国
会
議
員
と
し
て
国
民
の
代
表

で
あ
る
皆
様
方
の
責
任
で
あ
る
。

カザフスタン：トウトウクシェフ議員

事務総長｜タイ：マレニー議員

副事務総長｜フィリピン：アコスタ議員

財務担当 マレーシア

オーストラリア：ケリー・ホア議員

女`性委員長兼務通常メンバー

南アジア：空席
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Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
シ
ア
ン
氏
よ
り
、
’
九
八

三
年
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
リ
で
開
催
さ
れ
た

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
人
口
会
議
か
ら
十
年
目
に
あ
た

る
今
年
、
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
で
十
二
月
十
一

日
か
ら
十
七
日
ま
で
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
人
口
会
議

が
開
か
れ
る
と
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
あ
り
、
会

ﾆｮｰｪ

■=～蕊～ シ
ア
ン
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
代
表

蔓＝色一=￣ご￣￣雪一f字
奎圭ｺﾞ白=＝＝阜零寺司Ｐ

イ
ラ
ン
と
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
か
ら
加
盟
申
請

が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
ラ
オ
ス
も
近
々
正
規

議
参
加
者
に
対
し
て
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
会
議
に
各

国
政
府
が
注
目
す
る
よ
う
に
働
き
か
け
て
欲

し
い
と
要
請
し
た
。

シ
フ

●

カ
レ
ー

「Ei禾議員団１
〔衆議院議員〕

谷津義男

松岡利勝

〔参議院議員〕

桜井新

国井正幸

若林正俊

〔事務局〕

広瀬次雄・ＡＰＤＡ常務理事・事務局長

楠本修・ＡＰＤＡ事務局長補佐

会
員
国
へ
の
参
加
申
請
を
行
う
予
定
。
会
議

開
催
に
対
し
て
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
ス
タ
ッ
フ
、

中
国
側
ス
タ
ッ
フ
、
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
広
瀬
常
務
理

事
、
他
の
協
力
に
感
謝
し
た
い
。
ま
た
Ａ
Ｆ

Ｐ
Ｐ
Ｄ
を
導
い
て
く
れ
た
谷
津
議
長
に
感
謝

し
、
前
議
長
で
あ
る
桜
井
先
生
に
感
謝
し
、

日
本
の
国
会
議
員
各
位
に
感
謝
致
し
た
い
。

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
炎
は
永
久
に
続
く
よ
う
努
力

し
て
い
き
た
い
。
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戦後日本の経済発展と停滞

熟
日
本
経
済
の
規
模
を
マ
ク
ロ
指
標
で
あ
る

実
質
国
民
総
生
産
（
Ｇ
Ｎ
Ｐ
）
で
み
る
と
一

戦
後
日
本
の

経
済
莞
属
と
停
滞
戦
後

九
四
六
年
の
＋
二
兆
円
（
一
九
六
○
年
価
格
）

か
ら
七
四
年
ま
で
の
三
十
年
間
の
所
謂
高
度

長
面

成
長
期
に
約
百
三
兆
円
へ
と
実
に
九
倍
弱
に

川
剤
と
側

増
加
し
た
。
そ
の
後
経
済
は
安
定
成
長
期
に

経
諸

入
っ
て
成
長
テ
ン
ポ
は
鈍
化
し
た
が
一
九
九

○
年
ま
で
の
十
五
年
間
に
約
二
倍
の
増
加
と

な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
一
九
九
○
年
代
以
降

を
マ
ク
ロ
指
標
で
あ
る
は
長
期
不
況
で
、
経
済
停
滞
期
に
入
り
、
二

Ｇ
Ｎ
Ｐ
）
で
み
る
と
一
○
○
○
年
ま
で
の
十
年
間
は
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の

増
大
は
四
百
六
十
四
兆
円

事
』
蔵
』
用

（
九
五
年
価
格
）
か
ら
五

！
理

論
大
社
ｊ
雇

曉
務
向
鱸
瓜
調
潅
劉

百
一
一
一
十
四
兆
円
へ
と
僅
か

陥
讓
諾
鍋
艤
諭
捧
読
変

一
五
％
増
に
止
ま
っ
て
い

》》》》》》》》》稠呼》》》
る
。こ
の
経
済
規
模
の
拡
大

を
経
済
成
長
率
で
み
る
と
、

矢
嶢
蠅
葬
鍋
鐸
醗
酵
》
諏
祓
曄
魍
情

六
○
年
代
の
年
率
一
○
・

降
奔
鞠
國
圃

な

●
煙
観
停
職

主
五
％
か
ら
七
○
年
代
四
・

二三
と の

㈱
日
本
家
庭
問
題
研
究
協
会

八
％
、
八
○
年
代
の
四
・
三
％
へ
と
減
速
し
、

高
度
成
長
か
ら
安
定
成
長
へ
の
軌
道
修
正
を

は
か
り
な
が
ら
も
、
主
要
先
進
国
の
成
長
率

に
倍
す
る
ス
ピ
ー
ド
で
発
展
し
て
き
、
半
世

紀
に
み
た
な
い
短
期
間
に
中
進
国
か
ら
経
済

大
国
に
躍
進
し
た
の
で
あ
る
。
世
界
経
済
に

占
め
る
シ
ェ
ア
は
一
九
五
○
年
の
二
％
か
ら

一
九
九
○
年
に
は
一
二
％
に
ま
で
拡
大
し
て

お
り
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
ト
リ
の
地
歩
を

築
く
に
至
っ
て
い
る
。

経
済
の
長
期
推
計
に
よ
れ
ば
、
戦
前
、
明

治
以
降
の
日
本
経
済
の
成
長
率
は
平
均
三
％

程
度
で
あ
っ
た
し
、
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
終

戦
時
ま
で
の
成
長
率
は
四
・
七
％
と
さ
れ
て

い
る
の
で
、
日
本
経
済
は
第
二
次
大
戦
後
、

近
年
に
到
る
停
滞
を
迎
え
る
前
ま
で
の
期
間

は
成
長
率
が
三
倍
化
す
る
程
の
状
況
変
化
で
、

所
謂
、
歴
史
的
勃
興
期
と
称
さ
れ
る
に
値
す

常
務
理
事

降矢憲一
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る
も
の
で
あ
っ
た
。
日
本
の
発
展
を
目
標
と

し
て
い
た
、
ア
セ
ア
ン
な
ど
の
発
展
途
上
国

が
、
日
本
経
済
の
成
長
要
因
に
強
い
関
心
を

示
し
た
の
も
理
由
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

経
済
の
効
率
化
指
標
で
あ
り
、
ま
た
成
果

指
標
で
も
あ
る
一
人
当
た
り
国
民
所
得
格
差

で
み
る
と
、
’
九
六
○
年
に
は
対
ア
メ
リ
カ

で
八
分
の
一
、
対
イ
ギ
リ
ス
四
分
の
『
対

イ
タ
リ
ア
二
分
の
一
な
ど
と
か
な
り
低
位
に

あ
り
、
正
し
く
中
進
国
で
あ
っ
た
が
、
二
十

年
後
の
八
○
年
に
は
先
進
国
の
平
均
四
、
○

○
○
ド
ル
に
か
な
り
接
近
し
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸

国
の
中
で
は
九
○
年
に
は
ス
イ
ス
と
並
ぶ
世

界
の
ト
ッ
プ
の
座
に
つ
く
に
至
っ
た
。

Ｇ
Ｎ
Ｐ
規
模
で
は
ア
メ
リ
カ
に
次
ぐ
二
位

の
地
位
を
占
め
な
が
ら
も
一
九
七
○
年
代
前

半
ま
で
は
一
人
当
た
り
水
準
で
は
十
位
以
下

に
あ
る
時
期
が
か
な
り
長
く
つ
づ
い
た
が
為

替
変
動
相
場
制
へ
の
移
行
下
に
生
じ
た
円
高

効
果
に
よ
っ
て
所
得
水
準
の
飛
躍
的
上
昇
を

遂
げ
、
国
際
経
済
に
お
け
る
評
価
も
高
ま
っ

た
の
で
あ
る
。

円
高
効
果
と
い
う
計
算
手
段
に
よ
っ
て
ド

ル
換
算
所
得
が
か
さ
上
げ
さ
れ
た
の
で
形
式

的
表
現
の
悪
戯
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ

う
で
は
な
い
。
円
の
購
買
力
が
増
大
す
る
と

い
う
。
実
質
的
な
意
味
の
一
農
付
け
が
あ
る
わ

け
で
あ
る
。
海
外
へ
の
投
資
で
も
、
旅
行
な

ど
の
消
費
で
も
内
容
の
充
実
が
進
み
、
経
済

力
の
増
大
そ
の
も
の
で
あ
る
。

従
前
の
わ
が
国
は
天
然
資
源
の
賦
存
に
乏

し
く
、
こ
れ
を
海
外
に
求
め
て
、
加
工
し
輸

出
す
る
こ
と
を
経
済
立
国
の
基
本
と
し
て
き

た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
産
業
発
展
に
よ

る
国
際
競
争
力
が
貿
易
収
支
の
均
衡
を
維
持

し
う
る
ま
で
に
は
若
干
の
期
間
を
必
要
と
し

た
。
黒
字
基
調
に
変
わ
る
以
前
の
状
況
は
、

景
気
成
熟
期
に
は
国
際
収
支
は
赤
字
を
記
録

し
た
。
景
気
が
成
熟
段
階
に
さ
し
か
か
る
と

内
需
の
好
調
で
、
収
益
性
の
低
い
輸
出
の
伸

び
は
ス
ロ
ウ
ダ
ウ
ン
す
る
一
方
、
原
材
料
手

当
の
た
め
の
輸
入
は
増
加
す
る
。
黒
字
転
換

の
た
め
、
輸
入
金
融
引
き
し
め
を
中
心
と
す

る
景
気
抑
制
案
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
る

わ
け
で
あ
る
。
国
際
収
支
の
制
約
か
ら
景
気

引
き
し
め
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
い
わ
ゆ
る

国
際
収
支
天
井
説
が
称
さ
れ
る
こ
と
は
六
○

年
代
前
半
ま
で
つ
づ
い
た
。
そ
の
後
、
い
わ

ゆ
る
石
油
危
機
後
の
一
時
的
な
貿
易
収
支
赤

字
も
比
較
的
短
期
に
克
服
さ
れ
、
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の

二
％
を
こ
え
る
大
幅
経
済
収
支
黒
字
基
調
が

定
着
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
為
替
変
動
制
移

行
後
も
、
円
高
基
調
へ
と
進
む
が
、
円
高
の

危
機
は
予
想
さ
れ
る
程
に
企
業
収
益
に
影
響

を
及
ぼ
さ
れ
な
い
よ
う
な
状
況
が
実
現
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

世
界
生
産
に
占
め
る
シ
ェ
ア
、
世
界
貿
易

に
占
め
る
シ
ェ
ア
の
増
大
へ
の
対
応
は
海
外

か
ら
の
貿
易
自
由
化
要
請
へ
の
取
組
み
と
い

う
形
で
展
開
し
た
。
た
と
え
ば
わ
が
国
の
対

米
貿
易
収
支
が
は
じ
め
て
出
超
に
な
っ
た
の

は
五
九
年
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
契
機
に
、
ア

メ
リ
カ
の
わ
が
国
に
対
す
る
輸
入
制
限
撤
廃

要
求
が
強
ま
っ
た
。
輸
入
自
由
化
率
は
五
九

年
の
二
六
％
か
ら
六
二
年
に
八
八
％
と
な
る

程
の
急
速
な
対
応
で
あ
っ
た
。
貿
易
自
由
化

品
目
の
リ
ス
ト
が
ポ
ジ
か
ら
ネ
ガ
に
代
わ
る

事
態
は
そ
う
し
た
動
き
を
象
徴
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。

そ
の
後
わ
が
国
の
国
際
的
地
位
の
変
化
を

象
徴
的
に
示
す
事
態
と
し
て
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
八
条

国
へ
の
移
行
と
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
へ
の
加
盟
が
あ
げ

ら
れ
る
。
つ
ま
り
国
際
収
支
を
理
由
と
し
て

輸
入
に
差
別
的
制
限
を
し
な
い
こ
と
を
義
務

づ
け
ら
れ
る
国
で
あ
る
し
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
で
は
貿
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易
外
取
引
、
資
本
取
引
に
つ
い
て
も
制
限
の

漸
次
的
撤
廃
に
取
組
む
こ
と
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
先
に
は
、
貿
易
収
支
黒

字
の
余
裕
資
金
に
よ
る
対
外
投
資
の
拡
大
、

公
的
対
外
援
助
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
積
極
化
へ
と
な
り
、

世
界
最
大
の
債
権
国
、
援
助
国
と
な
っ
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。

経
済
発
展
の
軸
と
な
っ
て
き
た
諸
要
因
の

う
ち
、
高
投
資
と
そ
の
裏
付
け
で
あ
る
高
貯

蓄
、
さ
ら
に
技
術
的
進
歩
と
し
て
の
技
術
革

新
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

国
民
経
済
に
占
め
る
投
資
、
就
中
民
間
設

備
投
資
に
関
し
て
は
、
限
界
資
本
係
数
が
主

要
国
の
半
分
程
度
と
低
く
、
投
資
効
率
の
良

さ
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
投
資
の
対
象

が
生
産
的
中
心
で
あ
る
こ
と
、
政
府
の
イ
ン

フ
ラ
投
資
と
の
良
好
な
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て

い
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
加
え

て
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は

高
い
投
資
率
で
あ
り
、
そ
れ
を
支
え
た
高
い

貯
蓄
率
で
あ
る
。

高
度
成
長
の
初
期
段
階
で
は
資
本
蓄
積
不

足
を
カ
バ
ー
す
る
日
銀
の
信
用
創
造
（
復
金

債
日
銀
引
受
け
な
ど
）
が
有
力
な
役
割
を
果

た
し
た
と
は
い
え
、
高
度
成
長
が
ひ
と
た
び

展
開
さ
れ
る
と
高
所
得
、
高
貯
蓄
が
間
接
金

融
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
組
込
ま
れ
て
成
長
の
資
金

を
供
給
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
日

本
人
の
高
貯
蓄
に
つ
い
て
は
勤
倹
貯
蓄
の
国

民
性
、
道
徳
性
に
及
ぶ
説
も
あ
る
が
、
経
済

的
視
点
か
ら
み
れ
ば
、
個
人
の
所
得
の
増
加

が
臨
時
所
得
の
増
加
を
中
心
と
し
た
た
め
い

わ
ゆ
る
恒
常
所
得
仮
説
に
い
う
と
こ
ろ
の
消

費
性
間
低
下
、
つ
ま
り
貯
蓄
率
の
上
昇
を
結

果
し
た
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

他
方
、
設
備
投
資
の
高
揚
と
密
接
不
離
の

関
係
に
あ
っ
た
技
術
革
新
に
つ
い
て
も
評
価

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
戦
後
期
一
時
ま

で
は
輸
入
技
術
に
依
存
す
る
し
か
な
か
っ
た

日
本
で
あ
っ
た
。
技
術
貿
易
の
収
支
で
み
る

と
、
七
○
年
代
は
○
・
一
、
八
○
年
代
に
入
っ

て
も
○
・
三
と
い
う
収
支
比
で
あ
り
収
支
バ

ラ
ン
ス
を
ほ
ぼ
達
成
し
え
た
の
は
商
品
貿
易

の
そ
れ
に
遅
れ
る
こ
と
二
○
年
と
い
う
格
差

が
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
事
態
へ
の
対
応
は
研
究
開
発
の

拡
充
で
あ
っ
た
。
研
究
費
は
五
年
で
倍
増
と

い
う
速
度
で
増
加
さ
れ
る
一
方
、
研
究
者
は

二
十
年
間
に
五
倍
、
研
究
者
一
人
当
た
り
の

研
究
費
も
同
じ
時
期
に
二
倍
へ
と
な
る
な
ど

研
究
条
件
も
充
実
さ
れ
た
。
そ
の
成
果
は
特

許
件
数
の
倍
増
と
な
っ
て
い
る
。
研
究
開
発

費
の
対
Ｇ
Ｎ
Ｐ
比
で
、
欧
米
主
要
国
の
二
～

三
％
に
対
し
、
わ
が
国
も
九
○
年
に
は
三
％

へ
と
高
ま
り
、
対
外
的
な
技
術
水
準
の
格
差

は
急
速
に
縮
小
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
こ

う
し
た
技
術
進
歩
は
設
備
投
資
の
面
か
ら
み

る
と
、
更
新
投
資
率
の
上
昇
と
な
る
。
七
○

年
代
の
○
・
二
～
○
・
三
か
ら
八
○
年
代
に

は
○
・
四
～
○
・
五
へ
と
著
し
く
高
ま
り
、

新
し
い
技
術
へ
の
転
換
が
急
速
に
進
ん
で
い

た
こ
と
が
分
る
。
ハ
イ
テ
ク
の
産
業
に
お
い

て
は
設
備
償
却
期
間
が
五
年
を
下
回
る
ま
で

に
な
っ
た
。
新
製
品
の
開
発
、
多
角
化
な
ど

が
国
際
競
争
力
強
化
へ
と
つ
な
が
っ
た
こ
と

は
い
う
ま
で
も
な
い
。

研
究
開
発
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
開
発
さ
れ

た
技
術
や
、
輸
入
技
術
で
あ
っ
て
も
、
そ
の

実
用
化
段
階
の
進
展
に
は
み
る
べ
き
も
の
が

あ
っ
た
。
貿
易
面
で
の
特
徴
と
し
て
、
軽
工

業
品
か
ら
重
化
学
工
業
品
へ
高
加
工
度
化
、

高
付
加
価
値
化
へ
の
足
ど
り
は
次
第
に
確
実

な
も
の
と
な
り
、
「
安
か
ろ
う
、
悪
か
ろ
う
」

の
日
本
製
品
へ
の
評
価
は
急
速
に
後
退
し
消

滅
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
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つ
ぎ
に
資
本
、
技
術
面
の
経
済
発
展
へ
の

寄
与
に
つ
い
て
と
同
じ
く
、
経
済
発
展
を
支

え
た
労
働
力
な
ど
人
材
育
成
に
つ
い
て
み
て

お
く
必
要
が
あ
る
。
国
民
所
得
の
向
上
を
条

件
と
し
た
国
民
生
活
の
改
善
で
、
教
育
指
向

は
推
進
さ
れ
た
。
加
え
て
、
学
歴
重
視
の
賃

金
制
度
面
か
ら
の
刺
激
も
あ
り
、
進
学
率
の

上
昇
に
は
み
る
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
。
義
務

教
育
後
の
状
況
と
し
て
高
校
進
学
率
は
五
五

年
の
五
一
一
％
か
ら
、
一
一
十
年
後
に
は
九
三
％

へ
と
、
高
校
教
育
の
一
般
化
は
七
○
年
代
に

入
っ
て
実
現
さ
れ
た
。
ま
た
大
学
進
学
率
は

同
じ
期
間
一
○
％
か
ら
三
九
％
へ
と
実
に
四

倍
化
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
到
成
し
た
。
こ
う

し
た
教
育
水
準
の
上
昇
は
、
産
業
界
の
要
望

に
応
え
る
と
こ
ろ
と
な
り
高
度
産
業
技
術
国

家
の
地
盤
を
強
固
な
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。

専
門
的
技
術
的
職
業
従
事
者
の
数
は
七
○
年

代
の
四
九
○
万
か
ら
八
五
年
の
六
三
八
万
へ

と
三
割
の
増
加
、
純
粋
の
技
術
者
の
み
で
は
、

同
じ
期
間
ほ
ぼ
倍
増
と
い
う
著
し
い
も
の
が

あ
っ
た
。
マ
ク
ロ
経
済
成
長
へ
の
寄
与
と
し

て
み
る
と
資
本
の
質
に
比
べ
れ
ば
下
回
る
と

は
い
え
労
働
の
質
の
寄
与
は
○
・
五
％
と
な
っ

て
お
り
、
欧
米
主
要
国
の
水
準
を
上
回
っ
て

経
済
発
展
は
単
な
る
量
的
拡
大
に
止
ま
ら

な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
つ
ぎ
に
質

的
側
面
、
構
造
問
題
で
日
本
経
済
が
ど
の
よ

う
な
展
開
を
し
て
き
た
か
に
つ
い
て
ふ
れ
る

こ
と
に
し
よ
う
。
そ
れ
は
簡
潔
に
い
え
ば
脱

農
化
、
脱
工
業
化
、
サ
ー
ビ
ス
経
済
化
の
急

展
開
で
あ
っ
た
。
国
民
純
生
産
の
シ
ェ
ア
で

み
る
と
農
業
な
ど
一
次
産
業
は
一
九
四
六
年

の
三
六
％
か
ら
ほ
ぼ
一
貫
し
て
低
下
し
、
十

年
間
に
半
減
の
速
度
で
七
五
年
に
は
六
％
と

な
っ
た
。
一
次
産
業
の
就
業
者
の
ウ
エ
イ
ト

が
一
○
ポ
イ
ン
ト
低
下
す
る
ス
ピ
ー
ド
は
欧

米
諸
国
で
は
三
十
年
前
後
で
あ
る
の
に
わ
が

国
は
僅
か
一
○
年
で
あ
っ
た
。
第
一
次
産
業

の
ウ
エ
イ
ト
が
五
○
％
を
割
る
農
・
非
農
転

換
か
ら
一
○
％
を
切
る
脱
農
化
時
点
ま
で
が

い
る
。

へ
Ｉ
Ｉ
Ｊ
二

（２）

経済構造

変化

僅
か
二
五
年
で
主
要
国
の
三
分
の
一
乃
至
四

分
の
一
の
短
さ
で
あ
っ
た
。

第
二
次
産
業
へ
の
重
点
移
行
が
早
か
っ
た

の
は
比
較
生
産
性
優
位
と
い
う
経
済
的
要
因

か
ら
の
当
然
の
帰
結
で
あ
っ
た
。
時
期
に
よ

る
変
化
は
免
れ
な
か
っ
た
が
一
次
対
二
次
の

生
産
性
格
差
は
一
一
～
三
倍
と
大
き
か
っ
た
。

零
細
性
農
業
は
大
規
模
化
指
向
の
製
造
等
に

及
ぶ
べ
き
も
な
か
っ
た
。
農
業
の
家
族
就
業

者
に
代
表
さ
れ
る
過
剰
労
働
力
の
排
出
と
い

う
い
わ
ば
プ
ッ
シ
ュ
要
因
、
非
農
業
労
働
力

需
要
の
増
大
と
い
う
プ
ル
要
因
が
就
業
構
造

変
化
ひ
い
て
は
産
業
構
造
変
化
の
原
動
力
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
製
造
業
が
合
理
化
に
よ
っ
て
労
働
力

需
要
を
相
対
的
に
減
少
さ
せ
、
非
農
業
労
働

力
増
加
の
中
心
が
第
三
次
産
業
に
移
行
す
る

に
は
あ
ま
り
多
く
の
年
月
を
必
要
と
し
な
か
っ

た
。
ま
た
、
Ｇ
Ｎ
Ｐ
に
占
め
る
第
三
次
産
業

の
ウ
エ
イ
ト
が
五
○
％
を
こ
え
る
事
態
に
移
っ

た
の
が
八
五
年
で
あ
る
。

第
三
次
産
業
は
所
得
上
昇
に
よ
る
消
費
内

容
の
財
か
ら
サ
ー
ビ
ス
へ
の
シ
フ
ト
を
反
映

し
た
基
本
的
要
因
の
結
果
と
し
て
の
肥
大
で

あ
っ
た
が
、
供
給
サ
イ
ド
か
ら
の
誘
因
と
し
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て
も
加
速
さ
れ
た
。
対
個
人
サ
ー
ビ
ス
に
止

ま
ら
な
い
対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス
の
発
生
で
あ

る
。
そ
の
中
心
は
情
報
化
で
、
そ
の
担
い
手

と
し
て
の
広
告
業
、
行
使
手
法
と
し
て
の
リ
ー

ス
産
業
な
ど
の
登
場
で
あ
る
。
対
事
業
所
サ
ー

ビ
ス
の
増
大
は
商
品
の
高
付
加
価
値
化
に
伴

う
も
の
で
あ
り
製
造
業
の
サ
ー
ビ
ス
化
、
商

品
の
サ
ー
ビ
ス
付
加
の
傾
向
は
国
民
生
活
の

面
か
ら
み
れ
ば
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
対
個
人
サ
ー

ビ
ス
な
ど
と
と
も
に
消
費
内
容
の
高
度
化
と

い
う
べ
き
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

貿
易
自
由
化
に
端
を
発
し
た
経
済
の
国
際

化
は
、
貿
易
面
で
の
地
位
拡
大
を
展
開
し
た

わ
が
国
に
と
っ
て
影
響
は
大
き
か
っ
た
。
市

場
の
拡
大
に
対
応
す
べ
き
役
割
を
補
足
し
た

の
が
産
業
の
情
報
化
で
あ
り
、
資
本
の
国
際

間
移
動
と
相
俟
っ
て
経
済
体
質
を
急
速
に
変

化
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
三
次
産
業
か

ら
四
次
産
業
へ
と
ま
で
呼
称
さ
れ
る
よ
う
な

経
済
構
造
の
変
化
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

う
し
た
経
済
構
造
の
変
化
は
社
会
的
な
面
か

ら
は
価
値
観
の
変
化
へ
と
波
及
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
わ
け
だ
が
、
こ
こ
で
は
深
く
立
入

る
こ
と
は
し
な
い
こ
と
に
し
よ
う
。

日
本
経
済
は
半
世
紀
を
こ
え
る
間
経
済
発

展
を
維
持
し
て
き
た
が
、
そ
の
間
、
必
ず
し

も
順
風
満
帆
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
赤
字
国

債
の
発
行
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
昭
和
四
十
年

不
況
、
石
油
危
機
時
の
マ
イ
ナ
ス
成
長
な
ど

も
経
験
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
不
況
も

比
較
的
短
期
に
克
服
し
て
、
経
済
発
展
の
路

線
は
大
き
く
踏
み
外
さ
れ
る
こ
と
に
な
ら
な

か
っ
た
と
い
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
状
況
の
変
化
は
厳
し
く
、

局
面
の
転
換
と
で
も
云
う
べ
き
時
期
が
訪
れ

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
平
成
バ
ブ
ル
と
そ
の

崩
壊
に
よ
る
長
期
不
況
、
経
済
の
停
滞
で
あ

る
。
平
成
バ
ブ
ル
の
発
生
は
、
政
策
の
失
敗
、

構
造
問
題
、
国
際
的
要
因
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
現
実
を
要
約
す
れ
ば
、
八
○
年

代
後
半
の
急
激
な
円
高
に
よ
る
不
況
へ
の
対

応
と
し
て
行
わ
れ
た
金
融
緩
和
が
有
効
性
を

（S）

経済の停滞

局面入り

発
揮
し
な
い
と
こ
ろ
へ
ア
メ
リ
カ
の
株
式

大
暴
落
（
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
デ
ー
）
が
起
き
、

わ
が
国
は
引
き
し
め
策
に
転
換
せ
ず
、
マ
ネ
ー

サ
プ
ラ
イ
の
増
加
、
株
価
、
地
価
上
昇
の
い

わ
ゆ
る
バ
ブ
ル
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。
遅
れ
て
八
九
年
に
日
銀
が
金
融
引
き

し
め
策
に
転
じ
九
○
年
、
円
、
債
券
、
株
の

ト
リ
ッ
プ
ル
安
と
な
っ
た
。

バ
ブ
ル
期
の
不
動
産
融
資
が
不
良
債
権
問

題
に
波
及
す
る
の
は
時
間
の
問
題
で
あ
っ
た

が
対
応
が
遅
れ
状
況
の
悪
化
は
加
速
し
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。
銀
行
、
証
券
会
社
の
破
綻
な

ど
で
の
公
的
資
金
の
注
入
な
ど
政
策
対
応
も

と
ら
れ
た
が
、
九
○
年
代
を
通
ず
る
金
融
緩

和
政
策
な
ど
を
背
景
に
不
良
債
権
処
理
の
先

送
り
、
不
況
の
長
期
化
が
現
実
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。
二
一
世
紀
に
入
っ
て
も
深
刻
化
は

止
ま
っ
て
い
な
い
。
マ
ク
ロ
経
済
成
長
率
は

九
○
年
代
前
半
二
・
｜
％
、
後
半
一
・
三
％

二
○
○
○
年
代
に
一
・
一
％
と
経
済
停
滞
状

態
と
な
っ
た
。

企
業
の
リ
ス
ト
ラ
に
よ
る
人
員
整
理
な
ど

反
映
し
た
求
人
需
要
の
減
少
で
有
効
求
人
倍

率
は
九
二
年
以
降
一
を
下
回
り
、
九
九
年
以

降
○
・
五
％
前
後
と
な
る
一
方
、
九
五
年
に
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二
○
○
万
を
こ
え
た
完
全
失
業
者
は
二
○
○

一
年
に
は
三
四
○
万
と
増
加
、
失
業
率
も
五
・

○
％
を
超
え
た
。

長
期
に
わ
た
っ
て
着
実
な
発
展
を
つ
づ
け

て
き
た
日
本
経
済
は
こ
こ
に
至
っ
て
完
全
に

失
速
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
．
三

十
年
代
の
昭
和
恐
慌
の
再
来
と
な
る
か
否
か

は
今
後
の
政
策
課
題
へ
の
取
組
み
如
何
と
な

る
わ
け
だ
が
不
良
債
権
処
理
に
象
徴
さ
れ
る

構
造
改
革
と
不
況
打
開
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
政
策
対
応
が
有
効
性
を
発
揮
す
る
に
は
、

政
治
、
行
政
、
民
間
企
業
な
ど
制
度
面
を
含

め
た
経
済
の
弱
体
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

日
本
経
済
を
め
ぐ
る
内
外
の
条
件
を
整
理

し
て
み
る
と
金
融
の
機
能
を
果
た
し
え
な
い

銀
行
、
コ
ス
ト
面
で
国
際
競
争
力
の
低
下
し

て
い
る
企
業
と
い
う
民
間
分
野
の
再
生
へ
の

要
請
が
、
的
確
に
取
組
ま
れ
る
条
件
が
傷
ん

で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
は
、

国
際
経
済
の
構
造
が
大
き
く
変
っ
て
い
る
環

境
に
、
日
本
が
対
応
の
遅
れ
を
と
っ
て
い
る

こ
と
が
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

世
界
経
済
は
米
ソ
冷
戦
構
造
解
消
後
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
市
場
経
済
指
向
の
潮
流
に
あ
り
、

経
済
構
造
の
多
極
化
、
Ｅ
Ｕ
の
統
合
、
ア
セ

ア
ン
、
中
国
な
ど
東
南
ア
ジ
ア
の
シ
ェ
ア
拡

大
な
ど
に
よ
る
国
際
経
済
情
勢
の
流
動
加
速

が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
強
力
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
き
た
ア
メ
リ
カ
経
済
の

先
行
き
不
安
な
ど
も
み
ら
れ
る
。
わ
が
国
の

経
済
政
策
は
基
本
的
に
は
Ｇ
７
な
ど
の
支
持

も
え
ら
れ
て
い
る
が
、
不
安
材
料
と
し
て
は

テ
ロ
問
題
な
ど
国
際
政
治
情
勢
の
不
安
定
化

要
因
を
抱
え
て
い
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。

国
連
に
結
集
し
た
先
進
国
、
発
展
途
上
国

に
よ
る
協
力
体
制
は
、
地
球
規
模
環
境
の
維

持
な
ど
長
期
課
題
を
抱
え
て
い
る
一
方
、
先

進
国
、
途
上
国
を
問
わ
ず
、
人
口
変
動
下
の

社
会
保
障
制
度
維
持
な
ど
の
緊
急
課
題
も
あ

る
。
わ
が
国
は
、
経
済
発
展
期
に
蓄
積
し
た

公
害
防
除
技
術
な
ど
で
世
界
に
貢
献
し
う
る

能
力
条
件
を
も
っ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
最

大
債
権
国
、
最
大
援
助
国
の
地
盤
が
揺
ら
ぎ

か
ね
な
い
状
況
が
み
ら
れ
る
こ
と
、
内
に
は

国
際
的
に
も
最
速
の
人
口
高
齢
化
、
少
子
化

へ
の
対
応
と
い
う
重
い
課
題
を
抱
え
て
い
る

こ
と
は
見
逃
せ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

経
済
停
滞
と
い
う
厳
し
い
条
件
の
下
で
、

深
刻
化
す
る
内
外
の
問
題
を
抱
え
る
わ
が
国

が
国
際
的
信
用
を
維
持
し
つ
つ
指
導
的
地
位

を
占
め
つ
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
そ
の

た
め
に
は
国
内
の
体
制
づ
く
り
が
大
前
提
と

な
ろ
う
。
経
済
の
発
展
期
に
後
発
の
途
上
国

か
ら
目
標
と
さ
れ
た
わ
が
国
の
真
価
が
問
わ

れ
る
の
は
正
に
今
日
を
お
い
て
は
な
い
と
い

え
よ
う
。
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】｜｜西

藁早農エ,

「人ロ・計画出産法」の宣伝・広報

北京市郊外昌平区にて2002年８月１６日現在

街中に大横断幕が10本以上はられていた。

約
二
二
九
一
万
人
も
の
調
査
漏
れ
が
判
明
し

た
こ
と
に
よ
る
。
そ
の
属
性
、
地
区
別
割
り

ふ
り
を
め
ぐ
り
国
家
統
計
局
内
が
揺
れ
た
た

め
で
あ
る
が
、
漏
れ
の
主
因
は
、
戸
籍
地
と

居
住
地
と
の
隔
離
、
一
・
二
億
人
も
の
流
動

人
口
を
充
分
に
調
査
把
握
で
き
な
か
っ
た
こ

と
で
あ
る
。

中
国
は
二
○
○
○
年
十
一
月
一
日
、
第
五

回
人
口
セ
ン
サ
ス
を
実
施
、
そ
の
結
果
本
土

大
陸
人
口
は
一
二
億
六
五
八
三
万
人
、
こ
れ

に
香
港
六
七
八
万
人
、
マ
カ
オ
四
四
万
人
、

台
湾
・
金
門
・
馬
祖
の
二
二
二
八
万
人
を
加

え
る
と
、
二
一
億
九
五
一
一
一
一
一
一
万
人
と
発
表
。

世
界
人
ｕ
六
一
億
余
の
中
の
一
三
億
を
占
め

る
あ
い
か
わ
ら
ず
の
人
口
超
大
国
で
あ
る
。

概
要
結
果
の
発
表
後
、
次
な
る
公
表
が
予

定
よ
り
十
ヵ
月
も
遅
れ
て
二
○
○
二
年
九
月

に
よ
う
や
く
出
版
さ
れ
、
最
近
入
手
で
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
遅
れ
は
一
・
八

①
’
’
○
○
○
年
人
ロ
セ
ン
サ
ス

ー
｜
・
八
％
’
’
一
一
九
一
万
人

の
漏
れ
Ｉ

①

％
､
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こ
の
漏
れ
率
は
、
調
査
を
実
際
に
担
当
し

た
地
方
か
ら
す
れ
ば
容
認
で
き
が
た
く
ｌ

例
え
ば
上
海
市
で
は
漏
れ
の
分
配
、
三
三
万

人
を
含
め
た
一
六
七
四
万
人
と
い
う
人
口
数

は
、
一
度
は
公
表
さ
れ
つ
つ
も
そ
の
後
は
市

と
し
て
は
つ
か
わ
ず
ｌ
残
念
鞍
が
ら
前
回

セ
ン
サ
ス
よ
り
も
質
の
悪
い
結
果
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
前
年
末
の
戸
籍
人
口
等
か
ら
漏

れ
を
上
積
み
し
た
も
の
の
、
基
準
値
が
不
鮮

明
で
、
上
積
み
を
繰
り
返
し
、
実
質
人
口
は

も
っ
と
少
な
い
可
能
性
も
あ
る
と
筆
者
に
指

摘
す
る
人
口
学
者
も
い
る
。

都
市
（
市
鎮
）
人
口
割
合
は
、
九
○
年
の

一
一
六
・
二
％
か
ら
三
六
・
一
％
へ
と
急
増
。

少
数
民
族
人
口
は
一
億
六
四
三
万
人
で
全
人

口
の
八
・
四
％
を
占
め
る
こ
と
が
判
明
。
教

育
程
度
別
の
非
識
字
（
文
盲
・
半
文
盲
）
率

は
人
民
共
和
国
成
立
時
の
三
・
二
億
人
が
激

減
し
つ
つ
も
、
な
お
八
五
○
七
万
人
、
十
五

歳
以
上
人
口
の
六
・
七
％
を
占
め
る
こ
と
。

六
十
五
歳
以
上
高
齢
者
率
は
七
・
○
％
で
国

連
の
い
う
高
齢
化
社
会
に
入
り
、
地
区
別
に

は
上
海
市
一
一
・
五
％
か
ら
青
海
省
四
・
三
％

と
地
域
格
差
が
大
で
あ
る
。

さ
て
、
中
国
改
革
開
放
の
加
速
、
市
場
経

済
の
発
展
に
よ
り
流
動
人
口
の
規
模
は
一
層

拡
大
し
た
。
今
回
二
○
○
○
年
セ
ン
サ
ス
で

一
億
二
○
○
○
万
人
を
超
え
、
内
一
級
行
政

区
（
省
・
市
・
自
治
区
）
間
を
移
動
す
る
人

口
は
四
二
四
二
万
人
、
全
体
の
三
五
％
を
占

め
る
。
流
出
の
多
い
省
は
四
川
の
一
六
・
四
％
・

安
徽
一
○
・
二
％
、
湖
南
一
○
・
三
％
、
江

西
八
・
七
％
、
河
南
七
・
二
％
、
湖
北
六
・

六
％
こ
れ
ら
六
省
の
み
で
省
間
移
動
人
口
の

五
九
・
三
％
に
達
す
る
。

他
方
流
入
地
域
は
、
広
東
三
五
・
五
％
、

漸
江
八
・
七
％
、
上
海
七
・
四
％
、
江
蘇
六
・

○
％
、
北
京
五
・
八
％
、
福
建
五
・
一
％
、

以
上
六
省
市
で
六
八
・
五
％
を
占
め
る
。

全
国
流
動
人
口
の
内
、
都
市
部
か
ら
の
流

出
が
二
七
％
、
農
村
部
か
ら
の
流
出
が
七
三
％

を
、
ま
た
都
市
部
へ
の
流
入
が
七
四
・
四
％
、

農
村
部
へ
の
流
入
が
二
五
・
六
％
に
達
す
る
。

つ
ま
り
一
・
二
億
人
の
流
動
人
口
の
内
、
農

村
部
か
ら
の
流
出
が
七
三
％
、
都
市
部
へ
の

流
入
が
七
四
％
と
い
う
農
村
か
ら
都
市
へ
の

移
動
方
向
が
鮮
明
で
あ
る
。

上
海
市
常
住
人
口
は
、
二
○
○
○
年
セ
ン

サ
ス
結
果
で
一
六
四
○
・
七
七
万
人
、
戸
籍

人
口
は
一
三
二
一
・
六
三
万
人
、
流
動
人
口

は
三
八
七
万
人
に
達
し
た
。
九
○
年
よ
り
三

○
六
・
五
万
人
が
増
大
、
上
海
市
と
し
て
は

二
○
○
五
年
に
な
ん
と
か
一
六
五
○
万
人
に

と
ど
め
た
い
と
い
う
目
標
計
画
を
た
て
て
い

る
（
二
○
○
二
年
七
月
一
日
世
界
人
口
デ
ー

の
時
に
決
定
）
。
が
、
流
動
人
口
は
八
八
年
の

一
○
六
万
人
、
九
三
年
二
五
一
万
人
、
九
七

年
二
三
七
万
人
、
そ
し
て
一
一
○
○
○
年
三
八

七
万
人
へ
と
と
ど
め
を
知
ら
な
い
。
北
京
市

の
二
七
○
万
人
に
比
し
、
経
済
発
展
の
著
し

い
上
海
市
の
側
面
で
あ
る
。

こ
の
上
海
市
流
動
人
口
三
八
七
万
人
の
内

訳
は
以
下
の
通
り
。

⑪
男
子
五
七
・
六
％
、
女
子
四
二
・
四
％
で

男
子
産
齢
人
口
が
多
い
。

②
居
住
分
布
は
市
中
心
区
に
三
三
・
六
％
、

辺
境
新
建
区
五
八
・
四
％
、
郊
県
八
・
○
％

②
上
海
市
流
動
人
ロ
と

青
色
戸
籍
の
廃
止

②
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中国一人っ子政策継続の新局面

で
、
市
区
と
郊
外
農
村
の
交
わ
る
中
間
エ
リ

ア
に
多
い
。

⑧
配
偶
者
が
い
る
者
が
多
く
、
出
身
地
が
互

い
に
異
な
る
者
に
よ
る
〃
両
地
婚
姻
〃
数
が

次
第
に
増
大
し
て
き
て
い
る
。

四
農
業
の
戸
籍
は
八
五
・
三
％
、
非
農
業
戸

籍
が
一
三
・
六
％
、
戸
籍
待
ち
一
・
一
％
（
四
・

一
三
万
人
）
。

⑤
居
住
状
況
で
み
れ
ば
部
屋
を
借
り
て
い
る

の
が
六
三
・
九
％
で
最
多
、
つ
い
で
宿
舎
・

土
棚
二
○
・
○
％
、
親
友
の
家
五
・
○
％
、

旅
館
・
招
待
所
一
・
四
％
、
医
院
○
・
二
％
。

⑥
教
育
程
度
別
に
は
、
非
識
字
五
・
三
％
、

小
学
卒
二
四
・
六
％
、
初
中
卒
五
五
・
二
％
、

高
中
卒
一
一
・
一
一
％
、
大
学
以
上
卒
が
三
・

七
％
と
い
う
分
布
。

●若林敬子(わかばやしけいこ）
1944年千葉県生まれ

社会学博士

く現職>東京農工大学大学院農学研究科国

際環境農学教授

く学歴>東京女子大学文理学部社会学科卒

業

東京大学大学院教育社会学修土課

程終了

同博士課程中退

く職歴>厚生省人口問題研究所入所

同地域構造研究室長を経て、９７年

４月より東京農工大学農学部地域

システム学科教授

９９年４月より現職

く主な著書〉

『中国の人口問題』東京大学出版会

1989年、『ドキュメント中国の人

ロ管理』亜紀書房1992年、ア中国人

ｐ超大国のゆくえj岩波新譜１９９４

年、『現代中国の人口問題と社会変

動』新曜社1996年、ｒ学校統廃合の

社会学的研究と御茶の水書房１９９９

年、『東京湾の環境問題史』有斐閣

2000年

専門人口社会学、地域社会学、環境社

会学

、
流
動
外
来
人
口
の
出

産
状
況
は
、
未
出
産
が

一
二
○
・
八
三
万
人
、

第
一
子
一
○
・
七
五
万

人
、
第
二
子
○
・
七
五

万
人
、
第
三
子
以
上
○
・

○
四
万
人
と
い
う
結
果

で
あ
る
が
、
漏
れ
の
あ

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
か
ろ
う
。

日
上
海
へ
の
流
入
人
口

の
出
身
地
は
、
安
徽
で

三
二
・
二
％
、
つ
い
で

江
蘇
二
四
・
○
％
、
漸

江
九
・
九
％
が
多
い
。

ま
た
〃
川
軍
〃
と
い
わ

表１上海市流動人ロ

(1)‘性別居住期間 〃人（％）

れ
る
四
川
か
ら
は
七
・
三
船
と
続
く
。

⑨
流
動
要
因
は
、
そ
の
大
半
の
七
三
・
四
％

が
経
済
活
動
の
出
稼
ぎ
で
あ
り
、
家
族
に
つ

れ
ら
れ
た
り
、
親
族
、
婿
入
り
等
は
計
二
○
・

三
％
。
こ
れ
ら
農
民
の
大
都
市
へ
の
出
稼
ぎ

は
表
１
で
み
る
よ
う
に
次
第
に
長
期
化
し
、

構
造
化
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

さ
て
、
今
年
に
入
り
上
海
戸
籍
管
理
を
め

ぐ
る
特
記
す
べ
き
改
革
は
、
一
九
九
四
年
か

r1

L」

n

Ll

出所：2000年ｌ１ｊ１１ｐ人ロセンサス結果
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ら
実
施
さ
れ
て
き
た
青
色
（
藍
印
）
戸
籍
が

六
月
十
五
日
に
廃
止
さ
れ
、
「
居
住
証
制
度
」

に
変
わ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

青
色
戸
籍
を
取
得
で
き
る
の
は
、
も
と
も

と
上
海
で
住
宅
を
購
入
す
る
と
い
う
基
準
が

主
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
統
一
入
試
受
験
な

ど
に
も
波
及
。
つ
ま
り
不
動
産
購
入
八
八
％
、

｜
雇
用
二
％
、
投
資
一
○
％
と
投
資
傾
斜
で
あ
っ

た
の
を
、
知
識
・
高
レ
ベ
ル
人
材
吸
収
へ
と

転
換
し
た
。
人
口
流
動
を
促
進
さ
せ
、
地
域

間
移
動
と
自
由
化
、
人
材
競
争
を
高
め
る
。

人
口
流
動
化
は
社
会
発
展
を
促
進
さ
せ
る
と

い
う
見
解
に
基
づ
こ
う
。

こ
う
し
た
〃
外
地
人
”
国
内
人
材
や
海
外

か
ら
の
人
材
に
対
し
、
市
は
〃
上
海
市
居
住

証
“
を
与
え
、
市
民
待
遇
の
サ
ー
ビ
ス
情
報

を
享
受
さ
せ
る
と
い
う
。
具
体
的
に
は
、
⑪

大
学
卒
以
上
か
特
殊
才
能
を
も
つ
国
内
外
の

人
材
、
②
戸
籍
や
国
籍
を
変
え
ず
に
上
海
で

就
業
、
創
業
す
る
者
、
③
六
ヵ
月
、
一
年
、

三
年
、
五
年
の
四
種
の
有
効
期
限
を
有
す
る
。

優
秀
な
人
材
が
ま
す
ま
す
上
海
に
集
め
ら

れ
地
域
格
差
が
人
材
分
布
上
か
ら
も
さ
ら
に

拡
大
す
る
構
造
と
化
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

懸
念
に
加
え
て
、
今
日
の
よ
う
に
省
市
単
位

戸
籍
の
あ
る
地
を
離
れ
大
都
市
で
働
く
流

動
人
口
の
子
弟
が
義
務
教
育
を
受
け
ら
れ
な

い
と
い
う
空
白
が
社
会
問
題
化
し
て
い
る
。

一
九
九
六
年
三
月
四
日
、
広
州
市
郊
外
の
海

珠
区
興
楽
小
学
校
は
正
式
開
校
予
定
で
あ
っ

た
と
こ
ろ
、
〃
違
法
〃
だ
と
し
て
逮
捕
さ
れ
る

事
件
が
発
生
。
区
教
育
部
門
が
開
校
申
請
を

認
可
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
三
二

二
人
の
出
稼
ぎ
労
働
者
ら
の
児
童
が
入
学
を

申
し
込
み
、
校
旗
を
掲
揚
し
よ
う
と
し
て
い

た
矢
先
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

学
費
は
一
学
期
六
八
○
元
（
中
国
は
年
二

で
試
行
が
進
む
社
会
保
障
制
度
改
革
は
、
省

市
間
で
異
な
る
が
た
め
に
労
働
力
の
流
動
性

を
抑
止
し
て
い
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。

次
に
記
す
流
動
人
口
子
弟
の
教
育
問
題
も

次
第
に
そ
の
人
数
が
拡
大
し
、
戸
籍
改
革
の

難
題
は
、
ま
す
ま
す
も
っ
て
避
け
て
通
れ
な

い
大
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

③
『
民
工
子
弟
学
校
』
－
流
動

人
ロ
子
弟
の
義
務
教
育
問
題
Ｉ

⑧

学
期
制
『
教
師
の
給
料
は
月
六
○
○
元
前
後
、

出
稼
ぎ
労
働
者
の
児
童
は
、
た
と
え
広
州
市

の
学
校
に
入
学
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ
て
も

〃
賛
助
費
〃
と
い
う
名
目
で
多
額
が
請
求
さ
れ

る
。
二
週
間
後
こ
の
興
業
小
学
校
は
正
式
に

解
散
を
命
じ
ら
れ
、
も
と
も
と
通
う
学
校
の

な
い
児
童
達
に
も
と
の
学
校
、
も
し
く
は
戸

籍
の
あ
る
ほ
か
の
省
の
学
校
に
通
学
す
べ
き

だ
と
す
る
決
定
が
く
だ
さ
れ
た
。
な
お
無
戸

籍
児
童
の
多
い
深
川
市
の
場
合
に
は
、
九
五

年
当
時
一
学
期
一
○
○
元
の
学
費
を
、
戸
籍

の
あ
る
児
童
七
○
元
と
差
を
つ
け
て
徴
収
、

費
用
負
担
に
差
を
つ
け
て
無
戸
籍
児
童
を
公

認
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
義
務
教
育
の
徹
底
普
及
を
悲

願
と
し
て
い
る
中
国
に
あ
っ
て
、
大
都
市
で

の
思
わ
ぬ
空
白
が
生
じ
、
教
育
を
う
け
る
平

等
原
則
か
ら
し
て
も
少
な
か
ら
ぬ
問
題
の
広

が
り
を
示
し
て
い
る
が
、
上
海
市
で
は
ど
う

か
。

一
人
っ
子
政
策
に
よ
り
児
童
数
が
急
減
、

学
校
施
設
だ
と
社
会
資
本
整
備
に
余
裕
が
生

じ
て
い
る
上
海
市
で
は
、
他
地
区
よ
り
も
柔

軟
に
対
応
、
原
則
拒
否
が
若
干
修
正
さ
れ
つ

つ
あ
る
。
（
学
費
は
各
学
校
に
よ
り
不
統
一
）
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九
三
年
か
ら
上
海
市
人
口
は
絶
対
減
。
マ

イ
ナ
ス
成
長
に
転
じ
て
い
る
上
海
で
は
、
幼

稚
園
を
敬
老
院
に
施
設
改
造
す
る
例
も
あ
り
、

収
容
力
に
余
裕
が
あ
れ
ば
無
戸
籍
子
弟
の
入

学
を
許
可
す
る
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
よ
う

だ
。
ふ
る
さ
と
農
村
か
ら
教
師
を
私
的
に
よ

び
よ
せ
、
ポ
ロ
教
室
を
借
り
、
自
主
的
に
子

弟
教
育
す
る
こ
と
は
、
そ
の
規
模
の
拡
大
も

加
わ
り
、
無
視
で
き
な
い
社
会
問
題
と
化
し

て
い
る
。

こ
の
流
動
人
口
子
弟
は
ど
の
位
か
と
二
○

○
○
年
セ
ン
サ
ス
結
果
で
、
上
海
市
の
外
来

流
動
人
口
の
十
四
歳
以
下
は
四
四
・
一
○
万

人
、
五
～
九
歳
は
一
四
・
九
一
万
人
（
内
五

年
以
上
居
住
は
四
・
八
○
万
人
）
、
十
～
十
四

歳
は
九
・
三
二
万
人
（
同
三
・
○
｜
｜
万
人
）
、

つ
ま
り
五
～
十
四
歳
の
学
齢
人
口
は
単
純
に

は
一
一
四
・
二
三
万
人
（
内
五
年
以
上
居
住
は

七
・
八
二
万
人
）
と
な
る
。

こ
れ
に
比
し
、
上
海
市
教
育
委
員
会
発
表

に
よ
る
出
稼
ぎ
子
弟
は
四
○
万
人
（
注
１
）

と
い
う
こ
と
か
ら
し
て
も
人
口
セ
ン
サ
ス
に

お
い
て
い
か
に
流
動
人
口
調
査
の
漏
れ
が
あ

る
か
が
明
ら
か
で
あ
る
。

注
１
上
海
市
人
口
審
査
弁
公
室
・
上
海
市

統
計
局
『
上
海
市
第
五
次
人
口
審
充
数
据
手

冊
』
二
○
○
一
年
八
月
七
七
頁
で
は
二
四

万
人
。
ま
た
、
神
戸
大
学
発
達
科
学
部
創
立

一
○
周
年
記
念
日
中
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
テ
ー

マ
二
一
世
紀
の
社
会
変
化
と
学
校
改
離
に

関
す
る
日
中
比
鮫
研
究
二
○
○
二
年
一
○

月
七
日
）
に
て
、
若
林
の
「
少
子
化
を
め
ぐ

る
日
中
比
較
研
究
」
の
中
で
の
発
表
に
対
し
、

鄭
金
州
教
授
の
コ
メ
ン
ト
に
て
の
数
字
が
四

○
万
人
。

民
工
子
弟
学
校
に
つ
い
て
は
九
八
年
二
月
、

上
海
市
教
育
委
員
会
「
上
海
市
に
お
け
る
外

地
戸
籍
学
齢
期
児
童
の
就
学
問
題
解
決
状
況

に
関
す
る
総
括
報
告
書
」
が
あ
る
。
九
八
年

三
月
に
は
、
こ
れ
ま
で
身
分
証
明
響
、
櫛
住

証
、
計
画
出
産
証
な
ど
「
八
証
」
の
提
示
が

必
要
だ
っ
た
の
が
「
外
地
戸
籍
児
童
就
学
暫

時
措
置
法
」
の
公
布
に
よ
り
「
流
入
地
暫
住

証
」
の
み
で
よ
い
と
簡
素
化
さ
れ
た
．
上
海

市
九
六
年
六
○
○
万
人
の
流
動
人
口
に
六
～

一
四
歳
の
学
齢
期
児
童
数
二
○
万
人
と
い
わ

れ
た
が
，
二
○
○
二
年
四
○
万
人
と
い
う
。

二
○
○
一
年
に
さ
ら
に
柔
恢
な
変
更
が
み
ら

れ
た
と
も
き
く
。

つ
い
で
北
京
市
で
は
ど
う
か
。
九
七
年
十

一
月
一
日
調
査
の
流
動
人
口
は
二
八
五
・
九

万
人
、
北
京
市
戸
籍
以
外
は
二
二
九
・
九
万

人
、
全
市
総
合
の
一
一
一
・
二
％
、
内
○
～
十

五
歳
人
口
は
一
六
万
二
○
三
○
人
で
七
・
一
％
、

六
～
十
五
歳
の
学
齢
人
口
は
六
万
六
三
九
二

人
で
二
・
九
％
。
出
稼
ぎ
の
親
に
つ
れ
ら
れ

て
の
従
属
移
動
に
よ
る
。

北
京
市
に
「
民
工
子
弟
学
校
」
が
最
初
に

開
設
さ
れ
た
の
は
一
九
九
三
年
の
こ
と
で
あ

り
、
二
○
○
○
年
時
に
約
二
百
校
が
あ
る
。

み
な
市
政
府
の
正
式
運
営
許
可
が
得
ら
れ
な

い
非
公
式
の
学
校
で
、
掘
建
て
小
屋
、
民
家

を
借
用
、
廃
業
し
た
工
場
や
倉
庫
の
改
築
な

ど
危
険
で
狭
い
校
舎
、
採
光
も
悪
く
古
い
机

と
椅
子
、
整
備
さ
れ
た
運
動
場
や
医
療
室
も

な
い
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
専
門
の
教
師
や
設
備

も
不
整
備
。
外
地
か
ら
の
教
師
は
〃
民
弁
教

師
〃
が
多
く
、
平
均
月
給
五
○
○
元
は
ふ
る

さ
と
外
地
に
い
た
時
よ
り
は
よ
い
も
の
の
、

北
京
市
公
立
小
学
校
の
一
五
○
○
元
程
よ
り

低
額
で
負
担
も
多
い
た
め
、
兼
職
や
転
出
率

が
高
く
な
る
。

民
工
子
弟
校
に
つ
い
て
単
隷
の
北
京
市
調

査
に
よ
る
と
（
注
２
）
一
人
っ
子
は
わ
ず
か

一
六
・
一
％
、
二
人
兄
弟
が
五
四
・
八
％
、

三
人
は
二
三
・
六
％
、
四
人
は
四
・
一
％
と

さ
す
が
に
多
い
。

注
２
単
誌
「
中
国
に
お
け
る
流
動
人
口
の

増
加
と
戸
籍
制
度
の
改
革
」
東
京
農
工
大
学

大
学
院
修
士
論
文
二
○
○
二
年
九
月
提
出
。

こ
こ
で
の
、
二
○
○
一
年
一
一
一
月
の
北
京
民
工

子
弟
学
校
五
校
で
の
調
査
結
果
を
引
用
。
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出
稼
ぎ
家
庭
の
収
入
は
一
○
○
元
以
下
が

六
三
・
四
％
と
低
額
で
、
民
工
子
弟
を
受
入

れ
る
公
立
学
校
の
学
費
の
み
で
毎
学
期
六
○

○
元
も
し
て
、
通
学
は
困
難
で
あ
る
。
（
ち
な

み
に
二
○
○
○
年
七
月
か
ら
実
施
の
「
城
市

居
民
最
低
生
活
保
証
条
例
」
に
基
づ
く
北
京

市
最
低
生
活
保
障
ラ
イ
ン
は
一
人
当
た
り
月

二
八
○
元
に
ひ
か
れ
た
）

一
九
九
八
年
三
月
教
育
部
は
「
外
地
戸
籍

児
童
・
生
徒
就
学
暫
時
措
置
条
例
」
（
流
動
児

童
少
年
就
学
暫
行
弁
法
）
を
公
布
、
改
善
の

検
討
が
進
め
ら
れ
つ
つ
も
元
来
の
戸
籍
改
革

問
題
も
平
行
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の

根
本
的
解
消
は
容
易
で
は
な
い
。

「
人
口
・
計
画
出
産
法
」
が
昨
暮
十
二
月
二

十
九
日
第
九
期
全
人
代
第
二
十
五
回
会
議
で

採
択
さ
れ
、
先
の
九
月
一
日
か
ら
施
行
開
始

さ
れ
た
。
こ
の
今
回
施
行
の
法
を
め
ぐ
り
、

そ
の
正
確
な
解
釈
と
こ
れ
ま
で
の
「
一
人
つ

④
『
人
口
・
計
画
出
産
法
」
の
意
義

ｌ
｜
人
っ
子
政
策
の
継
続
Ｉ

④

子
政
策
」
と
の
意
味
づ
け
を
記
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
。
今
回
の
法
令
に
関
し
、
日
本
の

一
部
報
道
は
「
一
人
っ
子
が
緩
和
さ
れ
た
」

と
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
が
、
結
論
か
ら

い
っ
て
、
実
際
に
は
七
九
年
以
来
の
一
人
っ

子
政
策
が
こ
こ
ま
で
や
っ
て
き
て
や
っ
と
制

度
と
し
て
の
成
熟
を
み
た
た
め
に
、
今
回
法

と
し
て
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
の
で
あ
り
、

決
し
て
一
人
っ
子
政
策
本
来
の
内
容
が
大
幅

に
変
更
さ
れ
た
り
緩
和
さ
れ
た
わ
け
で
は
な

い
。当
初
、
「
計
画
出
産
法
Ⅱ
人
口
法
」
は
、
一

九
八
○
年
に
制
定
さ
れ
た
婚
姻
法
と
合
わ
せ

て
準
備
さ
れ
た
が
、
ま
だ
多
方
面
の
意
見
も

一
致
せ
ず
、
機
が
熟
し
て
い
な
い
と
し
て
独

立
し
た
法
令
と
し
て
の
制
定
は
見
送
ら
れ
た
。

従
っ
て
婚
姻
法
は
、
人
口
抑
制
政
策
に
直
接

的
な
関
わ
り
を
も
つ
⑪
晩
婚
・
晩
産
、
②
計

画
出
産
の
義
務
、
⑧
婿
入
り
の
奨
励
、
凶
離

婚
の
容
認
、
⑤
優
生
（
障
害
を
も
た
な
い
子

を
も
つ
）
な
ど
五
つ
の
柱
を
含
ん
で
い
た
。

そ
し
て
国
と
し
て
の
法
づ
く
り
は
、
七
九

年
以
降
幾
度
と
な
く
継
続
審
議
さ
れ
な
が
ら

二
つ
の
法
規
で
異
な
る
地
区
の
実
際
状
況
を

配
慮
す
る
の
は
非
常
に
む
つ
か
し
い
」
と
さ

れ
、
九
○
年
末
に
「
全
国
的
な
法
は
し
ば
ら

く
公
布
せ
ず
、
地
方
法
規
を
実
施
す
る
」
と

し
、
全
省
・
市
・
自
治
区
で
計
画
出
産
条
例

を
規
定
、
し
か
も
何
度
と
な
く
各
地
区
の
実

状
に
あ
わ
せ
て
詳
細
が
修
正
さ
れ
て
き
た
と

い
う
経
過
で
あ
る
。

’
’
三
年
を
経
て
よ
う
や
く
全
国
共
通
の
大

枠
が
今
回
の
法
と
し
て
表
舞
台
に
だ
さ
れ
、

詳
細
は
従
前
通
り
地
方
に
ま
か
せ
て
、
中
国

に
と
っ
て
の
悲
願
を
達
成
。
そ
の
意
味
で
一

人
っ
子
政
策
は
法
に
よ
る
新
た
な
局
面
に
入
っ

た
の
で
あ
り
、
政
策
の
継
続
維
持
で
あ
る
。

今
回
制
定
さ
れ
た
新
法
の
内
容
は
、
総
則
、

人
口
発
展
計
画
の
策
定
と
実
施
、
出
産
調
査
、

奨
励
と
社
会
保
障
、
計
画
出
産
の
技
術
サ
ー

ビ
ス
、
法
律
責
任
、
付
則
の
七
章
四
七
条
か

ら
な
る
。
「
人
口
、
経
済
、
社
会
、
資
源
、
環

境
の
調
和
と
れ
た
発
展
」
（
第
一
条
）
、
「
計
画

出
産
を
実
行
す
る
こ
と
は
国
の
基
本
国
策
」
（
第

二
条
）
、
「
国
は
現
行
の
出
産
政
策
を
安
定
さ

せ
、
公
民
の
晩
婚
、
晩
産
を
奨
励
し
、
｜
組

の
夫
婦
が
一
人
の
子
供
を
出
産
す
る
こ
と
を

提
唱
す
る
」
（
第
一
八
条
）
と
、
ど
れ
も
従
来

通
り
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
地
域
に
よ
る
格
差
が
激
し
く
、
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一
律
の
法
制
化
が
難
し
か
っ
た
一
人
っ
子
奨

励
額
（
毎
月
給
与
と
と
も
に
支
払
わ
れ
る
）

な
ど
福
利
厚
生
の
優
遇
策
、
第
二
子
を
出
産

す
る
際
に
満
た
す
べ
き
条
件
に
反
し
て
出
産

を
し
た
場
合
に
支
払
う
べ
き
罰
金
額
な
ど
の

詳
細
は
各
地
方
に
権
限
を
任
せ
た
ま
ま
と
し

て
い
る
。
一
方
で
「
超
過
出
産
罰
金
」
な
ど

計
画
外
出
産
に
対
す
る
経
済
的
制
裁
の
呼
称

９０

男 女８０

７０

。
’
．
．
、
４
．
今
【

・
匁
軍
‐
０
。 6０

5０

郡
釘
▲

４０

oLO9D1boG

△

；ご尖ぐむ〃

･ﾛマローアー3０

2０

は
、
「
社
会
扶
養
費
」
「
こ
れ
に
符
合
せ
ず
子

供
を
出
産
し
た
公
民
は
、
法
に
基
づ
き
社
会

扶
養
費
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
第
四

一
条
）
と
全
国
統
一
化
し
た
。

経
済
的
な
制
裁
を
「
社
会
扶
養
費
」
と
い

う
従
来
の
「
罰
金
」
よ
り
も
柔
ら
か
い
印
象

を
与
え
る
名
称
に
変
更
し
た
が
、
こ
れ
は
あ

く
ま
で
名
称
の
変
更
に
す
ぎ
ず
、
「
徴
収
管
理

０

と選四些二轡一一一一一
００５

Ｏ

(船）

一一一一T－

ｌ５

,－０

１．５ｇ ｑ５ ０（，｡）Ｏ

出所：2000年人ロセンサス結果より作成

に
す
ぎ
ず
、
「
徴
収
管
理

弁
法
」
を
合
わ
せ
て
公

布
し
、
そ
の
徴
収
を
徹

底
し
た
こ
と
か
ら
も
「
一

人
っ
子
政
策
」
が
緩
和

の
方
向
で
は
な
く
、
制

度
と
し
て
一
層
成
熟
し

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ
の
法
制
化
に
よ
り
、

全
国
約
四
○
万
人
と
い

わ
れ
る
計
画
出
産
専
従

者
ら
に
と
っ
て
は
、
法

に
基
づ
く
仕
事
と
し
て

難
事
業
に
と
り
く
み
や

す
く
な
っ
た
と
い
う
。

か
つ
て
の
担
当
大
臣
の

彰
楓
雲
を
は
じ
め
、
王

忠
禺
、
江
春
雲
ら
が
国

務
大
臣
と
し
て
い
る
今
こ
そ
好
機
と
し
て
最

大
公
約
数
的
大
枠
の
新
法
が
す
ん
な
り
成
立

し
た
、
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
今
回
の
法
律
制
定
に
よ
っ
て
、
中

国
政
府
が
従
来
の
政
策
の
方
向
転
換
を
図
っ

て
い
な
い
こ
と
の
根
拠
が
も
う
一
つ
あ
げ
ら

れ
る
。
そ
れ
は
二
○
○
○
年
三
月
に
は
、
中

国
共
産
党
中
央
委
員
会
と
国
務
院
は
、
「
人
口

と
計
画
出
産
活
動
を
強
化
し
、
低
出
生
水
準

を
安
定
さ
せ
る
こ
と
に
関
す
る
決
定
」
を
重

要
な
綱
領
と
し
て
通
知
し
、
人
口
・
計
画
出

産
活
動
強
化
の
方
針
を
再
確
認
し
た
。
（
注
３
）

注
３
中
共
中
央
国
務
院
に
よ
る
今
後
一
○

年
間
の
人
口
計
画
川
産
活
動
目
標
も
山
二

○
一
○
年
末
人
口
を
一
四
億
以
内
に
抑
制

②
人
口
資
質
の
向
上
③
出
生
児
の
男
女
比

の
正
常
化
剛
出
産
適
齢
者
へ
の
生
殖
保
健

サ
ー
ビ
ス
と
避
妊
へ
の
選
択
・
普
及
⑤
新

し
い
婚
育
観
念
と
生
育
文
化
の
生
成
⑥
計

画
川
産
保
健
体
系
と
機
構
の
確
立
が
あ
げ
ら

れ
て
お
り
、
宣
伝
教
育
に
よ
る
避
妊
の
日
常

工
作
が
継
続
決
定
さ
れ
て
い
る
。

国
家
計
画
出
産
委
員
会
は
、
人
口
再
生
産
の

「
高
出
生
、
低
死
亡
、
高
増
加
」
型
か
ら
、
「
低

出
生
、
低
死
亡
、
低
増
加
」
型
へ
の
歴
史
的

転
換
を
と
げ
、
世
界
の
出
生
水
準
の
低
い
国

の
仲
間
入
り
を
果
た
し
た
と
す
る
。
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こ
れ
は
通
知
よ
り
十
年
、
つ
ま
り
二
○
’

○
年
ま
で
低
水
準
の
出
生
を
維
持
す
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
と
も
い
え
る
重
要
決
定
で

あ
る
（
近
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
全
中
国

一
・
八
で
置
換
え
水
準
の
二
・
｜
を
下
回
っ

て
い
る
）
。
こ
れ
を
一
農
づ
け
る
よ
う
に
「
も
し

一
人
っ
子
政
策
が
変
わ
る
と
す
れ
ば
、
二
○

’
○
年
よ
り
後
の
こ
と
」
と
、
中
国
人
口
情

報
研
究
セ
ン
タ
ー
の
干
学
軍
主
任
は
、
今
夏

八
月
二
二
日
、
筆
者
に
述
べ
、
日
本
の
一
部

マ
ス
コ
ミ
に
よ
る
〃
誤
報
〃
を
訂
正
し
た
。

新
華
社
通
信
が
九
月
一
日
に
報
じ
た
と
こ

ろ
に
よ
る
と
、
国
家
計
画
出
産
委
員
会
主
任

の
張
維
慶
が
「
憲
法
に
原
則
規
定
が
あ
る
外

は
こ
れ
ま
で
具
体
的
法
律
で
規
制
し
て
こ
な

か
っ
た
。
今
回
の
法
律
制
定
で
長
い
間
主
に

政
策
と
地
方
法
規
に
頼
っ
て
人
口
・
計
画
出

産
活
動
を
繰
り
広
げ
て
き
た
歴
史
が
終
る
の

で
あ
り
、
中
国
の
よ
う
な
人
口
大
国
に
と
っ

て
そ
の
意
義
は
と
り
わ
け
大
き
い
」
と
発
言
。

国
策
と
し
て
の
計
画
出
産
が
一
一
三
年
か
か
っ

て
法
制
化
さ
れ
た
新
段
階
の
意
義
深
さ
を
強

調
し
た
。
（
注
４
）

注
４
「
公
民
の
計
画
出
産
の
義
務
を
定
め
る

だ
け
で
な
く
、
公
民
が
享
受
す
べ
き
合
法
的

権
益
お
よ
び
自
身
の
合
法
的
権
益
を
守
る
方

途
を
明
確
に
定
め
て
い
る
。
そ
し
て
〃
人
間

本
位
〃
を
強
調
し
、
計
画
出
産
活
動
に
お
け

る
職
権
の
乱
用
、
違
法
な
行
政
を
禁
止
し
、

強
制
的
に
命
令
し
、
大
衆
の
合
法
的
権
益
を

侵
す
こ
と
を
許
さ
な
い
と
し
て
い
る
。
」
ま
た

「
生
殖
保
健
樅
、
避
妊
の
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・

チ
ヨ
イ
ス
権
、
健
康
と
安
全
保
障
権
、
社
会

福
祉
権
、
教
育
を
受
け
る
権
利
な
ど
の
保
護

は
す
べ
て
新
法
の
中
で
十
分
に
体
現
さ
れ
て

い
る
」
と
そ
の
特
色
が
み
れ
る
。

ま
た
婚
姻
法
が
○
一
年
四
月
二
十
八
日
に

改
正
さ
れ
、
「
璽
婚
お
よ
び
配
偶
者
以
外
と
の

同
棲
を
禁
止
、
家
庭
内
暴
力
ま
た
は
家
族
員

に
対
す
る
虐
待
も
し
く
は
、
遺
棄
が
原
因
で

離
婚
に
至
っ
た
場
合
の
有
賀
方
に
対
す
る
無

貴
方
の
損
害
賠
償
請
求
権
を
規
定
し
た
。

各
地
方
は
新
法
に
あ
わ
せ
て
、
こ
れ
ま
で

の
各
省
・
市
・
自
治
区
計
画
出
産
条
例
を
調

整
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
い
ち
は
や
く
行
っ

た
安
徽
省
を
み
る
と
、
第
二
子
を
望
む
も
の

が
満
た
す
べ
き
条
件
に
つ
い
て
は
以
下
の
通

り
で
あ
り
、
と
り
た
て
て
新
し
い
内
容
で
は

な
い
。

「
⑪
夫
婦
が
共
に
一
人
っ
子
。

②
結
婚
後
子
供
を
も
う
け
ず
夫
婦
共
満
三

○
歳
を
超
え
、
法
に
基
づ
い
て
養
子
を
一
人

引
き
取
っ
て
い
る
。

⑧
再
婚
夫
婦
で
一
方
は
子
供
が
な
く
、
も

う
一
方
に
一
人
し
か
子
供
が
い
な
い

側
第
一
子
が
身
障
者
で
、
成
長
し
て
も
正

常
な
労
働
力
が
期
待
で
き
ず
、
医
学
的
に
第

二
子
を
出
産
で
き
る
。

⑤
二
等
Ｂ
級
以
上
の
軍
人
身
障
者
と
五
級

以
上
の
身
障
者
（
公
務
に
よ
り
身
障
者
に
な
っ

た
者
）
。

⑥
連
続
五
年
以
上
坑
内
で
働
き
、
今
後
も

坑
内
で
働
く
者
で
子
供
が
女
の
子
。

、
農
村
夫
婦
で
一
方
が
一
人
っ
子
。

⑧
男
子
側
が
婿
入
り
し
、
女
子
側
に
兄
弟

の
い
な
い
農
村
夫
婦
（
女
子
姉
妹
の
一
人
だ

け
に
適
用
）
。

⑨
農
村
夫
婦
で
子
供
が
女
の
子
。

川
山
間
部
に
居
住
し
（
男
子
が
出
稼
ぎ
に

出
て
）
女
子
が
農
村
に
住
み
子
供
が
女
の
子
。

さ
ら
に
再
婚
夫
婦
で
一
方
に
子
供
が
な
く
、

も
う
一
方
に
二
人
い
た
が
、
二
人
と
も
亡
く

な
っ
た
場
合
は
、
第
三
子
を
出
産
で
き
る
。

夫
婦
が
共
に
帰
国
華
僑
、
あ
る
い
は
安
徽

省
に
定
住
し
て
六
年
に
満
た
な
い
香
港
、
マ

カ
オ
、
台
湾
地
域
の
住
民
で
、
子
供
一
人
が

中
国
本
土
に
定
住
し
て
い
る
場
合
、
す
で
に

何
人
の
子
供
が
い
て
も
次
の
子
を
出
産
で
き

る
」
。
（
新
華
社
八
月
十
六
日
）
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一
人
っ
子
同
士
の
結
婚
で
は
第
二
子
出
産

が
可
能
で
あ
る
と
い
う
規
定
は
新
法
以
前
も

ほ
ぼ
全
中
国
で
共
通
し
て
い
た
。
そ
れ
ま
で

夫
婦
二
人
と
も
一
人
っ
子
で
あ
る
と
い
う
条

件
に
該
当
す
る
夫
婦
が
少
な
か
っ
た
の
だ
が
、

政
策
開
始
か
ら
一
一
十
三
年
を
経
過
す
る
今
日
、

一
人
っ
子
同
士
の
結
婚
は
と
り
わ
け
都
市
部

で
は
一
般
化
し
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

こ
れ
を
政
策
の
緩
和
と
い
う
の
な
ら
、
こ
れ

が
定
ま
っ
た
八
四
年
頃
に
な
さ
れ
た
こ
と
で

あ
り
、
今
日
の
変
更
で
は
な
い
。
た
だ
し
都

市
部
の
一
人
っ
子
の
若
者
が
一
人
っ
子
同
士

で
結
婚
し
た
際
に
、
実
際
に
第
二
子
出
産
を

望
む
か
ど
う
か
は
別
の
問
題
で
あ
る
。
そ
の

生
活
環
境
な
ど
か
ら
第
二
子
を
望
む
ケ
ー
ス

は
実
際
に
は
少
な
い
だ
ろ
う
と
も
い
わ
れ
て

い
る
。

農
村
部
で
「
第
一
子
が
女
の
子
の
場
合
（
男

女
に
か
か
わ
り
な
く
の
省
も
あ
り
）
第
二
子

出
産
が
可
能
」
は
よ
り
多
く
の
地
方
条
例
が

こ
れ
ま
で
該
当
。
再
婚
を
め
ぐ
る
多
様
な
ケ
ー

ス
は
従
来
各
地
方
で
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
っ
た
が
、

今
後
は
広
く
明
記
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。
帰

国
華
僑
も
同
様
。
と
り
た
て
て
新
し
い
内
容

で
は
な
い
が
、
社
会
扶
養
費
の
対
象
と
し
て

と
こ
ろ
で
一
九
九
三
年
以
降
、
戸
籍
統
計

上
人
口
の
絶
対
減
に
入
っ
て
い
る
上
海
市
は

ど
う
か
。
流
動
人
口
は
二
○
○
○
年
人
口
セ

ン
サ
ス
で
三
八
七
・
一
一
万
人
、
戸
籍
人
口

一
三
一
千
二
万
人
、
そ
の
他
様
々
な
条
件
が
加

味
さ
れ
る
と
合
計
一
六
四
○
万
人
と
さ
れ
、

合
計
特
殊
出
生
率
は
○
・
八
ま
で
低
下
。
（
ち

な
み
に
二
○
○
一
年
東
京
都
は
一
・
○
）
。
上

海
市
で
も
一
人
っ
子
政
策
を
継
続
す
べ
き
か

否
か
は
、
か
ね
て
か
ら
専
門
家
の
間
で
論
議

は
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
抑
制
を
緩
め
る
と

約
五
二
％
の
若
夫
婦
は
第
二
子
出
産
を
望
む

と
い
う
調
査
結
果
も
あ
り
、
か
つ
上
海
が
規

制
緩
和
し
た
際
の
他
地
方
へ
の
影
響
を
考
慮

す
る
と
、
や
は
り
人
口
爆
発
へ
の
懸
念
か
ら

か
、
緩
和
へ
の
方
向
転
換
は
こ
こ
で
も
み
ら

れ
な
い
。

外
国
留
学
者
が
明
記
さ
れ
た
こ
と
は
こ
れ
ま

で
な
い
。

社
会
扶
養
費
は
い
っ
た
ん

国
庫
に
上
納

⑤⑤

唯
一
の
変
更
と
し
て
は
、
来
年
市
政
府
で

決
定
さ
れ
る
「
上
海
市
計
画
出
産
条
例
」
で

は
、
「
第
二
子
出
産
を
許
さ
れ
た
者
で
出
産
間

隔
を
四
年
あ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い

う
規
定
は
、
抑
制
、
育
児
に
も
意
味
が
な
い

と
さ
れ
、
撤
廃
さ
れ
る
予
定
だ
と
い
う
。
（
上

海
市
人
口
と
計
画
出
産
委
員
会
副
主
任
孫

常
敏
の
八
月
二
五
六
筆
者
へ
の
説
明
）

罰
金
の
徴
収
法
で
あ
る
「
社
会
扶
養
費
徴

収
管
理
弁
法
」
が
「
人
口
・
計
画
出
産
法
」

の
付
帯
法
規
と
し
て
二
○
○
二
年
八
月
二
日

公
布
、
同
九
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。
こ

の
弁
法
は
計
一
五
条
か
ら
な
り
、
そ
の
徴
収

基
準
に
つ
い
て
地
元
の
、
か
つ
当
事
者
の
実

際
の
所
得
、
お
よ
び
法
律
・
法
の
規
定
に
反

す
る
出
産
の
情
状
を
考
慮
し
て
徴
収
金
額
を

決
め
る
と
す
る
、
具
体
的
徴
収
基
準
と
納
入

方
法
は
各
地
方
に
ま
か
せ
ら
れ
て
い
る
。
（
注

５
）

注
５
九
○
年
三
月
の
「
上
海
市
計
画
出
産

条
例
」
に
よ
る
社
会
扶
養
費
（
超
過
Ⅲ
産
賀
、

罰
金
）
は
．
第
二
子
が
前
年
夫
婦
双
方
の
収

入
の
一
一
一
倍
、
第
三
子
が
、
四
～
六
倍
と
多
額

で
あ
る
。
上
海
市
内
の
四
平
街
道
で
二
○
○

一
年
に
ど
の
位
の
計
画
外
出
産
が
あ
っ
た
か

を
聞
く
と
二
例
あ
り
、
そ
の
一
例
は
．
前
年
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こ
の
社
会
扶
養
費
徴
収
に
あ
た
っ
て
は
、

県
レ
ベ
ル
人
民
政
府
の
計
画
出
産
官
庁
が
書

面
で
徴
収
の
決
定
を
す
る
。
郷
（
鎮
）
人
民

政
府
や
街
道
弁
事
処
（
居
住
区
事
務
所
）
に

書
類
に
よ
る
徴
収
の
決
定
を
委
託
す
る
こ
と

二
○
○
○
年
年
収
一
・
五
万
元
の
三
倍
、
か

つ
夫
婦
双
方
数
に
計
九
・
一
一
万
元
が
三
回
分

割
で
支
払
わ
れ
た
。
二
例
は
三
五
歳
（
相
手

に
妻
子
あ
り
）
婦
人
病
を
も
つ
未
婚
者
の
出

産
で
無
職
，
罰
金
額
は
同
情
の
余
地
あ
り
と

し
て
二
○
○
元
で
あ
っ
た
。
計
画
内
許
可
を

う
け
て
の
第
二
子
出
産
は
、
四
平
街
道
で
み

る
と
、
九
八
年
二
六
件
中
の
一
六
、
九
九
年

一
一
一
四
件
中
の
一
八
、
○
○
年
二
四
件
中
一
一
一
一
、

○
一
年
二
四
件
中
の
一
四
、
計
一
○
八
件
中

の
六
一
（
五
六
・
五
％
）
が
再
婚
に
よ
る
ケ
ー

ス
で
あ
っ
た
。
（
筆
者
の
○
二
年
九
月
の
現
地

調
査
に
よ
る
。
）

ま
た
上
海
全
市
で
の
計
画
外
第
二
子
出
麗

は
、
九
八
年
に
一
七
八
件
、
九
九
年
二
二
件
、

二
○
○
○
年
三
○
四
件
、
計
画
外
第
三
子
出

産
は
九
八
年
八
件
、
九
九
年
一
三
件
、
二
○

○
○
年
九
件
で
あ
っ
た
。
肴
上
海
市
計
画
出

産
年
鑑
』
に
よ
る
）
〃
避
風
港
〃
と
い
わ
れ
る

上
海
市
で
、
社
会
扶
養
費
は
、
戸
籍
地
で
と

り
た
て
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
故
に
、
（
二
○

○
○
年
か
ら
国
家
計
画
出
産
委
員
会
は
全
国

統
一
し
て
グ
リ
ー
ン
の
「
流
動
人
口
婚
育
証

明
」
を
作
っ
て
い
る
が
）
流
動
人
口
の
出
産

管
理
漏
れ
は
、
か
な
り
多
い
と
み
な
け
れ
ば

、
な
ら
愉
な
い
だ
ろ
う
。

も
で
き
る
。

い
か
な
る
団

体
ま
た
は
個

人
も
計
画
出

産
と
関
連
す

る
費
用
徴
収

項
目
を
勝
手

に
増
や
し
て

は
な
ら
ず
、

社
会
扶
養
費

徴
収
基
準
を

引
き
上
げ
て

は
な
ら
な
い
、

と
す
る
。

社
会
扶
養

費
と
そ
の
滞

納
金
は
、
す

べ
て
国
庫
に

統
一
上
納
さ

れ
、
国
務
院

の
財
政
官
庁

の
規
定
に

従
っ
て
地
方

の
財
務
予
算

に
組
み
入
れ

IＩ
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中国一人っ子政策継続の新局面

る
。
社
会
扶
養
費
を
留
め
置
き
、
流
用
、
横

領
、
山
分
け
し
た
者
に
は
、
相
応
の
処
罰
を

す
る
、
と
厳
し
い
。
名
称
の
変
更
は
「
出
産

権
の
尊
重
を
強
調
し
て
お
り
、
背
後
に
は
管

理
方
式
の
大
変
革
が
存
在
し
て
い
る
」
と
み

ら
れ
て
い
る
。

徴
収
す
る
場
合
は
以
下
の
六
ケ
ー
ス
で
あ

り
、
「
人
口
・
計
画
出
産
法
」
第
一
八
条
に
基

づ
き
地
方
法
規
を
考
慮
し
て
定
め
ら
れ
た
。

⑪
地
方
法
規
に
定
め
ら
れ
た
許
可
範
囲
を

超
え
た
出
産
。

②
法
定
の
婚
姻
登
録
を
と
ら
ず
の
出
産
。

③
養
子
縁
組
行
為
が
法
に
適
合
し
な
い
。

例
再
婚
が
法
規
定
に
適
合
し
な
い
。

⑤
外
国
に
留
学
し
た
中
国
公
民
お
よ
び
外

国
人
、
台
湾
、
香
港
、
マ
カ
オ
在
住
者
と
結

婚
し
た
者
の
出
産
行
為
が
国
の
関
係
規
定
に

適
合
し
な
い
。

⑥
そ
の
他
地
方
の
人
口
・
計
画
出
産
法
規

の
規
定
に
適
合
し
な
い
出
産
行
為
を
し
た
者
、

と
さ
れ
る
。
特
に
⑤
は
新
し
く
注
目
さ
れ
る

対
象
項
目
で
あ
る
。

計
画
出
産
活
動
に
お
け
る
職
権
の
乱
用
、

違
法
な
行
為
を
禁
止
し
、
強
制
的
に
命
令
し

大
衆
の
合
法
的
権
益
を
侵
す
こ
と
を
許
さ
な

い
と
も
あ
る
。
こ
れ
は
「
条
件
に
反
す
る
出

産
は
、
社
会
の
公
共
資
産
の
侵
奪
で
あ
り
超

過
出
産
者
は
社
会
に
対
し
て
経
済
的
補
償
を

行
う
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
当
局
の
理
念
か

ら
き
て
い
る
。
低
出
生
率
で
悩
む
日
本
の
出

産
援
助
と
は
ま
さ
に
逆
の
考
え
方
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
新
法
は
人
口
抑
制
の
面

だ
け
を
徹
底
し
て
厳
密
化
し
た
わ
け
で
は
な

い
。
「
女
児
を
出
産
し
た
女
性
や
子
供
を
生
め

な
い
女
性
に
対
す
る
差
別
、
虐
待
を
禁
ず
る
。

ま
た
女
児
の
差
別
、
虐
待
、
遺
棄
を
禁
ず
る
」

（
第
二
二
条
）
、
「
超
音
波
技
術
や
そ
の
他
の
技

術
手
段
を
用
い
た
医
学
的
に
必
要
と
さ
れ
な

い
胎
児
性
別
判
定
の
実
施
を
厳
禁
ず
る
。
ま

た
医
学
的
に
必
要
と
さ
れ
な
い
性
別
選
択
に

よ
る
人
工
妊
娠
中
絶
を
厳
禁
ず
る
」
（
第
三
五

条
）
な
ど
、
明
文
化
し
た
こ
と
か
ら
、
抑
制

策
に
よ
っ
て
生
じ
た
男
女
比
の
不
均
衡
な
ど

の
新
た
な
問
題
に
、
政
府
が
真
剣
に
取
り
組

む
姿
勢
で
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
．
ま
た

様
々
な
条
件
を
よ
り
厳
密
化
し
た
こ
と
自
体
、

法
の
抜
け
道
を
で
き
る
か
ぎ
り
減
ら
し
、
出

産
を
め
ぐ
る
環
境
を
よ
り
平
等
に
し
よ
う
と

い
う
動
き
ま
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
人
口
問
題
と
は
数
だ
け
の
問
題

で
は
な
く
、
資
質
（
優
生
）
、
移
動
分
布
、
産

業
別
人
口
、
教
育
水
準
、
年
齢
構
造
な
ど
実

に
多
面
的
で
あ
る
。
「
数
」
の
上
で
の
人
口
問

題
だ
け
で
な
く
、
都
市
・
農
村
の
二
元
論
的
、

身
分
制
的
戸
祷
改
革
の
問
題
に
も
直
面
し
て

い
る
の
が
中
国
の
人
口
問
題
の
現
状
で
あ
る
。

ま
た
世
界
最
大
の
人
口
を
有
す
る
中
国
の

問
題
が
、
世
界
の
課
題
で
あ
る
地
球
環
境
の

動
向
に
与
え
る
影
響
は
は
か
り
し
れ
な
い
。

中
国
一
国
の
問
題
と
し
て
も
、
本
格
的
な
高

齢
化
が
始
ま
る
前
に
、
人
口
を
抑
制
し
つ
つ
、

さ
ら
な
る
経
済
の
発
展
を
遂
げ
、
少
し
で
も

豊
か
に
な
っ
た
後
、
他
の
先
進
諸
国
と
同
様

の
高
齢
化
と
い
う
難
題
に
取
り
組
み
、
少
し

で
も
柔
軟
な
着
実
を
め
ざ
し
た
い
と
い
う
思

惑
も
あ
る
。
中
国
は
「
一
人
っ
子
政
策
」
を

な
お
続
け
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
覚
悟
を
今

回
の
新
法
施
行
は
示
し
て
い
る
。詞
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現地で作られた手編み

の肩掛け。糸は手紡ぎ

のエリ蚕糸

筆
者
ら
は
『
人
口
と
開
発
』
に
お
い
て
、

過
去
に
二
回
ほ
ど
論
文
投
稿
の
機
会
を
頂
い

た
。
第
一
の
も
の
は
二
十
一
世
紀
に
向
け
た

提
言
と
し
て
「
米
と
絹
の
文
化
の
見
直
し
に

よ
る
食
糧
不
足
の
解
消
と
貧
困
の
解
消
」
二

九
九
六
年
夏
季
号
地
五
十
六
）
、
そ
し
て
、
第

二
の
も
の
は
「
発
展
途
上
国
の
経
済
開
発
は

い
か
に
あ
る
べ
き
か
」
二
九
九
九
年
春
季
号

恥
六
十
七
）
で
あ
っ
た
。
前
者
は
今
回
の
タ

①
日
本
は
得
意
な
分
野
で

国
際
協
力
を

イ
ト
ル
と
多
少
似
て
い
る
が
、
米
の
消
費
量

が
漸
減
す
る
中
で
日
本
の
方
々
に
米
文
化
の

利
点
を
述
べ
る
と
共
に
、
発
展
途
上
地
域
へ

の
麦
文
化
の
拡
大
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
も
の

で
あ
る
。
発
展
途
上
国
の
多
く
は
熱
帯
地
域

に
属
し
て
い
る
が
、
麦
の
栽
培
は
冷
涼
少
雨

の
地
域
が
適
し
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
文
化
の

主
体
で
も
あ
る
麦
文
化
の
導
入
を
積
極
的
に

進
め
れ
ば
、
自
国
で
は
供
給
で
き
な
い
た
め

輸
入
依
存
度
が
高
ま
り
、
外
貨
事
情
を
悪
化

さ
せ
、
経
済
的
テ
イ
ク
オ
フ
を
よ
り
困
難
な

も
の
と
す
る
。
か
つ
、
麦
文
化
に
必
然
的
な

の

食 蜜
スニーＺ

】ﾉﾆﾆ

角
的
剰
鯛
電

糧
問
題
鰺
鱸
籟

ミ
ル
ク
や
肉
食
依
存
度
の
高
ま
り
は
環
境
へ

の
負
荷
の
大
き
な
生
活
様
式
を
形
成
す
る
要

因
と
な
り
、
人
口
の
多
い
地
域
で
さ
ら
な
る

環
境
へ
の
負
荷
が
高
ま
れ
ば
、
持
続
可
能
性

は
根
本
か
ら
瓦
解
す
る
。

絹
に
つ
い
て
は
、
今
回
記
述
す
る
内
容
の

基
礎
的
な
分
野
の
記
述
で
あ
る
。
米
と
絹
は

日
本
文
化
の
基
盤
を
支
え
て
き
た
二
大
要
素

で
あ
り
、
日
本
が
世
界
で
最
も
得
意
と
す
る

も
の
で
、
私
た
ち
日
本
人
は
多
く
の
も
の
を

持
ち
合
わ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
は

物
ま
ね
で
は
な
く
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
に

鰯

］
圧
遅
令

霧
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昆虫の多角的利用で貧困・食糧問題の解消を

②
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

教
え
子
と
一
緒
に

第
一
一
の
も
の
は
筆
者
が
ブ
ラ
ジ
ル
北
東
部
、

ネ
パ
ー
ル
、
タ
イ
北
東
部
で
行
っ
て
き
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
経
験
し
た
こ
と
を
ま
と
め
上

富
み
、
多
く
の
汎
用
性
を
持
ち
、
多
方
面
に

利
用
可
能
で
あ
る
。
日
本
は
絹
を
通
し
て
豊

か
な
国
へ
の
仲
間
入
り
を
果
た
す
こ
と
が
出

来
た
と
い
っ
て
も
決
し
て
過
言
で
は
な
い
。

箱
も
の
を
作
る
ひ
も
付
き
の
援
助
協
力
で
な

く
、
日
本
が
自
身
で
経
験
し
て
き
た
こ
と
を

と
も
に
発
展
途
上
地
域
の
方
々
に
、
援
助
の

手
を
差
し
伸
べ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
し
た

の
が
、
第
一
の
論
文
の
趣
旨
で
あ
っ
た
。

●吉田昭彦(よしだ．あきひこ）
1943年中国撫11項生まれ医学博士

<現職>ワールド・ゲリーンクラブ代表

ＮＰＯ2050テクニカル,アドバイ

ザー

<最終学歴>大阪市立大学大学院エ学研究

科博士課程(単位修得退学）

<職歴>産能短期大学教授、

<主な著書）『アマゾンで考えた私の環境

貢献｣東洋経済新報社1993年『シ

ルク革命』ミオシン出版1997年

『ブラジルノルデステの総合農業開

発とアマゾン熱帯雨林破壊に対す

る抜本的対策』1992年日経サイエ

ンス(２１世紀地球賞受賞）

他多数

げ
た
も
の
で
あ
る
。
私
的
に
な
っ

て
真
に
恐
縮
で
あ
る
が
、
私
が
実

施
し
て
き
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
多

く
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て

い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
違
い
に

つ
い
て
少
し
ご
紹
介
す
る
こ
と
に

す
る
。

私
の
実
施
し
て
き
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
す
べ
て
私
の
大
学
時
代
の

教
え
子
さ
ん
と
一
緒
に
進
め
て
き

た
こ
と
に
そ
の
特
徴
が
あ
る
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
は
大
学
に
お

け
る
実
習
時
間
の
延
長
の
よ
う
な

も
の
で
あ
っ
た
が
、
彼
ら
も
現
地

の
経
営
者
で
あ
り
、
意
見
を
明
確

に
主
張
し
て
く
る
。
し
か
し
、
普

し
か
し
、
普

段
か
ら
意
思

の
疎
通
は
十

分
に
取
れ
て
い
て
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に

関
係
し
な
い
分
野
で
は

意
見
が
食
い
違
う
こ
と

は
な
く
、
信
頼
関
係
は

十
分
に
取
れ
て
い
た
。

そ
の
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ

開)駅Ｗ(i)王賃
ザ

ノッィ歴jt)iVl歴)`（

霞椰笈iＭ（

…
：

ク
ト
の
現
場
で
、
意
見
や
考
え
方
に
食
い
違

い
が
見
ら
れ
た
と
き
な
ど
は
、
若
か
っ
た
こ

と
も
あ
る
が
、
親
御
さ
ん
等
を
入
れ
な
が
ら

か
な
り
激
し
い
言
動
が
行
き
交
っ
た
こ
と
も

し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
は

マ
ス
コ
ミ
等
で
知
ら
さ
れ
る
内
実
と
は
違
っ

た
現
地
の
方
の
本
音
を
知
り
う
る
良
い
機
会

…
…

！

』!j雲蕊
筆者のフィリピンプロジェクトを示すポスターと筆者
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タ
イ
北
東
部
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施

に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
た
時
の
こ

と
で
あ
る
。
教
え
子
は
特
殊
自
動
車
の
組
み

立
て
会
社
等
を
多
角
的
に
経
営
し
て
い
た
が
、

株
の
運
用
も
か
な
り
の
量
に
な
っ
て
い
た
。

当
時
、
タ
イ
は
バ
ブ
ル
経
済
が
進
行
中
で
あ

り
、
バ
ン
コ
ク
か
ら
の
乗
り
継
ぎ
用
に
利
用

す
る
空
港
に
隣
接
す
る
ホ
テ
ル
の
ビ
ー
ル
の

価
格
が
日
本
並
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が

付
き
、
株
取
引
に
は
厳
重
に
注
意
を
す
る
よ

う
に
促
し
、
素
早
い
売
却
を
勧
め
た
。
彼
は

日
本
の
バ
ブ
ル
期
に
留
学
生
と
し
て
日
本
に

滞
在
し
て
い
た
学
生
で
あ
っ
た
の
で
、
バ
ブ

ル
経
済
の
怖
さ
を
経
営
者
と
し
て
実
感
し
て

い
た
。
私
の
忠
告
を
聞
き
入
れ
た
わ
け
で
は

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
彼
は
持
っ
て
い
た

株
を
す
ぐ
に
売
却
し
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
の

直
後
に
、
タ
イ
で
は
金
融
ク
ラ
ッ
シ
ュ
が
発

生
し
た
。
’
九
九
七
年
七
月
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

で
も
あ
っ
た
。

③
タ
イ
も
バ
ブ
ル
経
済

を
経
験

④
意
外
に
元
気
な

農
村
の
暮
ら
し

タ
イ
北
東
部
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
は
タ

イ
金
融
崩
壊
後
の
こ
と
で
あ
り
、
タ
イ
の
経

済
は
最
悪
期
を
迎
え
て
い
た
。
貧
し
い
は
ず

の
北
東
部
か
ら
バ
ン
コ
ク
へ
出
稼
ぎ
に
出
か

け
て
い
た
も
の
も
、
バ
ン
コ
ク
で
は
食
え
ず
、

「
出
戻
り
出
稼
ぎ
が
」
目
立
つ
ほ
ど
で
も
あ
っ

た
。
北
東
部
は
面
積
こ
そ
大
き
い
も
の
の
、

地
味
は
悪
く
、
産
業
の
主
体
は
農
業
で
あ
り

な
が
ら
、
バ
ン
コ
ク
か
ら
古
都
ア
ュ
タ
ヤ
に

か
け
て
の
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
川
流
域
の
よ
う
な

生
産
性
の
高
い
米
作
は
出
来
ず
、
キ
ャ
ッ
サ

バ
や
サ
ト
ウ
キ
ビ
に
依
存
し
た
収
益
性
の
低

い
農
業
と
な
っ
て
い
る
。
北
東
部
は
私
ど
も

外
国
人
に
は
エ
ス
ニ
ッ
ク
で
大
変
気
持
ち
の

よ
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
タ
イ
で
は
「
貧
困

地
域
の
北
東
部
」
（
イ
サ
ー
ン
）
と
し
て
、
お

荷
物
扱
い
に
さ
れ
て
い
る
。

キ
ャ
ッ
サ
バ
が
多
い
こ
と
に
眼
を
つ
け
て

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
な
が
ら
得
ら
れ
た

こ
と
は
、
タ
イ
の
経
済
は
金
融
ク
ラ
ッ
シ
ュ

の
中
に
あ
り
な
が
ら
も
、
北
東
部
は
バ
ン
。

ク
ほ
ど
そ
の
影
響
を
受
け
ず
、
人
々
は
平
静

を
装
っ
て
生
活
し
て
い
た
。
教
え
子
か
ら
の

報
告
で
は
、
タ
イ
・
バ
ー
ツ
が
暴
落
し
た
た

め
、
輸
出
産
業
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
や
キ
ャ
ッ
サ

バ
は
好
調
で
、
｜
般
の
人
々
の
生
活
は
バ
ブ

ル
崩
壊
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
な
い
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
影
響
を
強
く
受
け
た
の
は

金
持
ち
階
級
だ
け
で
、
農
家
は
逆
に
収
入
は

増
え
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
こ
と
の

内
容
を
書
き
記
し
た
の
が
第
二
の
も
の
で
「
開

発
途
上
国
の
経
済
開
発
は
い
か
に
あ
る
べ
き

か
」
で
あ
っ
た
。
詳
し
く
は
そ
ち
ら
を
参
考

に
し
て
頂
き
た
い
。

⑤
タ
イ
は
安
定
、
そ
し
て
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
政
権
崩
壊

タ
イ
北
東
部
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
始
さ

れ
た
の
で
あ
る
が
、
一
九
九
八
年
五
月
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
で
は
長
ら
く
続
い
た
ス
ハ
ル
ト
政

権
が
崩
壊
し
た
。
タ
イ
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と

の
大
き
な
違
い
は
タ
イ
の
場
合
、
米
を
中
心

と
し
た
食
糧
の
大
量
輸
出
国
で
あ
る
の
に
対

し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
食
糧
の
輸
入
国
の
違

い
で
あ
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
食
糧
輸
入
で
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昆虫の多角的利用で貧困・食糧問題の解消を

気
が
か
り
な
こ
と
は
小
麦
輸
入
の
急
増
で
あ

る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
赤
道
直
下
に
位
置

す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
小
麦
の
生
産
は
難

し
く
、
輸
入
は
恒
常
的
と
な
る
。
ま
た
、
米

の
輸
入
量
も
漸
増
し
て
い
る
。

貧
困
が
進
む
発
展
途
上
国
で
は
、
貧
困
解

消
の
た
め
に
も
経
済
的
な
テ
イ
ク
オ
フ
は
必

須
条
件
で
あ
る
が
、
政
情
の
不
安
は
経
済
的

な
テ
イ
ク
オ
フ
に
対
す
る
大
き
な
阻
害
要
因

と
な
る
の
で
、
政
情
不
安
を
取
り
除
く
こ
と

は
最
大
の
懸
案
事
項
で
あ
る
。
「
下
部
構
造
が

上
部
構
造
を
決
定
す
る
」
で
は
な
い
が
、
下

部
構
造
で
あ
る
一
般
大
衆
の
日
常
の
生
活
を

不
安
に
至
ら
し
め
る
最
大
の
要
因
は
食
糧
不

足
で
あ
る
。

食
糧
輸
入
国
で
政
情
不
安
が
一
度
発
生
し

た
場
合
、
食
糧
の
確
保
を
さ
ら
に
困
難
に
す

る
要
因
が
あ
る
。
そ
れ
は
通
貨
の
下
落
で
あ

る
。
事
実
、
ス
ハ
ル
ト
政
権
崩
壊
前
政
情
不

安
に
よ
り
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ル
ピ
ア
は
暴
落
し

た
。
そ
の
結
果
、
輸
入
穀
物
の
価
格
は
暴
騰

し
た
。
ジ
ャ
カ
ル
タ
な
ど
の
人
口
が
集
中
す

る
都
市
生
活
と
し
て
の
貧
困
層
は
食
糧
の
確

保
が
よ
り
一
層
困
難
と
な
り
、
不
満
は
一
気

に
爆
発
し
、
商
店
へ
の
略
奪
行
為
等
が
頻
発

し
、
政
情
不
安
を
さ
ら
に
助
長
す
る
悪
循
環

が
形
成
さ
れ
た
。
｜
方
、
農
村
で
は
、
バ
ナ

ナ
や
キ
ャ
ッ
サ
バ
は
豊
富
に
あ
り
、
食
糧
不

足
に
陥
る
こ
と
は
な
く
、
通
貨
下
落
の
影
響

を
強
く
受
け
な
い
。
し
か
し
、
逆
に
食
糧
輸

出
国
で
あ
る
な
ら
ば
、
自
国
の
通
貨
下
落
は

収
入
増
と
な
っ
て
農
村
地
域
を
潤
す
こ
と
に

な
る
。
ま
さ
に
、
タ
イ
北
東
部
の
状
況
は
こ

れ
で
あ
っ
た
。

一
九
九
七
年
の
時
は
タ
イ
を
契
機
に
金
融

ク
ラ
ッ
シ
ュ
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
と
波
及
し

た
が
、
現
在
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
を
中
心
と
し

て
南
米
で
、
再
び
金
融
不
安
が
く
す
ぶ
り
始

め
て
い
る
。
一
九
九
七
年
以
降
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
経
済
は
停
滞
が
続
き
、
さ
ら
に
こ
の
度
の

バ
リ
島
で
の
テ
ロ
事
件
に
よ
り
、
外
貨
収
入

で
は
大
き
な
収
入
源
と
な
っ
て
い
る
観
光
収

入
の
激
減
が
必
至
の
情
勢
で
、
政
情
不
安
と

共
に
再
び
金
融
不
安
に
見
舞
わ
れ
る
可
能
性

は
決
し
て
杷
憂
で
は
す
ま
さ
れ
な
い
。
今
後

の
発
展
途
上
地
域
の
開
発
は
金
融
不
安
を
招

き
に
く
い
形
で
開
発
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
一
つ
の
手
本
は
タ
イ
に
あ
り
、
食
糧
自

給
を
し
っ
か
り
確
保
す
る
こ
と
で
あ
る
。
タ

イ
で
は
、
日
本
と
同
様
に
、
不
良
債
権
の
処

発
展
途
上
国
で
は
売
れ
る
も
の
が
少
な
い

か
ら
、
買
え
る
も
の
も
少
な
く
、
も
の
不
足

に
陥
り
貧
し
く
な
る
。
し
か
し
、
貧
し
く
と

も
自
給
が
出
来
て
い
れ
ば
、
買
う
必
要
は
な

く
、
ま
た
も
の
不
足
に
も
陥
ら
ず
、
貧
し
さ

は
発
生
し
な
ぃ
も
の
に
あ
ふ
れ
返
る
日
本

で
は
、
食
糧
不
足
な
ど
は
と
て
も
実
感
で
き

る
も
の
で
は
な
い
が
、
戦
後
ま
も
な
く
の
頃

に
日
本
で
も
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
食
糧
不
足

は
多
く
の
人
身
を
惑
わ
せ
、
不
安
に
陥
れ
る

の
で
、
食
糧
不
足
だ
け
は
絶
対
に
発
生
さ
せ

て
は
な
ら
な
い
。
一
度
輸
入
国
に
陥
る
と
、

回
復
は
難
し
く
、
輸
入
は
恒
常
的
と
な
り
、

経
常
収
支
は
悪
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
，
そ
れ

は
経
済
的
な
テ
イ
ク
オ
フ
の
阻
害
要
因
と
も

な
っ
て
、
貧
困
か
ら
の
脱
却
の
道
は
恒
久
的

に
閉
ざ
さ
れ
る
。
食
糧
に
問
題
に
対
し
て
、

理
は
遅
々
と
し
て
進
ん
で
い
な
い
が
、
外
貨

事
情
が
直
接
食
糧
問
題
に
波
及
す
る
こ
と
は

な
く
、
食
糧
問
題
か
ら
派
生
す
る
社
会
的
な

不
安
は
発
生
し
て
い
な
い
。

⑥
イ
サ
ー
ン
か
ら
経
済
開
発
の

あ
り
方
を
学
ぶ
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絹
と
言
う
と
、
日
本
の
一
般
の
方
は
は
ま

ず
間
違
い
な
く
生
糸
・
カ
イ
コ
・
ク
ワ
の
一

連
の
流
れ
を
連
想
す
る
。
そ
の
た
め
、
絹
の

話
を
持
ち
出
す
と
、
そ
れ
は
条
件
反
射
の
よ

う
に
「
生
糸
は
、
カ
イ
コ
は
、
ク
ワ
は
」
と

話
の
相
槌
を
打
っ
て
私
の
話
を
支
援
し
て
く

れ
る
の
は
大
変
嬉
し
い
の
で
あ
る
が
、
私
た

ち
が
考
え
て
い
る
養
蚕
は
四
○
○
○
年
の
歴

史
を
持
つ
カ
イ
コ
に
よ
る
養
蚕
と
は
本
質
的

に
異
な
り
、
生
糸
を
と
る
こ
と
に
最
初
か
ら

固
執
し
な
い
こ
と
に
特
質
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
生
糸
の
説
明
か
ら
始
め
る
必

要
が
あ
り
、
つ
い
長
い
話
と
な
っ
て
し
ま
う
。

し
か
し
、
こ
の
点
は
非
常
に
重
要
で
あ
り
、

こ
の
話
が
理
解
で
き
な
い
と
当
論
稿
の
主
題

で
あ
る
「
昆
虫
の
多
角
的
利
用
」
は
理
解
不

能
に
陥
る
。
養
蚕
に
詳
し
い
方
に
カ
イ
コ
を

ア
メ
リ
カ
は
発
展
途
上
国
に
Ｗ
Ｔ
Ｏ
を
突
き

つ
け
て
い
る
が
、
発
展
途
上
国
の
貧
困
解
消

に
は
食
糧
の
自
給
が
先
決
で
あ
り
、
そ
れ
を

阻
害
す
る
と
は
言
語
道
断
と
も
言
え
る
話
で
、

断
じ
て
受
け
入
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

⑦
新
し
い
形
態
の
養
蚕
と
は

絹
の
良
さ
に
は
生
糸
の
良
さ
も
あ
る
が
、

そ
れ
以
上
の
良
さ
は
進
化
の
過
程
で
形
成
さ

れ
続
け
て
き
た
繭
の
持
つ
「
蝿
を
守
る
」
特

質
で
あ
る
。
陸
上
動
物
で
最
も
古
い
動
物
（
昆

虫
）
を
今
日
ま
で
存
続
さ
せ
続
け
た
進
化
の

賜
物
と
し
て
の
「
蛸
を
守
る
」
特
質
の
方
が

衣
料
素
材
と
し
て
は
生
糸
の
良
さ
よ
り
上
で

あ
り
、
そ
の
特
質
を
優
先
し
、
生
糸
に
固
執

す
る
こ
と
な
く
す
べ
て
無
駄
な
く
紡
ぎ
用
の

繭
と
し
て
利
用
す
べ
き
で
あ
る
と
言
う
考
え

方
が
「
新
し
い
形
態
の
養
蚕
」
の
基
盤
を
な

し
て
い
る
。
蝿
を
私
た
ち
の
体
と
見
立
て
れ

ば
、
「
進
化
の
賜
物
」
で
体
を
守
る
の
で
あ
る

か
ら
、
こ
れ
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
自
然
の
衣
料

ト
リ
の
餌
に
す
る
な
ど
と
持
ち
か
け
れ
ば
、

禁
句
に
も
近
い
話
で
会
話
な
ど
成
り
立
つ
も

の
で
は
な
い
。
ま
た
、
生
糸
で
は
、
蝿
が
繭

を
食
い
破
っ
て
羽
化
し
た
後
の
繭
（
出
殻
繭
）

か
ら
は
生
糸
を
取
り
出
す
こ
と
は
出
来
ず
、

出
殼
繭
の
利
用
は
生
糸
の
話
か
ら
は
ず
さ
れ

る
。⑧
理
念
は
進
化
の

賜
物
を
大
切
に

生
糸
に
固
執
し
な
い
理
由
は
も
う
一
つ
あ

る
。
生
糸
を
目
指
し
た
養
蚕
は
カ
イ
コ
と
ク

ワ
に
制
限
さ
れ
る
た
め
、
本
来
温
帯
地
域
の

生
き
物
で
あ
る
カ
イ
コ
や
ク
ワ
の
飼
育
や
栽

培
は
熱
帯
地
域
に
は
適
さ
ず
、
発
展
途
上
地

域
の
貧
困
解
消
を
目
的
と
し
た
産
業
と
し
て

は
適
応
性
が
低
い
。
し
か
し
、
熱
帯
に
は
繭

を
作
り
出
す
絹
糸
虫
は
多
く
存
在
し
、
し
か

も
繭
の
「
蝿
を
守
る
」
特
質
に
は
普
遍
性
が

あ
り
、
紡
ぎ
糸
用
と
し
て
は
使
用
可
能
で
あ

る
。
こ
こ
に
「
新
し
い
形
態
の
養
蚕
」
の
意

義
が
あ
る
と
言
え
る
。

素
材
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
繭
を
作

る
昆
虫
は
森
の
生
物
で
あ
る
が
、
人
類
も
森

を
生
活
の
ニ
ッ
チ
と
し
て
進
化
し
て
き
た
も

の
で
あ
り
、
相
性
の
良
さ
は
保
証
さ
れ
て
い

る
と
言
え
る
。

⑩
聞
く
耳
を
持
た
な
い
方
々

さ
ら
に
、
産
業
と
し
て
の
重
要
な
視
点
が

⑨
新
し
い
形
態
の

養
蚕
の
意
義
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昆虫の多角的利用で貧困・食糧問題の解消を

あ
る
。
そ
れ
は
生
糸
産
業
の
生
産
性
の
低
さ

か
ら
く
る
価
格
の
高
さ
と
、
汎
用
性
の
狭
さ

で
あ
る
。
紡
ぎ
糸
で
あ
る
な
ら
ば
綿
糸
・
毛

糸
（
羊
毛
）
の
す
べ
て
の
代
替
は
可
能
で
あ

り
、
価
格
が
安
け
れ
ば
市
場
の
拡
大
は
可
能

で
あ
る
。
し
か
し
、
生
糸
の
市
場
は
上
記
の

要
因
に
よ
り
、
’
九
九
五
年
以
降
、
飽
和
状

態
に
達
し
、
最
大
の
生
産
国
で
あ
る
中
国
で

は
生
産
制
限
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
、

発
展
途
上
地
域
で
養
蚕
に
成
功
し
た
と
し
て

も
、
質
の
良
さ
・
価
格
の
両
面
で
中
国
産
に

打
ち
勝
つ
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
く
、

販
売
す
る
こ
と
は
、
実
の
と
こ
ろ
生
産
す
る

以
上
に
難
し
く
、
振
興
す
べ
き
産
業
と
し
て

は
適
切
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
こ
と
は
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
や
外
務
省
の
関
係
者
に
何
度
説
明
し
て

も
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け
ず
、
相
変
わ
ら
ず

カ
イ
コ
に
よ
る
養
蚕
を
推
薦
・
実
施
し
て
い

る
。
真
に
遺
憾
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
援
助

姿
勢
で
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
使
い
勝
手
が
有
効
に
進

ま
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
中
に
は
「
私
た

ち
は
技
術
援
助
で
す
の
で
、
販
売
の
こ
と
は

考
え
て
お
り
ま
せ
ん
」
と
真
顔
で
答
え
ら
れ

る
方
も
多
く
見
ら
れ
、
呆
れ
て
二
の
句
が
告

げ
な
い
限
り
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
注
目
す
べ
き
は
生
糸
に
固
執

し
な
い
と
な
る
と
、
生
産
性
を
著
し
く
高
め

る
こ
と
が
出
来
る
。
第
一
は
出
殻
繭
を
利
用

す
る
た
め
、
細
か
い
維
持
・
管
理
が
軽
減
さ

れ
る
。
生
糸
の
場
合
、
傷
つ
い
た
繭
の
商
品

価
値
は
著
し
く
低
下
す
る
が
、
「
新
し
い
形
態

の
養
蚕
」
で
は
最
初
か
ら
ク
ズ
繭
を
取
る
こ

と
に
目
標
を
定
め
て
い
る
の
で
、
ク
ズ
は
発

生
し
な
い
。
最
終
脱
皮
し
た
五
令
期
頃
の
食

欲
は
旺
盛
で
、
餌
の
供
給
等
に
労
働
力
が
集

中
す
る
が
、
労
働
力
の
分
散
の
た
め
産
卵
時

期
を
少
し
ず
つ
遅
ら
せ
、
卵
か
ら
成
虫
ま
で

同
時
に
飼
育
す
れ
ば
、
労
働
力
を
平
準
化
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
生
糸
生
産
で
は
考

え
ら
れ
な
い
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
ま
た
、
毎

日
、
繭
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
一
方
で
、

毎
日
、
卵
も
確
保
可
能
と
な
り
、
各
作
業
現

場
を
専
任
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
、
技
術
の
習

得
は
短
期
に
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

う
し
た
現
場
が
形
成
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
農

業
と
言
う
よ
り
、
工
業
の
生
産
現
場
の
考
え

方
が
有
効
と
な
る
。
そ
の
結
果
、
一
次
産
業

⑪
養
蚕
か
ら
ア
グ
ロ
・
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
ー
へ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
を
通
じ
て
実
感
し

た
こ
と
は
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性
を
従

業
員
に
徹
底
さ
せ
る
こ
と
の
難
し
さ
で
あ
っ

た
。
私
の
所
属
し
て
い
た
大
学
は
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
専
門
と
す
る
大
学
で
あ
り
、
教
え
子

さ
ん
は
こ
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
た
の
で

は
あ
る
が
、
彼
ら
も
か
な
り
苦
労
し
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
ら
は
心
得
た
も

の
で
、
現
地
の
慣
習
の
も
と
で
上
手
に
使
用

し
て
い
た
。
現
場
で
、
私
が
も
し
、
彼
ら
と

同
じ
こ
と
を
し
た
時
に
は
国
際
的
な
軋
礫
も

生
じ
か
ね
な
い
こ
と
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た

が
、
そ
れ
は
お
互
い
同
じ
文
化
の
中
で
暮
ら

す
同
士
で
あ
り
、
軋
礫
解
消
の
術
は
心
得
て

い
た
。

で
あ
り
な
が
ら
、
極
め
て
生
産
性
の
高
い
産

業
に
育
て
上
げ
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
そ

の
存
在
は
ア
グ
ロ
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
に
近

い
も
の
で
、
よ
り
安
定
し
た
雇
用
の
機
会
が

確
保
さ
れ
る
。

⑫
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は

現
地
の
方
に
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そ
れ
ま
で
出
版
・
啓
発
活
動
に
重
点
を
お

い
て
活
動
を
し
て
い
た
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
二
○
五
○
」

に
対
し
て
、
行
動
す
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
二
○
五
○
」

と
し
て
の
私
の
提
言
が
受
け
入
れ
ら
れ
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
パ
ラ
ワ
ン
島
で
「
新
し
い
形
態
の

養
蚕
」
が
開
始
さ
れ
た
の
は
、
二
○
○
○
年

の
九
月
か
ら
で
あ
っ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
私
と
し
て
の
初
め
て
の
経
験

は
、
こ
の
度
は
片
腕
と
し
て
の
教
え
子
が
い

な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
私
の
実
力
の
ほ
ど
を

試
さ
れ
た
感
じ
も
あ
る
が
、
出
来
栄
え
は
現

在
の
と
こ
ろ
四
○
点
で
あ
り
、
私
と
し
て
は

厳
し
い
現
状
と
考
え
て
い
る
。

⑬
行
動
す
る
二
○
五
○
と
し
て
⑭
四
十
五
日
毎
に

フ
ィ
リ
ピ
ン
へ

｜
Ｃ
Ｏ
倍
増
に

l1Mgii鱒議潔蝋

手前で葉を手にしている女性はプロジェ

クト・リーダーで､アメリカからのボラ

ンティアに養蚕を説明しているところ

パ
ラ
ワ
ン
島
は
北
緯
一
○
度
に
位
置
し
、

南
東
か
ら
北
西
に
向
け
て
細
長
く
、
南
シ
ナ

海
に
面
し
た
島
で
あ
る
。
最
高
気
温
は
三
十

五
～
三
十
七
℃
、
最
低
気
温
は
十
八
℃
位
で
、

四
方
を
囲
む
海
面
温
度
は
二
十
五
～
二
十
七

℃
で
あ
る
た
め
、
気
温
の
変
化
が
少
な
く
、

エ
リ
蚕
の
飼
育
に
は
最
適
で
あ
る
。
ま
た
、

雨
も
多
く
餌
と
す
る
ヒ
マ
や
キ
ャ
ッ
サ
バ
の

栽
培
に
も
適
し
て
い
る
。
卵
か
ら
羽
化
・
交

尾
・
産
卵
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
は
四
十
一
～

四
十
五
日
で
あ
る
。
そ
の
上
、
熱
帯
産
種
で

あ
る
た
め
、
一
年
を
通
し
て
連
続
飼
育
が
可

能
で
、
一
度
の
産
卵
数
は
四
百
～
五
百
個
で

あ
る
か
ら
、
歩
留
ま
り
を
半
分
と
考
え
て
も
、

オ
ス
・
メ
ス
百
の
カ
ッ
プ
ル
が
で
き
、
四
十

五
日
毎
に
百
倍
に
増
加
す
る
。
前
述
し
た
よ

う
に
、
出
殼
繭
を
利
用
す
る
た
め
、
す
べ
て

を
羽
化
さ
せ
る
の
で
、
放
っ
て
お
け
ば
、
計

算
上
で
は
一
年
間
で
そ
の
数
は
１
億
の
１
億

倍
に
増
加
し
、
数
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
必
要

と
な
る
。

タ
イ
で
は
蝿
を
ト
リ
の
餌
と
し
て
与
え
て

い
た
が
、
蝿
を
持
っ
て
い
る
だ
け
で
も
、
シ
ャ

モ
が
集
ま
っ
て
来
る
ほ
ど
、
踊
は
良
い
餌
と

な
っ
て
い
た
。
パ
ラ
ワ
ン
島
で
シ
ャ
モ
の
飼

育
が
盛
ん
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
の
は
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
て
か
ら
、
間
も
な
い
時

の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
タ
イ
で
は
す
べ
て
の

実
験
は
完
了
し
て
い
た
の
で
、
シ
ャ
モ
の
飼

育
に
は
心
配
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
技
術
移

転
も
割
合
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
だ
。
し
か
し
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
有
能
な
人
材
が

な
く
、
エ
リ
蚕
の
組
織
だ
っ
た
養
蚕
は
進
ん

で
い
な
い
が
、
バ
ラ
ワ
ン
で
の
事
前
調
査
は

す
べ
て
済
み
、
目
下
本
格
的
な
取
り
組
み
に

向
け
て
、
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
と
一
緒
に
行
動

す
る
算
段
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

⑯
ニ
ッ
ト
の
編
物
が

養
蚕
よ
り
先
に

養
蚕
を
主
体
に
し
て
い
る
こ
と
の
目
的
は

女
性
に
適
し
た
雇
用
の
創
出
で
あ
る
が
、
北

⑮
エ
リ
蚕
の
蝿
で

シ
ャ
モ
の
飼
育
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昆虫の多角的利用で貧困・食糧問題の解消を

谷
昭
子
氏
を
中
心
と
し
て
手
紡
ぎ
糸
を
も
と

に
手
編
み
ニ
ッ
ト
）
部
門
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
も
実
施
中
で
あ
る
。
女
性
に
は
こ
の
部
門

の
人
気
は
非
常
に
高
い
。
熱
心
な
女
性
も
多

く
、
技
術
的
な
向
上
に
は
素
晴
ら
し
い
も
の

は
あ
る
が
、
販
売
可
能
な
も
の
と
す
る
に
は

品
質
管
理
等
の
多
く
の
問
題
が
控
え
て
い
る
。

養
蚕
の
遅
れ
を
心
配
す
る
方
も
お
ら
れ
る
が
、

こ
れ
は
技
術
的
に
ク
リ
ア
ー
し
て
お
り
、
心

配
は
な
い
。
し
か
し
、
日
本
の
消
費
者
に
向

け
た
最
終
製
品
に
係
わ
る
と
こ
ろ
の
問
題
は

実
に
難
し
い
。

⑰
忙
中
に
閑
あ
り
が
大
き
な
発
見

パ
ラ
ワ
ン
で
の
仕
事
は
こ
の
一
年
間
、
忙

かつて養蚕を実施していた福島在住の

渡辺さんが現地視察団の女性に養蚕を

説明しているところ

中
に
閑
あ
り
の
状
態
で
あ
っ
た
が
、
ア
ジ
ア

開
発
銀
行
等
と
一
緒
に
実
施
す
る
大
き
な
自

身
を
持
ち
得
た
こ
と
は
考
え
方
の
指
針
と
な

る
あ
る
発
見
で
あ
る
。
そ
れ
は
昆
虫
の
利
用

に
よ
る
蛋
白
源
確
保
の
道
で
あ
っ
た
。
今
日

の
三
大
蛋
白
源
は
ウ
シ
・
ブ
タ
・
ト
リ
で
あ

る
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
恒
温
動
物
で
あ
り
、

食
べ
た
も
の
は
体
温
維
持
に
そ
の
多
く
が
消

費
さ
れ
る
。
し
か
し
、
昆
虫
は
変
温
動
物
で

あ
り
、
体
温
維
持
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
消

費
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
極
め
て
効
率
よ
く

蛋
白
質
に
変
換
さ
れ
る
。
ま
た
、
ウ
シ
・
ブ

タ
・
卜
リ
の
よ
う
に
飼
料
用
穀
物
で
飼
育
す

る
必
要
も
な
い
。

イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
を
始
め
と
し
て
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
山
間
部
や
中
央
ア
フ
リ
カ
の
内
陸

地
域
で
は
昆
虫
食
の
習
慣
が
あ
る
。
そ
の
上
、

エ
リ
蚕
の
幼
虫
や
蝿
に
は
人
間
が
必
要
と
す

る
八
種
の
必
須
ア
ミ
ノ
酸
を
す
べ
て
持
ち
合

わ
せ
て
い
る
。
直
接
食
用
と
せ
ず
と
も
、
パ

ウ
ダ
ー
化
す
る
等
の
工
夫
に
よ
り
栄
養
添
加

剤
と
す
る
こ
と
も
出
来
る
。
ま
た
、
大
量
に

発
生
す
る
幼
虫
で
ト
リ
を
飼
育
す
る
こ
と
が

で
き
る
が
、
幼
虫
を
餌
と
す
る
こ
と
に
よ
り

飼
料
用
穀
物
の
消
費
削
減
が
可
能
と
な
る
。

⑱
食
糧
輸
入
量
が
増
大
す
る

フ
ィ
リ
ピ
ン
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

フ
ィ
リ
ピ
ン
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
緑
の

革
命
の
効
果
は
消
え
、
米
の
輸
入
量
は
漸
増

し
二
九
九
八
年
度
の
世
界
貿
易
統
計
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
、
一
位
と
三
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
同
年
の
小

麦
輸
入
量
は
三
百
四
十
四
万
ト
ン
に
達
し
い

て
い
る
。
双
方
共
に
こ
れ
以
上
食
糧
不
足
を

加
速
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
南

部
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
工
夫
す
れ
ば
、

連
続
的
に
、
か
つ
、
年
間
三
回
ほ
ど
収
穫
が

可
能
で
あ
り
、
極
め
て
高
い
生
産
性
の
も
と

で
稲
作
が
可
能
で
あ
る
。
規
模
を
大
き
く
せ

ず
、
日
本
で
用
い
ら
れ
て
い
る
耕
作
器
具
を

用
い
れ
ば
、
女
性
の
労
働
力
で
十
分
耕
作
可

能
と
な
り
、
女
性
の
一
雇
用
創
出
を
大
幅
に
喚

起
す
る
こ
と
が
川
来
る
。

⑲
新
し
い
形
態
の
養
蚕
と

日
本
式
稲
作
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

に
緊
急
援
助
を

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
世
界
最
大
の
イ
ス
ラ
ム
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国
家
で
あ
り
、
現
在
、
多
く
の
理
由
で
危
機

に
瀕
し
て
い
る
。
島
喚
が
多
く
、
民
族
の
数

は
三
百
に
達
し
、
政
治
的
な
管
理
が
大
変
難

し
い
国
家
で
あ
る
が
、
食
糧
の
増
産
や
女
性

の
雇
用
機
会
の
創
出
に
向
け
た
援
助
協
力
で

あ
る
な
ら
ば
、
ど
の
民
族
と
言
え
ど
も
反
対

の
気
持
ち
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
ス
マ
ト
ラ

島
や
ボ
ル
ネ
オ
島
に
は
数
多
く
の
河
川
に
よ

る
広
大
な
水
面
域
が
あ
り
、
こ
う
し
た
水
面

域
を
上
手
に
利
用
し
、
水
耕
栽
培
型
に
す
れ

ば
、
稲
作
は
可
能
で
あ
る
と
同
時
に
環
境
へ

の
負
荷
を
大
き
く
せ
ず
に
済
む
。
前
述
の
論

文
で
記
述
済
み
で
あ
る
が
、
従
来
方
式
の
食

糧
増
産
で
は
千
万
畑
近
く
の
熱
帯
雨
林
が
こ

の
十
年
以
内
に
伐
採
さ
れ
る
可
能
性
は
極
め

て
高
い
。
し
か
し
、
食
糧
増
産
の
た
め
と
す

る
な
ら
ば
、
誰
も
制
す
る
こ
と
は
出
来
な
い

で
あ
ろ
う
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
キ
ャ
ッ
サ
バ
の
大
生
産

国
で
あ
る
が
、
そ
の
葉
は
ほ
と
ん
ど
使
用
さ

れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
各
下
流
の
沿
岸
域
に

は
エ
リ
蚕
の
餌
に
適
し
た
ヒ
マ
は
雑
草
の
よ

う
に
自
生
し
て
い
る
の
で
、
有
機
栄
養
塩
を

多
く
含
む
水
を
利
用
し
て
ヒ
マ
の
栽
培
を
す

れ
ば
、
ヒ
マ
の
種
子
・
葉
の
採
集
が
同
時
に

収
穫
可
能
と
な
る
。
キ
ャ
ッ
サ
バ
と
ヒ
マ
の

葉
を
用
い
れ
ば
、
養
蚕
・
養
鶏
が
実
施
で
き

る
。
イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
は
、
教
義
に
よ
り
ブ

タ
を
食
べ
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、

ト
リ
の
場
合
に
は
制
限
は
な
く
、
エ
リ
蚕
に

よ
る
養
蚕
・
養
鶏
は
イ
ス
ラ
ム
文
化
圏
に
は

適
し
た
産
業
と
言
え
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
日
本
の
経
済
に
も
大
き

な
係
わ
り
を
持
っ
て
い
る
。
も
し
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
で
政
情
不
安
が
長
期
化
し
筋
さ
ら
に
、

そ
れ
が
内
乱
に
発
展
す
る
よ
う
な
こ
と
に
な

れ
ば
、
日
本
へ
の
影
響
は
甚
大
な
も
の
と
な

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
上
記
の
援
助
は
箱

も
の
中
心
の
援
助
と
違
い
必
要
と
さ
れ
る
費

用
は
け
た
違
い
に
小
さ
い
。
日
本
の
稲
・
絹

の
技
術
と
Ｏ
Ｄ
Ａ
予
算
の
一
％
も
あ
れ
ば
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
食
糧
不
足
は
三
年
以
内
に

解
消
可
能
で
あ
る
。

⑳
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
そ
し
て
ア
フ
リ
カ
へ

ア
フ
リ
カ
は
世
界
の
五
四
％
の
キ
ャ
ッ
サ

バ
を
生
産
し
て
い
る
。
特
に
、
ア
フ
リ
カ
の

中
央
部
に
位
置
す
る
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
・
コ
ン

ゴ
・
ガ
ー
ナ
・
タ
ン
ザ
ニ
ア
は
い
ず
れ
も
キ
ャ
ッ

サ
バ
の
大
生
産
国
と
な
っ
て
い
る
。
人
口
が

多
く
、
貧
困
が
進
む
こ
の
地
域
で
は
、
キ
ャ
ッ

サ
バ
を
食
べ
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
が
、
毎
年
、
多
く
の
子
供
た
ち
が
栄
養
不

良
の
た
め
死
亡
し
て
い
る
。
キ
ャ
ッ
サ
バ
は

他
の
穀
物
に
比
べ
る
と
蛋
白
質
の
含
有
量
が

少
な
く
、
死
亡
の
最
大
要
因
は
成
長
時
の
蛋

白
源
不
足
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
述
し
た
よ

う
に
キ
ャ
ッ
サ
バ
の
葉
を
用
い
れ
ば
エ
リ
養

蚕
が
実
施
で
き
、
即
刻
、
大
量
の
蛋
白
源
の

供
給
が
可
能
と
な
り
、
多
く
の
子
供
た
ち
を

救
済
す
る
こ
と
で
き
る
。
こ
の
地
域
に
は
昆

虫
食
の
習
慣
の
あ
る
地
域
も
あ
る
が
、
そ
の

よ
う
な
地
域
で
は
養
蚕
に
よ
る
昆
虫
は
清
潔

で
、
優
れ
た
食
糧
源
と
な
る
。
こ
の
未
使
用

の
ま
ま
畑
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
キ
ャ
ッ
サ
バ

の
葉
を
用
い
た
エ
リ
養
蚕
は
、
今
後
ア
フ
リ

カ
で
急
増
す
る
蛋
白
食
糧
源
需
要
に
対
し
て

は
、
即
効
性
が
あ
り
、
実
行
可
能
な
も
の
と

し
て
、
極
め
て
有
力
な
解
決
策
と
言
え
る
が
、

知
性
あ
ふ
れ
る
政
治
家
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
そ
し

て
外
務
省
の
皆
々
様
方
如
何
な
も
の
で
あ
ろ

う
か
。
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篝 ■
Ｌ
刀
冗

オベイドＵＮＦＰＡ事務局長､サラピ･アフガニスタン女性問題大臣を招いて

難
民
へ
の
家
族
計
画
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ

ブ
・
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
援
助
は
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ

の
活
動
の
中
で
比
較
的
新
し
い
分
野
で
あ
る
。

Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
は
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務

所
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）
、
国
際
家
族
計
画
連
盟
（
Ｉ

Ｐ
Ｐ
Ｆ
）
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
、
国
際
赤
十
字
な
ど
と
連

携
し
、
同
分
野
で
緊
急
援
助
の
活
動
を
実
施

し
て
い
る
。
こ
の
緊
急
援
助
は
オ
ラ
ン
ダ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
、
カ
ナ
ダ
、

チ
ェ
ュ
ド
イ
ッ
ー
イ
タ
リ
ア
、
英
国
、
米

国
、
国
連
財
団
か
ら
の
資
金
で
賄
っ
て
お
り
、

活
動
地
域
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
パ
レ
ス
チ

ト
ラ
ヤ
・
オ
ベ
イ
ド

Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
長

国
際
人
ロ
問
題
議
員
懇
談
会
は
十
月
二
円

Ｐ
Ａ
】
事
闇
ヨ
［

識
ロ
貝
△
ｚ
磑
珀
聖
不
二
会

塁
性
問
題
省
大
臣
を
沼
の
活
動
伏
況
と
ロ

一
軍
一
連
０
人
ロ
基
金

撰
呆
幻
序
盾
計
割
室
忌
巨
兄
一
父
賜

■
。

特
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
、
紛
争
後
の

復
興
を
推
進
す
る
多
く
の
活
動
を
保
健
省
、

女
性
省
、
中
央
統
計
局
と
連
携
し
実
施
し
て

い
る
。
具
体
的
に
は
人
道
的
支
援
を
は
じ
め
、

家
族
計
画
の
普
及
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
予

防
な
ど
を
中
心
と
し
た
保
健
衛
生
活
動
、
及

び
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
キ
ッ
ト
の
配
布
を

行
っ
て
い
る
。

Ｕ
Ｋ
Ｆ
Ｐ
Ａ
は
政
治
的
・
財
政
的
困
難
に

直
而
し
て
い
る
。
政
治
的
に
は
米
国
を
拠
点

ナ
、
東
チ
モ
ー
ル
、
コ
ソ
ボ
、
ボ
ス
ニ
ア
、

コ
ン
ゴ
、
シ
エ
ラ
・
レ
オ
ネ
、
ス
ー
ダ
ン
な

ど
で
あ
る
。 Ｆ
Ａ
の
引
羽
引
域
Ⅲ
恢
炉

眉
（
ぬ
厨
同
車
（
￥
卵
扉
亟
零

汰
仕
二
旧
則
埴
望
腫
『

と
し
た
家
族
計
画
・
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・

ヘ
ル
ス
に
反
対
す
る
保
守
派
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
活
動
が
活
発
化
し
、
現
在
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸

国
と
の
連
携
を
強
め
て
い
る
。
こ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

は
中
国
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
コ
ソ
ボ
、
ベ

ト
ナ
ム
、
タ
イ
な
ど
に
お
け
る
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ

の
活
動
を
非
難
し
て
い
る
。
財
政
的
に
は
米

国
の
三
千
二
百
万
ド
ル
の
拠
出
金
停
止
と
ド

イ
ツ
の
二
千
万
ド
ル
減
額
、
日
本
の
千
五
百

万
ド
ル
減
額
が
重
な
り
、
前
年
度
よ
り
も
六

千
七
百
万
ド
ル
減
額
と
な
り
非
常
に
厳
し
い

財
政
状
態
に
直
面
し
て
い
る
。
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ

と
し
て
は
人
件
費
削
減
等
に
よ
り
で
き
る
だ

け
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
支
障
の
な
い
よ
う
対
応
し

て
い
る
が
、
こ
の
ま
ま
の
財
政
状
態
が
続
く

と
来
年
度
か
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
規
模
の

縮
小
は
必
至
で
あ
る
。
現
在
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
が

実
施
し
て
い
る
家
族
計
画
等
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
一
度
実
施
が
中
断
さ
れ
る
と
再
開
が
と
て

も
難
し
い
。
従
っ
て
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
と
し
て

は
日
本
が
保
守
派
の
波
に
対
抗
す
る
政
治
的

支
援
と
財
政
難
に
対
応
す
る
財
政
的
支
援
を

行
う
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
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ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
女
性
問
題
省
は
①
ジ
ェ

ン
ダ
ー
②
教
育
③
保
健
の
三
つ
の
分
野
に
焦

点
を
当
て
活
動
し
て
い
る
。
’
九
九
二
年
以

降
の
タ
リ
バ
ン
政
権
下
で
禁
止
さ
れ
て
い
た

女
性
の
就
学
再
開
を
支
援
し
、
女
性
の
法
的

権
利
を
推
進
し
、
家
庭
内
暴
力
を
廃
絶
す
る

た
め
に
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
を
は
じ
め
と
す
る
国
際

機
関
と
協
力
し
、
各
地
域
に
女
性
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
て
い
る
。
現
時
点
で
三
十
一
一
県
中

十
一
県
に
女
性
に
対
す
る
識
字
教
育
な
ど
を

行
う
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
た
。

ま
た
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
妊
産
婦
・
乳

幼
児
死
亡
率
が
非
常
に
高
い
。
国
連
の
推
計

で
は
一
日
に
平
均
五
十
人
の
女
性
が
妊
娠
・

出
産
に
よ
っ
て
死
亡
し
て
い
る
。
出
生
千
人

に
対
し
、
百
六
十
五
人
は
一
歳
未
満
で
死
亡

し
、
四
人
に
一
人
は
五
歳
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
女
性

問
題
省
は
教
育
省
、
保
健
省
な
ど
と
協
力
し

事
態
の
改
善
に
努
め
て
い
る
。
日
本
に
は
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
な
ど
を
通
じ
た
支
援
を
こ
れ
か
ら
も

続
け
て
ほ
し
い
。

ハ
ビ
バ
・
サ
ラ
ピ

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
女
性
問
題
省
大
臣

ピ
ー
タ
ー
・
ハ
ッ
フ
ー
ラ
ッ
セ
ル
国
連
人

ロ
基
金
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
代
表

Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
は
家
族
計
画
、
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
活
動
を
実
施
し
て
い
る

が
、
そ
れ
ら
の
活
動
に
よ
り
妊
産
婦
死
亡
率

を
低
下
さ
せ
る
こ
と
は
、
子
ど
も
達
が
母
親

の
死
亡
に
よ
り
孤
児
に
な
る
の
を
未
然
に
防

ぐ
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

サ
ラ
ピ
大
臣

未
亡
人
・
孤
児
の
問
題
は
深
刻
で
あ
り
、

孤
児
院
の
設
立
は
他
の
機
関
が
担
当
し
て
い

る
。
女
性
省
が
取
組
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
最

良
だ
が
、
資
金
的
な
限
界
も
あ
り
難
し
い
。

井
上
喜
一
・
衆
議
院
議
員

私
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
訪
問
し
た
際
、

同
国
に
多
く
の
孤
児
が
い
る
と
聞
い
た
が
、

孤
児
の
対
策
は
女
性
省
が
実
施
し
て
い
る
の

か
？

竺已応疑質

井
上
議
員

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
訪
れ
て
、
失
業
・
治

安
の
問
題
な
ど
緊
急
を
要
す
る
問
題
が
山
積

し
て
い
る
と
感
じ
た
。
し
か
し
、
訪
問
先
の

小
中
学
校
の
子
ど
も
達
は
学
校
に
行
け
る
こ

と
を
と
て
も
喜
ん
で
い
た
。
ま
た
、
訪
問
先

の
病
院
で
は
妊
産
婦
・
乳
幼
児
死
亡
率
の
高

さ
と
紛
争
後
の
精
神
的
後
遺
症
に
苦
し
む
子

ど
も
達
の
現
状
を
学
び
、
援
助
の
必
要
性
を

痛
感
し
た
。

サ
ラ
ビ
大
臣

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
は
伝
統
的
に
孤
児
を

親
戚
や
隣
人
が
養
う
慣
習
が
あ
る
た
め
、
孤

児
の
問
題
は
表
面
化
し
て
い
な
い
部
分
が
多

い
。
例
え
ば
、
バ
ー
ミ
ャ
ン
村
で
は
三
百
人

以
上
が
タ
リ
バ
ン
に
よ
っ
て
虐
殺
さ
れ
る
な

ど
、
非
常
に
残
虐
な
出
来
事
が
多
々
あ
っ
た
。

本
当
に
問
題
は
山
積
し
て
お
り
、
二
十
三
年

間
の
紛
争
の
傷
跡
は
深
い
。

清
水
嘉
与
子
・
参
議
院
議
員

保
守
派
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で

の
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
活
動
に
反
対
し
て
い
る
と

述
べ
ら
れ
た
が
、
な
ぜ
そ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
ア
ブ
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アフガン問題をめぐる合同部会開く

た
と
え
ば
ヨ
ソ
ボ
で
は
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
前
事

務
局
長
が
ミ
ロ
シ
ェ
ヴ
ィ
ッ
チ
前
ユ
ー
ゴ

ス
ラ
ビ
ア
大
統
領
と
結
託
し
民
族
洗
浄
を
行
っ

た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
中
絶
を
推
進
す

る
こ
と
に
よ
り
多
く
の
母
親
の
命
を
奪
っ
て

い
る
」
な
ど
、
事
実
無
根
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
展
開
し
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
活
動
を
阻
害
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
団
体
は
、
国
際
機
関
の
援

助
活
動
を
非
難
す
る
こ
と
で
米
国
内
の
政
治

的
問
題
へ
の
発
言
を
行
っ
て
い
る
だ
け
で
あ

り
、
米
国
の
政
治
運
動
の
一
部
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
批
判
に
対
し
、
我
々
は
Ｕ

Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
が
実
際
に
行
っ
て
い
る
活
動
を
見

れ
ば
、
そ
の
正
当
性
が
十
分
理
解
し
て
も
ら

え
る
と
訴
え
て
い
る
。

ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
活
動
に
反
対
し
て
い
る
の

か
？

オ
ベ
イ
ド
事
務
局
長

こ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
米
国
を
拠
点
と
し
て
お
り
、

清
水
議
員

サ
ラ
ピ
大
臣
は
女
性
の
教
育
を
重
要
視
し

て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
れ
に
は
多
く
の

教
育
者
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
タ
リ
バ
ン

政
権
下
で
は
女
性
の
就
学
が
禁
止
さ
れ
て
い

た
が
、
そ
れ
以
前
に
女
性
に
対
す
る
教
育
は

十
分
に
行
わ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
現
在
、

女
性
の
教
員
は
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

小
宮
山
洋
子
・
参
議
院
議
員

日
本
か
ら
の
援
助
を
期
待
し
て
い
る
と
の

こ
と
だ
が
、
資
金
的
援
助
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
等
を

通
じ
た
技
術
支
援
な
ど
具
体
的
に
は
ど
の
よ

う
な
支
援
が
必
要
か
。
ま
た
、
日
本
の
国
会

議
員
と
し
て
政
治
的
、
財
政
的
困
難
に
直
面

し
て
い
る
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
を
支
援
す
る
た
め
に
、

サ
ラ
ビ
大
臣

一
九
九
二
年
以
前
の
ロ
シ
ア
政
権
下
で
は
、

カ
ブ
ー
ル
な
ど
の
都
市
部
に
お
い
て
教
育
が

比
較
的
進
ん
で
い
た
。
現
在
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
人
で
教
員
、
医
師
な
ど
を
し
て
い
る
の
は

こ
の
時
期
に
教
育
を
受
け
た
人
々
で
あ
る
。

し
か
し
、
同
政
権
下
で
は
農
村
や
遠
隔
地
ま

で
に
は
教
育
が
浸
透
し
な
か
っ
た
。
一
九
九

二
年
か
ら
一
九
九
六
年
の
民
族
紛
争
時
代
に

は
学
校
は
紛
争
に
よ
り
ほ
と
ん
ど
封
鎖
さ
れ

て
い
た
。
ま
た
一
九
九
六
年
以
降
の
タ
リ
バ

ン
政
権
下
で
は
女
性
の
就
学
は
禁
止
さ
れ
た
。

サ
ラ
ビ
大
臣

女
性
セ
ン
タ
ー
は
識
字
教
育
、
保
健
活
動
、

法
的
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
様
々
な
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
医
師
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
・
ト
レ
ー
ナ
ー
、
保
健
婦
、
教
員
な
ど

が
必
要
。
ま
た
日
本
に
お
け
る
技
術
研
修
も

続
け
て
行
き
た
い
。

福
島
豊
・
衆
議
院
議
員

日
本
と
し
て
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
活
動
を
で
き

る
だ
け
支
援
し
て
い
き
た
い
。

オ
ペ
イ
ド
事
務
局
長

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
関
し
て
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
女
性
が
日
本
で
研
修
を

受
け
る
の
も
必
要
だ
が
、
他
の
イ
ス
ラ
ム
圏

の
国
で
研
修
が
で
き
れ
ば
更
に
有
効
で
あ
る
。

Ｏ
Ｄ
Ａ
の
一
律
な
削
減
で
は
な
く
援
助
の
重

要
度
を
反
映
さ
せ
た
予
算
の
編
成
に
よ
り
、

Ｕ
Ｎ
Ｐ
Ｆ
Ａ
へ
の
拠
出
金
を
昨
年
度
と
同
額

に
維
持
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
。
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ア
ゴ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
女
性
と
健
康

国
連
人
ロ
基
金
東
京
事
務
所
の
開
所
を
記

念
し
て
十
月
一
日
、
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
女

性
と
健
康
」
と
題
す
る
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
、
国
連
人
ロ
基
金
の
主
催
で
国
連
大
学
五

階
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ロ
ー
ズ
国
際
会
議
場
で
開

か
れ
た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
状
況
と
Ｕ
Ｎ

Ｆ
Ｐ
Ａ
と
の
関
り
に
強
い
関
心
を
も
っ
た
一

般
の
人
々
を
含
め
て
多
数
の
関
係
者
が
参
加

し
た
。
ト
ラ
ヤ
・
オ
ベ
イ
ド
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事

務
局
長
は
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
の
女
性
へ
の
支
援
活
動
を
現
状
報
告
と
と

国
連
人
ロ
基
金
東
京
事
務
所
開
所

ト
ラ
ヤ
・
オ
ベ
イ
ド
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局

長
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
現
状
報
告
と
と
も

記
念
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
現
状
報
告
と
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
成
果

も
に
述
べ
た
。
今
回
は
ハ
ビ
バ
・
サ
ラ
ピ
・

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
女
性
問
題
省
大
臣
も
来
日

し
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
悲
惨
な
現
状
を
報

告
す
る
と
と
も
に
日
本
へ
の
さ
ら
な
る
支
援

を
要
請
し
た
。
ま
た
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
親
善
大

使
の
有
森
裕
子
さ
ん
も
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参

加
し
、
誇
り
を
持
っ
て
使
命
を
果
た
し
た
い
、

と
述
べ
、
二
年
間
の
任
期
を
終
え
て
か
ら
も

人
口
問
題
の
重
要
な
こ
と
を
多
く
の
人
に
伝

え
て
い
き
た
い
と
語
っ
た
。

に
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
紹
介

し
た
。

ア
フ
ガ
ン
で
の
活
動
に
対
し
、
ジ
ョ
イ
セ

フ
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
人
々
に
感
謝
し

た
い
。
有
森
裕
子
さ
ん
を
は
じ
め
、
い
ろ
ん

な
方
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
尽
力
に
対
し
て
お

礼
申
し
上
げ
た
い
。

Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
は
世
界
で
最
も
大
き
い
人
口

分
野
の
組
織
で
あ
る
。
女
性
・
男
性
、
家
族

計
画
、
中
絶
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
を
含
む

Ｓ
Ｔ
Ｄ
、
暴
力
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ

ル
ス
に
つ
い
て
世
界
各
地
で
支
援
活
動
を
行
っ

て
い
る
。
特
に
持
続
可
能
な
開
発
の
観
点
で

の
開
発
は
こ
の
分
野
で
は
重
要
で
あ
る
。
国

連
人
口
基
金
の
課
題
は
、
人
口
統
計
の
総
括

的
な
利
用
と
資
金
の
運
用
な
ど
で
あ
る
。

一
九
六
九
年
に
国
連
人
口
基
金
が
設
立
さ

れ
た
が
、
当
初
、
途
上
国
で
は
女
性
は
平
均

六
人
子
供
を
産
ん
で
い
た
よ
う
な
時
代
だ
っ

た
。
し
か
し
今
は
三
人
で
あ
る
。
現
在
、
ア

フ
リ
カ
で
は
人
口
増
加
が
食
料
生
産
増
加
量

を
超
え
て
お
り
、
食
料
不
足
が
深
刻
で
あ
る
。

一
九
六
○
年
代
に
は
十
億
人
で
あ
っ
た
貧
困

人
口
は
、
二
○
五
○
年
に
は
三
十
億
人
に
上

る
。基
礎
医
療
は
重
要
で
あ
る
。
安
い
コ
ス
ト

で
、
病
気
や
障
害
を
持
つ
人
々
の
命
や
生
活
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アフガニスタンの女性と健康

を
救
え
る
と
い
う
意
義
は
大
き
い
。
現
在
、

世
界
で
は
一
分
間
に
一
人
の
妊
婦
が
死
亡
し

て
い
る
。
基
礎
医
療
が
充
実
し
て
い
れ
ば
安

い
コ
ス
ト
で
未
然
に
彼
女
た
ち
の
命
を
救
え

る
。Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
問
題
も
深
刻
で
あ

る
。
我
々
は
東
チ
モ
１
ル
で
も
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ

Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
支
援
を
し
て
い
る
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ

Ｉ
Ｄ
Ｓ
は
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
と

大
き
く
関
る
。
国
民
皆
が
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ

ブ
・
ヘ
ル
ス
を
享
受
で
き
る
よ
う
に
、
地
方

と
国
際
レ
ベ
ル
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
カ
ー

を
訓
練
し
て
い
る
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
復
興
の
第
一
歩
の
段

階
に
あ
る
。
保
健
省
は
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・

ヘ
ル
ス
の
推
進
に
務
め
て
い
る
し
、
教
育
省

は
学
校
な
ど
の
教
育
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
進

め
て
い
る
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
世
界
で
二
番
目
に
妊

産
婦
死
亡
率
が
高
い
国
で
、
十
六
人
に
一
人

が
死
亡
し
て
い
る
。
五
歳
以
下
の
幼
児
死
亡

率
も
依
然
と
し
て
世
界
で
高
い
水
準
に
あ
る
。

医
療
整
備
と
供
給
が
急
が
れ
る
。

ま
た
、
男
性
に
よ
る
女
性
へ
の
暴
力
の
被

害
へ
の
支
援
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

基
調
講
演
は
ハ
ビ
バ
・
サ
ラ
ビ
・
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
女
性
問
題
省
大
臣
が
行
っ
た
。
ハ

ビ
バ
・
サ
ラ
ビ
女
史
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

の
女
性
を
め
ぐ
る
過
酷
な
現
状
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
各
国
ド
ナ
ー
や
国
際
機
関
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
に
対
し
、
な
お
一
層
の
支
援
を
要
請
し

た
。今
回
は
私
に
と
っ
て
始
め
て
の
訪
日
で
記

念
す
べ
き
機
会
で
あ
る
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

は
、
タ
リ
バ
ン
政
権
後
の
社
会
・
経
済
と
、

国
全
体
の
復
興
の
真
っ
只
中
に
あ
る
。
タ
リ

バ
ン
政
権
中
は
、
女
性
は
男
性
に
従
属
し
た

生
活
を
強
い
ら
れ
、
多
く
の
女
性
が
苦
し
み

を
経
験
し
て
き
た
。
今
、
私
達
は
女
性
の
自

由
と
人
権
の
平
等
を
獲
得
す
る
た
め
に
努
力

し
て
い
る
。
そ
の
際
、
貧
困
は
大
き
な
障
害

で
あ
る
。
貧
困
が
た
め
に
教
育
や
健
康
、
一
屋

被
害
に
あ
っ
た
女
性
へ
の
支
援
が
重
要
な
課

題
だ
。ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
国
土
の
広
さ
は
日
本

の
二
倍
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

基
調
講
演

用
の
問
題
が
山
積
し
て
い
る
。
女
性
の
問
題

は
こ
れ
ま
で
多
く
が
無
視
さ
れ
て
き
た
し
、

復
興
に
際
し
て
も
後
回
し
に
さ
れ
か
ね
な
い
。

そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
、
私
は
ア
フ
ガ
ン
の

社
会
・
経
済
の
復
興
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題

を
大
き
く
取
り
込
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
そ
の
効
果
も
あ
っ
て
か
、
女
性
は
徐
々

に
人
権
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
し
、
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
も
獲
得
し
始
め
て
い
る
。
こ
う

い
っ
た
経
験
が
、
女
性
男
性
と
い
う
ジ
ェ
ン

ダ
ー
の
視
点
の
開
発
の
み
な
ら
ず
、
今
後
の

開
発
全
般
に
貢
献
し
て
い
く
も
の
と
信
じ
て

い
る
。

私
達
の
女
性
問
題
省
は
二
○
○
一
年
に
設

立
さ
れ
た
。
そ
の
使
命
は
、
女
性
の
権
利
の

推
進
・
社
会
経
済
へ
の
女
性
の
参
画
な
ど
で

あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
女
性
の
教
育
水
準

向
上
へ
の
活
動
は
重
要
な
鍵
と
な
る
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
も
家
庭
内
暴
力
は
深

刻
な
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
女
性
が
家
か

ン
の
統
計
は
十
分
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
か

ら
は
統
計
の
精
度
を
高
め
つ
つ
整
備
を
し
て

い
く
こ
と
も
急
が
れ
る
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
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ら
出
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
習
慣
だ
け

に
、
そ
の
解
決
も
困
難
に
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
。
そ
う
し
た
女
性
の
被
害
を
救
う
た
め
に

も
、
ま
ず
法
整
備
が
欠
か
せ
な
い
。
し
か
し

そ
の
た
め
の
予
算
や
ス
タ
ッ
フ
は
限
ら
れ
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
各
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や

ド
ナ
ー
な
ど
の
活
動
と
協
力
が
非
常
に
重
要

と
な
る
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
、
妊
産
婦
が
一
日

に
五
十
人
死
亡
す
る
。
し
か
し
妊
産
婦
に
限

ら
ず
そ
れ
以
上
の
多
く
の
女
性
が
栄
養
不
足

や
不
潔
な
飲
料
水
に
よ
る
理
由
で
死
亡
し
て

い
る
。
男
性
を
欠
い
た
家
庭
で
の
未
亡
人
の

問
題
も
深
刻
で
あ
る
。
ま
だ
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
は
安
全
保
障
面
が
非
常
に
遅
れ
て
い
る
の

で
こ
の
問
題
の
解
決
は
急
務
で
あ
る
。

今
年
六
月
に
ロ
ヤ
・
ジ
ル
ガ
が
開
か
れ
た
。

そ
の
う
ち
二
百
人
の
代
議
士
が
女
性
で
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
意
思
決
定
の
レ
ベ
ル
に
女

性
の
進
出
が
進
む
こ
と
は
非
常
に
頼
も
し
い

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
進
歩
が
他
の
分

野
で
も
続
い
て
い
く
こ
と
を
願
う
。

最
後
に
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
や
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
尽
力
に
対
す
る
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
妊
産
婦
死
亡
率
は
、

世
界
で
二
番
目
で
あ
り
、
十
万
人
あ
た
り
千

七
百
人
に
も
上
る
。
ま
た
基
礎
医
療
に
ア
ク

セ
ス
で
き
な
い
国
民
も
四
○
％
に
上
る
。
公

衆
衛
生
省
に
よ
る
全
国
調
査
は
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ

Ａ
、
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
、
Ｗ

Ｈ
Ｏ
そ
し
て
多
く
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
協
力
に
よ
り

実
施
さ
れ
て
い
る
。
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
よ

う
な
施
設
と
従
業
者
の
絶
対
的
な
数
も
足
り

な
い
上
、
そ
も
そ
も
情
報
が
存
在
し
な
い
こ

と
が
根
本
原
因
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
幅

広
い
協
力
が
必
要
と
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。
継
続
し
て
現
状
調
査
、
村
落
保
健

「
保
健
調
査
結
果
と
保
健
分
野
の
ニ
ー

ズ
」
と
題
し
て
藤
崎
智
子
さ
ん
（
Ｈ
Ａ

Ｎ
Ｄ
Ｓ
事
務
局
長
）
が
、
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｓ

の
活
動
を
中
心
に
報
告
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

●
モ
デ
レ
ー
タ
ー

ピ
ー
タ
ー
・
ハ
ッ
フ
Ⅱ
ラ
ッ
セ
ル

Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
代
表

普
及
員
、
民
間
薬
局
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て

の
デ
ー
タ
を
入
力
中
で
あ
る
。

中
間
報
告
に
よ
る
と
、
全
国
の
医
療
施
設

や
機
材
の
整
備
度
が
悪
く
、
女
性
ス
タ
ッ
フ

の
数
も
少
な
く
、
出
産
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス

や
、
家
族
計
画
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
な
く
、
改

善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
が
多
い
。

中
央
レ
ベ
ル
で
は
公
衆
衛
生
省
は
ド
ナ
ー

と
共
同
し
て
復
興
計
画
を
立
て
、
地
域
レ
ベ

ル
で
は
住
民
の
ニ
ー
ズ
や
女
性
の
健
康
を
細

か
に
支
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

妊
産
婦
死
亡
率
は
、
日
本
で
は
十
万
人
に

「
草
の
根
の
母
子
保
健
活
動
」
と
題
し

て
安
永
和
子
さ
ん
（
Ｍ
ｅ
Ｒ
Ｕ
助
産
師
）

は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。
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アフガニスタンの女性と健康

対
し
八
人
で
あ
る
が
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
健
康
上
の
問
題
、
物
資
の
援
助
で
あ
る
。
と

千
七
百
人
と
い
う
悲
惨
な
状
態
で
、
幼
児
死
り
わ
け
食
料
援
助
に
比
べ
て
医
療
援
助
が
少

亡
率
も
非
常
に
高
い
ま
ま
で
あ
る
。

な
い
。

Ｍ
ｅ
Ｒ
Ｕ
は
マ
ジ
ャ
リ
シ
ャ
リ
フ
を
中
心
今
後
の
活
動
計
画
は
地
域
で
の
母
子
保
健

に
、
帰
還
難
民
を
対
象
に
母
子
保
健
の
支
援
支
援
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
、
診
療
所

を
行
っ
て
い
る
。
Ｍ
ｅ
Ｒ
Ｕ
は
二
○
○
一
年
の
設
立
や
伝
統
的
産
婆
（
無
資
格
助
産
婦
）

十
一
一
月
に
事
務
所
を
現
地
に
構
え
、
そ
の
後
教
育
の
拡
大
、
医
科
大
学
へ
の
機
材
支
援
な

助
産
院
を
設
立
し
活
動
を
始
め
た
。
現
地
で
ど
幅
広
い
支
援
活
動
を
繰
り
広
げ
て
い
き
た

の
最
も
ネ
ッ
ク
に
な
る
の
は
治
安
の
問
題
、
い
。

１
１
「
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
・
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
皿
青
や
女
性
、
健
康
、
子
供
の
問
題
等
に
つ
い

一
「
日
本
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
支
援
」
と
》
て
全
体
を
み
て
考
え
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も

一
題
し
て
、
奥
田
紀
宏
氏
（
外
務
省
中
東
》
治
安
回
復
が
最
大
の
問
題
だ
。
そ
れ
と
雇
用

一
ア
フ
リ
カ
局
審
議
官
）
は
以
下
の
よ
う
》
や
地
方
に
も
支
援
の
手
を
さ
し
の
べ
地
方

一
に
述
べ
た
。

》
開
発
な
ど
の
公
共
事
業
も
考
え
て
い
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
岬
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
は
重
要
な
提
案

日
本
政
府
と
し
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
場
を
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
①
女
性
が
政
治
決

合
、
和
平
と
復
興
支
援
が
同
時
に
必
要
で
あ
定
に
参
加
す
る
②
女
性
問
題
省
の
機
能
の
拡

る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
社
会
全
体
に
目
配
大
③
地
方
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
の
解
決
④
Ｎ

り
し
、
た
と
え
治
安
が
悪
く
て
も
和
平
に
向
Ｇ
Ｏ
の
育
成
が
主
な
支
援
テ
ー
マ
と
な
っ
て

け
て
支
援
を
や
ら
ね
ば
始
ま
ら
な
い
。
そ
し
い
る
。

て
復
興
も
同
時
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
状
況
我
々
は
、
技
術
協
力
（
女
性
問
題
省
が
中

は
変
化
し
な
い
。
こ
う
い
っ
た
意
味
で
こ
れ
心
）
、
無
償
協
力
（
物
資
の
援
助
な
ど
）
、
間

ま
で
の
協
力
と
は
異
な
る
。

接
的
協
力
（
二
年
間
で
五
億
ド
ル
の
資
金
援

今
会
議
で
中
心
的
課
題
と
な
っ
て
い
る
教
助
）
を
こ
れ
か
ら
も
重
要
な
柱
と
し
て
支
援

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
小
宮
山
洋
子
参
議
院
議

員
（
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
へ
ル
ス
を
考
え

る
会
副
座
長
）

去
年
日
本
で
は
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

イ
オ
レ
ン
ス
法
が
施
行
さ
れ
た
。
そ
の
ド
メ

ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
は
、
今
日
の

会
議
で
も
議
論
に
上
っ
て
い
る
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
と
大
き
く
関
わ
る
。
私
は
現

在
、
こ
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
し
か
し
問
題
は
、
こ
の
用

語
は
日
本
語
に
訳
す
こ
と
が
非
常
に
難
し
く
、

国
内
の
一
般
へ
の
普
及
が
困
難
で
あ
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

支
援
に
も
大
き
な
障
害
で
あ
る
と
考
え
る
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
復
興
計
画
の
中
に
、
女

性
の
視
点
を
強
調
し
て
い
き
た
い
と
思
う
．

私
は
開
発
と
女
性
の
議
員
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン

バ
ー
で
、
こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
開
発
援
助

の
中
に
女
性
の
視
点
を
入
れ
、
女
性
の
位
置

付
け
を
明
確
に
示
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

を
し
て
い
き
た
い
。
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原
ひ
ろ
子
さ
ん
（
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
女
性
支

援
に
関
す
る
懇
談
会
会
長
）

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
支
援
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
。
女
性
の

意
志
決
定
は
、
日
本
で
も
ま
だ
遅
れ
て
い
る

の
が
現
状
で
あ
る
。
わ
が
身
と
し
て
、
日
本

と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
の
共
通
の
課
題
と
し

て
考
え
て
い
る
。
そ
う
し
た
姿
勢
で
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
の
女
性
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い

宮
内
雄
史
氏
（
国
際
社
会
貢
献
セ
ン
タ
ー
Ａ

Ｂ
Ｉ
ｃ
事
務
局
長
）

日
本
は
現
在
、
高
齢
化
問
題
が
深
刻
に
な

り
つ
つ
あ
る
。
’
九
九
○
年
代
以
降
は
、
他

国
よ
り
も
早
い
ス
ピ
ー
ド
で
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
。
ま
た
日
本
の
財
政
赤
字
も
増
加
の

一
途
を
辿
っ
て
い
る
。
財
務
残
高
も
先
進
国

の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
い
る
。
そ
の
上
、
日
本

の
年
金
は
こ
の
ま
ま
だ
と
今
の
若
い
世
代
は

年
金
を
も
ら
え
な
い
と
い
う
深
刻
な
状
況
だ
。

こ
う
し
た
問
題
の
解
決
な
し
に
、
Ｏ
Ｄ
Ａ

の
問
題
を
含
め
た
国
際
協
力
は
語
れ
な
い
。

最
優
先
課
題
で
あ
る
。

い

る
◎

谷
津
義
男
衆
議
院
議
員
（
人
ロ
と
開
発
に
関

す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
議
長
）

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
の
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
よ

る
支
援
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
と
の
関
連
で
述
べ
た
い
。
Ａ

Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
は
水
と
食
料
問
題
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
も
安
全
な
飲
料

水
や
食
料
不
足
の
課
題
は
山
積
み
で
あ
る
。

地
球
上
の
水
の
九
八
％
は
海
水
で
あ
り
、
二
・

七
％
は
地
下
水
、
○
・
三
％
は
表
流
水
で
あ

る
。
こ
の
○
・
三
％
か
ら
、
工
業
用
水
や
我
々

の
健
康
に
直
接
的
に
関
わ
る
安
全
な
飲
料
水

を
得
る
こ
と
に
な
る
。

以
前
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
近
隣
諸
国
の

キ
ル
ギ
ス
タ
ン
や
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
の
会
議

に
参
加
し
た
。
そ
こ
で
も
水
不
足
は
深
刻
だ
っ

る
・中
で
も
教
育
の
支
援
は
重
要
だ
。
こ
れ
に

は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
国
際
機
関
な
ど
が

協
力
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
女
性
に
し
っ
か
り
届
く

よ
う
な
援
助
を
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
苦

し
ん
で
き
た
彼
女
た
ち
が
幸
せ
に
な
る
よ
う

に
尽
力
し
て
い
き
た
い
。

た
。
ア
ラ
ル
海
に
注
ぐ
川
は
ひ
え
上
が
り
つ

つ
あ
り
、
ア
ラ
ル
海
は
将
来
、
三
分
の
一
に

な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え

る
と
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
水
関
連
の
支

援
が
、
人
々
の
命
や
健
康
に
対
し
て
い
か
に

必
要
で
あ
る
か
が
分
か
る
。
母
親
の
健
康
は

子
供
の
健
康
に
直
接
的
に
影
響
す
る
こ
と
か

ら
、
水
の
支
援
は
女
性
の
支
援
と
大
き
く
関

わ
る
。

日
本
と
し
て
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組
ん

で
強
力
に
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。
今
、
Ｏ

Ｄ
Ａ
の
や
り
方
の
検
討
を
し
て
い
る
最
中
で

あ
る
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
の
支
援
は
、
特

別
な
思
い
を
込
め
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
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会
員
。
賛
助
団
体
・
企
業

鰯
騒
騒

〈
団
体
〉

全
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会
、
㈱
エ
イ

ジ
ン
グ
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
、
㈱
デ
ィ

プ
ロ
マ
ッ
ト
、
㈱
ヒ
ュ
ー
マ
ン
コ
ム
、

㈱
萬
力
屋
、
中
国
報
刊
部

〈
個
人
〉

植
竹
て
る
子
、
加
藤
千
代
子
、
谷
口
裕
、

新
田
日
夏
美
、
若
林
敬
子
、
鹿
野
和
子
、

新
田
勇
、
竹
山
佳
子
、
渡
部
亮
次
郎
、

高
坂
宏
一
、
明
石
康
、
大
江
守
之
、
清

水
嘉
与
子
、
峰
岸
ま
や
子
、
清
水
康
子
、

大
塚
友
美
（
東
京
都
）
、
山
口
喜
一
、
清

水
要
吉
、
ナ
ギ
ザ
デ
・
モ
ハ
マ
ド
（
神

奈
川
県
）
、
松
田
厚
恵
、
早
瀬
保
子
、
吉

田
成
良
（
千
葉
県
）
、
石
橋
武
之
（
埼
玉

県
）
、
保
谷
六
郎
、
土
屋
圭
造
（
茨
城
県
）

佐
藤
正
伸
（
秋
田
県
）
、
米
倉
等
、
赤
沢

昭
三
（
宮
城
県
『
松
下
一
弘
（
静
岡
県
）
、

高
山
正
樹
（
大
阪
府
）
、
石
井
義
照
、

〈
団
体
〉

㈱
日
本
自
動
車
工
業
会
、
㈱
東
京
銀
行

協
会
、
㈱
日
本
建
設
業
団
体
連
合
会
、

石
油
連
盟
、
㈹
不
動
産
協
会
、
棚
日
本

ガ
ス
協
会
㈹
信
託
協
会
、
日
本
証
券
業

協
会〈
企
業
〉

㈱
資
生
堂
、
㈱
関
電
工
、
㈱
伊
藤
園
、

東
京
電
力
㈱
、
味
の
素
㈱
、
㈱
ジ
ャ
ル

セ
ー
ル
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
キ
リ
ン
ビ
ー

ル
㈱
、
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱
、
サ
ッ
ポ
ロ

ビ
ー
ル
㈱
日
本
印
刷
㈱
、
㈱
阪
急
交
通

社
、
リ
ビ
ン
グ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ジ
ャ
パ

ン
㈲
、
㈲
ミ
エ
ズ
オ
フ
ィ
ス
、
関
西
電

力
㈱
、
中
部
電
力
㈱
、
北
陸
電
力
㈱
、

四
国
電
力
㈱
、
中
国
電
力
㈱
、
九
州
電

力
㈱

本
協
会
は
次
の
団
体
‐
企
業
一
及
び
個
人
の

方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

（
敬
称
略
）

鷲
尾
宏
明
（
広
島
県
）

１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

－
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
賛
助
会
員

一
‐
‐

…
ご
入
会
の
お
願
い
…
一

一
人
口
問
題
は
二
十
一
世
紀
の
人
類
生
存
を
左
右
す
る
地
球
上
の
最
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
』

←
て
い
ま
す
。
一
九
九
九
年
に
は
六
○
億
人
を
超
え
、
依
然
と
し
て
ふ
え
続
け
て
お
り
ま
す
。
ア
ー

ー
ジ
ア
の
人
口
は
こ
の
急
増
す
る
世
界
人
口
の
六
○
％
を
占
め
て
お
り
ま
す
。
一

一
人
口
の
増
加
は
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
・
経
済
問
題
に
国
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
一

一
世
界
人
口
の
大
半
を
占
め
る
ア
ジ
ア
人
口
の
行
方
が
入
繍
生
存
の
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
’
一

一
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

》
い
ま
、
世
界
各
地
で
叫
ば
れ
て
い
る
〃
環
境
問
題
〃
も
、
人
口
の
増
加
が
大
き
な
根
本
原
因
一

一
な
の
で
す
。
人
口
増
加
に
伴
う
食
料
不
足
を
補
う
た
め
の
焼
畑
農
業
や
、
燃
料
と
し
て
の
薪
伐
『

一
孫
な
ど
は
森
林
破
壊
を
も
た
ら
し
、
一
方
で
は
急
速
な
工
業
化
は
大
気
汚
染
や
水
質
汚
濁
な
ど
一

一
多
く
の
産
業
公
害
を
引
き
起
こ
し
．
地
球
環
境
の
悪
化
は
、
も
う
こ
れ
以
上
放
置
で
き
な
い
ギ
ー

ー
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
に
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
口
問
題
で
は
爆
発
的
に
人
口
増
加
を
続
け
て
貧
》

一
因
に
悩
む
地
域
と
、
日
本
な
ど
の
よ
う
に
、
少
子
・
高
齢
化
が
進
み
将
来
の
深
刻
な
労
働
問
題
一

一
や
福
祉
費
の
増
大
、
経
済
力
の
衰
退
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
重
大
な
社
会
・
経
済
問
題
を
抱
え
て
一

一
い
る
先
進
国
も
あ
り
ま
す
。

》
こ
れ
ら
の
根
源
は
、
す
べ
て
〃
人
口
“
問
題
に
帰
結
さ
れ
ま
す
。

一
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
（
ア
プ
ダ
）
は
、
官
民
及
び
国
際
機
関
の
協
力
を
得
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
有
効
一

一
に
解
決
す
る
方
策
を
探
る
た
め
、
日
夜
、
真
剣
に
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。
一

一
何
卒
、
あ
す
の
人
類
の
明
る
い
未
来
と
、
共
存
の
た
め
に
皆
さ
ま
の
尊
い
ご
協
力
を
心
か
ら
一

一お願いいたします。

会馴員の特典
男．。
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ｌＣＰＤ行動計画実施のためのJ

ZOO2年国際国会議員会議(ＩＰＣ|）

カナダ・オタワで開く

州
巾
…
１
＄
↑

十
三
一
１
．
．
１

Ｉ
‐
；
‐
・
雪
Ｉ

｡:－１

：’

畿
議
戯
影

ブッシュ政権の行動計画からの離脱でESCAP人□会議に暗雲

一
一
Ｌ
十
一
月
二
十
（
一
一
頁
ご
二
十
二
日
ぬ
い
両
日
、
ミ
三

カ
歩
ダ
国
会
（
オ
タ
ワ
）
で
七
十
カ
国
が
亀
百
三

十
名
の
｛
国
会
磯
貝
が
集
ま
り
刀
国
際
人
ロ
開

発
会
議
行
動
計
画
実
施
の
た
め
の
二
Ｃ
Ｏ
二

年
国
際
国
会
議
員
会
議
（
ｌ
Ｐ
ｃ
Ｉ
）
が
開

催
さ
れ
た
。
こ
の
会
議
は
国
際
人
ロ
開
発
会

議
で
採
択
さ
れ
た
行
動
計
画
を
実
施
に
移
す

上
で
資
金
不
足
が
深
刻
に
な
っ
て
い
る
現
状

を
打
開
す
る
た
め
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ

う（）◎今
回
は
こ
の
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
を
達
成

す
る
上
で
必
要
と
さ
れ
る
資
金
が
先
進
国
か

ら
の
拠
出
を
中
心
に
大
幅
に
不
足
し
て
い
る

だ
け
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
ブ
ッ

シ
ュ
政
権
が
、
カ
イ
ロ
で
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

政
府
と
し
て
合
意
し
た
行
動
計
画
そ
の
も
の

か
ら
の
撤
退
を
打
ち
出
し
た
こ
と
か
ら
、
さ

ら
に
人
ロ
問
題
に
対
し
暗
雲
が
立
ち
込
め
る

中
で
の
会
議
と
な
っ
た
。
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OPD行動計画実施のための2002年国際国会議員会議（IPC|）カナダ・オタワで開く

現
在
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
行
動
計
画
か

ら
の
撤
退
を
受
け
て
、
バ
チ
カ
ン
な
ど
を
中

心
に
行
動
計
画
の
見
直
し
を
求
め
る
声
が
強

く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
人
口
問
題
に
携
わ
っ

て
い
る
主
要
な
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
な

ど
の
機
関
に
た
い
す
る
、
人
口
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
通
じ
て
人
工
妊
娠
中
絶
を
促
進
し
、
人
権

を
抑
圧
し
て
い
る
と
い
う
非
難
や
、
中
傷
を

行
な
う
グ
ル
ー
プ
の
活
動
が
先
鋭
化
し
て
い

る
。人
口
問
題
お
よ
び
行
動
計
画
に
対
す
る
逆

風
の
下
で
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
に
よ
る
行
動
計

画
か
ら
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
離
脱
表
明
後
、

初
め
て
開
か
れ
る
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
人
口
会
議

は
今
後
の
世
論
や
国
際
合
意
の
潮
流
を
決
め

る
重
要
性
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、

Ｕ
Ｎ
Ｐ
Ｆ
Ａ
と
ア
ジ
ア
地
域
か
ら
参
加
し
た

各
国
代
表
と
の
特
別
会
合
も
会
議
期
間
中
に

行
な
わ
れ
た
。

こ
の
会
議
は
、
ホ
ス
ト
国
カ
ナ
ダ
の
カ
ナ

ダ
人
口
・
開
発
議
員
連
盟
（
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）

が
主
催
し
、
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア

バ
チ
カ
ン
な
ど
中
心
に
見
直
し
の
声
、
先
鋭
化

議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
、
ア
メ
リ

カ
地
域
人
口
・
開
発
議
員
グ
ル
ー
プ
（
Ｉ
Ａ

Ｐ
Ｇ
）
、
ア
フ
リ
カ
・
ア
ラ
ブ
人
口
・
開
発
議

員
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｆ
Ａ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
地
域
人
口
・
開
発
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｉ

Ｅ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
Ｄ
）
、
地
球
規
模
的
活
動
の
た
め
の

国
会
議
員
た
ち
（
Ｐ
Ｇ
Ａ
）
な
ど
地
域
議
連

の
共
催
、
事
務
局
は
ア
メ
リ
カ
地
域
の
地
域

議
連
で
あ
る
Ｉ
Ａ
Ｐ
Ｇ
が
務
め
た
。

会
議
議
長
は
運
営
委
員
会
議
長
を
務
め
た

カ
ナ
ダ
の
ロ
ー
ズ
・
マ
リ
ー
・
ロ
ジ
ャ
ー
・

ク
ー
ル
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
代
行
（
上
院
議
員
）
、

宣
言
文
を
ま
と
め
る
起
草
委
員
長
を
谷
津
義

男
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
（
衆
・
目
）
が
務
め
た
。

副
議
長
は
ア
フ
リ
カ
・
ア
ラ
ブ
地
域
か
ら
各

一
名
。
各
部
会
議
長
も
各
地
域
の
バ
ラ
ン
ス

に
配
慮
し
て
選
出
さ
れ
た
。

地
域
議
連
の
う
ち
ア
フ
リ
カ
・
ア
ラ
ブ
地

域
の
Ｆ
Ａ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
の

Ｉ
Ｅ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
Ｄ
、
ホ
ス
ト
国
カ
ナ
ダ
の
Ｃ
Ａ

Ｐ
Ｐ
Ｄ
は
、
カ
イ
ロ
の
国
際
人
口
開
発
会
議

（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）
に
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
た
国

際
人
口
開
発
議
員
会
議
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
以

来
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
が
中
心
と
な
っ
て
開
催
し

て
き
た
様
々
な
国
際
会
議
の
席
で
、
各
地
域

や
各
国
の
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
設
立
す
る
よ

う
呼
び
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
設
立
が

果
た
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
設
立
に
際

し
て
は
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
が
事
務
局
業
務
を
肩
代

わ
り
す
る
な
ど
、
大
き
く
貢
献
し
た
。
そ
の

意
味
で
地
域
議
速
の
世
界
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
基
鵬
は
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
努
力
に
よ
っ
て

構
築
さ
れ
た
と
い
え
る
。
こ
の
各
地
域
議
連

の
共
同
開
催
に
よ
る
今
回
の
会
議
の
結
果
は

オ
タ
ワ
公
約
ヨ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
）
に
ま
と

め
ら
れ
た
。

オ
タ
ワ
公
約
は
、
Ｇ
Ｋ
Ｐ
の
○
・
七
％
を

Ｏ
Ｄ
Ａ
に
向
け
る
と
い
う
国
際
合
意
の
再
確

認
と
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
で
推
計
さ
れ
た

資
金
を
充
足
す
る
と
い
う
こ
と
が
改
め
て
確

認
さ
れ
る
な
ど
、
行
動
計
画
を
推
進
し
、
そ

の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
国
会
議
員
が
果

た
す
べ
き
役
割
を
具
体
的
に
述
べ
た
も
の
と

な
っ
た
。

ま
た
、
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
代
表
に
よ
る

今
回
の
よ
う
な
世
界
的
な
国
会
議
員
会
議
を

二
年
に
一
度
開
催
し
、
会
議
の
な
い
年
に
は
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開
会
式
の
議
長
は
、
ロ
ー
ズ
・
マ
リ
ー
・

ロ
ジ
ャ
ー
・
ク
ー
ル
運
営
委
員
会
議
長
・
カ

ナ
ダ
上
院
議
員
が
つ
と
め
、
会
議
目
的
の
説

明
を
ス
タ
ー
リ
ン
グ
・
ス
ク
ル
ッ
グ
ス
Ｕ
Ｎ

Ｆ
Ｐ
Ａ
／
Ｉ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
局
長
が
行
い
、
開
会
宣

言
を
ジ
ー
ン
・
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
・
多
文
化

及
び
女
性
の
地
位
担
当
国
務
大
臣
（
カ
ナ
ダ
）
・

前
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
が
行
い
、
基
調
講
演
を
、

ソ
ラ
ヤ
・
オ
ベ
イ
ド
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
長
、

ス
テ
ィ
ー
ブ
・
シ
ン
デ
ィ
ン
グ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｆ
事

務
局
長
が
行
な
っ
た
。

引
き
続
き
、
会
議
役
員
の
選
出
が
行
な
わ

運
営
委
員
会
を
開
く
こ
と
に
な
っ
た
。
来
年

の
運
営
委
員
会
の
開
催
に
関
し
て
は
ヨ
ー
ロ
ッ

｡▲

会
議
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
テ
ー
マ
と
講
演
者
は
以
下
の
と
お
り

圃
会
式

れ
、
議
長
、
副
議
長
、
グ
ル
ー
プ
・
デ
ィ
ス

２
０
０
２
年
Ⅲ
月
幻
日
㈱
カ
ッ
シ
ョ
ン
議
長
、
起
草
委
員
長
の
選
出
が

会
■
議
口
口
概
■
■
要

）
、
ノ
ー
、
ノ
ー
Ｏ
ノ
ー
も
ノ
８
ｊ
Ｉ
Ｃ
１
ｒ
Ｌ
ｉ
Ｊ
Ｉ
ｊ
ｒ
０
■
Ｊ
ｌ
ｊ
Ｉ
ｈ
ｒ
Ｌ
１
Ｊ

セ
ッ
シ
ョ
ン
｜
で
は
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
議
長

を
イ
メ
ル
ダ
・
ヘ
ン
キ
ン
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務

局
次
長
が
務
め
、
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
、
影

珊
云
（
ペ
ン
・
ペ
イ
・
ユ
ン
）
中
国
全
人
代

副
議
長
、
シ
マ
・
サ
マ
ー
ル
・
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
駐
在
国
連
人
権
弁
務
官
、
マ
リ
ア
・
ク

リ
ス
テ
ィ
ナ
・
ロ
ペ
ス
・
ア
ル
メ
イ
ダ
・
フ
オ

ン
テ
ス
・
リ
マ
・
ガ
ー
ポ
・
ベ
ル
デ
法
務
・

内
務
大
臣
、
ジ
ャ
ビ
ー
ル
・
ト
レ
ス
・
ゴ
イ

パ
地
域
の
Ｉ
Ｅ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
Ｄ
が
ホ
ス
ト
を
申
し

入
れ
て
い
る
。

Ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
Ｕ
セ
ッ
シ
ョ
ン
①
ハ
ト
’
１
１
１
，

－
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
実
施
可
能
一

パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
環
境
の
創
出
ｌ
ｌ
カ
イ
ロ
か
一

ら
八
年
、
成
功
と
制
約
１
１

行
な
わ
れ
た
。
議
長
に
は
ホ
ス
ト
国
カ
ナ
ダ

を
代
表
し
て
運
営
委
員
会
議
長
を
つ
と
め
た

ロ
ー
ズ
・
マ
リ
ー
・
ロ
ジ
ャ
ー
・
ク
ー
ル
上

院
議
員
が
選
出
さ
れ
、
副
議
長
は
ス
イ
ス
と
、

ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
か
ら
、
グ
ル
ー
プ
・
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
議
長
お
よ
び
各
地
域
か
ら
二

名
ず
つ
の
起
草
委
員
が
選
出
さ
れ
た
。
ま
た
、

会
議
宣
言
文
を
ま
と
め
る
起
草
委
員
長
に
は

谷
津
義
男
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
が
就
任
し
た
。

テ
ィ
ア
元
ボ
リ
ビ
ア
保
健
・
社
会
サ
ー
ビ
ス

大
臣
が
そ
れ
ぞ
れ
講
演
を
行
な
っ
た
。

イ
メ
ル
ダ
・
ヘ
ン
キ
ン
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務

局
次
長
は
、
各
講
演
者
紹
介
の
中
で
特
に
中

国
問
題
に
言
及
し
、
世
界
の
人
口
の
一
／
五

以
上
を
占
め
る
中
国
の
人
口
、
家
族
計
画
政

策
が
人
類
の
未
来
に
と
っ
て
重
要
な
影
響
を

与
え
、
そ
の
成
功
が
人
類
の
将
来
に
対
す
る

希
望
に
大
き
な
光
を
与
え
て
い
る
と
述
べ
た
。
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CPD行動計画実施のための2002年国際国会議員会議（IPC|）カナダ・オタワで開く

セ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で
は
影
珈
云
（
ペ
ン
・

ペ
イ
・
ユ
ン
）
中
国
全
人
代
副
議
長
が
中
国

の
成
功
事
例
と
今
後
の
中
国
の
持
続
可
能
な

た
め
に
も
人
口
問
題
に
対
す
る
努
力
を
継
続

す
る
、
と
講
演
を
行
っ
た
。

続
け
て
、
シ
マ
・
サ
マ
ー
ル
・
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
駐
在
国
連
人
権
弁
務
官
が
ソ
連
の
ア

フ
ガ
ン
侵
攻
以
降
一
九
九
一
一
年
ま
で
憲
法
が

停
止
し
、
タ
リ
バ
ン
が
カ
ン
ダ
ハ
ル
で
勃
興

し
て
か
ら
は
女
性
に
対
す
る
教
育
は
停
止
さ

れ
、
避
妊
は
禁
止
さ
れ
る
な
ど
、
カ
イ
ロ
合

意
も
全
く
何
の
影
響
を
与
え
な
い
情
況
が
続

い
た
。
現
在
最
も
大
き
な
問
題
は
安
全
の
確

保
で
、
出
産
の
ほ
と
ん
ど
が
産
婦
人
科
の
医

療
が
得
ら
れ
な
い
環
境
下
で
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
国
内
避
難
民
の
問
題
も
深
刻
で
、
こ

の
よ
う
な
劣
悪
な
環
境
の
中
で
女
性
の
人
権

を
い
か
に
確
保
す
る
か
が
最
も
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
る
、
と
述
べ
た
。

ま
た
マ
リ
ア
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ナ
・
ロ
ペ
ス
・

ア
ル
メ
イ
ダ
・
フ
ォ
ン
テ
ス
・
リ
マ
・
ガ
ー

ボ
・
ベ
ル
デ
法
務
・
内
務
大
臣
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
が

果
た
し
た
役
割
を
高
く
評
価
し
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
活

用
の
結
果
、
ガ
ー
ボ
ベ
ル
テ
の
国
民
一
人
あ

た
り
Ｇ
Ｎ
Ｐ
が
一
九
七
五
年
独
立
時
の
三
百

ぐ
ｊ
ｔ
ｑ
０
。
ｒ
▽
句
Ｊ
ｌ
Ｊ
Ⅱ
、
ノ
Ｌ
ｊ
ｔ
、
・
・
Ｉ
ｂ
Ｊ
く
ｊ
ｌ
ｊ
ｌ
ｊ
Ｉ
ｊ
・

セ
ッ
シ
ョ
ン
一
一
で
は
議
長
を
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ

の
レ
イ
ネ
ル
・
ア
ン
ド
リ
ー
チ
ュ
ッ
ク
上
院

議
員
が
つ
と
め
、
イ
ギ
リ
ス
の
サ
レ
イ
・
キ
ー

ブ
ル
国
際
開
発
担
当
国
務
大
臣
、
カ
ナ
ダ
の

マ
リ
ー
ン
・
ジ
ェ
ニ
ン
グ
ス
国
際
協
力
政
務

次
官
が
講
演
を
行
な
っ
た
。
ま
た
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
ジ
ャ
ン
・
カ
ー
ル
ソ
ン
開
発
協
力
大

臣
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
委
員
会
の
ポ
ー
ル
・

ニ
ル
ソ
ン
「
開
発
と
人
道
委
員
会
」
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ナ
ー
は
ビ
デ
オ
に
よ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

上
映
し
た
。

サ
レ
イ
・
キ
ー
ブ
ル
大
臣
は
、
イ
ギ
リ
ス

－
１
１
…
ｉ
ｉ
Ｕ
セ
ッ
シ
ョ
ン
②

一
「
ド
ナ
ー
は
ど
こ
に
？
」

Ｕ
Ｓ
＄
か
ら
千
二
百
Ｕ
Ｓ
＄
へ
と
向
上
し
、

国
民
に
対
す
る
人
口
・
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ

ヘ
ル
ス
分
野
の
サ
ー
ビ
ス
も
画
期
的
に
改
善

さ
れ
た
、
と
述
べ
た
。
ま
た
そ
の
成
功
経
験

か
ら
良
い
統
治
（
Ｃ
Ｃ
Ｃ
１
Ｃ
Ｃ
ぐ
⑦
目
自
８
）
が

最
も
重
要
で
あ
る
と
強
調
し
た
。

ジ
ャ
ビ
ー
ル
・
ト
レ
ス
・
ゴ
イ
テ
ィ
ア
元

〃ＪⅡＢＰｙＢｑｊ．Ｐ４ｈＪ夕８０〃。■もＪⅣⅡ．ｌＰＤＩｑＪｊｑ１ノーもＪＪＢ⑤ｊｒい、，〃Ｉ（

と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
を
強
く
支
持
す

る
こ
と
を
改
め
て
述
べ
た
。
現
在
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
感
染
者
が
大
幅
に
増
え
て
お
り
、

そ
の
対
策
が
早
急
に
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
世
界
中
で
二
億
五
千
万
人
の
カ
ッ
プ
ル

が
家
族
計
画
を
入
手
で
き
な
い
状
態
に
あ
る
。

セ
ッ
ク
ス
を
奨
励
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

セ
ッ
ク
ス
に
伴
う
リ
ス
●
ク
は
き
ち
っ
と
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
イ
ギ
リ
ー

ス
政
府
と
し
て
は
カ
イ
ロ
の
行
動
計
画
を
強

く
支
持
し
て
い
る
。
カ
イ
ロ
の
合
意
を
退
行

さ
せ
よ
う
と
す
る
勢
力
が
あ
る
が
、
そ
れ
に

ボ
リ
ビ
ア
保
健
・
社
会
サ
ー
ビ
ス
大
臣
は
、

ア
フ
リ
カ
女
性
の
五
○
％
以
上
が
十
代
で
妊

娠
し
て
お
り
、
妊
娠
・
出
産
の
も
た
ら
す
リ

ス
ク
が
大
き
い
。
そ
の
結
果
妊
産
婦
死
亡
率

が
高
く
な
っ
て
お
り
、
二
十
一
世
紀
に
Ｉ
Ｃ

Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
の
早
急
か
つ
完
全
な
実
施
が

必
要
で
あ
る
と
訴
え
た
。

ハｌｊＩ～～！。「～！；！》
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対
し
て
は
戦
い
を
挑
む
べ
き
で
あ
る
。
貧
し

い
人
々
が
貧
困
か
ら
抜
け
出
す
た
め
の
手
段

を
な
ぜ
否
定
す
る
の
か
わ
か
ら
な
い
と
述
べ

た
。

カ
ナ
ダ
の
マ
リ
ー
ン
・
ジ
ェ
ニ
ン
グ
ス
国

際
協
力
政
務
次
官
は
、
ど
こ
に
ド
ナ
ー
が
い

る
か
と
い
う
テ
ー
マ
に
対
し
て
、
カ
ナ
ダ
の

ド
ナ
ー
国
と
し
て
の
位
置
付
け
を
述
べ
た
後

に
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
は
個
人
の
権

利
を
強
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
カ
ナ
ダ
開
発

庁
（
Ｃ
Ｉ
Ｄ
Ａ
）
も
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
対

策
に
対
す
る
拠
出
を
四
倍
に
増
額
し
、
そ
の

う
ち
一
／
三
は
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
経
由
で
行
っ
た
。

重
要
な
こ
と
は
問
題
に
対
応
で
き
る
専
門
家

の
育
成
、
国
家
レ
ベ
ル
で
の
総
合
調
整
を
行

う
こ
と
で
援
助
の
効
率
を
上
げ
る
こ
と
で
あ

る
と
述
べ
た
。

そ
の
後
、
フ
ロ
ア
か
ら
の
発
言
を
含
め
た

討
議
と
な
っ
た
が
、
そ
の
中
で
〃
ド
ナ
ー
は

ど
こ
に
と
い
う
こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
答
え
は

こ
こ
に
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
こ
に
集
っ

て
い
る
人
た
ち
は
既
に
人
口
と
持
続
可
能
な

開
発
の
た
め
に
熱
心
に
働
い
て
い
る
人
た
ち

で
あ
り
、
で
き
る
限
り
の
努
力
を
し
て
い
る
。

そ
の
意
味
か
ら
言
え
ば
い
か
に
関
心
の
な
い

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
、
Ｉ
Ｐ

Ｐ
Ｆ
へ
の
拠
出
を
停
止
し
た
こ
と
に
関
連
し

て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
マ
ロ
ニ
ー
議
員
が
、

上
下
両
院
は
カ
イ
ロ
合
意
を
理
解
し
て
お
り
、

ブ
ッ
シ
ュ
政
権
に
対
し
て
資
金
拠
出
を
行
う

よ
う
決
定
し
た
。
議
会
の
レ
ベ
ル
で
は
Ｕ
Ｎ

Ｆ
Ｐ
Ａ
に
対
す
る
反
対
の
動
き
は
な
い
。
ま

た
、
中
国
の
人
権
抑
圧
の
問
題
に
関
し
て
も

議
会
が
調
査
団
を
中
国
に
派
遣
し
、
そ
の
調

査
団
の
調
査
結
果
も
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
活
動
と

中
国
の
人
権
抑
圧
と
の
関
係
に
つ
い
て
否
定

し
て
お
り
、
人
口
問
題
に
対
し
て
肯
定
的
な

報
告
書
と
な
っ
て
い
た
。
全
米
三
百
の
新
聞

社
が
そ
の
社
説
で
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
活
動
を
支

持
し
て
お
り
、
世
論
調
査
に
よ
れ
ば
国
民
の

八
五
％
は
支
持
し
て
い
る
。
し
か
し
、
極
端

に
保
守
的
な
政
治
活
動
を
行
う
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
あ

人
た
ち
を
動
員
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
非
常

に
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
政
治
的
な

決
断
が
重
要
で
あ
る
。
と
く
に
、
中
国
の
人

権
抑
圧
を
口
実
と
し
た
人
口
問
題
へ
の
批
判
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
か
ら
の
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
、
Ｉ

美
一
一
一
房
新
聞
社
と
米
覺
の
八
五
％
が
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
活
藝
支
持
ｌ
＊
マ
ロ
｜
｜
‐
鬘

り
、
彼
ら
の
利
権
や
利
益
の
た
め
に
人
口
問

題
に
対
す
る
批
判
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ

が
残
念
な
が
ら
そ
れ
な
り
の
政
治
的
な
影
響

力
を
も
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で

今
回
の
政
府
の
決
定
は
た
い
へ
ん
残
念
で
あ

る
と
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
事
情
を
説
明
し

た
。

フ
ロ
ア
か
ら
、
中
国
の
彰
珊
云
（
ペ
ン
・

ペ
イ
・
ユ
ン
）
中
国
全
人
代
副
議
長
の
講
演

の
中
に
、
現
在
世
界
の
人
口
問
題
に
と
っ
て

逆
風
と
な
っ
て
い
る
、
中
国
の
人
権
問
題
に

対
す
る
言
及
が
な
い
の
は
お
か
し
い
と
い
う

批
判
が
出
た
。
こ
れ
に
対
し
中
国
側
は
、
中

国
は
い
つ
で
も
門
戸
を
開
い
て
お
り
、
疑
念

が
あ
る
方
は
中
国
の
ど
こ
で
も
直
接
き
て
視

察
さ
れ
れ
ば
そ
の
よ
う
な
疑
念
は
晴
れ
る
だ

ろ
う
と
答
弁
し
た
。

Ｐ
Ｐ
Ｆ
へ
の
拠
出
停
止
な
ど
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
働
き
か
け
が
必
要

と
な
る
だ
ろ
う
〃
と
い
う
意
見
や
食
品
の
安

全
も
重
要
な
問
題
だ
と
い
う
指
摘
が
続
い
た
。
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
会
の
ウ
ー
ラ
・
サ
ン
デ
バ
ー

グ
元
人
ロ
委
員
長
は
生
ま
れ
て
く
る
子
供
の

権
利
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
子
供
を

単
な
る
労
働
力
と
し
て
し
か
考
え
て
い
な
い

国
も
あ
る
と
述
べ
た
。

ガ
ー
ナ
の
議
員
は
、
現
在
の
ホ
ワ
イ
ト
ハ

ウ
ス
の
決
定
は
良
識
あ
る
も
の
と
は
到
底
言

え
な
い
。
多
く
の
少
女
が
、
性
に
対
す
る
知

識
が
な
い
た
め
に
望
ま
な
い
妊
娠
を
強
い
ら

れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
選
挙
民
に
教
育
よ

り
も
軍
事
費
を
大
き
く
使
う
政
権
や
政
治
家

に
投
票
す
べ
き
で
は
な
い
と
訴
え
か
け
る
べ

き
だ
と
主
張
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
の
ク
リ
ス
・
マ
ツ
ク
フ
ァ
ー
テ
ィ

議
員
は
、
世
界
中
ど
こ
に
行
っ
て
も
コ
カ
コ
ー

ラ
の
自
動
販
売
機
を
見
な
い
国
は
な
い
。
現

在
、
多
国
籍
大
企
業
は
一
国
の
予
算
規
模
を

は
る
か
に
上
回
る
事
業
規
模
を
も
っ
て
い
る
。

こ
の
点
か
ら
言
え
ば
、
コ
カ
コ
ー
ラ
に
コ
ン

ド
ー
ム
を
付
け
て
売
る
よ
う
な
こ
と
も
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
の
か
、
と

述
べ
た
。

そ
の
後
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
議
員
、
イ
ギ

リ
ス
の
議
員
が
自
ら
の
中
国
視
察
の
結
果
を

報
告
し
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
は
中
国
で
た
い
へ
ん

『
ｂ
０
ｆ
ｂ
＋
Ｄ
０
ｂ
６
ｆ
６
も
□
□
６
０
６
Ｐ
０
ｂ
０
●
０
凸
Ｏ
Ｐ
９
も
Ｏ
Ｓ
９
勺
０
二
０
も
０
ク
リ
Ｇ
０
Ｐ
０
↓
０
ニ

セ
ッ
シ
ョ
ン
一
一
一
は
各
部
会
に
分
か
れ
た
グ

ル
ー
プ
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
、
テ
ー
マ
と
リ
マ
ソ
ー
ス
パ
ー
ソ
シ
は

以
下
の
と
お
り
Ⅲ

第
一
部
会
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
」
、
リ
ソ
ー

ス
パ
ー
ソ
ン
》
マ
ベ
ル
・
ビ
ア
ン
コ
Ｆ
Ｅ
Ｉ

Ｍ
議
長
（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
）

第
二
部
会
「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
と

用
品
の
安
定
供
給
」
、
リ
ヘ
ソ
ー
ス
パ
ー
ソ
ン
》

ジ
ャ
ガ
デ
ィ
シ
ュ
・
ウ
パ
ヤ
デ
イ
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ

Ａ
技
術
支
援
局
多
国
間
プ
ロ
グ
ラ
ム
お
よ
び

現
地
支
援
部
長

第
三
部
会
「
緊
急
状
況
下
に
お
け
る
リ
プ
ロ

良
い
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

出
身
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
修
道
女
が
、
中
国
の

人
口
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
協
力
し
て
お
り
、
長
年

こ
の
問
題
に
中
国
で
携
わ
っ
て
い
る
修
道
女

の
口
か
ら
も
決
し
て
強
制
で
な
い
と
い
う
報

告
が
あ
っ
た
、
と
い
う
事
例
報
告
。
さ
ら
に

１
１
１
，
１
Ｕ
セ
ッ
シ
ョ
ン
⑧
（
１
１
１
１
…

グ
ル
ー
プ
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
－

０９９９‘ｆＳＪｆ●Ｏｄ０ｂ９００ｓ９Ｓ９寺０二－９６７△６勺０白６Ⅲ９Ｆ０‐ＬｆＰ９ｂ６Ｓ０ｃ乃鈩

ダ
ク
テ
イ
ブ
ヘ
ル
ス
」
．
リ
ソ
ー
ス
パ
ー
ソ
マ
ン

陣
パ
ー
ト
リ
シ
ア
・
ヒ
ン
ド
マ
ラ
ッ
シ
ュ
Ｕ
Ｎ

Ｆ
Ｐ
Ａ
渉
外
局
長

第
四
部
会
「
思
春
期
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ

ヘ
ル
ス
」
リ
ソ
ニ
ー
ス
パ
ー
ソ
ン
唖
デ
リ
声
ア
・

バ
ル
セ
ロ
ナ
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ａ
Ｐ
技
術
支
援
局

グ
ル
ー
プ
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
第
一
部

会
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
」
の
議
長
は
マ
レ

ニ
ー
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
総
長
が
務
め
た
。
こ

の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
感

染
は
未
だ
ピ
ー
ク
に
達
し
て
い
な
い
。
今
対

策
を
集
中
的
に
と
ら
な
け
れ
ば
将
来
的
に
大

き
な
禍
根
を
残
す
こ
と
に
な
る
。
ま
た
女
性

建
食
料
安
全
保
障
の
問
題
が
国
内
的
に
も

国
際
的
に
も
確
保
さ
れ
て
お
ら
ず
そ
れ
に
対

す
る
対
策
が
急
務
で
あ
る
と
い
う
主
張
や
、

ア
メ
リ
カ
は
ア
メ
リ
カ
が
許
容
で
き
る
適
切

な
家
族
計
画
を
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
、
な

ど
の
意
見
が
出
た
。
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１
１

セ
ッ
シ
ョ
ン
四
グ
ル
ー
プ
・
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
Ⅱ
も
各
部
会
に
分
か
れ
た
部
会
セ
ッ

シ
ョ
ン
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
テ
ー
マ
と
リ

ソ
ー
ス
パ
ー
ソ
ン
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
部
会
「
貧
困
、
人
口
と
開
発
」
、
リ
ソ
ー

ス
パ
ー
ソ
ン
曲
ト
ム
・
メ
リ
ッ
ク
世
界
銀
行

顧
問

第
二
部
会
「
食
料
、
水
、
人
口
と
環
境
」
リ

Ｕ
－１くくくくくくくくくくくくくくくくく，

の
感
染
率
が
上
昇
し
て
お
り
、
こ
れ
は
女
性

の
社
会
的
地
位
が
男
性
に
比
べ
て
低
い
と
い

う
現
実
を
表
し
て
い
る
、
と
い
う
指
摘
が
な

さ
れ
た
。

グ
ル
ー
プ
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅱ

セ
ッ
シ
ョ
ン
④
八

ｌ
Ｊ
Ｊ
ｌ

一釦（

ｄ０ｑログ●ＩＳＵづ日ＢＢＤ日、リグⅡＳＣＰ●ｉｑ９Ｐ６ｑ９ｐ利、０㎡Ⅱ、リグ日、■〃６，Ｕグー、上》

ソ
ー
ー
ス
パ
ー
ソ
ー
ン
》
レ
ス
タ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン

地
球
政
策
研
究
所
長

第
三
部
会
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
、
リ
プ
ロ

ダ
・
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
と
人
権
」
リ
ソ
ー
ー
ス
パ
ー

ソ
シ
“
エ
ス
タ
ー
・
マ
ヤ
ン
バ
ラ
・
キ
サ
ケ
・

マ
ケ
レ
レ
大
学
人
権
平
和
セ
ン
タ
ー
（
ウ
ガ

ン
ダ
）
講
師

第
四
部
会
「
高
齢
化
」
、
リ
ソ
ー
‐
ス
パ
ー
ソ
ン

初
日
の
会
議
終
了
後
、
ア
ジ
ア
国
会
議
員

と
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
ト
ラ
ヤ
・
オ
ベ
イ
ド
事
務
局

長
と
の
懇
談
「
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
人
口
会
議
に
向

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
人
□
会
議
に
向
け
た
ア
ジ
ア
の
対
策

２
０
０
２
年
Ⅲ
月
皿
曰
鬮

セ
ッ
シ
ョ
ン
四
グ
ル
ー
プ
・
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
Ⅱ
の
第
二
部
会
「
食
料
、
水
、
人
口

と
環
境
」
の
議
長
は
イ
ン
ド
の
ジ
ャ
ナ
ッ
ト

議
員
が
務
め
た
。

リ
ソ
ー
ス
パ
ー
ソ
ン
の
レ
ス
タ
ー
・
ブ
ラ

ウ
ン
地
球
政
策
研
究
所
長
は
ア
メ
リ
カ
農
務

省
、
カ
ナ
ダ
小
麦
理
事
会
な
ど
の
資
料
を
引

き
、
現
在
食
料
生
産
と
人
口
の
関
係
が
か
っ

て
な
い
ほ
ど
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ

と
を
指
摘
し
た
。
本
年
九
月
二
○
○
二
年
の

省

け
た
ア
ジ
ア
の
対
策
」
が
お
こ
な
わ
れ
、
続

い
て
起
草
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
文
案
の
検

討
と
採
択
が
行
な
わ
れ
た
。

ル
イ
ー
ズ
・
プ
ル
ッ
フ
ェ
・
カ
ナ
ダ
保
健 ！
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CPD行動計画実施のための2002年国際国会議員会議（lPCl）カナダ・オタワで開く

世
界
の
穀
物
収
穫
高
は
八
千
八
百
万
ト
ン
の

不
足
に
な
る
と
予
測
さ
れ
る
と
米
国
農
務
省

が
発
表
し
た
。
こ
れ
は
三
年
連
続
で
の
不
足

で
、
二
○
○
○
年
に
二
千
九
百
万
ト
ン
、
二

○
○
｜
年
に
は
三
千
万
ト
ン
の
不
足
で
あ
り
、

三
年
合
計
で
一
億
四
千
七
百
万
ト
ン
の
不
足

と
な
る
。
こ
れ
に
伴
っ
て
各
主
要
穀
物
の
備

蓄
も
、
歴
史
的
に
低
い
水
準
を
記
録
し
つ
づ

け
て
お
り
、
小
麦
は
過
去
二
十
八
年
間
で
最

低
の
水
準
で
あ
り
、
コ
メ
は
過
去
二
十
七
年

間
で
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
過
去
四
十
年
間
で

最
低
の
水
準
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
食
料
の
安
全
保
障
は
不
安
定

に
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、

作
付
け
期
に
穀
物
価
格
が
低
か
っ
た
こ
と
に

よ
り
，
作
付
け
そ
の
も
の
が
低
調
だ
っ
た
こ

と
。
地
球
の
平
均
気
温
が
上
が
り
つ
づ
け
て

お
り
、
近
年
か
つ
て
例
を
見
な
い
熱
波
に
襲

わ
れ
る
地
域
が
頻
発
し
て
い
る
こ
と
。
ま
た

二
十
世
紀
と
い
う
短
い
時
間
に
地
下
帯
水
層

か
ら
過
剰
揚
水
が
行
な
わ
れ
、
そ
れ
に
よ
る

灌
概
の
成
果
と
し
て
高
収
量
を
維
持
し
て
き

た
が
、
こ
の
帯
水
層
の
枯
渇
の
問
題
が
深
刻

に
な
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
の
理
由
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

こ
れ
に
加
え
て
人
口
と
豊
か
さ
が
急
上
昇

し
た
。
一
九
五
○
年
に
世
界
の
一
人
あ
た
り

平
均
所
得
は
二
○
○
○
Ｕ
Ｓ
＄
で
あ
っ
た
も

の
が
、
二
○
○
○
年
に
は
七
千
四
百
Ｕ
Ｓ
Ｓ

と
約
三
倍
増
加
し
た
。
そ
の
間
に
世
界
人
口

は
三
十
五
億
人
も
増
加
し
、
世
界
の
総
所
得

は
六
・
六
兆
ド
ル
か
ら
四
十
五
兆
ド
ル
へ
と

七
倍
近
く
増
大
し
た
。
こ
の
増
大
は
食
肉
消

費
の
増
大
と
共
に
食
料
へ
の
強
い
圧
迫
と
な
っ

て
い
る
。

地
球
の
扶
養
限
界
を
考
え
た
と
き
、
一
九

八
二
年
に
地
球
は
そ
の
自
然
が
生
み
出
し
永

続
的
に
持
続
で
き
る
水
準
を
超
え
た
と
考
え

ら
れ
る
。
現
在
で
は
２
割
ほ
ど
も
不
足
し
て

お
り
、
人
類
史
上
初
め
て
自
然
か
ら
え
ら
れ

る
恵
み
を
消
費
す
る
の
で
は
な
く
、
自
然
の

恵
み
を
生
み
出
す
基
盤
を
も
消
費
し
始
め
て

い
る
。

こ
の
生
態
学
的
な
〃
ツ
ケ
〃
は
必
ず
将
来

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
食
料
貿
易
の
拡
大
の
結

果
、
か
つ
て
は
地
域
的
限
定
さ
れ
た
問
題
で

あ
っ
た
水
不
足
の
問
題
が
、
地
球
の
規
模
の

問
題
と
な
っ
て
き
た
。
西
ア
ジ
ア
や
日
本
、

韓
国
な
ど
食
料
を
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
国
は

大
き
く
そ
の
影
響
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
。

現
代
の
食
料
安
全
保
障
は
、
各
国
の
農
業

省
の
施
策
よ
り
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
や
人

口
政
策
の
ほ
う
が
大
き
な
影
響
を
与
え
る
に

至
っ
て
い
る
。
食
料
安
全
保
障
は
い
ま
や
社

会
全
体
の
問
題
で
あ
る
。
子
供
を
産
む
決
断

は
い
く
つ
か
の
国
で
は
作
付
け
計
画
よ
り
も

大
き
な
影
響
を
そ
の
国
の
食
料
安
全
保
障
に

あ
た
え
る
こ
と
に
な
る
。

か
つ
て
一
九
九
六
年
世
界
食
料
サ
ミ
ッ
ト

の
際
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
ュ
ー
フ
事

務
局
長
に
た
い
し
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
ナ
フ
ィ
ス
・

サ
デ
ィ
ッ
ク
事
務
局
長
に
宛
て
て
”
助
け
て
〃

と
手
紙
を
書
く
よ
う
提
案
し
た
。
人
口
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
推
進
さ
せ
る
こ
と
で
人
口
を
安
定

化
さ
せ
る
こ
と
、
更
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を

適
切
に
と
る
こ
と
で
地
球
温
暖
化
を
防
ぎ
、

気
候
を
安
定
化
さ
せ
る
こ
と
。
こ
れ
ら
が
不

可
欠
に
な
る
。
食
料
安
全
保
障
の
問
題
は
も

は
や
農
民
の
責
任
で
は
な
く
社
会
全
体
の
責

任
で
あ
る
、
と
講
演
し
た
。

蕊

鑿
９



Ｕ
罪
・
‐
く
‐
く
ｉ
ｊ
～
く
’
ｒ
１
く
ノ
ー
ｒ
１
ｒ
１
ｆ
１
ｒ
１
く
‐
・
～
・
～
く
ｉ
Ｊ
～
似
～

一

各
グ
ル
ー
プ
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
議

長
か
ら
部
会
の
討
議
内
容
の
報
告
が
行
な
わ

れ
た
。

ま
た
同
じ
時
間
に
、
最
終
の
起
草
委
員
会

》…！～ｉｉｉｊＵ

；
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
～
，
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｉ

セ
ッ
シ
ョ
ン
ー
ハ
で
は
谷
津
義
男
・
起
草
委

員
長
に
よ
っ
て
、
オ
タ
ワ
公
約
の
最
終
文
案

が
総
会
に
提
出
さ
れ
た
。
フ
ロ
ア
か
ら
活
発

に
意
見
が
出
さ
れ
、
熱
心
な
討
議
と
検
討
の

結
果
、
オ
タ
ワ
公
約
は
採
択
さ
れ
た
。

こ
の
全
体
会
議
の
席
で
、
四
回
も
文
案
検

討
を
続
け
て
き
た
起
草
委
員
の
中
か
ら
も
新

た
な
意
見
が
提
出
さ
れ
た
り
、
こ
の
場
に
至
っ

て
持
論
を
展
開
す
る
議
員
な
ど
も
お
り
、
谷

津
起
草
委
員
長
が
、
〃
こ
れ
ま
で
に
＋
分
に
意

グ
ル
ー
プ
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
報
告

会
議
盲
一
一
一
一
一
巨
文
の
検
討
と
採
択

セ
ッ
シ
ョ
ン
⑤

セ
ッ
シ
ョ
ン
⑧

。
。
－
、
Ｊ
ｒ
曰
。
■
、
‐
、
Ｊ
７
Ｉ
ｌ
Ｐ
１
Ｊ
ｒ
、
ロ
Ｊ
・
ｈ
Ｊ
Ｐ
ｂ
ｊ
ｒ
ｑ
ｕ
Ｊ
Ｐ
Ｌ
Ｊ
ｒ
、
１
〃
０
（

が
開
催
さ
れ
、
前
日
の
部
会
討
議
を
反
映
さ

せ
．
総
会
に
提
出
し
協
議
す
る
最
終
文
案
を

検
討
し
た
。

ｐ
ｒ
ｑ
１
ｆ
ｑ
Ｊ
・
く
１
７
Ｊ
：
□
Ｊ
・
ク
ニ
。
ｊ
・
Ｉ
Ｊ
Ｐ
７
■
Ｊ
く
ｌ
Ｐ
Ｉ
１
・
く
１
Ｊ
■
（

見
を
発
表
す
る
機
会
は
あ
っ
た
の
で
あ
り
、

こ
こ
は
合
意
を
形
成
す
る
場
で
あ
っ
て
、
演

説
を
す
る
場
所
で
は
な
い
〃
と
指
摘
す
る
場

面
も
あ
っ
た
。

燭
乱
擁
〆
今
鈩

（～～～～～～～～～～～～～～～～～’一
〈

八１１：くｉく～「～～～！

！

－け。～け｡｡～デヘーハ.､〆に ｡"･四一、〆~～…、〆、.－゜･〆。,｡ダーーゲーザ?、

つセッションＣ－ｉ最
後
に
会
議
事
務
局
を
務
め
た
、
ヘ
ル
ナ

ン
・
サ
ン
フ
ェ
ザ
ー
Ａ
Ｐ
Ｇ
事
務
局
長
か
ら
、

地
域
議
連
の
代
表
を
集
め
二
年
ご
と
に
国
際

議
員
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
。
Ｅ
ｌ
ｍ
ａ
ｉ

ｌ
を
使
っ
た
情
報
交
換
を
活
発
化
し
て
い
く

こ
と
、
な
ど
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
提
案
が
な

さ
れ
た
。

開
会
式
で
は
谷
津
義
男
・
起
草
委
員
長
の

手
に
よ
り
「
オ
ワ
タ
公
約
」
発
表
が
行
な
わ

れ
・
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
・
ロ
ジ
ャ
ー
・
ク
ー
ル
議
長

に
よ
っ
て
閉
会
宣
言
が
行
な
わ
れ
会
議
は
閉

会
し
た
。

七-戸兇･”｡?－

⑦

|陰艤フォ□－アップ！

についての協議」

1－－－－－－－－《
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OPD行動計画実施のための2002年国際国会議員会議（IPC|）カナダ・オタワで開く

人
類
が
こ
の
地
球
で
生
き
て
い
く
上
で
、

人
口
問
題
が
最
も
重
要
な
問
題
で
あ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
人
口
問
題
の
解
決
を

実
現
す
る
こ
と
な
く
、
持
続
可
能
な
社
会
の

形
成
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
え
る
。
人
口
問

題
も
ま
た
様
々
な
様
相
を
示
し
、
そ
の
全
体

像
を
理
解
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

現
在
に
お
け
る
、
人
口
問
題
の
キ
ー
ワ
ー

ド
を
挙
げ
る
だ
け
で
も
〃
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

ブ
ヘ
ル
ス
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ラ
イ
ッ
、

女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
卜
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、

難
民
、
避
難
民
、
少
子
化
、
高
齢
化
、
Ｈ
１

オ
タ
ワ
会
議
に
参
加
し
て

と
人
類
が
直
面
す
る
危
機

人
口
問
題
が
直
面
す
る
危
機

Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
、
公
衆
衛
生
、
淡
水
資
源
、

農
業
・
食
料
生
産
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
、
思
春
期
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス

（
Ａ
Ｒ
Ｈ
）
、
青
少
年
へ
の
性
教
育
、
識
字
率

の
向
上
、
す
べ
て
の
子
供
達
へ
の
初
等
教
育

の
普
及
〃
な
ど
な
ど
、
多
く
の
概
念
が
多
角

的
に
入
り
混
じ
っ
て
い
る
。

そ
れ
ら
は
す
べ
て
人
口
問
題
に
関
わ
り
あ

う
深
刻
な
問
題
で
あ
る
が
、
そ
の
問
題
の
性

質
に
よ
っ
て
、
先
進
国
で
重
要
な
問
題
、
途

上
国
で
重
要
な
問
題
、
個
人
に
と
っ
て
重
要

な
問
題
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
と
っ
て
重
要
な

問
題
、
地
域
に
と
っ
て
重
要
な
問
題
、
世
界

的
な
規
模
で
重
要
な
問
題
な
ど
そ
の
重
要
性

は
異
な
り
、
ま
た
人
口
分
野
で
活
動
す
る
人
々

に
と
っ
て
も
そ
の
関
心
は
お
の
ず
と
異
な
っ

て
い
る
。

こ
の
多
面
性
が
人
口
問
題
の
重
要
性
を
見

失
わ
せ
、
｜
股
の
理
解
を
難
し
く
し
て
い
る

こ
と
は
否
め
な
い
。
ま
た
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
や

カ
ト
リ
ッ
ク
を
始
め
様
々
な
保
守
的
な
グ
ル
ー

プ
が
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
、
道
徳
を
守
り
、

人
間
が
節
度
あ
る
生
活
を
行
な
え
ば
人
口
問

題
は
解
決
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

こ
れ
が
余
り
に
も
無
責
任
な
理
想
論
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

数
多
く
の
人
々
が
食
べ
る
も
の
も
な
く
死

に
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
蔓
延
の
中
で
両

親
を
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
奪
わ
れ
、
子
供
が
兄
弟
を

養
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
、
そ
し
て
先
進
国

で
も
十
代
の
妊
娠
中
絶
が
増
え
て
い
る
現
状

の
中
で
、
〃
道
徳
を
守
り
…
…
“
と
い
う
理
想

論
を
述
べ
る
こ
と
が
い
か
に
無
意
味
か
。
現

実
に
起
こ
っ
て
い
る
こ
の
悲
劇
を
で
き
る
だ

け
避
け
る
た
め
に
ど
う
す
べ
き
か
。
こ
れ
が

す
べ
て
の
人
口
問
題
の
基
礎
に
あ
る
考
え
方

で
あ
る
と
思
う
。

9３
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理
想
論
を
述
べ
る
こ
と
で
、
悲
劇
が
増
え

る
。
人
権
を
理
由
と
し
て
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
や
Ｕ
Ｎ

Ｆ
Ｐ
Ａ
へ
の
拠
出
を
停
止
し
た
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
の
論
理
は
こ
の
結
果
を
生
み
出
す
。
人

権
を
振
り
か
ざ
す
こ
と
で
、
よ
り
基
本
的
な

人
間
の
生
存
や
、
人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め

の
基
本
的
な
条
件
を
破
壊
し
て
し
ま
う
。
つ

ま
り
理
想
論
と
し
て
の
ベ
ス
ト
チ
ョ
イ
ス
を

主
張
す
る
こ
と
が
最
悪
の
結
果
を
作
り
出
し

て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

多
く
の
先
進
国
に
援
助
疲
れ
が
見
ら
れ
る

中
で
、
行
動
計
画
で
必
要
と
さ
れ
た
人
口
問

題
に
対
す
る
資
金
は
大
幅
に
不
足
し
て
い
る
。

オ
タ
ワ
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と
し
て
採
択
さ
れ

た
会
議
宣
言
文
の
中
で
も
、
「
二
○
○
○
年
時

点
で
百
七
十
億
ド
ル
を
人
口
と
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
ヘ
向
け
る
と
し
た
地
球
規
模

で
の
資
金
目
標
に
対
し
、
三
四
％
の
不
足
と

な
っ
て
い
る
。
国
内
か
ら
動
員
す
る
資
金
の

二
四
％
、
外
部
か
ら
動
員
す
る
資
金
の
約
五

五
％
不
足
し
て
い
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

人
口
問
題
に
対
す
る
対
策
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ

Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
対
す
る
対
策
は
後
に
な
れ
ば
な
る

ほ
ど
対
応
が
難
し
く
な
り
、
大
き
な
負
担
を

作
り
出
す
こ
と
に
な
る
。
理
想
論
を
振
り
か

ざ
す
こ
と
で
、
今
行
な
う
べ
き
対
策
を
行
な

わ
な
い
こ
と
の
ツ
ケ
は
必
ず
将
来
に
大
き
く

降
り
か
か
っ
て
く
る
。

人
口
の
増
加
も
直
接
的
に
人
類
の
将
来
に

影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
人

類
の
生
存
の
基
礎
で
あ
る
淡
水
資
源
だ
け
を

考
え
て
も
、
人
類
が
利
用
で
き
る
水
の
量
は

人
口
が
増
え
る
分
だ
け
、
一
人
あ
た
り
利
用

で
き
る
水
の
量
は
ど
ん
ど
ん
と
減
っ
て
し
ま

う
。
こ
れ
は
農
地
で
あ
れ
、
そ
の
他
の
基
礎

的
条
件
す
べ
て
に
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。

最
低
開
発
国
（
Ｌ
Ｌ
Ｄ
Ｃ
）
に
お
け
る
妊

産
婦
の
保
健
医
療
体
制
が
非
常
に
乏
し
い
状

況
に
あ
る
、
そ
の
中
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ

の
蔓
延
が
起
こ
っ
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
ら
の

国
々
で
は
教
育
に
向
け
る
投
資
は
非
常
に
乏

し
い
も
の
で
あ
り
、
増
え
る
人
口
が
労
働
力

年
齢
に
達
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
人
口
が
就

職
で
き
る
一
雇
用
の
創
出
は
容
易
で
は
な
い
。

そ
の
意
味
で
、
身
体
的
な
ま
た
社
会
的
に
十

分
活
動
で
き
な
い
人
口
が
急
増
す
る
こ
と
は
、

社
会
全
体
の
負
担
を
増
大
さ
せ
、
人
類
の
将

来
に
と
っ
て
大
き
な
禍
根
と
な
る
。

理
想
論
を
振
り
か
ざ
す
こ
と
で
最
悪
の
結

果
を
生
み
出
す
の
で
は
な
く
、
人
間
が
人
間

ら
し
く
生
活
で
き
る
環
境
を
作
り
出
す
た
め

に
実
現
可
能
な
対
策
を
行
な
う
、
こ
の
こ
と

が
何
よ
り
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
意
味
か
ら
言
え
ば
、
カ
イ
ロ
で
コ
ン

セ
ン
サ
ス
を
も
っ
て
合
意
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行

動
計
画
か
ら
の
離
脱
を
宣
言
し
た
ブ
ッ
シ
ュ

政
権
の
選
択
は
世
界
中
に
大
き
な
悲
劇
を
も

た
ら
す
、
擁
護
の
余
地
の
な
い
選
択
と
い
わ

ざ
る
を
得
な
い
。

今
必
要
な
こ
と
は
、
将
来
の
禍
根
を
た
つ

た
め
に
、
き
ち
っ
と
各
国
が
カ
イ
ロ
で
行
な
っ

た
公
約
を
守
り
、
資
金
動
員
を
行
な
う
こ
と

で
、
十
分
な
対
策
を
と
る
こ
と
。
ま
た
人
口

問
題
の
解
決
に
逆
行
す
る
勢
力
に
対
し
て
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
国
が
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計

画
の
精
神
を
掲
げ
、
現
実
的
な
選
択
を
行
な

い
実
施
す
る
こ
と
の
重
要
性
と
、
無
責
任
な

理
想
主
義
が
も
た
ら
す
、
重
大
な
悲
劇
と
弊

害
に
つ
い
て
、
国
際
的
な
合
意
と
コ
ン
セ
ン

サ
ス
を
改
め
て
作
り
上
げ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

今
、
私
達
の
国
際
社
会
の
良
識
が
問
わ
れ
、

将
来
へ
の
選
択
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
楠
本
修
）
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世
界
各
地
か
ら
オ
タ
ワ
に
集
っ
た
私
た
ち

国
会
議
員
は
、
「
国
際
人
口
開
発
会
議
（
Ｉ
Ｃ

Ｐ
Ｄ
）
行
動
計
画
」
に
対
す
る
私
た
ち
の
公

約
を
再
確
認
し
、
「
行
動
計
画
」
お
よ
び
そ
の

五
年
目
の
進
捗
状
況
の
評
価
の
中
で
明
確
に

な
っ
た
〃
カ
ギ
と
な
る
行
動
〃
の
実
施
を
更

に
推
進
す
る
た
め
に
行
動
を
起
こ
す
。

さ
ら
に
、
持
続
可
能
な
開
発
、
お
よ
び
そ

の
三
つ
の
柱
ｌ
経
済
成
長
、
社
会
の
進
展
、

環
境
保
護
に
対
す
る
私
達
の
公
約
を
確
認
す

る
。私
た
ち
は
、
国
会
議
員
と
し
て
一
人
一
人

で
も
集
団
と
し
て
も
、
ｌ
人
々
の
権
利
と

ニ
ー
ズ
を
擁
護
す
る
者
と
し
て
、
彼
ら
の
権

利
を
保
護
す
る
法
律
を
作
る
立
法
者
と
し
て
、

国
民
の
ニ
ー
ズ
を
解
決
に
向
け
る
上
で
必
要

と
な
る
、
資
源
（
金
）
を
動
員
し
、
そ
れ
を

可
能
に
す
る
環
境
を
創
出
す
る
政
策
形
成
者

と
し
て
ｌ
人
々
と
政
府
と
の
掛
け
橋
と
し

て
の
重
要
な
役
割
を
理
解
し
、
受
け
入
れ
る
。

私
た
ち
は
更
に
、
人
口
問
題
は
他
の
全
て

私
達
は
、
更
に
以
下
の
こ
と
を
認
識
し
て

い
る
。

人
口
と
り
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
に

対
す
る
二
○
○
○
年
時
点
で
百
七
十
億
ド
ル

の
地
球
規
模
で
の
資
金
目
標
に
対
し
、
三
四
％

不
足
し
て
い
る
。
国
内
か
ら
動
員
す
る
資
金

の
二
四
％
、
外
部
か
ら
動
員
す
る
資
金
の
約

の
開
発
課
題
に
影
響
を
与
え
る
横
断
的
な
問

題
で
あ
り
、
従
っ
て
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標

（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
）
、
特
に
以
下
の
目
標
貧
困
お
よ

び
飢
餓
の
撲
滅
、
安
全
で
な
い
中
絶
と
の
戦

い
お
よ
び
性
に
関
す
る
健
康
お
よ
び
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
（
人
口
再
生
産
に
関

わ
る
健
康
）
・
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ラ
イ
ッ

（
人
口
再
生
産
に
関
わ
る
権
利
）
の
改
善
を
含

む
妊
産
婦
の
健
康
状
態
の
改
善
、
お
よ
び
Ｈ

Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
と
の
戦
い
、
初
等
教
育
の

普
遍
的
実
施
、
男
女
平
等
と
女
性
の
エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン
卜
の
促
進
を
達
成
す
る
上
で
不

可
分
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
受
け
入
れ
る
。

五
五
％
が
不
足
し
て
い
る
。

地
球
上
に
住
む
人
々
の
半
分
は
一
日
二
ド

ル
以
下
で
生
活
し
て
お
り
、
十
二
億
人
は
一

日
一
ド
ル
以
下
で
生
活
し
て
お
り
、
そ
の
半

数
以
上
が
女
性
で
あ
る
。

政
治
的
な
不
安
定
が
貧
困
撲
滅
と
持
続
可

能
な
開
発
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
。

世
界
的
に
見
て
、
八
億
四
千
万
人
が
栄
養

失
調
状
態
で
あ
り
、
五
歳
以
下
の
乳
幼
児
六

百
万
人
を
含
む
多
く
の
人
々
が
、
恒
常
的
な

飢
餓
と
栄
養
失
調
た
め
に
死
亡
し
て
い
る
。

現
在
四
千
万
人
の
難
民
お
よ
び
国
内
避
難

民
が
い
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
多

く
が
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
・
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
で
き
て
い
な
い
。

二
○
○
○
年
に
お
い
て
、
五
億
八
百
万
人

が
水
ス
ト
レ
ス
（
注
１
）
の
国
に
住
ん
で
お

り
、
二
○
二
五
年
に
は
一
一
一
十
億
人
が
そ
の
よ

う
な
国
に
住
む
こ
と
に
な
る
。

●
注
１
一
年
間
国
民
一
人
あ
た
り
一
七
○

○
㎡
以
下
の
流
出
水
越
（
降
水
量
か
ら
植
物

２
０
０
２
年
Ⅲ
月
朋
曰
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現
在
十
億
人
の
思
春
期
の
若
者
が
人
口
再

生
産
年
齢
（
注
２
）
に
入
っ
て
い
る
、
ま
た

は
入
ろ
う
と
し
て
お
り
、
そ
の
多
く
が
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
教
育
と
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

●
注
２
通
常
十
五
歳
～
四
十
九
歳

毎
年
、
五
十
万
人
以
上
の
女
性
が
、
妊
娠
・

出
産
で
死
亡
し
て
お
り
、
そ
の
他
に
七
百
万

人
が
感
染
症
に
か
か
り
、
外
傷
を
負
っ
て
い

る
。世
界
中
で
三
億
五
千
万
人
の
女
性
が
さ
ま

ざ
ま
な
安
全
で
効
果
的
な
避
妊
を
利
用
で
き

な
い
で
い
る
。
そ
の
結
果
、
毎
年
一
億
七
千

五
百
万
人
が
、
望
ま
な
い
妊
娠
、
ま
た
は
望

ま
な
い
時
期
の
妊
娠
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
。世
界
中
で
数
億
人
に
上
る
女
性
の
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
お
よ
び
家
族
計
画
に

対
す
る
ニ
ー
ズ
は
無
視
さ
れ
つ
づ
け
て
い
る
。

特
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
よ
う
な
国
で
は
、

数
十
年
に
わ
た
っ
て
そ
の
ニ
ー
ズ
を
満
す
こ

と
が
で
き
な
い
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
。

及
び
地
表
の
蒸
発
散
分
を
除
い
た
も
の
）
を

意
味
す
る
。
一
○
○
○
㎡
で
は
水
欠
乏
（
乏
昌
国

⑫
８
月
巴
と
な
る
。

毎
年
四
千
万
人
近
い
妊
娠
中
絶
が
行
わ
れ

て
お
り
、
そ
れ
は
し
ば
し
ば
安
全
で
な
い
条

件
の
も
と
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。
毎
年
、
約

七
万
八
千
人
の
女
性
、
｜
日
に
二
百
二
十
七

名
の
女
性
が
安
全
で
な
い
妊
娠
中
絶
の
結
果
、

死
亡
し
て
い
る
。

二
○
○
一
年
に
は
新
た
に
五
百
万
人
が
Ｈ

Ｉ
Ｖ
感
染
し
、
そ
の
中
に
八
十
万
人
の
子
供

が
含
ま
れ
る
。
そ
し
て
、
三
百
万
人
が
Ａ
Ｉ

Ｄ
Ｓ
で
死
亡
し
て
い
る
。

千
三
百
四
十
万
人
の
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
孤
児
が
お

り
、
そ
の
多
く
が
世
帯
主
と
な
っ
て
い
る
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
新
規
感
染
者
の
半
分
は
十
五
歳
か

ら
二
十
四
歳
の
青
年
層
で
あ
り
、
少
女
が
特

に
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

現
在
、
世
界
に
は
四
千
万
人
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
感
染
者
が
お
り
、
そ
の
う
ち
二
千

八
百
五
十
万
人
が
ア
フ
リ
カ
に
い
る
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
対
す
る
防
護
の
た

め
の
コ
ン
ド
ー
ム
が
年
間
八
十
億
個
不
足
し

て
い
る
。

二
○
五
○
年
ま
で
に
六
十
歳
以
上
の
高
齢

者
人
口
は
六
億
人
か
ら
二
十
億
人
へ
と
増
加

す
る
。
高
齢
者
人
口
比
率
は
一
○
％
か
ら
二

一
％
へ
と
倍
増
し
、
そ
の
多
く
が
生
活
困
窮

者
で
社
会
・
保
健
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
公
的

支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
。

こ
こ
オ
タ
ワ
に
集
っ
た
私
達
国
会
議
員
が

以
下
の
行
動
を
取
る
上
で
コ
ミ
ッ
ト
し
、
お

よ
び
世
界
中
の
国
会
議
員
が
こ
れ
ら
の
行
動

に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
よ
う
に
呼
び
か
け
る
。

・
国
家
開
発
予
算
の
五
％
か
ら
一
○
％
を
人

口
と
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
向
け
る
と
い
う
目
標
を
達
成

す
る
よ
う
懸
命
に
努
力
す
る
。

・
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の
○
・
七
％
を
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
向
け
る

と
い
う
合
意
さ
れ
た
目
標
達
成
の
た
め
努

力
す
る
。
そ
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画

実
施
に
必
要
と
さ
れ
る
合
意
さ
れ
た
推
計

資
金
を
動
員
す
る
た
め
に
、
で
き
る
努
力

を
全
て
行
う
。

・
各
国
の
保
健
お
よ
び
貧
困
削
減
の
枠
組
み

の
中
に
お
い
て
、
予
算
配
分
な
ら
び
に
プ

ロ
グ
ラ
ム
活
動
の
両
面
で
、
誰
で
も
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
・
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
に
高
い

優
先
順
位
を
与
え
る
。

◇
行
動
の
呼
び
か
け
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オタワ・コミットメント（公約）

・
難
民
や
国
内
避
難
民
の
性
に
関
す
る
健
康

お
よ
び
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の

た
め
に
政
策
形
成
し
、
実
施
し
、
さ
ら
に

資
金
を
提
供
す
る
。

・
少
女
や
若
い
女
性
の
人
権
を
推
進
し
保
護

す
る
法
お
よ
び
政
策
を
制
定
・
公
布
し
、

強
制
力
を
持
っ
て
執
行
し
、
全
て
の
レ
ベ

ル
の
意
思
決
定
に
お
け
る
女
性
の
平
等
な

参
画
の
確
保
と
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
現
れ

て
く
る
有
害
な
伝
統
的
、
文
化
的
、
宗
教

的
慣
行
を
含
む
、
女
性
に
対
す
る
全
て
の

暴
力
・
搾
取
・
差
別
を
排
除
す
る
。

・
女
性
の
教
育
、
｜
雇
用
お
よ
び
生
活
に
お
け

る
全
て
の
男
女
格
差
を
取
り
除
き
、
少
女

へ
の
教
育
、
技
術
・
職
業
技
能
の
向
上
、

読
み
書
き
を
教
え
る
手
段
、
を
採
用
・
採

択
し
、
強
制
力
を
持
っ
て
実
施
さ
せ
る
。

・
公
衆
衛
生
に
お
け
る
優
先
課
題
と
し
て
、

ま
た
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ラ
イ
ッ
に
お

け
る
懸
案
と
し
て
の
、
妊
産
婦
死
亡
と
疾

病
お
よ
び
安
全
で
な
い
中
絶
の
削
減
を
推

進
す
る
。

・
妊
娠
の
持
つ
リ
ス
ク
や
労
働
と
出
産
に
対

す
る
知
識
を
生
み
出
し
理
解
を
図
り
、
男

性
を
含
む
家
族
そ
れ
ぞ
れ
の
尊
敬
す
べ
き

役
割
と
責
任
に
対
す
る
理
解
を
促
進
さ
せ
、

妊
産
婦
の
健
康
を
促
進
し
保
護
す
る
公
衆

衛
生
教
育
を
支
援
す
る
。

・
国
家
開
発
お
よ
び
貧
困
撲
滅
戦
略
に
お
い

て
、
水
ｌ
特
に
農
村
地
帯
に
お
け
る
、
お

よ
び
衛
生
（
衛
生
的
な
ト
イ
レ
）
を
優
先

的
に
扱
い
、
特
に
水
生
産
性
（
生
産
に
お

け
る
水
効
率
）
の
向
上
、
人
口
安
定
、
気

候
安
定
に
力
を
注
ぐ
。

・
貧
困
の
中
に
住
む
人
た
ち
、
特
に
女
性
が
、

土
地
を
含
む
農
業
資
源
を
利
用
し
や
す
く

な
る
よ
う
改
善
し
、
公
正
で
効
率
的
な
分

配
シ
ス
テ
ム
と
持
続
可
能
な
開
発
を
推
進

す
る
。

・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
政
策
を
各
国
の
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
政
策
と
行
動
計

画
の
実
施
の
中
に
展
開
し
統
合
す
る
、
Ｈ

Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
感
染
者
お
よ
び
Ａ
Ｉ
Ｄ

Ｓ
孤
児
の
人
権
と
尊
厳
を
守
る
た
め
の
立

法
を
行
う
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
を
含
む

す
べ
て
の
性
行
為
感
染
症
の
感
染
を
防
止

す
る
教
育
と
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
、

た
め
に
必
要
と
な
る
政
治
的
意
思
を
喚
起

す
る
。

・
就
学
し
て
い
る
か
否
か
を
問
わ
ず
、
思
春

期
の
若
者
た
ち
が
彼
ら
の
性
お
よ
び
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
ニ
ー
ズ
に
関

す
る
”
良
く
情
報
を
得
た
上
で
の
選
択
や

決
定
〃
を
責
任
を
持
っ
て
行
う
た
め
に
必

要
と
な
る
情
報
や
サ
ー
ビ
ス
を
入
手
で
き

る
よ
う
に
す
る
。

・
二
○
’
五
年
ま
で
に
全
て
の
人
が
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
・
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
政
府
、
ド

ナ
ー
、
市
民
社
会
、
そ
し
て
民
間
部
門
が

政
府
の
支
援
の
下
で
協
同
し
て
働
き
、
で

き
る
努
力
を
全
て
行
う
こ
と
で
、
こ
の
目

標
を
達
成
す
る
。

・
各
国
の
開
発
計
画
に
よ
る
支
援
お
よ
び
そ

れ
を
実
施
す
る
た
め
に
資
金
を
利
用
可
能

と
す
る
こ
と
で
男
女
別
統
計
デ
ー
タ
の
収

集
・
分
析
・
普
及
能
力
を
構
築
ま
た
は
強

化
す
る
。

・
高
齢
者
に
よ
る
経
済
的
、
社
会
的
、
文
化

的
、
政
治
的
権
利
の
享
受
を
促
進
し
、
保

護
す
る
。
ま
た
高
齢
者
に
対
す
る
い
か
な

る
形
態
の
暴
力
お
よ
び
差
別
を
排
除
す
る
。

そ
し
て
、
高
齢
者
が
十
分
に
そ
し
て
効
果

的
に
、
彼
ら
の
社
会
で
経
済
、
政
治
、
社

会
生
活
に
参
画
で
き
る
よ
う
エ
ン
パ
ワ
ー

9７



国
際
人
ロ
問
題
議
員
懇
談
会
・
総
会
開
く

！ … … … … … … … ！
’

（
〉６
６

〆
Ｖ
４
代
Ｌ
ど
ユ
ム
刊

七
千
ド
ル
）
。

ⅣⅢＥＪ」Ⅲ肌への拠出金は前年度と同額我が国の厳しい財政事情の中で政
府
が
人
類
の
平
和
と
安
全
保
障
の
カ
ギ
を
握

政
府
は
十
二
月
二
十
四
日
の
閣
議
で
二
○
ル
）
、
イ
ン
タ
ー
カ
ン
ト
リ
ー
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
支
援
る
人
口
・
開
発
問
題
に
深
遠
な
配
慮
を
示
し

○
’
一
一
年
度
予
算
の
政
府
案
を
決
め
た
が
、
ｏ
信
託
基
金
、
’
億
二
千
二
百
万
円
（
百
万
ド
た
こ
と
に
つ
い
て
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
と
Ｉ
Ｐ
Ｐ

Ｄ
Ａ
予
算
が
五
・
八
％
減
額
さ
れ
た
中
に
あ
っ
ル
）
Ⅱ
。
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
は
合
計
十
九
億
千
九
百
Ｆ
は
「
こ
の
名
誉
あ
る
日
本
の
決
定
に
は
高

て
、
国
連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
と
国
六
万
円
（
千
五
百
七
十
三
万
ド
ル
）
Ⅱ
内
訳
い
レ
ベ
ル
の
期
待
と
責
任
が
伴
い
ま
す
。
私

際
家
族
計
画
連
盟
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
）
に
対
す
る
は
コ
ア
・
フ
ァ
ン
ド
、
十
七
億
九
千
四
百
三
ど
も
は
約
束
し
た
こ
と
を
果
た
す
こ
と
で
、

拠
出
金
は
外
務
省
要
求
通
り
前
年
度
と
同
額
十
四
万
四
千
円
（
千
四
百
七
十
万
七
千
七
百
日
本
人
納
税
者
の
善
意
に
応
え
た
い
と
思
い

で
決
着
し
た
。

四
十
ド
ル
）
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
信
託
基
金
ま
す
。
発
展
途
上
国
で
生
き
る
貧
し
い
人
々
、

Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
は
合
計
四
十
九
億
四
千
三
百
一
億
二
千
四
百
七
十
一
万
六
千
円
（
百
一
一
万
女
性
の
生
活
改
善
の
た
め
に
努
力
す
る
こ
と

七
万
四
千
円
（
四
千
五
十
一
万
七
千
ド
ル
）
Ⅱ
二
千
二
百
六
十
ド
ル
）
Ⅱ
。
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
Ａ

内
訳
は
コ
ア
・
フ
ァ
ン
ド
四
十
八
億
二
千
百
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
の
合
計
拠
出
金
は
六
十
八
億
六
千
Ｐ
Ｄ
Ａ
に
寄
せ
て
き
た
。

七
万
四
千
円
（
三
千
九
百
五
十
一
万
七
千
ド
’
’
百
十
一
一
一
万
四
千
円
（
五
千
六
百
二
十
四
万

叺
什
‐
全
利
夫
丘

国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
（
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
）
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
と
国
際
家
族
計
画
連

は
、
十
二
月
六
日
午
前
八
時
か
ら
キ
ャ
ピ
ト
盟
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
）
に
対
す
る
拠
出
金
要
求
額

ル
東
急
ホ
テ
ル
で
総
会
を
開
き
、
中
山
太
郎
が
、
前
年
度
同
額
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

会
長
が
Ｏ
Ｄ
Ａ
予
算
減
額
の
中
、
国
連
人
口
た
と
挨
拶
、
関
係
者
の
努
力
に
感
謝
し
た
。

且
予
算
減
額
の
中
、
国
連
人
口
た
と
挨
拶
、
関
係
者
の
努
力
に

ｉ
ｉ
ｉ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

IＪＩ

の
織
些
雇
欝
と
一
医
一

ヰ
ー
［
ｐ
Ｈ
ァ
」
乘
辿
ゴ
ハ
ー
ゾ
」
生

■
ぬ
〃
〃
『
「
田
－
し
Ⅱ
。
十
一
豆

醜
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（
そ
の
社
会
的
地
位
を
向
上
す
る
）
す
る
。
し
て
、
立
法
者
と
し
て
、
そ
し
て
政
策
形
成
負
グ
ル
ー
プ
を
通
し
て
定
期
的
に
報
告
し
、

◇
誓
約

者
と
し
て
、
こ
こ
に
述
べ
た
活
動
を
行
い
、

そ
し
て
私
達
が
、
個
人
的
に
、
そ
し
て
全
体

私
達
が
行
っ
て
き
た
活
動
の
進
捗
状
況
を
系
的
に
達
成
し
た
こ
と
を
評
価
す
る
た
め
に
、

統
的
に
そ
し
て
積
極
的
に
モ
ー
タ
ー
す
る
こ
二
年
目
に
再
び
集
う
こ
と
を
誓
う
。

私
た
ち
国
会
議
員
は
、
国
民
の
代
弁
者
と
と
を
誓
う
。
さ
ら
に
、
そ
の
進
展
を
国
会
議



活発な意見をかわすパネリストたち（国連大学会議場で）

｢こども､家族､社会一少子社会の政策選択一」

開く

「
こ
ど
も
、
家
族
、
社
会
－
少
子
社
会
の
政

策
選
択
ｌ
Ｌ
を
テ
ー
マ
と
す
る
第
七
回
厚
生
政

策
セ
ミ
ナ
ー
が
＋
｜
月
一
一
十
二
Ｂ
、
国
立
社

会
保
障
・
人
□
問
題
研
究
所
主
催
で
、
国
連

大
学
三
階
会
議
場
で
開
か
れ
た
。
本
セ
ミ
ナ
ー

は
、
可
こ
ど
も
Ｌ
に
関
す
る
欧
米
諸
外
国
の
政

策
の
背
後
に
あ
る
社
会
的
合
意
や
価
値
観
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
先
進
六
カ
国
か
ら

経
済
学
、
人
ロ
学
、
社
会
学
な
ど
の
多
分
野

の
代
表
的
な
専
門
家
を
招
い
た
。
こ
ど
も
の

い
る
世
帯
へ
の
政
策
を
比
較
検
討
し
、
曰
本

の
今
後
の
政
策
立
案
へ
の
貢
献
と
な
る
こ
と

を
目
指
し
た
。

JI
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日
本
や
イ
タ
リ
ア
は
超
高
齢
化
の
時
代
を

迎
え
て
い
る
。
将
来
は
、
高
齢
者
層
の
人
口

が
若
年
層
を
上
回
る
だ
け
で
な
く
、
労
働
層

の
人
口
を
上
回
る
可
能
性
が
出
て
き
て
い
る
。

こ
ど
も
を
持
つ
こ
と
に
対
し
て
の
考
え
方
を

変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
個
人
の
人

生
へ
の
考
え
方
・
見
方
を
変
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
際
、
複
数
の
世
代
か
ら
成
る

世
代
間
の
団
結
の
意
識
を
も
た
ね
ば
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。
フ
ラ
ン
ス
は
出
生
促
進
政
策
を

明
示
的
に
掲
げ
て
い
る
。
イ
タ
リ
ア
は
フ
ァ

シ
ス
ト
の
余
韻
も
あ
り
、
依
然
人
口
過
多
と

す
る
考
え
が
残
っ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
を
考

え
て
も
、
文
化
的
変
化
を
将
来
考
え
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
。

重
要
な
こ
と
は
、
十
分
な
数
の
こ
ど
も
を

持
つ
こ
と
を
認
め
、
貧
困
の
リ
ス
ク
を
下
げ

る
よ
う
な
政
策
を
考
え
、
子
育
て
は
長
年
の

課
題
と
い
う
認
識
、
つ
ま
り
家
族
だ
け
が
支

》Ⅲ．‐，一

先
進
国
に
お
け
る
少
子
化
と
政
策
的
対
応

ア
ン
ト
ニ
オ
・
ゴ
リ
ー
ニ
（
ロ
ー
マ
大
学
人
口
学
部
教
授
）

’
九
六
○
年
以
来
、
合
計
特
殊
出
生
率
（
Ｔ

Ｆ
Ｒ
）
は
一
・
五
以
下
に
な
っ
て
き
た
。
多

く
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
そ
の
変
化
は
鈍
化

し
つ
つ
あ
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
政
策
的
・

経
済
的
効
果
が
大
き
く
、
出
生
率
低
下
の
歯

止
め
の
一
因
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
東
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
は
出
生
促
進
政
策
を
と
っ
た
。
全
体

と
し
て
は
、
’
九
六
○
年
代
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

え
る
の
で
は
な
く
社
会
全
体
が
支
え
て
い
る

と
い
う
認
識
を
持
つ
こ
と
で
あ
る
。
女
性
が

出
産
に
関
わ
る
大
き
な
負
担
を
被
る
こ
と
を

考
え
る
と
仕
事
の
軽
減
化
を
促
進
す
る
こ
と

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
少
子
化
と
家
族
政
策

ゲ
ル
ダ
・
ネ
イ
ヤ
ー
（
マ
ツ
ク
ラ
ー
フ
ン
ク
人
口
研
究
所
上
級
研
究
員
）

各
国
の
多
様
性
が
あ
り
、
二
○
○
○
年
は
地

域
的
な
類
似
化
が
進
ん
だ
。
’
九
七
五
年
ま

で
は
女
性
の
社
会
進
出
が
進
む
と
出
生
率
低

下
が
進
む
と
い
う
常
識
が
あ
っ
た
が
、
一
九

九
○
年
代
以
降
は
、
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
が
見
ら

れ
た
。
つ
ま
り
女
性
の
社
会
進
出
が
進
む
と

同
時
に
出
生
率
が
上
昇
し
た
の
で
あ
る
。

家
族
政
策
を
考
え
る
時
に
は
、
い
く
つ
か

で
あ
る
。
一
九
六
○
’
七
○
年
代
は
農
業
・

重
工
業
が
重
要
な
産
業
で
、
男
性
が
労
働
市

場
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
し

か
し
現
代
は
、
女
性
が
活
躍
す
る
軽
工
業
や

サ
ー
ビ
ス
業
が
重
要
な
役
割
を
担
う
。
さ
ら

に
女
性
の
高
学
歴
化
が
男
性
よ
り
も
進
み
、
女

性
に
対
す
る
財
政
的
・
専
門
的
・
精
神
的
な
サ
ー

ビ
ス
の
投
入
が
重
要
に
な
る
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
女
性
の
立
場
を
十
分
に
考
慮
し
た
社
会

政
策
体
制
を
築
い
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

1００



第７回厚生政策セミナ

の
要
素
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
労

働
市
場
、
健
康
、
教
育
、
福
祉
な
ど
総
合
的

に
こ
れ
ら
の
要
素
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

家
族
政
策
は
ま
た
、
各
家
庭
に
向
け
ら
れ
る

も
の
で
は
な
く
、
本
当
に
必
要
と
す
る
貧
し

い
家
庭
や
母
子
家
庭
に
重
点
的
に
向
け
る
こ

と
も
念
頭
に
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

母
性
と
い
う
観
点
も
重
要
で
あ
る
Ｐ
働
く

女
性
も
母
親
に
な
れ
る
よ
う
、
社
会
全
体
で

助
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
母
親
も
一
人
の

市
民
で
あ
り
、
母
親
と
し
て
の
権
利
は
当
然

の
一
市
民
と
し
て
の
権
利
で
あ
る
。

北
欧
で
は
労
働
力
不
足
と
低
出
生
率
に
苦

し
み
、
女
性
の
労
働
市
場
参
加
を
促
進
さ
せ

る
た
め
に
育
児
休
暇
を
与
え
る
政
策
を
と
っ

て
き
た
。
「
育
児
は
労
働
と
同
じ
」
と
い
う
考

え
方
を
も
っ
と
浸
透
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
域
で
は
育
児

休
暇
は
無
給
あ
る
い
は
薄
給
で
あ
る
。
パ
ー

ト
タ
イ
ム
の
選
択
肢
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
福

利
厚
生
面
な
ど
で
労
働
市
場
の
分
断
を
招
く

こ
と
に
な
る
。

家
族
政
策
と
出
生
率
の
関
係
に
つ
い
て
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
を
例
に
と
る
と
、
第
一
子
の
育

児
休
暇
が
二
年
と
れ
、
三
年
以
内
に
次
の
子

日
本
・
ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ
ア
の
人
口
動
向

は
似
て
い
る
。
一
九
七
○
年
代
以
降
の
Ｔ
Ｆ

Ｒ
の
低
下
の
意
味
は
、
出
産
や
結
婚
の
高
年

齢
へ
の
先
延
ば
し
や
、
未
婚
率
の
増
加
や
初

婚
年
齢
の
高
年
齢
化
に
よ
る
、
出
産
機
会
の

低
下
で
あ
る
。
日
本
な
ど
は
三
十
代
女
性
が
、

結
婚
や
出
産
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
べ
く
キ
ャ
ッ

チ
ァ
ッ
プ
現
象
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

な
お
現
在
、
高
出
生
率
の
国
は
、
婚
外
子
出

生
率
が
高
く
、
低
出
生
率
の
国
は
婚
外
子
出

生
率
が
低
い
。

供
が
生
ま
れ
る
と
同
じ
く
二
年
の
休
暇
を
と

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
第
三
子
に
つ
い

て
も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
制
度
を
活
用
す
る

ケ
ー
ス
が
増
加
し
た
。
こ
の
制
度
を
活
用
し

た
女
性
は
高
学
歴
の
女
性
が
多
か
っ
た
。
理

■
問
題
提
起

「
少
子
化
へ
の
政
策
対
応
》
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
」

■
司
会
勝
又
幸
子
国
立
社
会
保
障
人
□
問
題
研
究
所
室
長
）

阿
藤

誠
国
立
社
会
保
障
人
口
問
題
研
究
所
所
長
）

一
九
七
○
年
代
以
降
、
女
性
の
社
会
進
出

に
と
も
な
っ
て
、
家
庭
と
仕
事
の
両
立
の
難

し
さ
が
目
立
っ
て
き
た
。
女
性
の
高
学
歴
化

が
進
み
、
賃
金
が
上
昇
し
、
就
業
す
る
と
育

児
の
機
会
費
用
（
も
し
就
業
し
て
い
れ
ば
得

ら
れ
る
育
児
休
暇
中
の
所
得
の
喪
失
）
が
高

ま
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
一
九
九
○
年
代

以
降
は
、
出
生
率
と
女
性
の
就
業
率
と
の
間

に
い
わ
ゆ
る
逆
説
が
発
生
し
た
。

家
族
政
策
に
は
大
き
く
二
つ
の
課
題
が
あ

る
。
一
つ
は
家
庭
と
仕
事
の
両
立
の
難
し
さ

由
と
し
て
制
度
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
理
解
し
、

利
用
す
る
利
点
が
大
き
い
た
め
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
一
九
九
六
年
に
こ
の
制
度
は

廃
止
さ
れ
た
が
、
そ
の
か
わ
り
父
親
が
六
ヶ

月
育
児
休
暇
を
と
れ
る
制
度
に
か
わ
っ
た
。

1０１



リ
ズ
ペ
ッ
ド
・
ク
ヌ
ズ
セ
ン
（
南
デ
ン
マ
ー

ク
大
学
人
口
研
究
セ
ン
タ
ー
助
教
授
）

デ
ン
マ
ー
ク
は
人
口
置
換
水
準
以
下
の
レ

ベ
ル
で
、
極
め
て
出
生
率
は
極
め
て
低
い
。

女
性
の
立
場
を
男
性
と
同
じ
よ
う
に
保
障
す

る
必
要
が
あ
る
。
女
性
は
本
当
は
子
供
を
持

ち
た
い
が
、
ど
う
し
て
も
経
済
的
背
景
な
ど

ア
ナ
・
カ
ブ
レ
（
バ
ル
セ
ロ
ナ
自
治
大
学
人

ロ
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
）

ス
ペ
イ
ン
は
二
十
五
年
で
劇
的
に
人
口
動

向
が
変
化
し
た
。
家
族
政
策
に
関
わ
る
法
律

も
変
化
し
、
人
々
の
生
活
も
変
化
し
た
。
そ

の
結
果
女
性
の
立
場
も
変
化
し
、
出
生
率
低

下
に
繋
が
っ
た
。

を
ど
う
乗
り
越
え
る
か
。
二
つ
目
は
、
子
育

て
の
コ
ス
ト
の
緩
和
を
い
か
に
す
る
か
、
で

あ
る
。

最
後
に
問
題
を
な
げ
か
け
た
い
。
果
た
し

て
北
欧
や
フ
ラ
ン
ス
の
児
童
手
当
て
の
厚
さ

が
、
高
出
生
率
に
影
響
を
与
え
る
の
か
。
英

語
圏
（
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
）
は
政
策
が

さ
ほ
ど
強
力
で
は
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
な

ぜ
出
生
率
が
回
復
し
て
い
る
の
か
。

か
ら
遅
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
労
働

市
場
の
方
を
優
先
し
繭
家
庭
が
そ
の
次
に
な
っ

て
し
ま
う
。
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
、
高
齢
化
社

会
と
少
子
化
社
会
と
は
別
個
に
議
論
さ
れ
る
。

出
生
政
策
に
対
し
て
の
意
識
は
、
デ
ン
マ
ー

ク
で
は
積
極
的
で
あ
る
。
子
供
を
持
つ
あ
る

い
は
家
族
を
持
つ
と
い
う
こ
と
は
、
も
と
も

と
個
人
が
決
め
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
社

会
が
各
家
庭
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
は
必
要

で
あ
る
。
そ
の
サ
ポ
ー
ト
を
経
済
的
支
援
と

子
育
て
支
援
の
上
手
な
組
み
合
わ
せ
が
求
め

ら
れ
る
。

デ
イ
ビ
ッ
ド
・
ブ
ラ
ウ
（
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ

ナ
大
学
経
済
学
部
教
授
）

ア
メ
リ
カ
で
は
一
九
九
三
年
か
ら
両
親
が
、

子
育
て
の
た
め
に
十
二
ヶ
月
休
暇
を
と
る
法

マ
リ
ー
テ
レ
ー
ズ
・
ル
タ
ブ
リ
エ
（
フ
ラ
ン

ス
雇
用
研
究
セ
ン
タ
ー
上
級
研
究
員
）

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
そ
の
両
方
の
調
整
に
つ

い
て
の
議
論
は
な
さ
れ
な
い
。
デ
イ
ケ
ア
や

保
育
を
地
方
自
治
体
だ
け
で
な
く
こ
れ
か
ら

は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
も
ど
ん
ど
ん
参
加
し
て
も
ら
い

た
い
。

カ
ブ
レ

ス
ペ
イ
ン
も
税
控
除
を
認
め
て
い
る
。
ス

ペ
イ
ン
で
は
家
の
所
有
率
が
八
割
に
上
る
。

若
い
夫
婦
を
支
援
す
る
た
め
に
、
住
宅
な
ど

生
活
に
大
き
く
関
わ
る
部
分
で
、
総
合
的
に

あ
る
い
は
間
接
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
に

あ
る
。

律
が
で
き
た
。
し
か
し
実
際
に
休
暇
を
と
っ

た
の
は
半
数
で
あ
っ
た
。
低
所
得
家
庭
に
対

し
て
の
経
済
的
な
支
援
も
重
要
だ
が
、
仕
事

と
家
庭
の
両
立
に
は
何
が
重
要
か
を
念
頭
に

お
い
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
場

合
、
州
政
府
が
大
き
な
役
割
を
担
い
、
基
本

的
に
税
制
を
通
じ
た
手
当
て
が
特
徴
で
あ
る
。

ル
タ
ブ
リ
エ

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
首
相
が
長
年
実
施
さ
れ

て
き
た
児
童
手
当
を
若
干
縮
小
し
よ
う
と
し

た
。
右
派
や
労
組
な
ど
が
激
し
く
反
対
し
た
。

子
育
て
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
児
童

手
当
て
は
国
民
に
は
定
着
し
た
方
法
で
あ
っ

た
。
最
終
的
に
は
税
控
除
の
仕
組
み
を
変
え

る
こ
と
に
落
ち
着
い
た
。
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第７回厚生政策セミナ

ブ
ラ
ウ

日
本
で
は
、
三
歳
ま
で
母
親
自
身
で
育
て

ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
神
話
が
あ
る
。
ア
メ

リ
カ
で
は
女
性
の
就
業
率
が
高
く
、
乳
幼
児

を
持
つ
女
性
の
半
数
が
働
い
て
い
る
。
低
所

得
家
庭
の
場
合
は
特
に
、
女
性
の
所
得
が
重

要
な
収
入
源
と
な
る
。
一
方
で
、
高
学
歴
で

高
賃
金
の
就
業
機
会
も
多
く
、
家
計
に
余
裕

が
あ
る
女
性
で
も
、
働
き
た
い
と
思
う
。
そ

う
し
た
社
会
的
背
景
を
踏
ま
え
た
上
で
、
子

育
て
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

カ
ブ
レ

ス
ペ
イ
ン
も
、
日
本
の
よ
う
な
神
話
は
支

持
さ
れ
な
い
。
女
性
も
働
く
の
が
良
い
と
い

う
の
が
一
般
の
認
識
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
と

同
じ
で
、
一
人
が
稼
ぐ
よ
り
共
働
き
の
方
が

家
計
に
と
っ
て
は
良
い
と
い
う
意
識
が
高
い
。

ル
タ
ブ
リ
エ

フ
ラ
ン
ス
も
、
女
性
は
働
く
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
神
話
は
な

い
。
男
女
が
共
同
し
て
働
き
経
済
的
に
支
え

た
い
と
思
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

ク
ヌ
ズ
セ
ン

デ
ン
マ
ー
ク
で
も
共
働
き
は
当
た
り
前
と

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
考
え
方
は
変
化

し
て
き
て
い
る
。
産
時
休
暇
は
数
十
年
前
に

比
べ
て
か
な
り
長
く
な
り
、
一
年
以
上
と
っ

て
い
る
。
父
親
も
二
週
間
休
め
る
が
、
ほ
と

ん
ど
の
父
親
は
休
み
を
と
っ
て
お
り
、
育
児

休
暇
は
非
常
に
充
実
し
て
い
る
と
言
え
る
。

ブ
ラ
ウ

ア
メ
リ
カ
は
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
利
用
し
、

民
間
に
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
任
せ
る
。
競
争
に

よ
り
価
格
が
低
い
が
質
は
低
い
と
も
言
わ
れ

る
。
日
本
の
ほ
う
に
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
場
合

は
、
質
は
保
た
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
供

給
量
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
の
が
問
題
で
あ

る
。
ど
ち
ら
が
正
し
い
と
い
う
の
で
は
な
い
。

ま
た
、
全
て
の
夫
婦
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
の
か
、
低
所
得
家
庭
を
優
遇
す
る
の
か
の

ル
タ
ブ
リ
エ

父
親
が
育
児
に
参
加
す
る
こ
と
は
良
い
こ

と
、
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
育
児
手

当
が
使
う
ま
で
も
な
い
低
水
準
な
の
で
、
使
っ

て
い
な
い
の
が
本
音
か
も
し
れ
な
い
。

議
論
も
必
要
。

出
生
促
進
政
策
が
出
生
率
に
影
響
を
与
え

た
と
す
る
見
方
に
は
、
全
く
は
賛
成
で
き
な

い
。
な
ぜ
な
ら
ア
メ
リ
カ
は
そ
の
よ
う
な
政

策
は
明
示
的
で
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
出
生

率
は
先
進
国
の
中
で
は
比
較
的
高
い
か
ら
で

あ
る
。
し
か
し
確
か
に
子
育
て
環
境
の
整
備

に
は
努
め
て
い
る
。

ル
タ
ブ
リ
エ

フ
ラ
ン
ス
が
出
生
率
回
復
を
し
つ
つ
あ
る

の
は
、
家
族
政
策
が
強
力
に
実
施
さ
れ
た
か

ら
で
は
な
い
か
と
思
う
。
し
か
し
同
時
に
経

済
的
な
要
因
も
あ
る
。
一
九
九
○
年
代
後
半

以
降
、
経
済
は
回
復
し
、
失
業
率
も
低
下
し

た
。
そ
れ
ま
で
出
産
を
先
延
ば
し
に
し
て
き

た
夫
婦
が
子
供
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
労
働
力
の
短
縮

も
そ
れ
ら
の
相
乗
効
果
に
一
役
買
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
社

会
経
済
的
要
因
と
政
策
の
要
因
が
総
合
的
に

関
わ
る
の
が
実
情
で
は
な
い
か
と
思
う
。

（
津
守
美
江
子
）
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Ｆ
Ａ
Ｏ
の
最
新
の
統
計
に
よ
れ
ば
、

二
○
○
二
年
の
世
界
の
穀
物
生
産
は
、

昨
年
を
や
や
下
回
る
約
十
八
億
八
千
万

ト
ン
の
見
通
し
だ
。
今
年
の
天
候
不
順
が

減
産
の
主
な
要
因
だ
。
一
方
、
飼
料
の

先
進
諸
国
で
は
飽
食
や
肥
満
が
問
題

化
し
て
い
る
が
、
世
界
で
は
、
約
八
億

人
も
が
慢
性
的
な
栄
養
不
足
に
苦
し
ん

で
い
る
。
近
年
、
国
連
食
糧
農
業
機
関

（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
な
ど
の
国
際
機
関
や
各
国
の

援
助
に
よ
っ
て
、
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
る

も
の
の
、
開
発
途
上
国
、
特
に
ア
プ
リ

●
世
界
の
食
糧
需
要

匪五 に
ゅ
う
す
ふ
ぉ
－
ら
む

飢
餓
と
貧
困
の
連
環

８
億
人
が
栄
養
不
足

需
要
の
伸
び
や
人
口
増
加
に
よ
っ
て
、

来
年
の
消
費
量
は
十
九
億
五
千
百
万
ト
ン

に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
消
費
量
が
生
産
量
を

上
回
る
結
果
に
な
り
、
在
庫
の
取
り
崩

力
で
は
、
環
境
破
壊
や
内
戦
、
エ
イ
ズ

な
ど
の
要
因
も
絡
み
、
飢
餓
を
訴
え
る

人
々
の
状
況
は
む
し
ろ
深
刻
化
し
て
い

る
。
十
六
日
の
「
世
界
食
糧
デ
ー
」
を

前
に
、
地
球
規
模
の
食
糧
問
題
を
改
め

て
考
え
て
み
る
。
（
解
説
部
永
峰
好

美
）

日
々
の
食
糧
が
満
足
に
得
ら
れ
ず
、

慢
性
的
な
栄
養
不
足
の
状
態
に
あ
る
人

は
、
世
界
に
な
お
七
億
七
千
六
百
万
人

も
い
る
。
こ
の
う
ち
五
歳
未
満
の
子
ど

も
が
四
分
の
一
を
占
め
る
。

九
六
年
に
ロ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
た
「
世

界
食
糧
サ
ミ
ッ
ト
」
で
は
、
「
二
○
’
五

年
ま
で
に
約
八
億
人
の
栄
養
不
足
を
半

し
が
必
要
に
な
る
。
こ
の
た
め
、
年
度

末
の
在
庫
は
、
こ
こ
数
年
間
で
最
低
の

水
準
と
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
長

期
的
に
み
て
も
、
途
上
国
の
人
口
増
加

に
食
縄
生
産
が
追
い
つ
か
ず
、
食
糧
の

絶
対
量
が
不
足
す
る
と
の
懸
念
が
あ
り
、

楽
観
で
き
な
い
。

Ｆ
Ａ
Ｏ
の
二
○
三
○
年
の
食
糧
需
給

見
通
し
で
は
、
現
在
の
地
球
人
口
六
十

億
人
が
八
十
三
億
人
に
な
り
、
そ
の
う

ち
の
八
割
が
暮
ら
す
途
上
国
で
、
約
二

億
七
千
万
ト
ン
の
穀
物
が
不
足
す
る
と
推

定
し
て
い
る
。
温
暖
化
や
そ
の
他
の
気

候
変
動
の
影
響
で
、
亜
熱
帯
や
熱
帯
地

域
の
途
上
国
で
は
作
物
の
生
産
が
減
少

す
る
と
み
ら
れ
る
。

途
上
国
は
次
第
に
海
外
依
存
率
を
高

め
る
こ
と
に
な
り
、
穀
物
自
給
率
で
み

る
と
二
九
七
○
年
代
に
は
平
均
九
六
船
、

●
五
歳
未
満
が
班
％

減
す
る
」
と
の
目
標
を
掲
げ
、
実
現
に

向
け
て
各
国
の
食
糧
・
農
業
援
助
の
強

化
な
ど
の
行
動
計
画
が
採
択
さ
れ
た
。

だ
が
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
が
ま
と
め
た
「
世
界

の
食
糧
不
安
の
現
状
二
○
○
百
に
よ

れ
ば
、
栄
養
不
足
人
口
の
減
少
数
は
、

九
九
年
に
年
間
八
百
万
人
だ
っ
た
が
、

二
○
○
一
年
は
六
百
万
人
に
と
ど
ま
つ

九
○
年
代
で
も
九
○
％
台
を
維
持
し
て

い
た
の
に
、
二
○
三
○
年
に
は
八
六
％

に
ま
で
低
下
す
る
と
予
測
。
特
に
、
ア

フ
リ
カ
・
サ
ハ
ラ
砂
漠
以
南
で
は
八
一
％
、

東
・
北
ア
フ
リ
カ
で
は
五
四
％
と
、
落

ち
込
み
が
激
し
い
と
し
て
い
る
。

４

●
飢
餓
と
貧
困
の
連
環
…
…
…
’
：
０１６

●
『
初
出
産
」
機
に
退
職
・
…
・
・
…
…
０１

●
出
生
率
一
・
一
一
四
に
低
下
…
…
〃

●
〃
一
人
っ
子
政
策
“
修
正
至
難
・
・
巾

●
結
婚
し
な
い
切
代
お
と
こ
…
…
肥
１

●
人
口
、
長
命
化
リ
ス
ク
高
ま
る
や
。
・
犯１

も<Ｕ
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にゆ－すふお－らむ

栄
養
不
足
は
、
貧
困
の
反
映
で
あ
る
。

ま
た
、
労
働
能
力
の
減
退
、
感
染
症
な

ど
へ
の
抵
抗
力
の
低
下
、
子
ど
も
の
発

育
や
教
育
に
対
す
る
悪
影
騨
な
ど
、
さ

ら
な
る
貧
困
を
も
た
ら
す
要
因
で
も
あ

る
。
そ
れ
は
、
エ
イ
ズ
の
ま
ん
延
に
も

つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
。

ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
ィ
ウ
フ
Ｆ
Ａ
Ｏ
事
務

局
長
は
「
長
期
的
な
目
標
と
し
て
、
飢

餓
の
底
流
に
あ
る
貧
困
の
改
善
に
向
か

う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
強

調
す
る
。

途
上
国
の
四
人
に
一
人
は
極
度
の
貧

困
に
あ
り
、
一
日
一
ド
ル
以
下
の
生
活
を

強
い
ら
れ
て
い
る
。
貧
困
人
口
の
約
七

割
は
農
村
部
に
住
み
、
農
業
に
依
存
し

て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
途
上
国
に

お
け
る
農
村
の
開
発
は
、
飢
餓
の
撲
滅

と
並
ん
で
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

地
鶏
や
ウ
サ
ギ
の
飼
育
な
ど
、
小
規

模
な
が
ら
地
元
農
民
参
加
型
の
事
業
を

増
や
し
、
所
得
の
改
善
を
図
る
こ
と
が

必
要
だ
。
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
の
補

給
な
ど
の
栄
養
改
善
と
と
も
に
、
病
気

た
。
今
の
ペ
ー
ス
の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
、

サ
ミ
ッ
ト
の
目
標
を
達
成
す
る
の
に
六

十
年
ほ
ど
を
費
や
す
こ
と
に
な
り
、
食

●
数
々
の
課
題

日
本
政
府
は
、
途
上
国
の
飢
餓
対
策

と
し
て
、
乾
燥
に
強
く
、
収
穫
量
も
多

い
と
い
う
新
種
の
「
ネ
リ
カ
米
」
の
西

ア
フ
リ
カ
諸
国
へ
の
普
及
に
向
け
て
、

現
地
で
種
子
を
生
産
で
き
る
よ
う
な
研

究
開
発
や
支
援
を
表
明
し
て
い
る
。

「
ネ
リ
カ
（
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
」
と
は
、

「
ｚ
の
君
国
８
ヶ
Ｈ
シ
｛
『
－
３
（
ア
フ
リ
カ
向
け

の
新
種
米
ど
の
頭
文
字
を
と
っ
た
略
称
。

コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
に
あ
る
西
ア
フ
リ

カ
稲
作
研
究
所
が
、
ア
フ
リ
カ
稲
と
ア

ジ
ア
稲
と
を
か
け
合
わ
せ
て
開
発
し
た

予
防
の
た
め
に
衛
生
施
設
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
も
不
可
欠
だ
。

い
ま
、
地
球
規
模
で
広
が
る
食
糧
の

生
産
と
分
配
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い

る
の
は
誰
か
。
途
上
国
の
生
産
者
に
種

子
を
提
供
、
技
術
を
指
導
し
、
収
穫
物

を
調
整
・
加
工
し
て
、
先
進
国
の
市
場

糧
問
題
を
担
当
す
る
関
係
者
は
危
機
感

を
強
め
て
い
る
。

乾
燥
に
強
く
収
穫
量
多
い

切
り
札
「
ネ

陸
稲
だ
。
開
発
資
金
の
大
半
は
、
日
本

の
援
助
に
よ
る
。

現
地
視
察
を
行
っ
た
国
際
開
発
セ
ン

タ
ー
（
東
京
）
が
主
催
し
た
試
食
会
に

参
加
し
た
。
日
本
の
米
に
慣
れ
て
い
る

せ
い
か
、
粘
り
け
が
な
く
、
舌
の
上
に

ぽ
ろ
ぽ
ろ
し
た
感
触
が
残
っ
た
が
、
タ

イ
米
な
ど
と
比
べ
れ
ば
ふ
っ
く
ら
炊
き

上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
ら
し
い
。
ス
ー

プ
や
カ
レ
ー
と
の
相
性
は
悪
く
な
く
、

豆
類
と
炊
き
込
ん
で
も
お
い
し
く
食
べ

れ
ら
れ
そ
う
だ
。

に
届
け
る
と
い
う
一
連
の
流
れ
は
、
先

進
国
の
強
大
資
本
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
遺
伝
子
組
み
換
え

の
時
代
に
な
り
、
農
薬
を
扱
う
多
国
籍

企
業
が
、
種
子
開
発
に
乗
り
出
し
て
い

る
。グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
、
こ
う
し

た
巨
大
な
企
業
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

る
構
造
的
な
問
題
に
対
抗
す
る
に
は
、

途
上
国
に
お
い
て
も
法
律
や
制
度
上
の

新
し
い
枠
組
み
づ
く
り
が
急
が
れ
る
だ

ろ
う
。

ア
フ
リ
カ
の
主
食
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
や
ソ
ル
ガ
ム
な
ど
で
、
従
来
米
の
消

費
量
は
少
な
か
っ
た
。
近
年
、
サ
ハ
ラ

砂
漠
以
南
で
年
間
千
二
百
万
ト
ン
が
消
費

さ
れ
、
穀
物
全
体
の
一
四
％
を
占
め
る

ま
で
に
な
っ
た
。
特
に
、
コ
ー
ト
ジ
ボ

ワ
ー
ル
で
は
五
八
％
、
セ
ネ
ガ
ル
で
は

四
一
％
に
も
達
し
て
い
る
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
は
す
り
つ
ぶ
し

て
パ
テ
に
す
る
の
に
女
性
の
多
大
な
労

力
が
必
要
と
さ
れ
る
が
、
米
は
調
理
が

簡
単
な
た
め
、
都
市
部
を
中
心
に
消
費

が
伸
び
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
、
消

費
の
増
大
に
対
応
し
き
れ
ず
、
四
割
は

輸
入
に
頼
っ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

「
ネ
リ
カ
米
」
に
は
、
乾
燥
や
酸
性
土

壌
に
強
い
、
雑
草
や
病
害
虫
に
も
抵
抗

力
が
あ
る
、
生
育
期
間
が
約
三
か
月
と

短
い
、
一
つ
の
穂
に
ア
フ
リ
カ
稲
の
四

五
倍
の
粒
を
つ
け
る
の
で
多
収
穫
が
可

能
と
い
っ
た
特
徴
が
あ
る
。

だ
が
、
メ
リ
ッ
ト
ば
か
り
で
は
な
い
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
に
比
べ
る
と
干
ば

つ
に
弱
く
、
厳
し
い
天
候
で
収
穫
量
が

大
幅
に
減
少
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
さ
ら

に
、
数
年
間
同
じ
土
地
で
栽
培
す
る
と

土
壌
が
劣
化
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、

豆
類
の
栽
培
で
土
壌
を
維
持
す
る
な
ど

の
工
夫
も
必
要
に
な
る
。
「
ア
フ
リ
カ
農
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業
革
命
の
切
り
札
」
と
さ
れ
る
こ
の
米

が
、
普
及
し
定
着
す
る
か
ど
う
か
は
、

現
地
農
民
に
、
環
境
保
全
型
の
持
続
的

世
界
の
食
糧
生
産
が
お
お
む
ね
安
定

し
て
い
る
中
で
、
現
時
点
で
も
、
三
十

一
か
国
が
深
刻
な
食
糧
不
足
に
直
面
し

て
い
る
。
そ
の
う
ち
ア
フ
リ
カ
が
二
十

一
か
国
で
、
特
に
、
マ
ラ
ウ
イ
、
ジ
ン

バ
ブ
ニ
レ
ソ
ト
な
ど
南
部
ア
フ
リ
カ

で
は
、
干
ば
つ
な
ど
に
よ
っ
て
状
況
が

悪
化
し
て
い
る
。

ま
た
、
栄
養
不
足
人
口
が
全
人
口
に

占
め
る
割
合
が
三
五
％
を
超
え
る
国
も
、

圧
倒
的
に
ア
フ
リ
カ
に
集
中
し
て
い
る
。

食
糧
問
題
の
解
決
は
、
二
十
一
世
紀

の
人
類
の
最
重
要
課
題
の
一
つ
だ
が
、

そ
の
カ
ギ
を
握
る
の
は
ア
フ
リ
カ
諸
国

だ
と
い
え
そ
う
だ
。
そ
う
し
た
中
、
国

際
会
議
に
お
い
て
、
改
め
て
ア
フ
リ
カ

に
焦
点
が
当
て
ら
れ
始
め
て
い
る
。

六
月
の
主
要
国
首
脳
会
議
（
カ
ナ
ナ

ス
キ
ス
・
サ
ミ
ッ
ト
）
は
、
昨
年
夏
に

ア
フ
リ
カ
統
一
機
構
（
Ｏ
Ａ
Ｕ
）
が
合

意
し
た
復
興
計
画
、
Ｎ
Ｅ
Ｐ
Ａ
Ｄ
（
ァ

先
進
国
、

ア
フ
リ
カ
支
援
に
積
極
姿
勢

フ
リ
カ
開
発
の
た
め
の
新
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
）
を
積
極
支
援
す
る
ア
フ
リ
カ

行
動
計
画
を
採
択
し
た
。
Ｎ
Ｅ
Ｐ
Ａ
Ｄ

は
二
○
’
五
年
ま
で
に
、
域
内
の
最
貧

困
層
人
口
の
半
減
な
ど
を
目
標
に
し
て

い
る
。

英
仏
は
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）

の
五
割
を
ア
フ
リ
カ
向
け
に
す
る
方
針

を
打
ち
出
す
な
ど
、
欧
米
は
ア
フ
リ
カ

向
け
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
増
額
を
決
め
て
い
る
。

こ
の
流
れ
は
南
ア
・
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク

の
環
境
開
発
サ
ミ
ッ
ト
に
も
受
け
継
が

れ
、
英
仏
は
、
総
額
十
億
ド
ル
規
模
の
民

間
投
資
の
促
進
計
画
を
共
同
で
始
め
る

と
発
表
し
た
。

環
境
開
発
サ
ミ
ッ
ト
の
宣
言
に
は
「
清

浄
な
水
、
衛
生
、
食
糧
安
全
保
障
等
へ

の
ア
ク
セ
ス
を
改
善
す
る
」
と
の
文
言

も
盛
り
込
ま
れ
た
。

具
体
化
の
行
方
に
な
お
不
透
明
感
は

強
い
が
、
先
進
各
国
が
、
貧
困
に
あ
え

な
農
業
の
や
り
方
を
い
か
に
指
導
す
る

か
に
も
よ
る
だ
ろ
う
。

ぐ
ア
フ
リ
カ
支
援
へ
の
積
極
姿
勢
を
示

し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

で
は
、
い
ま
、
な
ぜ
ア
フ
リ
カ
な
の

か
。
テ
ロ
防
止
が
国
際
的
な
課
題
に
な

り
、
「
そ
の
温
床
に
あ
る
貧
困
問
題
を
解

決
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
の
国
際
世
論

が
強
ま
っ
て
い
て
、
こ
れ
が
追
い
風
に

な
っ
た
と
も
い
え
る
。
一
方
、
温
暖
化

対
策
や
通
商
政
策
な
ど
で
単
独
主
義
の

色
彩
を
強
め
る
米
国
と
の
対
立
を
避
け

る
た
め
、
利
害
が
一
致
し
て
ま
と
ま
り

や
す
い
貧
困
問
題
に
焦
点
を
当
て
ざ
る

働
く
女
性
の
三
人
に
二
人
は
初
出
産

を
機
に
退
職
す
る
１
．
厚
生
労
働
省

は
二
十
一
日
、
二
○
○
｜
年
生
ま
れ
の

子
ど
も
の
生
活
状
況
や
家
族
の
意
識
な

ど
を
追
跡
調
査
す
る
「
二
一
世
紀
出
生

児
縦
断
調
査
」
の
第
一
回
調
査
結
果
を

発
表
し
た
。
同
年
一
月
と
七
月
に
生
ま

れ
た
子
の
家
庭
五
万
三
千
五
百
七
十
五

世
帯
に
調
査
票
を
配
布
、
四
万
七
千
七

世
帯
（
回
収
率
八
七
・
七
％
）
か
ら
回

答
が
あ
っ
た
。

函

「
初
出
産
」
機
に
。
退
職
・

Ｉ
Ｉ
働
く
女
性
三
人
に
一
一
人
Ｉ

を
得
な
か
っ
た
と
い
う
見
方
も
あ
る
。

先
進
国
の
多
消
費
と
豊
か
な
食
卓
が
、

世
界
の
農
産
物
価
格
を
上
昇
さ
せ
、
ア

フ
リ
カ
な
ど
途
上
国
の
飢
餓
の
遠
因
に

な
っ
て
い
る
側
面
を
忘
れ
て
は
な
る
ま

い
。
日
本
は
食
糧
の
多
く
を
海
外
に
依

存
し
、
自
給
率
は
先
進
国
で
最
低
の
四

○
％
（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
）
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
飢
餓
解
消
に

向
け
て
果
た
す
役
割
は
小
さ
く
な
い
。

（
読
売
新
聞
二
○
○
二
・
十
・
十
八
）

そ
れ
に
よ
る
と
、
同
年
に
初
め
て
出

産
し
た
母
親
の
七
三
・
五
％
は
、
出
産

一
年
前
ま
で
仕
事
を
持
っ
て
い
た
が
、

う
ち
六
七
・
四
％
が
出
産
半
年
後
ま
で

に
仕
事
を
や
め
て
い
た
。

ま
た
、
従
業
員
五
百
人
以
上
の
大
規

模
企
業
勤
務
の
女
性
の
八
五
・
八
％
が

育
児
休
業
を
取
得
し
て
い
る
の
に
対
し
、

従
業
員
四
人
以
下
の
小
規
模
企
業
で
は

四
七
・
八
％
と
半
数
以
下
し
か
取
得
し

て
い
な
か
っ
た
。
官
公
庁
勤
務
の
女
性
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にゆ－すふお－らむ

一
人
の
女
性
が
生
涯
に
生
む
子
供
の

数
（
合
計
特
殊
出
生
率
）
は
二
○
一
七

年
に
一
・
二
四
と
政
府
推
計
を
超
え
て

下
が
る
し
日
本
大
学
人
口
研
究
所

は
こ
ん
な
推
計
を
ま
と
め
た
。
晩
婚
・

未
婚
化
傾
向
が
続
く
と
み
て
い
る
た
め

は
、
九
四
・
九
％
が
育
児
休
業
を
取
っ

て
い
た
。

こ
の
ほ
か
、
喫
煙
率
は
、
父
親
が
六

三
・
二
％
、
母
親
が
一
七
・
四
％
で
、

函1.4

出
生
率
一
・
二
四
に
低
下

向
田
回
倒
圃
政
府
見
通
し
よ
り
悪
化

1.3

1.211.…，…Ⅲ．…乢叩！…，，
2000年０５１０１５２０２５

●
〃
罰
金
〃
年
収
の
数
倍

几
８
．
．
“
し
や

瀧
酒
な
テ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
が
並
ぶ
上
海

市
郊
外
の
新
興
住
宅
街
は
、
外
資
系
企

業
に
勤
め
た
り
、
自
分
で
事
業
を
手
が

け
た
り
し
て
高
い
収
入
を
得
る
〃
ニ
ュ
ー

リ
ッ
チ
〃
が
住
む
場
所
だ
。
こ
こ
に
暮

ら
す
王
さ
ん
夫
婦
は
、
夫
（
三
十
六
）

で
、
公
的
年
金
財
政
は
政
府
見
通
し
よ

り
悪
化
す
る
恐
れ
が
大
き
い
と
し
て
い

る
。出
生
率
は
女
性
の
晩
婚
化
な
ど
に
伴

い
低
下
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
二
○
○

父
母
と
も
に
喫
煙
し
て
い
な
い
家
庭
は

三
五
・
六
％
。

（
読
売
新
聞
一
一
○
○
二
・
十
・
’
’
十

一一）

函

〃
一
人
っ
子
政
策
“
修
正
至
難

ｌ
渦
億
人
・
測
れ
ぬ
影
響
Ｉ

が
弁
護
士
、
妻
（
三
十
二
）
が
公
務
員

と
い
う
知
識
階
級
で
一
歳
の
女
の
子

が
一
人
い
る
。

「
自
分
た
ち
も
兄
弟
が
い
た
か
ら
、
本

当
は
も
う
一
人
ほ
し
い
。
だ
が
、
二
人
っ

子
政
策
の
）
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
で
弁
護
士

資
格
を
失
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
き
ら
め

て
い
る
」
と
、
王
さ
ん
は
言
う
。

｜
年
に
一
・
三
三
の
過
去
最
低
を
更
新

し
た
。
政
府
は
晩
婚
化
傾
向
は
い
ず
れ

止
ま
り
、
出
生
率
は
二
○
○
七
年
の
一
・

三
一
を
底
に
上
昇
に
転
じ
る
と
推
計
。

こ
れ
に
対
し
日
大
人
口
研
は
、
出
生
率

の
低
下
は
長
期
化
す
る
と
し
て
い
る
。

日
大
の
推
計
通
り
下
が
る
と
、
厚
生

年
金
保
険
料
は
二
○
二
五
年
に
は
、
基

礎
年
金
の
国
庫
負
担
割
合
が
三
分
の
一

の
場
合
で
月
収
の
約
三
一
％
と
政
府
計

画
（
二
七
・
八
％
）
よ
り
も
三
％
強
高

い
水
準
ま
で
上
げ
な
い
と
、
現
在
の
給

付
水
準
を
維
持
で
き
な
く
な
る
。

（
日
本
経
済
新
聞
一
一
○
○
二
・
十
・

二
九
）

一
九
七
九
年
に
国
策
と
し
て
施
行
さ

れ
た
一
人
っ
子
政
策
で
は
、
職
場
ご
と

に
「
計
画
生
育
（
出
産
）
」
の
担
当
者
が

決
め
ら
れ
、
職
場
内
の
出
産
が
可
能
な

年
齢
の
女
性
に
「
一
人
っ
子
」
を
守
ら

せ
る
た
め
、
様
々
な
指
導
が
行
わ
れ
て

き
た
。
働
い
て
い
な
い
人
に
対
し
て
は
、

各
地
区
に
あ
る
「
居
民
（
住
民
）
委
員

会
」
と
い
う
自
治
会
の
よ
う
な
組
織
が

目
を
光
ら
せ
る
。

産
児
制
限
の
な
い
少
数
民
族
な
ど
を

除
き
、
二
人
目
を
産
ん
だ
場
合
は
両
親

の
年
収
の
三
倍
か
ら
五
倍
と
い
う
多
額

の
「
社
会
扶
養
費
」
を
支
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
二
人
目
が
産
ま
れ
た
王

さ
ん
の
知
人
は
、
年
収
の
数
倍
に
当
た

る
六
万
元
（
約
八
十
万
円
）
を
請
求
さ

れ
、
支
払
え
ず
に
古
里
を
離
れ
た
と
い

シ
フ
。
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こ
う
し
た
中
、
中
国
政
府
は
今
年
九

月
施
行
の
「
人
口
及
び
計
画
生
育
（
出

産
）
法
」
で
、
産
児
制
限
を
一
部
で
緩

和
し
た
。
地
方
レ
ベ
ル
で
す
で
に
実
施

さ
れ
て
い
た
例
外
規
定
を
追
認
し
、
省
、

自
治
区
、
直
轄
市
ご
と
に
条
例
な
ど
で

定
め
る
条
件
に
合
う
場
合
は
第
二
子
を

産
め
る
と
し
た
も
の
だ
。

背
景
に
は
、
都
市
部
を
中
心
に
進
む

少
子
化
が
あ
る
。
合
計
特
殊
出
産
率
は
、

す
で
に
人
口
維
持
に
必
要
な
水
準
を
下

回
る
一
・
八
○
台
で
、
中
で
も
一
人
っ

子
政
策
が
先
行
実
施
さ
れ
た
上
海
で
は
、

少
数
民
族
な
ど
を
含
め
て
も
○
・
九
六

牽
陶
、
帽
旧
５

●
少
子
化
で
緩
和

７
６
５
４
３
２
１
０

『中国の、

出生率
(左目盛り））

｢中国の、

高齢化率
(右目盛り）

国のⅧ

化率
盛り）

０

し
か
な
い
。
人
口
の
自
然
増
加
率
は
、

九
三
年
以
降
ず
っ
と
マ
イ
ナ
ス
だ
。

上
海
市
は
、
策
定
作
業
中
の
条
例
で
、

「
夫
婦
が
と
も
に
一
人
っ
子
」
と
い
う
従

来
か
ら
の
条
件
に
加
え
、
「
再
婚
し
た
夫

婦
の
夫
に
子
供
が
い
て
、
妻
に
は
子
供

が
い
な
い
」
な
ど
の
ケ
ー
ス
も
、
第
二

子
を
持
て
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。
第

一
子
を
産
ん
で
か
ら
第
一
一
子
ま
で
、
三
、

四
年
の
間
隔
が
必
要
と
し
て
い
た
規
定

も
外
す
方
向
で
、
産
児
制
限
は
現
行
よ

り
や
や
穏
や
か
に
な
る
見
通
し
だ
。

だ
が
、
そ
の
効
用
に
つ
い
て
は
疑
問

視
す
る
向
き
が
多
い
。
そ
の
理
由
の
一

●
事
情
は
さ
ま
ざ
ま

１９５０６０７０８０９０２０００１０２０３０４０５０(年）

(香港、マカオ、その他特別自治区を除く。川産率、高

齢化率は国連人口推計2000年改訂版，上海の川産率は

上海市資料による）

つ
と
し
て
、
上
海
の

教
育
費
の
高
さ
が
あ

る
。外
資
系
企
業
に
勤

め
る
趙
さ
ん
（
四
十

二
）
夫
婦
は
、
六
歳

の
一
人
娘
を
「
全
宅
」

に
預
け
て
い
る
。
全

宅
と
は
、
一
週
間
続

け
て
子
供
を
預
か
る

幼
稚
園
の
こ
と
。
子

供
は
、
月
曜
日
の
朝

に
園
に
行
き
、
平
日

は
寮
で
生
活
、
金
曜
日
の
夜
に
家
に
帰

る
。入
学
金
と
寄
付
な
ど
で
約
六
万
五
千

元
（
約
百
万
円
）
が
か
か
っ
た
ほ
か
、

月
々
の
学
費
は
千
五
百
元
（
約
二
万
円
）
。

上
海
の
一
般
的
な
労
働
者
の
月
収
が
千

五
百
’
二
千
元
と
さ
れ
る
中
で
は
破
格

だ
が
、
教
育
熱
心
な
親
の
多
い
上
海
で

は
、
こ
う
し
た
「
全
宅
」
が
い
く
つ
も

あ
る
。

上
海
人
口
情
報
セ
ン
タ
ー
の
張
戒
舟

主
任
は
、
上
海
の
育
児
、
教
育
コ
ス
ト

の
高
さ
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
若
者
の

意
識
変
化
に
も
言
及
。
「
晩
婚
・
未
婚
者

が
増
え
て
お
り
、
若
者
の
考
え
方
は
日

本
と
同
じ
よ
う
に
『
子
供
は
そ
れ
ほ
ど

い
ら
な
い
』
へ
と
変
わ
っ
て
い
る
。
二

人
目
を
産
ん
で
い
い
と
言
わ
れ
て
も
、

実
際
に
産
も
う
と
い
う
人
は
多
く
な
い

日
本
の
少
子
化
の
背
景
に
は
未
婚
化

が
あ
る
。
一
度
も
結
婚
し
た
こ
と
の
な

い
人
た
ち
が
増
え
て
い
る
。
男
性
に
顕

著
だ
。
七
○
年
、
四
○
代
男
性
の
未
婚

函

結
婚
し
な
い
仙
代
オ
ヘ
ト
コ
．

’
二
○
二
○
年
に
は
四
人
に
一
人
の
時
代
に

の
で
は
」
と
見
る
。

と
は
い
え
、
農
村
部
で
は
「
多
子
多

福
（
子
供
が
多
い
ほ
ど
幸
せ
も
多
い
）
」

と
い
う
伝
統
的
価
値
観
が
強
く
、
ま
だ

産
児
制
限
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
皮

肉
な
こ
と
に
、
都
市
部
に
住
み
、
経
済

的
な
余
裕
も
あ
る
王
さ
ん
は
、
二
人
目

を
望
も
う
に
も
、
夫
婦
と
も
に
兄
弟
が

あ
る
た
め
該
当
し
な
い
。

人
口
が
十
三
億
人
も
い
る
と
、
針
路

変
更
に
は
微
妙
な
か
じ
取
り
が
必
要
だ
。

少
子
高
齢
化
が
問
題
と
さ
れ
て
も
、
出

産
抑
制
の
タ
ガ
を
急
に
緩
め
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
。
本
当
に
二
人
目
が
欲
し

い
夫
婦
に
と
っ
て
、
一
人
っ
子
政
策
の

ハ
ー
ド
ル
は
な
お
高
い
。
（
上
海
で
、
針

原
陽
子
）

（
読
売
新
聞
二
○
○
｜
｜
・
十
・
二
九
）

率
は
約
二
％
。
当
時
は
大
半
の
人
が
結

婚
す
る
皆
婚
時
代
だ
っ
た
。
だ
が
、
○

○
年
は
約
一
六
％
。
二
○
年
は
約
二
四
％

に
達
す
る
見
通
し
だ
。
「
非
婚
時
代
」
が
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にゆ－すふお－らむ

東
京
の
大
手
企
業
の
部
長
（
四
十
四
）

は
八
年
前
、
七
十
二
平
方
脚
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

を
約
六
三
○
○
万
円
で
購
入
。
未
婚
で

も
妻
子
と
の
暮
ら
し
を
想
定
し
た
。
当

時
は
十
六
歳
下
の
女
性
と
付
き
合
っ
て

い
た
。
三
年
前
に
「
友
達
で
い
ま
し
ょ

う
」
と
告
げ
ら
れ
た
。

「
僕
の
こ
と
を
一
番
考
え
て
く
れ
た
女

や
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
。

見
合
い
歴
一
○
年
の
横
浜
市
の
メ
ー

カ
ー
社
員
（
四
十
二
が
結
婚
情
報
サ
ー

ビ
ス
会
社
に
提
示
し
た
女
性
に
望
む
条

件
は
、
「
三
十
八
歳
未
満
。
身
長
一
五
五

蓮
以
上
。
体
重
六
○
キ
ロ
以
下
。
離
婚
歴

の
な
い
人
」
。

結
婚
後
も
働
き
た
け
れ
ば
止
め
な
い

が
、
年
収
は
自
分
よ
り
少
な
い
人
が
い

い
。
「
人
生
設
計
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と

り
た
い
の
で
」

大
学
院
卒
。
年
収
約
七
五
○
万
円
。

犀
身
長
一
七
○
壱
、
体
重
七
五
零
回
。
「
も
て

な
く
は
な
い
」
と
自
負
す
る
が
、
職
場

は
男
性
ば
か
り
。

貯
金
一
億
「
子
が
欲
し
い
し

妥
協
で
き
ず
高
ま
る
理
想

性
だ
っ
た
」
と
話
し
な
が
ら
泣
い
た
。

今
も
年
賀
状
を
交
わ
す
が
、
そ
の
気
持

ち
を
伝
え
た
こ
と
は
な
い
。
「
結
婚
し
た

け
れ
ば
彼
女
か
ら
言
っ
て
く
る
」
と
待

つ
。
「
女
性
が
白
馬
の
王
子
様
を
待
つ
よ

う
に
、
僕
も
白
雪
姫
を
待
っ
て
い
る
」
。

友
人
に
は
「
傷
つ
く
の
が
怖
い
ん
だ
ろ

う
」
と
言
わ
れ
る
。

五
年
前
の
見
合
い
相
手
か
ら
「
夫
に
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２

（
小
野
智
美
）

友
人
を
通
じ
て
出
会
う
機
会
は
あ
る
。

最
近
は
「
帰
っ
て
き
た
白
雪
姫
も
い
る
」

と
思
う
。
離
婚
し
た
女
性
た
ち
だ
。
「
人

生
経
験
が
豊
か
で
い
い
か
も
」
。
理
想
の

相
手
は
「
子
ど
も
が
欲
し
い
の
で
三
十

五
歳
未
満
が
い
い
」
。

父
が
亡
く
な
り
、
マ
ン
シ
ョ
ン
を
売
っ

て
、
実
家
に
戻
っ
た
。
年
収
約
一
五
○

○
万
円
。
貯
金
は
株
を
含
め
約
一
億
円
。

実
家
に
い
る
と
弟
の
子
ど
も
が
来
て
は

大
喜
び
す
る
母
親
を
見
て
、
自
分
が
み

じ
め
に
思
え
て
し
ま
う
。

も
育
児
休
業
を
と
っ
て
も
ら
う
」
と
聞

き
、
「
育
休
は
女
性
が
と
る
も
の
で
し
よ
」

と
口
走
り
、
怒
ら
れ
た
。
半
年
後
「
あ

注）単位は％･出典は、国勢調査およ

び国立社会保障・人口問題研究所による

推計から。

な
た
が
期
待
す
る
奥
様
と
私
は
違
う
」

と
言
わ
れ
た
。
別
の
人
と
の
見
合
い
を

決
め
た
。

今
の
相
手
は
条
件
通
り
。
結
婚
を
申

し
込
も
う
と
思
い
つ
つ
、
少
し
ひ
っ
か

か
る
。
外
食
先
で
「
私
が
払
う
」
と
言

わ
れ
な
い
。
五
年
前
の
相
手
は
四
回
に

一
回
は
「
私
が
」
と
払
っ
て
く
れ
た
。

横
浜
市
の
会
社
員
（
四
十
六
）
は
四

十
歳
を
目
前
に
結
婚
情
報
サ
ー
ビ
ス
会

社
の
会
員
に
な
っ
た
。
「
僕
を
知
る
に
は

時
間
が
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
初

対
面
の
見
合
い
相
手
に
は
必
ず
告
げ
た
。

「
自
分
自
身
の
こ
と
を
ど
う
思
い
ま
す
か
」

と
も
聞
い
た
。
自
分
を
客
観
的
に
見
つ

め
ら
れ
る
人
を
探
し
た
。
だ
が
、
ま
た

会
い
た
い
と
思
っ
て
も
、
い
つ
も
一
回

限
り
で
終
わ
る
。

「
趣
味
の
話
に
相
手
が
引
い
た
」
と
自

己
分
析
す
る
。
趣
味
は
マ
ラ
ソ
ン
。
週

末
は
一
○
キ
ロ
走
る
。
二
緒
に
走
っ
て
く

れ
る
人
が
い
い
。
自
転
車
の
伴
走
で
も

い
い
」二
年
後
、
あ
き
ら
め
、
退
会
し
た
。

最
近
、
労
働
組
合
が
法
人
会
員
に
な
り
、

再
入
会
を
思
案
中
。
高
卒
。
年
収
約
八

五
○
万
円
。
「
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に

会
え
ば
見
つ
か
る
か
も
」
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日
本
大
学
人
口
研
究
所
は
こ
の
ほ
ど

日
本
医
師
会
か
ら
の
委
託
研
究
の
成
果

を
「
新
人
口
推
計
」
と
し
て
ま
と
め
た
。

・函人口、長命化リスク高まる
Ｉ
社
会
保
障
に
限
界
も
ｌ

政
府
推
計
よ
り
高
齢
化
急
進
行

日
本
大
学
人
ロ
研
究
次
長
小
川
直
宏

日
本
大
学
人
口
研
究
所
の
独
自
モ
デ
府
推
計
に
基
づ
き
設
計
さ
れ
た
社
会
保

ル
に
よ
る
人
口
推
計
に
よ
る
と
、
高
齢
障
制
度
の
限
界
も
考
慮
し
、
老
後
設
計

化
は
政
府
推
計
を
上
回
る
速
度
で
進
み
、
に
個
人
の
リ
ス
ク
管
理
の
視
点
が
必
要

出
産
率
低
下
よ
り
余
命
延
長
に
よ
り
「
長
な
時
代
に
な
る
。

命
化
」
の
リ
ス
ク
が
問
題
と
な
る
。
政

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

の
調
べ
で
は
、
男
性
は
自
分
よ
り
低
い

学
歴
の
女
性
を
、
女
性
は
自
分
よ
り
高

い
学
歴
の
男
性
を
結
婚
相
手
に
選
ぶ
傾

向
が
あ
る
。
未
婚
率
は
、
女
性
は
大
学
・

大
学
院
卒
者
、
男
性
は
中
卒
者
が
最
高

だ
。
が
、
少
子
化
の
最
先
端
地
、
東
京

●
独
自
モ
デ
ル
で
一
一
○
二
五
年
人
ロ
推
計

過
去
を
正
当
化
し
、
若
い
女
性
求
め
る

人
口
の
政
府
推
計
と
し
て
は
今
年
一
月

に
発
表
さ
れ
た
国
立
社
会
保
障
・
人
口

問
題
研
究
所
（
社
人
研
）
推
計
が
あ
る

都
の
男
性
の
場
合
、
九
○
年
か
ら
○
○

年
に
か
け
て
五
○
歳
時
の
生
涯
未
婚
率

の
増
加
幅
が
最
大
だ
っ
た
の
は
大
学
・

大
学
院
卒
者
。

結
婚
を
拒
む
人
が
増
え
た
と
は
言
え

な
い
。
日
本
青
年
館
結
婚
相
談
所
の
九

九
年
度
調
査
で
「
結
婚
し
た
く
な
い
」

が
、
二
つ
の
人
口
推
計
に
は
方
法
論
と

推
計
結
果
に
多
く
の
違
い
が
あ
る
。

社
人
研
推
計
は
諸
外
国
の
政
府
推
計

と
同
様
、
出
生
率
と
死
亡
率
の
将
来
動

向
に
一
定
の
仮
定
を
設
け
る
が
、
こ
れ

ら
の
仮
定
に
は
経
済
・
社
会
保
障
変
数

の
将
来
変
化
が
明
示
的
に
は
反
映
さ
れ

て
は
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
日
大
人

口
研
推
計
は
人
口
・
経
済
・
社
会
保
障

の
三
部
門
か
ら
構
成
し
た
長
期
展
望
モ

デ
ル
を
ベ
ー
ス
に
算
出
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
三
部
門
の
間
で
あ
る
年
度
の
経
済
・

社
会
保
障
部
門
の
変
数
を
同
時
決
定
し
、

同
変
数
に
基
づ
き
翌
年
度
の
人
口
を
推

計
し
て
い
く
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

ま
ず
、
人
口
推
計
で
鍵
を
握
る
出
生

率
の
将
来
変
動
に
関
し
て
は
、
〈
あ
る
期

間
に
出
生
・
婚
姻
な
ど
を
し
た
人
を
集

団
と
し
て
と
ら
え
た
）
コ
ー
ホ
ー
ト
出

と
答
え
た
首
都
圏
の
三
十
代
の
未
婚
男

性
は
六
・
四
％
。

坂
本
佳
鶴
恵
お
茶
の
水
女
子
大
学
助

教
授
（
社
会
学
）
は
「
結
婚
し
な
か
っ

た
過
去
を
正
当
化
す
る
た
め
、
男
女
と

も
年
を
と
る
ほ
ど
理
想
が
高
く
な
る
。

男
性
は
、
よ
り
若
い
女
性
を
求
め
る
よ

う
に
な
る
」

（
朝
曰
新
聞
二
○
○
二
・
十
一
・
｜
）

生
率
の
変
動
に
重
一
点
を
置
く
社
人
研
推

計
に
対
し
、
日
大
人
口
研
推
計
は
期
間

出
生
率
の
変
化
の
追
跡
に
焦
点
を
当
て

て
お
り
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の
違
い
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
社
人
研
推
計
で
は
今
後
も

あ
る
程
度
は
晩
婚
化
現
象
が
進
行
す
る

と
想
定
し
つ
つ
も
、
一
九
八
○
年
代
後

半
か
ら
低
下
傾
向
に
あ
る
有
配
偶
出
生

率
（
有
配
偶
の
女
子
人
口
に
対
す
る
嫡

出
出
生
数
の
割
合
）
が
現
状
ま
ま
で
今

後
五
十
年
間
持
続
す
る
と
仮
定
し
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
て
日
大
人
口
研
推
計

に
よ
る
想
定
よ
り
早
い
ペ
ー
ス
で
今
後

も
進
み
と
み
る
一
方
で
、
有
配
偶
出
生

率
の
変
動
は
モ
デ
ル
化
し
て
い
な
い
。

晩
婚
化
に
つ
い
て
は
、
’
九
五
○
年

か
ら
二
○
○
○
年
ま
で
の
女
性
の
結
婚

と
出
生
の
確
率
変
動
を
人
口
動
態
と
国

勢
調
査
の
デ
ー
タ
か
ら
分
析
し
た
結
果
、

九
○
年
代
前
半
に
鈍
化
し
た
晩
婚
化
現

象
が
一
九
九
五
’
二
○
○
○
年
で
再
び

活
発
と
な
り
、
合
計
特
殊
出
生
率
二

人
の
女
性
が
生
涯
に
産
む
子
供
の
数
）

の
低
下
に
一
九
七
五
年
以
降
で
最
も
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
に
着
目

し
た
。

有
配
偶
出
生
率
に
つ
い
て
は
、
ミ
ク

ロ
の
デ
ー
タ
分
析
か
ら
九
○
年
代
を
通

し
て
約
三
○
％
の
有
配
偶
女
性
が
パ
ブ

1１０



ル
崩
壊
と
そ
れ
に
続
く
リ
ス
ト
ラ
の
影

響
で
一
○
％
ほ
ど
二
子
目
の
出
生
確
率

を
押
し
下
げ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

夫
の
収
入
が
低
い
階
層
で
そ
れ
が
顕
著

な
の
で
、
今
後
の
マ
ク
ロ
経
済
政
策
次

第
で
は
、
有
配
偶
出
生
率
は
上
昇
す
る

可
能
性
が
あ
る
。
九
○
年
代
で
観
察
さ

れ
た
状
況
が
今
後
五
十
年
間
も
持
続
す

る
と
は
考
え
が
た
い
た
め
、
有
配
偶
川

生
率
は
明
治
的
に
モ
デ
ル
に
導
入
し
な

か
っ
た
。

合
計
特
殊
出
生
率
は
労
働
市
場
に
お

け
る
男
女
賃
金
格
差
か
ら
推
計
し
た
結

婚
確
率
の
動
向
に
基
づ
き
推
計
し
て
い

る
。
男
女
賃
金
格
差
は
男
女
の
教
育
レ

ベ
ル
の
変
化
か
ら
求
め
た
。

こ
の
よ
う
に
推
計
し
た
合
計
特
殊
出

生
率
（
二
○
○
○
年
の
実
績
値
は
一
・

三
六
）
は
、
二
○
二
五
年
で
は
一
・
二

四
と
、
社
人
研
の
中
位
値
の
一
・
三
八

よ
り
も
低
く
な
っ
た
。

一
方
、
死
亡
率
の
変
動
に
関
し
て
は
、

両
推
計
と
も
リ
ー
・
力
１
タ
ー
法
（
Ｌ
Ｉ

Ｃ
法
、
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
バ
ー
ク

レ
ー
校
の
リ
ー
教
授
ら
が
九
○
年
代
初

め
に
開
発
し
た
モ
デ
ル
）
を
使
用
し
て

い
る
。
詳
細
な
説
明
は
省
く
が
、
年
齢

別
死
亡
率
の
時
系
列
デ
ー
タ
か
ら
、
推

計
時
点
ま
で
の
死
亡
率
が
変
化
し
て
き

た
傾
向
（
係
数
１
ｋ
値
と
呼
ぶ
）
を
つ

か
み
、
将
来
推
計
を
行
う
方
法
で
あ
る
。

た
だ
し
、
両
推
計
で
は
い
く
つ
か
の

以
上
の
よ
う
な
両
推
計
に
お
け
る
川

生
率
と
死
亡
率
の
推
計
結
果
の
違
い
は
、

今
後
二
十
五
年
間
の
高
齢
社
会
の
姿
に
、

様
々
な
側
面
で
相
違
を
生
み
出
す
こ
と

に
な
る
。

ま
ず
、
総
人
口
の
ピ
ー
ク
が
、
日
大

人
口
研
の
場
合
は
社
人
研
の
二
○
○
六

年
よ
り
も
一
年
早
ま
り
、
二
○
○
五
年

と
な
る
。
全
人
口
に
占
め
る
六
十
五
歳

以
上
人
口
の
割
合
を
示
す
高
齢
化
率
は
、

来
年
、
イ
タ
リ
ア
を
抜
い
て
世
界
一
と

な
り
、
わ
が
国
の
高
齢
化
対
策
は
西
欧

相
違
が
あ
る
。
最
も
重
要
な
点
は
、
ｋ

値
の
推
計
の
た
め
の
時
系
列
デ
ー
タ
が
、

社
人
研
は
一
九
九
○
二
○
○
○
年
の

約
十
年
間
の
デ
ー
タ
で
五
十
年
間
を
推

計
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
日
大
人
口

研
は
一
九
五
○
’
二
○
○
○
年
の
五
十

年
間
の
デ
ー
タ
で
二
十
五
年
間
を
推
計

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
日
大
人
口
研
推
計
で
は
、
従

来
採
ら
れ
て
い
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
異
な

り
ｋ
値
の
動
向
を
社
会
保
障
部
門
か
ら

得
ら
れ
る
一
人
当
た
り
実
質
国
民
医
療

費
の
変
動
か
ら
推
計
す
る
、
Ｌ
Ｉ
Ｃ
法

で
は
初
め
て
の
手
法
を
採
っ
た
。

●
高
齢
化
率
高
ま
り
年
金
財
政
に
影
響

先
進
諸
国
を
参
考
に
す
る
こ
と
が
も
は

や
で
き
な
い
、
い
わ
ば
「
お
手
本
の
な

い
自
ら
の
想
像
の
時
代
」
に
突
入
す
る
。

ま
た
、
二
○
二
五
年
の
高
齢
化
率
は

三
一
・
○
四
％
と
な
り
、
社
人
研
推
計

に
お
け
る
二
八
・
七
％
と
か
な
り
の
開

き
が
出
て
く
る
。

さ
ら
に
重
要
な
点
は
、
今
後
、
平
均

余
命
の
延
び
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て

人
口
高
齢
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
変
化
し

て
く
る
こ
と
で
あ
る
。
日
大
人
口
研
推

計
で
は
、
高
齢
化
の
主
要
因
が
二
○
○

さ
ら
に
、
男
女
別
平
均
余
命
の
将
来

推
計
値
に
つ
い
て
九
○
％
の
予
測
範
囲

に
入
っ
て
い
る
か
否
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
信
頼
区
間
を
求
め
た
。
平
均
寿
命
（
ゼ

ロ
歳
の
平
均
余
命
）
の
推
計
結
果
は
図

１
に
示
し
た
よ
う
に
、
男
子
が
二
○
一
一

五
年
で
八
三
・
八
五
年
、
女
子
が
八
九
・

四
四
年
と
、
社
人
研
推
計
よ
り
男
子
は

四
・
○
九
年
、
女
子
は
一
・
九
二
年
高

い
。
な
お
、
祉
人
研
推
計
値
は
男
女
と

も
推
計
期
間
の
途
中
で
こ
の
予
測
範
囲

の
外
側
と
な
る
が
、
先
述
の
よ
う
に
推

計
期
間
が
約
十
年
間
で
あ
る
こ
と
に
主

に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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本
協
会
は
、
九
月
二
十
五
日
の
評
議
員
会
で
波
多
康
治
氏
（
公
認

会
計
士
）
を
監
事
に
、
理
事
会
で
は
吉
岡
茂
平
氏
（
社
団
法
人
日
本

自
動
車
工
業
会
理
事
）
の
評
議
員
退
任
に
伴
い
後
任
評
議
員
に
田
中

勲
氏
（
社
団
法
人
日
本
自
動
車
工
業
会
事
務
局
長
）
を
そ
れ
ぞ
れ
満

場
一
致
で
選
出
し
た
。

鏑
波
多
康
治
氏
が
監
事
に
、

田
中
勲
氏
が
評
議
員
に
就
任

田
中
勲
（
た
な
か
・
い
さ
お
）
氏
即
日
本
大

学
法
学
部
卒
業
、
社
団
法
人
日
本
自
動
車
工

業
会
に
入
り
、
広
報
部
長
、
同
会
総
務
部
長

を
歴
任
。
平
成
十
二
年
五
月
に
事
務
局
長
に

就
任
。
昭
和
十
八
年
東
京
生
ま
れ
。

波
多
康
治
（
は
た
．
こ
う
じ
）
氏
叩
早
稲
田

大
学
政
治
経
済
学
部
卒
業
、
監
査
法
人
ト
ー

マ
ッ
で
公
認
会
計
士
を
歴
任
。
現
在
、
波
多

康
治
公
認
会
計
士
事
務
所
を
開
設
、
日
本
公

認
会
計
士
東
京
会
及
び
神
奈
川
県
会
役
員
。

昭
和
二
十
四
年
神
奈
川
県
生
ま
れ
。

五
’
一
○
年
の
間
に
、
従
来
の
出
生
率

低
下
か
ら
「
余
命
の
延
長
効
果
」
に
シ

フ
ト
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

現
時
点
の
日
本
で
は
「
少
子
・
高
齢

化
」
と
い
う
言
葉
で
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
、
高
齢
化
に
歯
止
め
を
掛
け
る
た
め

の
少
子
化
対
策
に
政
策
の
主
力
を
注
い

で
い
る
が
、
長
命
化
現
象
か
ら
派
生
す

る
問
題
の
ほ
う
が
次
第
に
深
刻
と
な
る

可
能
性
が
高
い
。

ま
た
、
今
後
見
込
ま
れ
る
平
均
余
命

の
大
幅
な
改
善
は
老
人
医
療
制
度
や
介

護
保
険
制
度
な
ど
の
社
会
保
障
制
度
に

日
大
人
口
研
推
計
の
大
き
な
特
徴
の

一
つ
は
、
平
均
余
命
の
将
来
推
計
で
予

測
範
囲
を
設
け
た
こ
と
で
あ
る
。
図
１

に
あ
る
よ
う
に
推
計
値
の
信
頼
範
囲
を

数
字
で
把
握
で
き
る
。
人
口
推
計
で
一

般
的
に
使
う
高
位
・
中
位
・
低
位
な
ど

の
表
現
よ
り
具
体
的
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
確
率
モ
デ
ル
を
使
っ
た
ア
プ
ロ
ー

チ
で
経
済
・
社
会
保
障
変
数
の
将
来
動

向
も
推
計
で
き
る
の
で
、
こ
の
分
野
で

の
活
用
も
期
待
で
き
る
だ
ろ
う
。

社
会
保
障
制
度
や
家
族
の
介
護
能
力

に
関
し
て
将
来
推
計
を
行
う
と
、
政
府

●
老
後
の
設
計
、
個
人
で
管
理 大
き
く
影
響
を
与
え
る
。
特
に
、
平
均

余
命
の
延
び
が
顕
著
で
あ
る
日
大
人
口

研
推
計
の
場
合
を
考
え
る
と
、
公
的
年

金
制
度
の
財
政
に
直
接
イ
ン
パ
ク
ト
が

生
じ
て
く
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

例
え
ば
日
大
人
口
研
推
計
に
使
用
し

た
モ
デ
ル
を
使
っ
て
厚
生
年
金
制
度
の

将
来
の
保
険
料
率
の
動
向
を
試
算
す
る

と
、
図
２
の
よ
う
に
、
二
○
二
五
年
で

は
二
○
・
九
七
％
と
な
る
。
こ
の
モ
デ

ル
に
社
人
研
推
計
の
値
を
導
入
す
る
と
、

同
年
で
二
八
・
六
％
に
と
ど
ま
り
、
約

二
・
四
％
の
違
い
が
出
る
。

推
計
に
基
づ
く
想
定
よ
り
早
く
、
限
界

が
到
来
す
る
。
社
会
保
障
や
家
族
に
よ

る
介
護
を
柱
と
す
る
老
後
設
計
か
ら
、

今
後
は
一
人
ひ
と
り
が
老
後
設
計
に
真

剣
に
取
り
組
み
、
そ
の
リ
ス
ク
を
背
負

う
、
文
字
通
り
個
人
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
時
代
に
突
入
し
て
い
く
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。
今
回
の
日
大
人
口
研
推

計
に
お
け
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
そ
れ
ら

の
時
代
に
備
え
た
第
一
歩
と
も
い
え
よ

声
フ
。（
日
本
経
済
新
聞
二
○
○
二
・
十
一
・

十
五
）
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２．東南アジア諸国等人ｕ・開発基礎調杏報告群

一インド国一

ReporlonlheBasicSuTvevofPopulaKionandDevelopInent

inSoutheasiAsianCountries

-hdia-
昭和58年度

１．中華人民共和国人口・家族計画基礎調査報告番

BasicSuwery(〕、PopulationandFamilyPlanninginthe

People,sRepubIicofChina（英語版）

生育率和生活水平共系''１旧合作凋査研究根告朽

（中国語版）

3．中華人氏共和図人口・家族計画第二次基礎調査報告香

BasicSurveyUl)onPCpulalionandFamilvPlanninginlhe

PeoplelsRepublicofChina

生育率和生活水平共系第二次中日合作凋査研究板告二|；

（中国語版）

昭和59年度

1．アジア諸'１Jの農村人口と農業開発に閲する調査報告書

一インド国一

ReporlolltheSurveyofRuralPopuIationandAgricullura］

DevelopmentjnAsianCountries

-II1dia-（英語版）

４．末パール王国人1コ・家族計画基礎調査

BasicSmveyReportonPopulati〔)nandFalnilyPlanningiI1

theKingdomMNepal（英語版）

５．日本の人口都市化と開発

Urbanizatiol1andDevelopmemmJapan（英i譜版）

東南アジア諸ljEl等人口・鵬発基礎調査報告

一タイ国一

ReportontheBasicSurveyofPopulationandDevelopmeI1t

inSouIheastAsianCourltTie貝

一Thailarld-

6．バンコクの人口都市化と生活環境・福祉調査

一データ編一

SurvevofUrbanization,LivingEnvironmemandWelfarein

Bangkok-Data-（英語版）

９
－●

７．スライ蘭

ロ本の都市化と人口（日本語版）

１:rbanizalionandPopulationinjapa、（英語版）

日本的城市化与人口（'１]|劃語版）

UrbanisasiDaI1kependudukanDiJepang

（インドネシア語版）

3．日本の人口転換と農村MM苑

DemographicTransitiol】inJapanandRuralDeveIopmenl

（英語版）

４．SurvevofFertilitvandLivingSlandardsinChineseRural

Areas-Dala-AIllhehouseholdsoflwovi]lagesinJilm

ProvincesurveyedbyquestionnaimJs（英語版）

失干中lX1衣村的人口生育率埼生活水平的凋査槻告

一対干吉林省萌小村近行全戸面談凋査的錆果－

－銃：１編＝（''１国語版）

昭和61年度

1．アジア諸圃の農村人口と農業開発に|封する調査報告審

一インドネシアトl1-

ReportonXheSurveyofRuralPopulationandAgriculturaI

DevdopmentinAsianCounIries

-II1donesia-（英語版）

５．スライド日本の農業、農村開発と人口

－その軌跡一（Ⅱ本譜版）

Agricultural＆RumlDevelopmentandPopulalioninJapan

（英語版）

日本衣)1k衣村的友股和人、的推移（中国語版）

PerkemI〕anganPelTanian，MasyarakalDesaDanKepen-

dudukanDijepang（インドネシア語版）

（以上４カ脚版スライドは.日本産業教育スライドコン

クールにて優秀賞を受賞しました｡）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告善

一イン鷲ネシア国一

ReporlontheBasicSurveyofPopuIati(mandDeveIopmenl

inSoumeastAsianCouIllries

-Indonesia-（英語版）

３～在ロ留学生の学習と生活条件に側する研究

人的能力開発の課題に即して－
昭和60年度

1．アジア諸国の鴎村人、と農業開発に関する調査報告書

タイ国一

Reportonll1eSurveyofRuralPopulationandAgricultural

DevelopmelltinAsianCountries

-ThaiIal1d（英語版）

４．眉本の労働力人口と開発

LaborForceandDeve]opmentinJapan（英語版）

５．人口と開発関連統計集

DemD3raphicandSocio-EconomicII1dicaIorsonPopula【ion

andDevelopment（英語版）
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DevelopmentinAsianCountries

-Nepal-（英語版）

6．スライドｌ｣本の酸葉発展と人口

その原動ノル電気一（'三１本語版）

II1duslrialDevelol〕ｍｅｎｌａｎｄＰ(〕puIatioI1injapar］

－Tl1eprilneMove｢-Eleclricilv-（英語版）

｜｣水的洪1k友展勺人口

一共原幼力一興気一（Ⅲ】図譜版）

Pembangul]anInduslridankepeIIdudukandjJepangl

-Pellggcrakljtama-TellgaListriI[－

（インドネシアi濡版）

２．東南アジア諸国等人ロ・開発基礎調査報告書

－１１１華人民共和同一

ReportonIheBasicSu】wyofPopulationandDevelopnlem

inSoutheaslAsiamCountrics

-Chma‐（英語版）

3．アジア諸国からの労働力流Iljに関する調査研究報告TIド

ータイ同一 ７．ネパール王国人'二1.家族計画第二次蕊礎iilM森

ＣｏｍＩ〕IeInellIaryBasicSurveyRepollｏｎＰ(〕I〕ulationalld

FaIllilVPlalmingiI1theki】】gdomofNepal4．日本の人口と家族

PopulationandU1eFamilyinJapaI］（英語版）

昭和62年度

Ｌアジア諸国の農村人ｎと鍵業開発に関する調査報告苫

－１１１華人民共和lRI-

RepoI1olllheSurveyofRuralPopulali〔)IUilndAgriculluraj

DevelopmenIinAsianCountries

CI1infi-（英語版）

5．アジアの人、転換と開発一総計集一

DemogmpllicTTan&iIionandDeveloplnelltinAsianCountries

-OveTviewandS【atisticalTables-

（英語版）

６．スライド

日本の人口と家族（日本語版）

ＦａｍｉｌｙａｎｄＰｏＩ〕ulaIjoninJapan-AsianExperieI]ｃｅ－

（英語版）

日本的人ﾛﾉｦ家庭㈹１国譜版）

Penduduk＆KeIuargaJepang（インドネシア語版）

2．東南アジア猪ＩＥＩ等人口・開発蕊礎調査報告書

中＃E人民共和国一

Rep〔)【【〕nlheBasicSurveyoIPopLIklti()nandDevelopmelD1

inSDutl〕easIAsi&nCountri忠

一ChiIla-（英語版）

７．ペルー共和国人口家族計画蕊礎調査

３．アジア諸国からの労働力流出に|劃する調査研究報告薔

フィリピン国一
平成元年度

１．アジア諸国の農村人口と農業l;9発に関する調森報告謙

一バングラデシュ画一

ReporlolltheSurvevofRuraIPopulaIionaIldAgriculluml

Developmenl-Bangladesh--（英語版）

`１．１１本の人、と農業|)Ⅱ苑

PopulalionandAgrjculluralDevelopmenlinJapan

（英語版）

５．ネパールの人口・開発・環境

PDpulalioll・Devel(〕pmentandEnviroI11nentinNepal

（英語版）

東南アジア諸|副等人口・剛発蕊礎調査報告齊

一ネパール国一

ReportontheBasicSurvevofPopulationandDeveIopmenl

inSoulI1easlAsianCount｢ies

-NePal-（英語版）

ワ
ーー白

６．スライド

ヨ水の人｢】移勅と経済篭展（Ｕ本語版）

TheMigmloryMovenuemandEconomicDcvelopmemin

Japan（英語版）

ロ本的人１１移jij｣句幾読友匹（中国語版）

PcrpindahanPel1dudukDan腱rkembanganEkonomiDi

JepaI1g（インドネシア語版）

3．アジア猪lZ1からの労働力流出に関する調査報告替

一マレーシア国一

4．日本の人、構造変1Iiijと開発

一高齢化のアジア的視点一

SmlculralCI1［IngeinPopulalionandDevelopment

-Japall1sExperienceinAging-（英語版）

7．トルコ|到人、家族計画基礎調査

昭和63年度

1．アジア,譜国の農村人｢'と農業開発に関する調査報告懇

一ネパール国一

RCP()ｒｌｏｎｔｈｅＳｕｗｅＶ()IRulnlPopuIationa几dAgricullu｢aｌ

５．スライド

高齢化社会へのＨ本の挑戦

一生きがいのある老後を目指して－（}]本語版）

AginginJapaIlChallellgesaI1dProspecls-
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－フズリピン国一

ReportonlheBasicSurvcvofPopulaliollaJldDevel()pment

illSoutheastAsianCoulltries

-Philippines-（英語版）

(英語版）

辺人高齢化社会的日本正而|晦挑域一追求具生命意又

的老年生涯一（中ｌｌ１諦版）

TantangaIlMasy【lrakatLanjutusiajepaI1g

(インドネシア語版）

（本作IFJは、1990年卿日本視聴覚教育協会主催優秀映

像教材選奨社会教育部門で優秀賞を受賞｡）

３．アジア諸国からの労働力流出に関する繊査研究報告盤

一中蕪人民共和国一

４．１７本の地域開発と人'二１－］990年代の展望一

RegionalDevelopmenlandPopulati()ninJapan

-TrendsandProspecIsin[hel990s（英語版）

6．アジア諸国の農業開発－５力ｌ１Ｅ１の比較一

SIraIegicMeasureslbrIheAgriculluralDevelopmem

-Compa｢aIiveStrudiesoI1FiveAsianCounmes-(英語

版）

５．スライド

１１本の地域開発と人I」（|｣本諮版）

ReginalDevelopmelllandPopulalioninjapan（英諾版）

１１本的区域升及和人口（中1}$語版）

PerInbaIBguI1anDaerahdanPopulasidiJepallR

（インドネシア版）

平成２年度

1．アジア渚国の農村人切と磯業llH発に関する報告晋

一フィリピンｌｌ１－

Ｒｅｐｏｒｌ〔)ntheSurveyofRuralPopulaIionandAgricultumI

DevelopmemPhiIippi11es-（英語版）

6．アジアの労働力移動

LaborMigralionillAsia（英語版） 東南アジア諸国等人'二|・珊発基礎調査報告書

一バングラデシュ1脚一

Reporl(〕nllu巴BasicSurveyofPopulatiollandDevelopmenl

inSoutheasIAsianCounIries

-Bangladesb-（英語版）

ウ
ー■

平成４年度

l・アジア諸国の農村人口と農業l}'１発に関する調査糀併欝

一マレーシア国一

ReportonlheSurvev〔)fRuralPopulationandAgricullural

Developmenl-MaIaVsia-（英語版）

3．アジア緒国からの労働ﾉ｣流出に'1kIする調査総告蓄

インドネシア[｣４－

２．束１判アジア諸国等人口・Ｍ１発難礎調査報告書

一ベトナム国一

Rep(〕｢t(〕ｎtheBasicSurveyofPopulaliollimdD巳velopment

inSouIbeastAsiallCouJ11ries

-VielNam-（英語版）

４．１]本の人口・'1'１発・環境一アジアの経験一

PopulalioIloDeveI()pmelltaI1dEnvironmenIinJapan

-AsianExperienCe（英語版）

●

Ｐ
Ｃ

スライド

ロ本の難境・人[ニト開発（ロ本語版）

Envim1ument,PopulalionandDwclDpmem1n」apal1（英

譜版）

I]本的坏境・人ｕ・）｢友（中lxl諦版）

Lingdmngan,PendudukdnllPembaI1gunanjepallg（イン

ドネシア語版）

（本作品は、1991年帥日本視聴覚教育協会主催優秀映

像教材選奨社会教育部IjIlで優秀賞を受賞｡）

３．アジア諸国からの労働力流H1に鵬Ｉする識査研究繩ｆ１善

スリランカ刷一

４．アジアの潅業振換と人口

IndusIrialTransitionandPopulalionillA臼ｉａ

（英語版）

５．スライド・ピデオ

リｌｐに生きる－日本の産業転換と人、－(ｎ本語版）

Living〔orTolxHormw－Industri(IlTransilionandPopula-

tioniI1Japan-（英語版）

生活在Iﾘ]天一日本的Ｉ､､１１k耗換与人[1－（'↑１国縞版）

ＩIidupUnuIkHariEsok-PeralihanSt｢ukturlIlduslli

DanPopulasiDiJepalUg-（インドネシア語版）

６．アジアの人I｣都市化一統計集一

ProspeclsofUrbanizalioninAsia（英諦版）

平成３年度

]・アジア諸lIilの農村人L1と農業開発に問する調査報椅晋

一スリランカ|ヨー

ReI〕orloIllheSurvcyRuralPOpulaIi。】】ａｎｄＡ獣iculluraI

DevelopmemSriLankａ－（英語版）
平成５年度

1．アジア諸国の農村人'二Iと農業開発に関する報告諜

一ベトナム同一 ２．束|櫛アジア緒１７１弊人口・'1M発蕪礎iiM在報告Tl；
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ReportontheSurveyofRuralPopulationandAgricultural

DeveIopmenｔ－ＶｉｅｔＮａｍ－（英語版）
平成７年度

１．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告

書一パキスタン国一

ReportontheBasicSurveyonAgricuhuralandRuralDe‐

velopmentbyProgressS1ageinAsianCountries

-Paki農1，－（英語版）

2．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書

一スリランカ－

RePortonlheBasicSurvevofPopulationandDevelopment

inSouIheasIAsianCoumries

-SriL繩nｋａ－（英語版）

２．アジア諸国の都市化と開発基礎調査報告書

一ネパール国一

ReportonlheSurveyofUrbanizatjonandDevelopmGntin

AsianCOuntrieｓ－ＮｅｐａＩ－（英語版）

3．アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究

報告書一フィリピン国一

４．アジアからの挑戦一人口と開発一

ChallengeandStralegyofAsianNations

-PopulationandSustainab]eDevelopment-

（英語版）

３．アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究

報告書一インド国一

４．アジアにおける女性のエンパワーメン卜

EmpowermemofWomeninAsia（英語版） ５．スライド・ビデオ

女たちの挑戦一女性の地位向上と日本の人ロー

（日本語版）

WolnenandII1eirChallenges-ImprovBmenIsinthe

StatusofWomenlhePopulationofJapan-

（英語版）

女性的挑哉一女性地位的提高与日本的人ロー

（中国語版）

TEIntanganKaumWanita-EmansipasiWaniIadan

PopulasiJepang-（インドネシア語版）

５．スライド・ピデオ

アジアを拓け－女性たち－（日本語版）

ABrighlofGenderEquality-EmpoweｒｍｅｎｔｏｆＷＯｍｅｎ

ｉｎＡｓｉａ－（英語版）

通性目楓之路一今日Ⅱ洲女性－（中国語版）

HarpanCerahbagiPersamaan-KaumWanitaAsian

MerambahJalan-（インドネシア語版）

平成８年度
平成６年度

Ｌアジア諸国の発展段階別農業・農村DM発基礎調査報告

書一ラオス人民民主共和国一

ＲｅｐｏｎｏｎｌｈｅＢａｓｉｃＳｕｒｖｅｖｏｎＡ四riculturalandRuralDe‐

velopmentbyProgressSIageinAsianCoumries

-LaoPeople1sDemocraIicRepublic-（英語版）

１．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告

書一インド国一

ReporIonIheBasicSurveyonAgriculturalandRuralDe‐

velopmembyProgressStageinAsianCountries

-India-（英語版）

2．アジア諸国の都市化と開発調査報告響

一フィリピン国一

ReportonUheSurveyofUrbanizationandDevelopmerllin

AsianCounmes-Philippines-（英語版）

２．アジア諸国の都市化と開発調査報告書一タイ国一

ReportontheSurvcyofUrbanizationandDevelopmemin

AsianCountries-Thailand-（英語版）

３．アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究

報告書一ベトナム国一

3．アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究

報告書一ラオス国一

４．アジアの女性労働力参加と経済発展

－２１世紀の戦略一

Women1sLaborParlicipaIionalldEconomicDevelopmentill

Asia-SmlIegytoward21CenturV-（英語版）

４．２１世紀の人口・食糧戦略一アジアと世界一

PopulationandFOodStrategyfbr21stcentury

-AsiaandWorld-（英語版）

５．スライド・ビデオ

2025年への決断一アジアの人口増加と食料一

ChaIlengeandDecisionfbrtheYear2025

-PopulaXionlncreaseandFoodinAsia-（英語版）

向蒜2025年的央断一Ⅱ洲的人口増炎和糀食一

（中国語版）

TekadUntukTahun2025-PertambahanPopulasidan

スライド，ピデオ

アジアの女性たちはいま……（日本語版）

NewHorizonHfbrtheWomanofAsia（英語版）

１１１洲凋女的新厨程（中国語版）

WanitaAsiaKini･…･【インドネシア語版）

●

【
□

116



PangandiAsia-（インドネシア語版）PermgatandariBumj-MasaDepanAsia-AirdanPan-

gan-（インドネシア語版）

平成9年度
平成11年度

１．アジア諸国の発展段階別農業･農村開発基礎調査報告識

一モンゴル国一中央県､セレンゲ県を中心として－

RoportontheBasicSurveyonAgdculluralandRuraI

DevelopmenlbyProgressStageinAsianCountries

-Mongolia-FocusonTovandSelenge-Aiｍａｎｇ－

１．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告

書一ラオス人民民主共和国一

Reportｏｎ【heBasicSurv巴ｙｏｎＡ図icultuTalandRuml

DevelopmenIbyProgrcssStageinAsianCountries

-LaoPeople1sDemocraticRepubliC-

２．アジアの社会開発と人間開発

SocialDevelopmentandHUmanDcvelopmentinAsja２．アジア諸国の高齢化と保健の実態調査報告書

一中国一上海を中心に

ReportｏｎｌｈｅＳｕｒｖｅｙｏｆＡｇｉｎｇａｎｄＨｅａｈｈｍＡｓｉan

Counmes-China-FocusonShan獣Iai-

３．アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究

報告書一マレーシア国一一

３．アジア諸国の職業安定制度と雇用政策に関する調査研

究報告書一バングラデシュ人民共和国一

4．水をめぐる２１世紀の危機

一アジア人口を焦点として一

WaIerCrisisinUleTwentyFirstCenlury

--PTospectofAsianPopulationandDevelopment-
平成12年度

１．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告

書一ミャンマー連邦一

ReportontheBasicSuweyonAgriculturalandRuInlDe‐

velopmentbyProgressStageinAsianCountries

-Myanmar-

５．スライド・ビデオ

水は生きている一人口と水資源一

WaterisAlive-PopulationandWaterResources-

（英語版）

水是有生命的人口与水臆源一（中国語版）

AirituHidup-PendukdanSumderAi｢－（インドネ

シア語版）２．アジア諸国の高齢化と保健の実態調査報告審

一タイ国一

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＳｕｗｅｙｏｆＡｇｉｎｇａｎｄＨｅａｌthinAsian

Countries-Thailand-
平成10年度

Ｌアジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告

響一カンボジア国一

ReporIontbeBasicSurveyonA巴iculluralandRuralDe‐

velopmenIbyPmg唾ssStageinAsianCountries

-Cambodiａ－

３．アジア諸国の職業安定制度と蝿用政策に関する調査研

究報告書一カンボジア国一

平成13年度

1．人口問題を基礎とした農業・農村開発調査報告講

一カザフスタン国一

ReportonSurveVolAgricuhuralandRuralDevelopmentb窓ed

onPopulationissues-TheRepublicofKazakhstan

2．アジア諸国の高齢化と保健の実態調査報告書

一大韓民国一

Ｒｅｐｏｒｌｏｎ［heSurveyofAgingaludHealthinAsian

Counlries-TheRepubIicofKorea一

２．アジア諸国の都市化と開発調査報告書

一マレーシア国一一

ReportontheSurvevofUrbanizationaI1dDevelopmentinAsian

Counmes-Malaysia-

3．アジア諸国の職業安定制度と雇用政策に関する調査研

究報告書一イラン国一

４．発展の制約一中国・インドを中心に_

ConslminsonDevelopment-FocusonChinaandlndia。

3．アジア諸国の識業安定制度と雇用政策に関する調査研

究報告書一インド国一 ５．スライド・ビデオ

地球からの警告一アジア、水と食料の未来一

ＡＷａｍｉｎｇｈｏｍＫｈｅＥａｒ[ｈ－ＴｈｅＦｕｔｕｒｅｏｆＡｓｉａ,Waler

andFood-（英語版）

来自地球的響告一亜洲、水和狼食的未来一（''１国

語版）
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た．人口と食綿安全保障に閥するAFPPD（人'二Iと開発

に関するアジア議員フォーラム）特別運営委員会で、

ベトナム国会社会委員会委員長グエン・テイ・タン議

員とマグサイサイ賞受賞者である著名な農業学背ボー

トン・ズアン博士の共著論文の旧本譜版の合本。世界

食料サミットに向けた資料として作成された:,）

１．『国際人ロ開発会職行動計画要旨』1995年（和文）

（内容：1994年カイロの国際人口開発会議(ICPD)の行

動計画の要旨。同文書関連の出版物としては本邦初｡）

9．『国際食料安全保障・人ロ・開発職員会識OMPFSPD)識

事録』1997年（和文）

（内容：食料農業機関iFAO1主催の他:界食料サミット

（WFS)にあわせ、1996年11月にスイス・ジュネーブで

開催された国漂食料安全保障・人口・開発議員会議

（IMPFSPD)の議事録c同会議の成臭は.世界食料サミッ

トで公式に配布され､またＷＴＯルジェーロＴＩＦ務局鰹に

も桜井新・会議議焚から手渡された｡）

２．『国際人ロ開発騒員会搬、蟻事録』1995年（和文）

（内容：1994年カイロで国際人口開発会議(ICPD)に先

駆けて開催された国会議員会議である鬮瞭人口開発議

員会議の議工1J:録。同会議には117カ国約300名の国会議

員が参加した｡会議宣言文はICPD総会でも発表された。

また、この会議を契機としてアフリカ・アラブ地域の

国会議員フォーラムが準備された｡）

３．国運人ロ基金『世界人ロ・開発援助の現状一日本の貢

献一』1995年（和文）

（内容：現在の人口分野に関する援助の現状と、資金

の流れを分析･我が国の人口分野への貸献も併戦画）

10．国運人ロ基金『未来のための食料』1997年（和文）

（内容：(１１連人口基金出版物FoodlbrtheFulumのｎ

本語版。人口増加の抑制と食料確保を行うために，女

性の参加が不可欠であることをさまざまな具体例から

解きほぐしている.） 4．『国際人ロ・社会開発護員会騒(lMPPSD)蟻事録』1996

年（和文）

（内容：世界社会開発サミット(WSSD)にあわせ､1995

年３月にデンマーク・コペンハーゲンで開催された人

口と社会開発に関する国会議員会議議事録｡）

11．国連食粗農業機構(FAO)『リソース・シリーズ４世界

食料サミット1996年世界食料安全保障のためのローマ

宣言および世界食料サミット行動計画』､1997年(和文）

（内容：世界食料サミットのローマ宣言と行動iiliiIiiの

本邦初の翻訳であり、多分野から司文書のロ本翻訳の

決定版として商い評価を受けた.）

５．黒田俊夫箸『リソース・シリーズ１国運人ロ会議２０

年の軌跡一ブカレストからカイロヘー』､1996年(和文）

（内容：Uil連主総の第一回人ロ会議であるブカレスト

会議から1994年カイロの国際人ロ開発会議まですべて

の国連主催の人'二I会議に参加し、人口分野における世

界的大家である著者が.その推移を概観し分析した｡）

12．『リソース・シリーズ５FiveYearsfromlCPPD-国

際人ロ開発職員会議から５年一人ロと開発に関する国

会職員会謹宣言文』1998年（和・英）

（内容：カイロの国際人ロ開発会議から５年月を迎え，

この機会に人、とljM発にBkＩする１１１際議員会議．地域議

員会議の宣言文を集成。今後の更なる発展のための資

料とした｡）

６．ToshioKurodaResourceSerieｓ２１１ＦｒｏｍＢｕｃｈａ

「esttoCairo-20YearsofUnitedNationsPDpula-

tionConferences-'0,1996（英文）

（内容：好評をもって迎えられた「リソース・シリー

ズ１」の英文版．）13．『リソース・シリーズ６PopuIationPolicyinAsia』

1998年（和文）

（内容：当財団が主催する「人口と開発に関するアジ

ア剛会議貝代表者会議』で呼びかけを行い，各型の人

口政策を各国政府責任者もしくは専門家が記述した。

各国の政策に責任を持つ国会議員が関与している点で、

類例を見なし､動）

７．『国際女性・人口・開発議員会議』、国際女性・人ロ・

開発議員会議(IMPGPD)識事録、1996年（和文）

（内容：第４旧世界女性会議(ＦＷＣＷ)にあわせ、１９９５

年９月に東京で開催された国際女性・人口・開発議員

会議(IMPGPD)の識斗下録｡何会議には第４回世界女'牲会

議に対する各政府代表を中心とする|到会議員が参加し

た」14．『リソース・シリーズフ欠乏の時代の政治学一引き裂

かれる水資源一』1998年（和文）

（内容：ワールドウオッチ研究所から刊行されたSa11dra

Poslel箸、Ｗor]dwalchPaperl32

DividingtheWatcrs:FoodSecurity,EcoSVstemHeallhand

theNCwPoliticsofScarcilyの邦訳｡今後人類社会に大き

なIIill約を与えるのが．淡水資ﾙﾇの不足である。墹え続

ける人口を支えるための農業生産もまた淡水資源CD逼

迫によって大きく制約を受けると考えられている。地

８．ＦＡＯ／ＵＮＦＰＡおよびポートン・ズアン､グエン・デイ・

タン箸、「リソース・シリーズ３食料安全保障と人ロ：

資料』、1997年（和文）

（内容：世界食料サミットへの準備として|型連食料農

業機関(FAO)が同連人Ⅲ基金との共同研究された、「人

ｉＷｉ加とｌ、壌劣化」に関する論文の日本語版および、

1996年５月にマレーシア，〔)クアラルンプールで開かれ
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球は水の惑星といわれるが飲塒や農業用に安定して使

用できる水の総瞳は地球上の水の00000089Ｍこ過ぎな

し､。この水の総獄は、有史以来変わっておらず．人口

が増加する分だけ、－人当たり使用できる水の愚はど

んどん減少しているのが現実だが、このことが＋分に

認識されていない．人1ｺ増加を文えている地球の限界

が目の前に迫っていることに縛告を発している｡）《｢Ｉ

本譜版版権取得》

議では、国際人ロ開発会議(ICPD)から５年を経て、そ

の進捗を妨げる障害.ＡＩＤＳなどの予想以上の蔓延など、

時代の変化をとり入れ、行動計画を実施する上で必要

となる指標や障害を解消するための具体的行動などを

国連加盟国が国連総会の場で協議し確認した。

19．人口と開発に関するアジア議員フォーラム第６回大会2000年

世界最初の人、と開発に関する議員フォーラムである

←人口と開発に関する議員フォーラム(AFPPD)が３年に

三度開催する大会の議事録。

AFPPDは1981年に設立されてから世界の指導的な人口

と開発に関する地域議員活動として、アジアのみなら

ず、世界レベルでも人口と開発に関する国会議員活釛

の指導的な役曹１１を担っている。その提唱者であり、§リ

識者の佐藤隆・元農水大臣と、桜井新・現議災の出身

地である新潟県で開催されたAFPPD大会の報侮書(|］

本譜版)。同大会では1000年期最後の大会として、２０００

ｉｆ1期に向けたアジア・太平洋地域の人ｎ．開発llll題に

関する国会議員の活動方針を協議し、その成果は「新

潟宣言一にまとめられた。

15.国通人ロ基金「人類のための環境」1998年（和文）

（｢ﾉﾘ容：国連人Ｕ基金Ｉｊｌ版物EnvirunmenIIorPeople

のｎ本語版・人口問題、環境問題、開発問題を効率的

かつ実質的に解決するためには、その３つの領域の閲

に架け橋を懸け、イ１１閲閥係を重視することが必要であ

るとの視点に立って、主に環境と人口の間に横たわる

徴々な問題を例に、解決のために必要な視点．方法、

手段を探っている｡）

16．リソース・シリーズ８ParliamentariansiActivitiesDn

PopulationandDevelopment-HistoryofParliamen-

tarians'ActMtiesandit,sFindings-1999年（英文、

－部スペイン語）

1999年２月ハーグの国際フォーラムに合わせて|淵催さ

れた「国際人、開発会議評価のための国会議員フォー

ラム(lFP1のために準備された出版物である。このｌｌＩ版

物は1994年の国際人口開発会議以降の人[二Iと開発に関

するアジア議員フォーラム(AFPPD1を始めとし、アメ

リカ地域人、.')W発国会雛負グループ(IAPGlアフリ

カ・アラブ地域人ｎ開発議員フォーラム(FAAPPD).ヨー

ロッパ地城の１Jﾘ会議貝活動の成果である宣言文と、各

議遮の揺動ＩＬを纏めた|世界で初めてのt１１版物である。

国会議員活勅の地球規模での広がりをも象徴している、

20．リプロダクテイブ・ライツ・チャート2000年

ＩＰＰＦ（国際家族計画連盟）が作成した'IPPF／iwam碑．

reproductiverights2000'ウォールチャートの卜|本語版．

世界各国のリブロダクティプ・ヘルスやライツに関連

する政策の現状や進捗状況を一覧にしたものである，

英語版ではアルファベット順になっていたものを地域

311・あいうえお順に編集を加え、読者の便を図ってし、

る。また、各国の国塔表記は外務省の表記に準拠した

正規名称を用いている。

21．女性のエンパワーメントに向けて2000年

ＵＮＦＰＡのWorkingloEmpowerWomen､ＵＮＦＰＡ０ｓＥｘｐｅ－

「ienceinlmplemcminglheBeijmgPla【fOrmofActionの'三Ｉ

本譜版。“女性のエンバワーメン卜"は国際人口開発会

議(ICPD)行動計画において人口鵬題の解決を果たす上

での重要なカギとなる概念として位世付けられた．ま

た．中国北京で開催された第４何世界女性会議では中

心的な概念となった。第４回世界女性会議から５年を

踏まえ、人口、女Ⅷ性問題に共通する女性のニンバワー

メン卜を中心に､ICPD行動計爾ならびに女姓会議の行

動綱領実施と関連するUNFPAの活動を具体的に紹介し

ている．

17．国際人ロ開発会議評価のための国会灘員フォーラム(IFP）

報告聾1999年

1999年２月ハーグの国際フォーラムに合わぜて腓|催さ

れた「IIJ際人口開発会議評価のための''1会議員フォー

ラム(IFP)｣の報告懇である．同会議には103力[玉1からお

よそ210名の国会議員が参加した｡同会議では国際人、

開発会議から５年Ⅱ11の進捗状沢とその進hJiをEuむ障害

について熱心な討議が行われ，人、と持続可能な開発

を‐賀した視点で扱う､典を強く求めた「国際人【二]開発

会雛評仙iのための風会議貝フォーラム・ハーグ宜筒」

が採択された。この内容は会議事務総長を務めた桜井

新AFPPD議奨の手によって､ハーグの国際フォーラム

ならびに３川にニューヨークで間(iMされた揃術会雛の

場でも発表された。

22．国運人ロ基金『人ロ問題ブリーフイングキット2000年

度版』２００１年

UNFPA,，UPopLIlationlssuesBriefiI1gKit20001の翻訳｡人

口問題は“数”の調題ではなく、生きて生活している

“人々”の問題であるという視点から，現在の人口分野

における様々な繰越とその問題への取り組みを概観し

たもので、カイロの行動計画実施の意味を説明してい

る。

18．第２１回国運特別総会特別委員会報告密「付録」

国連人ロ開発会艤行動計画のさらなる実施に向けた主

な行動1999年

1999年６月30旧～７Ｈ２日にかけて．ニューヨークの

国連本部で|H1催された「しlil際人口開発会溌から５隼評

価のための国連人口特別総会報告轡」ｌ]本譜版。同会
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23．国運人ロ基金「人ロ問題ブリーフィングキット2000年

版」2001年、

人口問題は、“数,,の問題ではなく､生活している"人々,,

の問題として捉え、現在の人口問題の様々な課題と問

題への取り組みを概観し、カイロの行動計画実行の意

味を概説した。

24．「輿四海野春風－２０年の歩み－J

本協会設立20周年を記念して作成された出版物であり、

記念式典で配布した。小泉純一郎・内閣総理大臣はじ

め本協会を所瀞する厚生労働、外務、農林水産の各大

臣．コフィー・アナン・国連事務総長他から祝辞およ

び本協会の活動史を中心に、調査研究や出版物の一覧

と人口と開発に関わる国際会議宣言文などをまとめた。
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済
協
力
局
国
際
機
構
課
長
が
説
明
、
５
、
「
少
子
化
対
策
ｌ

プ
ラ
ス
ワ
ン
ー
」
に
つ
い
て
水
田
邦
雄
・
厚
生
労
働
省
少
子
化

対
策
推
進
本
部
事
務
局
長
が
説
明
、
６
、
中
国
高
齢
化
視
察
議

員
団
派
遣
に
つ
い
て
事
務
局
説
明
。

皿
月
週
日
中
国
高
齢
化
事
情
視
察
議
員
団
派
遣

～
加
日
訪
問
先
》
中
国
・
北
京
・
西
安
・
上
海
の
各
地
域
の
老
齢
委
員

会
、
民
生
局
、
居
民
区
な
ど
を
訪
問
。
参
加
議
員
》
清
水
嘉
与

子
・
参
院
議
員
（
団
長
）
、
若
林
正
俊
・
参
院
議
員
、
大
淵
絹
子
・

参
院
議
員
、
国
丼
正
幸
・
参
院
議
員
、
事
務
局
率
広
瀬
次
雄
・

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
常
務
理
事
、
遠
藤
正
昭
・
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
業
務
課
長
。
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◇
ア
メ
リ
カ
の
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
、
環
境
に
関
す
る
京
都
議
定
書
の
反
故
（
ほ

ど
）
に
続
い
て
、
人
口
問
題
に
対
す
る
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
な
ど
へ
の
拠
出
金
の

停
止
と
、
カ
イ
ロ
会
議
の
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
か
ら
の
撤
退
を
表
明
し
た
。

人
口
問
題
と
い
う
地
球
人
類
の
平
和
保
障
問
題
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
武
力

に
よ
る
自
国
の
鵜
権
達
成
の
方
が
重
要
な
の
だ
ろ
う
か
ｌ
・
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
国
境
を
越
え
た
「
共
生
」
が
原
点
に
あ
る
は
ず
だ
。

◇
「
飢
え
て
死
ぬ
た
め
に
生
ま
れ
て
く
る
子
供
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
ｌ
Ａ

Ｐ
Ｄ
Ａ
創
立
者
、
佐
藤
隆
氏
の
言
葉
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
は
ア
ジ
ア
を
発
信

地
に
世
界
に
向
け
て
人
口
問
題
の
重
要
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
た
。
人
口

の
父
、
岸
信
介
・
元
首
相
は
一
一
十
年
前
、
「
人
口
問
題
解
決
の
た
め
、
全
世

界
に
春
風
を
興
せ
」
と
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
設
立
に
参
加
し
た
わ
れ
わ
れ
を
激
励
さ

れ
た
。
こ
う
し
た
先
達
の
志
を
継
い
で
、
私
達
は
関
心
の
薄
れ
て
い
る
人

口
問
題
の
流
れ
を
変
え
る
た
め
、
心
新
た
に
こ
と
し
も
力
を
つ
く
し
、
前

進
を
続
け
て
ま
い
り
た
い
。

（
Ｔ
・
Ｈ
）

◇
日
本
の
み
な
ら
ず
国
際
的
に
も
人
口
・
開
発
問
題
に
つ
い
て
の
関
心
が
失

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
問
題
と
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
は

重
大
な
問
題
で
あ
る
。

「
世
界
人
口
白
書
二
○
○
二
」
を
監
修
し
た
黒
田
俊
夫
博
士
は
〃
ま
だ
地
球

上
の
人
口
爆
発
は
終
っ
た
わ
け
で
は
な
い
〃
と
鋭
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ま
さ
に
〃
頂
門
の
一
針
〃
で
あ
る
。

鶉
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藤園

〈
無
香
料
・
国
産
茶
葉
１
０
０
％
〉

お こ

○

寺
、
翌
、力

門

’

七
代
Ⅱ
巾
川
新
之
助

（
歌
朧
漉
巡

伊
藤
園
が
厳
選
し
た
国
産
茶
葉
を
１
０
０
％
使
用
。い

じ
っ
く
り
育
て
た
お
茶
の
葉
か
ら
、
き
ち
ん
と
流
れ
ま
し
た
。

素
材
が
い
い
か
ら
、
香
り
も
、
味
も
、
ご
ま
か
さ
な
い
、

自
然
そ
の
ま
ま
の
お
い
し
さ
で
す
。

【
。 窄騨舛已旨

Ⅲ

お
茶
の
葉
か
ら
、
ホ
ッ
ト
専
用
。

窄
拝
器
の
散
乱
防
止
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
〈
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